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劉天華と文明戯

久米井 敦 子

要 旨

作曲家で音楽教育家の劉天華（1895�1932）は中国民族音楽の近代化に貢献

した人物として知られている。彼は1912～1914年に上海の劇団「開明社」で

楽団のトランペット奏者として活躍していた。

開明社が演じていたのは当時上海で流行していた「文明戯」であった。文明

戯は西洋の近代演劇に倣い，リアルな舞台や口語によるセリフを使用した。し

かし，劇中では京劇などの伝統歌唱を多用し，現在の「話劇」に比べると，近

代演劇というには中途半端なものであった。しかしこうした現象は，他者の文

化である近代文化受容の黎明期において自己を認知するための「民族性」とい

う近代性の現れであった。

劉天華は1914年に上海を離れ帰郷して音楽教師となり，国楽（中国音楽）

の研究と教育に傾倒していく。その後1922年に北京大学附設音楽伝習所（招

聘当時は「北京大学音楽研究会」）に国楽教師として招聘され，1927年に「国

楽改進社」を設立し，国楽の創作，演奏，教育，保存，研究などの分野で大き

な功績を残した。劉天華はこうした一連の事業を「国楽改進」と呼んだ。国楽

改進とは，西洋音楽の要素を取り入れることで国楽を改良，推進し，それによっ

て新しい自分たちの音楽を創造しようという試みであった。

本論は文明戯と劉天華の国楽改進の間にある旧文化を利用した近代文化の受

容という類似点に注目し，国楽改進という事業の起源を彼の文明戯体験に求め

たものである。

キーワード：劉天華，国楽改進，文明戯，開明社

�論 文〉



1．はじめに

中国民族音楽の近代化に貢献をした劉天華（1895�1932）は，1910年代

から1930年代にかけて活躍した作曲家，演奏家，音楽教育家である。彼

は辛亥革命直後の1912年から1914年の約2年間を実兄の劉半農とともに

上海で過ごしている。当時，上海では西洋式の近代演劇に倣った「文明戯」

と呼ばれる新しい演劇が流行しており，多くの劇団が活動していた。劉天

華はその1つである「開明社」に所属し，その楽団でトランペットを吹い

ていた。

当時の上海には「租界」と呼ばれる外国人居留地があり，西洋建築が立

ち並び，西洋文化が定着していた。その様子は現在も保存されている多く

の建造物や街並からも想像できるであろう。また，租界では治外法権が適

用されていたため，各地から知識人や政治活動家，ひいては闇社会の人間

までもが，新しい文化と自由を求めて集まった。欧米人によってキリスト

教系の学校も多く創設され，近代教育が盛んであった。新しい演劇形態で

ある文明戯は，こうした東洋の中の西洋ともいうべき租界で，新しい文化

活動の一環として生まれたのである。

劉天華に関する研究はすでに多く行われているが，彼の上海における活

動に関して詳細に論じたものは管見の限りまだない。その原因は資料が少

ないことにある。現在，劉天華の日記や書簡は残っておらず，我々が彼の

生涯，特に前半生について知る手掛かりは親族の回想だけである。また，

劉天華自身による言説は，北京で発行された『新楽潮』や『音楽雑誌』と

いった雑誌に発表された1927年以降のものが残っているだけだが，それ

らの資料に上海で活躍した時期に関する言及はない。しかし劉天華の全貌

を解明するには，上海での2年間を無視することができない。本論は上海

での体験がその後の劉天華の音楽思想 彼のライフワークである「国楽
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改進」に与えた影響を解明しようと試みるものである。

2．劉天華の生涯と国楽改進

劉天華の生涯については他の機会にすでに論じた（2）ので，ここでは詳

細に触れない。ただ，本論のテーマである上海期の位置づけを明確にする

ために，劉天華の生涯を以下の通り4つの時期に区分し，各時期の概要を

確認しておこう。

① 幼少期～少年期（1895～1912）

1895年，江蘇省江陰で学堂を経営する家庭に生まれた劉天華は父のも

とで初等教育を受け，1909年に常州府中学堂へ進学する。しかし1911年

10月の武昌蜂起の発生に伴い授業が停止となり，劉天華は学業を途中で

断念せざるを得なかった。その後は兄とともに地元で革命運動に参加をし

て過ごす。

幼少期の劉天華は，故郷の江陰で近所の寺院や孔廟の宗教音楽に触れた

り，近所の人から笛や二胡（中国民族楽器の一種で二弦の擦弦楽器）を習っ

たりして，民間の音楽に親しんで育った。常州府中学堂に進学後は，中学

堂の軍楽隊に参加してトランペットを習った。多感な思春期に初めて触れ

た西洋楽器は劉天華を魅了したことだろう。トランペットの輝かしい音や

軍楽隊の奏でるアンサンブル，西洋の音階やリズムなど，中国音楽と大き

く異なる西洋音楽に劉天華はこの時期に初めて触れたのである。

② 上海期（1912～1914）

1912年の春，劉天華は編集の職を得た兄の劉半農とともに上海へ行き，

劇団「開明社」の楽団員として活動する。1914年に開明社が活動を停止

劉天華と文明戯（久米井） ―3―
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したため，劉天華は帰郷を余儀なくされる。

③ 江蘇期（1914～1922）

1914年に上海から故郷の江陰に戻った劉天華は，小学校の音楽教師を

経て翌 1915年に母校の常州府中学堂の後身である江蘇省立第五中学

（1913年改称）に招聘される。音楽教育に理解の深い校長童斐の下，劉天

華は中学の軍楽隊と国楽隊を指導した。

教鞭をとる傍ら劉天華は，二胡の名手として有名だった周少梅や，琵琶

の名人の沈肇州といった在野の音楽家たちに学んだ。

また1921年には，江陰の自宅で「暑期国楽研究会」を開催した。これ

は地元の音楽教師や音楽を愛好する青少年を対象とした音楽講習会で，夏

季休暇の間泊まり込みで行われた合宿であった。この研究会には劉天華が

師事した音楽家や地元の寺院の僧侶がゲスト講師として招かれ，劉天華は

自作の「病中吟」，「空山鳥語」，「月夜」（いずれも二胡独奏曲）を教授し

た（3）。受講生の中には第五中学の生徒たちもいた。その中には呉伯超，儲

師竹のように，後に北京でも劉天華の教え子となる者も含まれていた。

こうした活動からわかるのは，この時期，劉天華の関心が「国楽」，つ

まり自国の音楽に向けられていたことである。

④ 北京期（1922～1932）

劉天華は1922年，北京大学附設音楽伝習所の国楽教師として招聘され

て北京へ赴任し，1932年に伝染病のため急逝した。劉天華に関する先行

研究はこの10年間の活動をテーマとしたものが大半を占めているため，

北京期に関してはここで詳述しない。ただ，北京へ来てからも，劉天華が

目指したものは国楽研究であったことは指摘しておきたい。衰退の一途を

たどる国楽を採集し，保存し，さらに創造刷新をしていこうという劉天華

の信念は，1927年の「国楽改進社」設立へと続いていく。その活動の一
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環として発行された『音楽雑誌』は，劉天華自身の論説が掲載された貴重

な資料である。

劉天華の以上の経歴を音楽事業の発展という視点から見ると，次のよう

に考えることができる。

「①幼少期～少年期」は音楽への関心が芽生えた萌芽期である。幼少時

すでに身近な音楽に関心を寄せていたことから，音楽家として大成する生

来の可能性を覗うことができる。中学生になって軍楽隊の活動を通じて西

洋楽器という新しい世界の音楽と出会う。「②上海期」では，学業の中止

を余儀なくされた劉天華が，学んだ音楽を上海の商業演劇という新天地で

実践する，音楽家としての入門期である。「③江蘇期」は，生業として演

奏していた音楽を教員として研究し，次世代へ伝え始める時期である。こ

の時期から劉天華は国楽を重視し始める。生涯の事業を国楽改進に定め，

それに向けて準備を始めた熟成期といえよう。それは「④北京期」におい

て継続され，国楽改進社旗上げや，作曲，演奏活動，教育事業において功

績を重ねることで開花するのである。北京期は開花期と言うことができよ

う。

2�2．国楽改進 劉天華の音楽観

では，劉天華が生涯の事業として志した国楽改進とはどのようなものだっ

たのだろうか。劉天華は1927年，雑誌『新楽潮』第1巻第1期に寄せた

文章の中で以下のように書いている。（以下，劉天華による言説の引用は

すべて方立平2009をテキストとし，筆者訳とする）

音楽が人類にとって大きな効用があることは，誰もが認めぬわけには

いかない。しかし我が国において最近最も振るわない学問は音楽とい

えるだろう。西洋人をまねてピアノを弾いたり歌を歌ったりする者は

いるが，すべて特権階級のものである（しかも，ごく少数にすぎない）。

劉天華と文明戯（久米井） ―5―



一般民衆に音楽を普及させることなど，気の遠くなるような話である。

そもそも，一国の文化とは，他人の表面だけをまねれば済むものであ

るはずない。また逆に，古いしきたりに則り，自分の見解に固執すれ

ばいいというものでもない。自国固有の精髄を採用しつつ，外来の潮

流を受け入れなければならないのだ。東西の調和と合作の中から新し

い道を打ち出してこそ，進歩という言葉に値するのである。（劉天華

「国楽改進社縁起」，『新楽潮』第1巻第1期）

劉天華が目指したのは，西洋音楽という新しい潮流のエッセンスを積極

的に取り入れることによって伝統的な国楽を「改進」（改良，推進）し，

それによって新しい国楽を創造することだった。劉天華は北京で外国人教

師にヴァイオリンや作曲法を学んだり，和声に関する文献を翻訳したり（4）

するなど，西洋音楽を積極的に学んでいた。その熱意と進歩は，北京大学

付設音楽伝習所の元同僚で，中国の西洋音楽受容に多大な貢献をした蕭友

梅（1884�1940）に「日夜練習に励み，何年も習わぬうちに造詣が深くなっ

た」と言わせたほどであったが（5），それはすべて国楽改進のための手段の

1つに過ぎなかったのである。

国楽に西洋音楽の要素を積極的に取り入れるという考えは，劉天華の創

作において実践されている。劉天華が生前に楽譜を発表した曲は，すべて

工尺譜（一部は五線譜も）で表記されている（6）。工尺譜とは中国の伝統的

な楽譜の1種であり，従来は旋律のみを表現する記譜法であった。劉天華

は工尺譜に西洋の楽譜（数字譜，五線譜）の要素を積極的に取り入れるこ

とで，リズムや装飾音，速度などを明示した。例えば，数字譜のリズムを

示す傍線や，ヴァイオリンの五線譜のボーイングを表す弧線（スラー），

指使いを示す数字などである。速度は「転慢（だんだん遅く）」（rit.），

「極慢板（きわめて遅く）」（adagioconespress）というように中国語で

指示を入れている。トリルを示す西洋音楽の記号「tr」も見られる（図）。
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図 「除夜小唱（良宵）」工尺譜。『音楽雑誌』第2期 マイクロフィルム版より



また劉天華は演奏時のポジションに関して厳格な態度を取っている（以

下，引用部の［ ］内はすべて引用者による補足とする）。

胡琴［二胡を含む中国の擦弦楽器の総称］における「三把」という演

奏法は，まだそれほど古くない。おそらく三弦や琵琶などの楽器から

応用したのであろう。以前は，中把と下把の2つのポジションの音は

上把で1オクターブ低い音を弾いて済ませていた。各ポジションの音
おん

色
しょく

を利用し，さらにそれを楽譜に記すことは，これまでにはなかっ

た。この「月夜」と「除夜小唱」の2つの曲は，各ポジションの音
おん

色
しょく

の美しさに基づいて作曲した。そのため中把の指示の箇所を上把

で弾いたり，上把の指示の箇所を中把で弾いたりしてはならない。

（劉天華「除夜小唱，月夜説明」『音楽雑誌』2期）

ポジション（中国語では「把位」）とは弦楽器の運指法に関する用語で，

二胡の場合は左指で弦をおさえる位置を指す。例えば，二胡の外弦（A

弦）では解放弦（弦をおさえずに出す音で，この場合はA＝ラ）の一度

高い音（B＝シ）に第一指（人差し指）を置く位置が「上把」（第一ポジ

ション）である。Bを内弦（D弦）で弾く場合は，「中把」（第二ポジショ

ン）の第二指（中指）の位置をおさえる。同じBであっても外弦では明

るい響きに，内弦では深みのある音になる。ヴァイオリンなど西洋の弦楽

曲の作曲者は運指法を数字で楽譜に明記することでポジションを指定し，

弦による音
おん

色
しょく

の違いを音楽表現に生かす。劉天華はその記譜法を二胡曲

の楽譜に応用したのである。上の引用で劉天華はこうしたことは中国音楽

において「これまでにはなかった（未之前聞）」としている。

西洋音楽（クラシック音楽）の演奏者は楽譜の指示を遵守しつつ自身の

独創性を発揮しなければならない。それこそが西洋音楽（クラシック音楽）

の醍醐味であり真髄である。そのため作曲者は自身の楽想を楽譜に詳細に
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書き込むのである。作曲者が構想した音
おん

色
しょく

を楽譜に表そうという劉天華

の楽譜改革は，西洋音楽の概念の国楽における実践であったと言える。

3．文明戯と開明社

3�1．文明戯とは

文明戯は「新劇」とも呼ばれ，20世紀初頭，中国の演劇の近代化の過

渡期に生まれた演劇を指す。新劇とは，京劇などの伝統演劇＝旧劇に対す

る呼び方であり，文明戯の活動が超克する対象として伝統演劇を強く意識

していたことは明確であろう。中国の伝統演劇＝旧劇は唱
うたい

を中心とし，

胡琴（弦楽器）や羅鼓（打楽器）を伴う歌劇であった。舞台には背景を用

いず，小道具も机と椅子といったきわめて限られたものしか置かずに，さ

まざまな情景は類型化された伴奏や役者の所作によって象徴的に表現され

る。また，役柄が生（男性），旦（女性），丑（道化）というように類型化

されているのも特徴である。これに対して文明戯＝新劇は，西洋式の演劇

を手本に，口語によるセリフや自然な所作，背景や小道具を採用すること

によって，リアルな舞台を目指したものであった。

「文明戯」という名称に関しては諸説あり（7），また文明戯は劉天華が活

躍していた当初は「新劇」と呼ばれていた。しかし劉天華に関する諸資料

では「文明戯」という名称が使用されており，また，名称の問題は大変重

要ではあるが，本論は劉天華の上海期での活動が後の国楽改進という事業

にどのような思想的影響を与えたかに焦点を当てて論じることを目的とし

ているため，ここで詳細に触れることはせず，便宜上「文明戯」という名

称を用いる。

一般に文明戯の起源は，19世紀末から20世紀初頭にかけて起こった学

生演劇と，日本に留学した知識人たちが体験した日本の近代演劇の影響で

あるとされる。
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現在確認できる最初の学生演劇は，1898年，上海の聖約翰書院（セン

ト・ジョーンズ書院）のクリスマス・イベントで学生たちによって演じら

れたものである。それを皮切りに，その後他の学校でも盛んに演劇が演じ

られるようになった。こうした演劇は伝統劇の演目を継ぎ合わせたような

もので（8），近代演劇というには中途半端なものだったと思われる。しかし

この活動から汪優遊や朱双雲といった文明戯を代表する人材が生まれてい

ることを考えると，この時期の学生演劇が後の文明戯の成立に与えた影響

は小さくない。

中国演劇の近代化の嚆矢として広く認知されているのは，1907年2月

に東京で上演された春柳社の「茶花女」（椿姫）と同年6月の「黒奴�天

録」（アンクル・トムの小屋）である。春柳社は1906年に東京で結成され

た清国留学生たちによる劇団である。この上演は，新派俳優の藤沢浅次郎

（1866�1917）の指導を受けて
（9）大成功をおさめ，中国ではこの成功が伝わっ

たのちに新しい演劇の試みが始まるのである。たとえば王鐘声は上海で春

陽社を旗揚げして「黒奴�天録」などを上演し（1907年），春柳社のメン

バーだった陸鏡若は帰国後に新劇同志会を設立した（1912年）。このほか

にも上海には進化団（1910年），新民社，啓民社，民鳴社（いずれも1913

年）など，多くの劇団が誕生した。

文明戯は近代式のリアルな舞台を目指していたが，近代演劇の重要な要

素である脚本を用いず，「幕表」と呼ばれる物語のあらすじを書いたもの

に依拠して上演していた。演技は役者の即興で行われたため，収拾がつか

なくなることもしばしばあったという。

文明戯は1914年に最盛期を迎え，その後は衰退し，遊戯場で上演され，

やがて新興地方演劇へと発展解消される。中華人民共和国建国後の中国演

劇史においては，近代演劇の始まりは新文化運動の担い手たちによる「話

劇」であるとされ，文明戯は伝統劇から近代演劇への過渡期に発生した低

俗な演劇に過ぎないと考えられるようになり，顧みられなくなった（10）。
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3�2．開明社とは

劉天華が所属した開明社はこうした文明戯の劇団の1つで，1912年に

結成された（11）。創立者は朱旭東と李君磐と言われている。文明戯の役者だっ

た徐半梅は開明社について以下のように回想している（以下，引用部分は

すべて筆者訳）。

彼［李君磐］の劇団はそのほかの劇団と比べると3つの相違点がある

ので，ここで挙げておきたい。1つ目は，彼らの劇団に楽団があるこ

と。2つ目は彼らが洋装戯に長じていること。3つ目は南洋群島や日

本へ行ったことがあることである（12）。

また，役者として活躍した朱双雲が同時代の文明戯界を紹介した『新劇

史』（1914年）では，開明社について次のような説明がある。

�［1912年の］この月［旧暦の4月］，李君磐と朱旭東が開明社を組織

し，大舞台で上演】

開明社は新劇の中の別派である。なぜなら，音楽やダンスを重視した

からで，東西洋の歌舞劇（13）とかいうものに，開明社が劣ることはな

い。この時期にいわゆる国民募金というものがあり，人々の多くが積

極的に寄付をしていた。開明社はこの時流に乗って結成され，大舞台

［劇場名］で上演をした。収入はすべて国民募金に寄付をし，公益を

重んじたので，チケットは大変よく売れて1000元以上を稼いだ（14）。

�この月［旧暦の5月］，開明社は謀得利で上演】

開明社は大舞台で上演後，すばらしい名声を得た。そこで謀得利戯院

を賃借りして連日上演した。チケットの売れ行きは芳しくなく，10
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日ともたずに閉幕した（15）。

�この月［旧暦の8月］，上海開明社は中華大戯園で上演，3日で終了�

開明社の中華大戯園での上演は旧劇グループの妬みを買ったため3日

で終了するはめになった。初日の夜に「痴情」を上演したが，2幕目

が始まったばかりなのに時間をせかされ，観客の不興を買った。2日

目の夜もある劇を上演したが，劇が終わらないうちに観客が大いにブー

イングをした。こうして上海では新劇の居場所がほとんどなくなって

しまった（16）。

�この月［旧暦の12月］，開明社は四川へ】

上海に身の置き場がなくなり，さらに長江流域一帯へはすでに出遅れ

ていた開明社は，やむを得ず四川へ旅立った。四川省の省都である成

都で上演をすると観客がたくさん集まって大盛況だった（17）。

これらの記録からわかるとおり，開明社は自前の楽団を持ち，時代に先

駆けて音楽やダンスを取り入れたことを特徴とする劇団であった。当初は

チャリティー公演として大入りとなった開明社は，商業劇団としては競争

の激しい上海で興行を維持できなかった。『新劇史』にはこの時期，地方

都市へ移動した劇団の記録が多い。開明社に限らず，上海で興行に行き詰っ

て地方巡業に出た劇団は多く，上海周辺の都市ではすでに多数の劇団が興

行をしていた。出遅れた開明社はやむを得ずさらに遠い四川まで行き，興

行はそれなりに成功したという。

また，黄愛華によれば，開明社はリーダーの朱旭東の弟子や親族を中心

としたまとまりのよい団体だったという（18）。

では，開明社のリーダーとして知られる李君磐と朱旭東とはどのような

人物だったのだろうか。
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李君磐は江蘇省常熟の出身で，南菁高等学堂と南京の格致書院で学んだ。

英語に長じ，蘇州で中学校の教師を数年つとめた。その後，北京で江蘇旅

京公学を経営する（19）。1910年，北京の茶館・天楽園で「音舞盛会」を開

く。これは学校運営の資金集めのための学生たちによるチャリティー公演

で，中国で最初の音楽会だという（20）。

朱旭東は清朝末期にベルギーへ遊学し，帰国後は皇族の寄付を受けて北

京で音楽学校の設立を試みたが援助が途絶えて失敗した。辛亥革命が起る

と江南で蜂起に参加して投獄され，革命後に釈放となった。その後李君磐

とともに上海へ行き，学校教育が及ばない部分を補うために開明社を設立

した。開明社では厳しい規律の下，午前中に音楽，午後に演劇，夕食後に

ダンスと西洋音楽の訓練が行われたという（21）。

劉天華が開明社に入ったのは兄の劉半農の人脈によるものと思われる。

当時劉半農は開明社で作詞や編集を担当していた（22）。徐半梅は開明社の公

演の楽屋で李君磐から劉半農を紹介されたことを回想している（23）。

1914年の3月から5月にかけて開明社は上海で多くの興業を行ってい

る（24）。同年5月に上海で文明戯6劇団が「新劇公会」を結成し，「六大劇

団連合演劇」の公演を行ったときは，開明社は「六大劇団」の1つとして

公演に参加した。この年は後に「甲寅の中興」と呼ばれる文明戯の最盛期

であった。この「公会」は公演直後に解散し，それ以降，朱旭東，史海嘯，

朱小隠の3人の開明社社員の名前は7月末まで春柳劇場の公演広告に現れ

るものの（25），開明社としての上演広告は見られない。そして開明社は同年

11月，劉芸舟が主催する「中華木鐸新劇」の日本公演（26）への出演を最後

に，歴史から姿を消した。劉天華は「公会」解散後の1914年の仲夏（旧

暦5月）のころ，上海を引き上げて帰郷する。

すでに述べたとおり，文明戯の舞台は背景や大道具，小道具を使用する
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ことでリアルな日常生活を再現したものであり，役者のセリフは日常的な

言葉づかいであった。脚本ではなく幕表を使用した即興性の強い演劇では

あったものの，基本的に西洋の近代演劇を目指したものだったと言える。

しかし劇中で，宴会のシーンなどを借りて京劇などの伝統歌唱が披露され

ることがあり，こうした伝統歌唱に言及する広告や劇評も多かった。伝統

歌唱は文明戯にとって重要な要素であり，また，観客からも喜ばれたので

ある。

このことについて，松浦恆雄は，次のように指摘する。

このような文明戯における歌唱［「水金橋」の一段や「李陵碑」が劇

中劇として歌われたこと］は，公演を重ねるうちに，次第に重要性を

増していったものと思われる。それは，文明戯が，観客の強い嗜好に

訴えて観客を動員しようとしたためではない。（中略）おそらく，当

時の観客にとって，劇中歌と文明戯のリアルな演技とは，抵触するも

のではなかったのであろう。（中略）むしろ逆に，優れた歌唱の挿入

は，文明戯の演劇としての質を高める役割を果たすと考えられていた

のである（28）。

さらに松浦は，このような現象から新劇に旧劇の要素を取り入れることを

目指す考え方が生まれたと指摘し，当時の演劇雑誌の記事から以下の2節

を引用する。

演劇改良の要務は，第一にまず新旧の境界をなくすことである。第二

に新旧の学理を融合しなければならない。第三に新旧両派の長ずると

ころを兼ねそなえなければならない（29）。

（前略）将来の新劇を造らんとすれば，必ずまず京劇の改良から着手
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し，一方で新旧の観念を破って一炉に溶かし，その欠点をなくし，そ

の精華を選び取らねばならない。その作用は偉大にして比べるものが

ないであろう（30）。

こうした旧文化と新文化の併用という文明戯の方向性が，のちに欧陽予

倩の「歌劇」，つまり京劇と異なる新しい伝統劇の誕生につながっていく

と松浦は指摘し，そして次のように論じる。

後発近代国家の近代化の過程において，「『民族』的な自己は 前近

代の自己は当然のように他者として認識され認定され」，他者（「欧米」）

の視点による自己改造を余儀なくされる。しかし，自己改造した自己

が，自己であると認識されるためには，自己改造によって新しい民族

性が創造され，それが多くの中国人に認知されねばならないだろう。

（中略）文明戯が弾詞などの旧小説を繰り返し舞台にかけたのは，こ

の点から見れば，決して近代化からの落伍ではなく，それ自身がまさ

に新しい民族性の創造だったと言える（31）。

近代の受容とは西洋＝他者を受け入れることに他ならない。その過程に

おいて自己が自己であり続けるためには，民族性という近代的な概念が必

要になる。その結果，文明戯では近代演劇を目指すために伝統演劇の要素

を取り入れざるを得ないという現象が生じた。文明戯は近代文化を創造す

るために伝統文化を利用していたのである。

4．結 び

これまでの劉天華研究では，上海での体験はどのようにとらえられてい

たのであろうか。
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「開明劇社」は当時上海で最も有名だった劇団の1つである。平日は

公演の仕事が忙しく，1914年の2月から5月の期間だけでも，80近

くの「新劇」を上演していた。ほとんど毎日が新しい演目だった。こ

のように多くの新演目の仕事によって，劉天華の編曲や吹奏のプレッ

シャーは大きく，また多くのトレーニングとなった。編曲のスキルを

伸ばすために，彼は音楽理論を研究した。吹奏の腕を上げるためには，

「毎日夜明けから深夜まで休むことなく」1つの楽器を練習し続けた。

この期間，劉天華は上海の有名な万国楽隊に入って勉強した。万国楽

隊には多くのヨーロッパ出身の音楽の達人がいた。劉天華は彼らから

ピアノ，ヴァイオリン，金管楽器などの多くの楽器を学んだ。特に金

管楽器の上達が速かった。「十里洋場」と呼ばれた上海と故郷の地方

都市江陰では環境があまりに違い，西洋楽器の発達ぶりと中国楽器の

立ち遅れに，幼少期から伝統的な学問を学んできた劉天華は多くのこ

とを感じた（32）。（筆者訳）

劉天華にとって上海での体験は，音楽の修行時代であり，また多くの西

洋楽器に触れ，親しむ貴重な機会だった。そして，西洋楽器に圧倒され，

中国楽器の貧弱さを思い知らされた時期でもあった。

しかし劉天華が上海で学んだのはこれだけだろうか。伝統劇＝「旧劇」

と一線を画して新しい近代演劇を作ろうとしていた文明戯＝「新劇」の劇

団が，作品中に「旧劇」の要素である伝統歌唱を取り入れ，さらにそれが

評論家や観客に受け入れられていることから，何かを感じはしなかったろ

うか。新しい演劇を目指した文明戯＝新劇が，旧劇の要素を取り入れてい

ることの意味についても，考察をしたのではないだろうか。劉天華の上海

での収穫は，古い要素を取り入れながら新しいものを創造していた文明戯

から，中国古来の音楽である国楽に改良を加えて新しい中国音楽を作り出

す国楽改進というライフワークの糸口を見つけたことである。
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文明戯が衰退した後，文明戯出身の人材は，ほかの分野で活躍を続ける。

欧陽予倩は伝統劇の世界で「歌劇」という新しい形式を生み出し，鄭正

秋は草創期の中国映画界の重要人物となる。開明社のリーダー朱旭東も，

後に京劇の名優である尚小雲の下で京劇の近代化に尽力をしたという（33）。

文明戯の歴史にはほとんど名を残さなかった楽団員の劉天華は，上海で

見た文明戯から，新旧両文化の精髄を取り入れることで新しい中国文化を

創造していく1つの方向性を学び，それを国楽の改革に応用し，自分の音

楽を生み出すのである。上海から帰郷後，彼は音楽教師をつとめながら，

名人から二胡や琵琶といった中国楽器を学び，国楽隊や講習会を指導する

ことで後進を育て，「病中吟」などの名曲を創作した。こうした活動はや

がて彼を北京大学という最高学府へ導く。劉天華はその地でさらなる飛躍

を実現するのである。

（1） 劉天華の生い立ちについては劉北茂2004 p.85�98，方立平2009p.257�

275を参照した。

（2） 長谷川（久米井）2012

（3） この3作品の楽譜の発表は以下の通りである。

月夜『音楽雑誌』2期（1928年2月）五線譜，工尺譜

病中吟『音楽雑誌』8期（1930年1月）工尺譜

空山鳥語『劉天華先生紀念冊』（1933年）五線譜，工尺譜

楽譜の最初の発表を確定稿初版と考えるのであれば，これらの曲が1921

年の段階でどの程度完成していたのかは不明である。

（4）『音楽雑誌』2期～6期に翻訳「曲調配和声法初歩」を連載している。原著

者はJ.E.Verhamとなっているが，詳細は不明。

（5） 蕭友梅1933

（6） 注3以外に劉天華が生前楽譜を発表した楽曲は以下の通り。

琵琶独奏曲「改進操」『音楽雑誌』1期（1928年1月）工尺譜，五線譜

二胡独奏曲「閑居吟」『音楽雑誌』4期1928年10月）五線譜，工尺譜

琵琶独奏曲「虚籟」『音楽雑誌』7期（1929年8月）工尺譜

琵琶独奏曲「歌舞引」『音楽雑誌』9期（1930年1月）工尺譜
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二胡独奏曲「光明行」『音楽雑誌』10期（1932年2月）工尺譜

（7） たとえば瀬戸2009は，「文明戯」という名称が使われ始めたのが最盛期以

降（1917年以降）であることを指摘し，「文明戯」とは革命理念を喪失して
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1.Pendahuluan

BagibangsaIndonesia,bahasaIndonesiatidakhanyasebagai

bahasanegaradanbahasanasional,tetapijugasebagaibahasakedua.
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�論 文�

AnalisisKesalahanKalimat

BahasaIndonesia

DalamKaranganMahasiswaJepang

ToshioSUENOBU

Abstract

Thiserrorstudyoflanguageaimstodescribetheunderstandingof

sentencesanderrorsinthecompositionofIndonesiansentencesbyJapa-

nesestudentswhoarestudyingIndonesianasaforeignlanguage.This

researchdataisderivedfromIndonesianessaywrittenbyJapanesestu-

dents.

Basedondataanalysis,wecandraw threeconclusions.First,the

masteryoftheconstructionofJapanesestudents・sentencesisstillinthe

stageoftransitionalconstruction.Second,grammaticalsentencecon-

structionsmadebystudentsinclude:（a）singlesentenceswithsimple

patterns,i.e.,Subject-Predicate,Subject-Predicate-Object,andSubject-

Predicate-Adverbial.;（b）sentenceswithpredicatesoftransitiveandin-

transitiveactiveverbsandadjectives.Third,thestudents・sentence

errorsareasequenceofwords,thepredicatefiller,doublepredicate,and

theomissionofthedescriptionelement.

KataKunci:kesalahankalimat,pembelajaranbahasa



Kedudukannyasebagaibahasanegaradanbahasanasionalmenye-

babkan bahasa Indonesia dikuasaioleh penutur dengan cara

diperoleh,tidakdikuasaimelaluiprosespembelajaran,meskipun

bahasaIndonesiamenjadibahasakedua. Halinidimungkinkan

karenabahasaIndonesiadigunakandalam semuaaspekkehidupan

nasionaldinegeraIndonesia.

BahasaIndonesiadapatdilihatdaritigasudutpandang,yaitu

darisegiinternlinguistik,segisosiologis,dansegiyuridis（Harimurti,

1991:2）.Darisudutinternlinguistik,bahasaIndonesiamerupakan

salahsatuvarianhistoris,variansosial,maupunvarianregionaldari

bahasaMelayu.Sebagaivarianhistoris,bahasaIndonesiamerupakan

kelanjutandaribahasaMelayu,bukandaribahasalaindiAsia

Tenggara.Sebagaivariansosial,bahasaIndonesiadipergunakan

olehsekelompokmasyarakatyangmenamakandiribangsaIndone-

sia,yangtidaksamadenganbangsaMalaysiaataubangsaBrunei

yangmempergunakanvarianbahasaMelayulain.Sebagaivarian

regional,bahasaIndonesiadipergunakandiwilayahyangsekarang

disebutRepublikIndonesia.Namun,darisudutsosiologis,bahasa

Indonesiabolehdianggaplahiratauditerimaeksistensinyadalam

SumpahPemuda28Oktober1928.SecaraYuridisbahasaIndonesia

diakuisecararesmipadatanggal18Agustus1945.

SalahsatuusahayangditawarkandalamkongresbahasaIndone-

sia1954danditawarkanolehMoeliono（1981）adalahpembelajaran

melaluijalurpendidikan.TujuanpembelajaranbahasaIndonesia

tidakhanyasekadarmampumenggunakansecaralisan,tetapijuga

mampumenggunakansecaratertulisdengantetapmengikutikaidah

bahasayangtelahdirumuskan.BahkanHalim（1979:19）secarategas

menyatakan bahwatujuan pengajaran bahasaIndonesiaberhu-

bunganeratdenganmasalahbahasaIndonesiabakukarenasasaran

yanghendakdicapaiadalahpenguasaanpemakaianbahasaIndone-

siayangbaikdanbenar.DalamperkembangannyabahasaIndonesia

tidakhanyadipelajariolehbangsaIndonesia,tetapijugaolehbangsa
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darinegaralain,misalnyanegaraAustralia,China,Korea,Rusia,

termasukJepang.DalamkonteksinibahasaIndonesiatelahmenjadi

bahasaasingbaginegara-negaratersebut.

Pembelajaran bahasaIndonesiasebagaibahasaasing dapat

dilakukandenganduacara,yaitupembelajarlangsungdatangke

Indonesiadanmengikutipembelajarandisejumlahuniversitasyang

membukakelaspembelajaranbahasaIndonesiasebagaibahasaasing.

Selainitu,pembelajarjugabisamempelajaribahasaIndonesiadi

negaramasing-masingyangdipandu oleh dosen yangmemiliki

kemampuanbahasaIndonesiayangbaik.Meskidemikian,kedua

bentukitupadaprinsipnyasama,yaitumempelajaribahasaIndone-

siasebagaibahasaasing.

Pembelajaranbahasa,termasukbahasaasingmencakupdua

unsur,yaitupemahamandanproduksiyangkeduanyamerupakan

sisilaindaridikotomikompetensi-performansi.MenurutDouglas

（2007） pemahaman tidak hanya dimaknaisebagaikemampuan

individudalam memahamikaidahbahasa,tetapijugamemahami

produksibahasa,baiklisanmaupuntulis. Sebaliknya,produksi

dikonsepsisebagaihasilyangdapatdilihatsecaranyatayangberupa

penggunaanbahasa,baiklisanmaupuntulis.Dalamkaitandengan

bahasa,pengamatandanpenelitianyangpernahdilakukanmem-

buktikankeunggulanumum pemahamanatasproduksi.Artinya,

pembelajartampaknyamemahamilebihbanyakproduksidaripada

yangmerekaproduksi.Merekamungkinmemahamiisiataupesan

kalimat-kalimatdalambahasaIndonesia,tetapimerekatidakmampu

membuatkalimatyangdibacanyaataudidengarnya（Brown,2000）.

Pemahamanisiataupesanyangterkandungdalam kalimat

bukanlahtujuanakhir,tujuanahirnyaadalahkemampuanpembe-

lajaruntukdapatmengomunikasikanpesandenganbahasaIndone-

sia.Artinya,performansiyangdiwujudkanbentukproduksimenjadi

indikatorpenguasaanbahasaIndonesia.Dalam kenyataannyapen-

guasaansepertiitutidakmudah,termasukbagimahasiswaJepang
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yangsedangbelajarbahasaIndonesiasebagaibahasaasing.Bahasa

Indonesiamemilikisistem gramatikalyangberbedadenganbahasa

Jepang.Halitudapatdilihatdarisistem pembentukankata,frasa,

dankalimat.Artinya,tipologibahasaIndonesiadanbahasaJepang

berbedajauh.

Dalam kaitan iniChomsky（dalam Richeitdan Hans,2008）

membedakanantarakompetensidanperformansi.Kompetensiber-

kaitandenganpengetahuanpenuturtentangbahasanya,sedangkan

performansiberkaitandengankemampuanmenggunakanbahasa.

Penuturaslidiasumsikanmemilikipengetahuanyangbaiktentang

sistem bahasanyasehinggadiatidakpernahmemproduksituturan

yangdianggapolehpenuturaslilainnyasebagaituturanyangtidak

gramatikal.Penuturaslimemilikikemampuanuntukmengenalidan

mengoreksituturanyangsalahataukeliru.Halituberbedadengan

pembelajaryangsedangmempelajaribahasaasingatau bahasa

kedua.Merekaumumnyabelum dapatmengenalikalimat-kalimat

ataututuranyangbenaratauyangsalahsehinggamerekapunbelum

memilikikemampuanuntukmengoreksinya.Keadaaninisangat

wajardanterjadiapalagisistembahasapertamapembelajarberbeda

samasekalidengansistembahasayangsedangdipelajarinya,seperti

bahasaIndonesiadanbahasaJepang.Untukitudiperlukankajian

kesalahanberbahasayangdapatmemetakanwilayahyangtelahatau

sedangdikuasaidanwilayahyangbelumdikuasai.

Perbedaan tersebutmenjadifaktorpenghambatpenguasaan

bahasaIndonesiadanberpotensisebagaipenyebabberbagaikesala-

hanyangdilakukanmahasiswadalammemproduksikalimatbahasa

Indonesia.Namun,penguasaandankesalahanyangtelahdicapaidan

dialamiolehmahasiswatidakakandapatterungkapdenganbaikjika

belum adakajianyangdapatmendeskripsikanwilayahgramatikal

yangtelahdikuasaidanyangmasihbanyakkesalahannya.Dengan

dasaritu,penelitianinimencobamendeskripsikanduahal,yaitu

konstruksikalimatyangtelahdikuasaidankesalahan-kesalahan
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kalimatyangdilakukanolehmahasiswa.Halinididasarkanatas

pendapatRichards（1974）bahwakesalahanberbahasahendaknya

tidakdipandangsebagaisuatukekacauan,tetapidipersepsisebagai

caraoranguntukmenguasaibahasa.Denganpenjabaransecara

terperinci,kesalahanakandapatdiketahuibentuk-bentukyangtelah

dikuasaidanbentuk-bentukyangbelumdikuasai,sehinggapengajar

ataugurumemilikigambaranwilayahyangsudahataupunbelum

dikuasai.

Alasanlainnyaadalahanalisiskesalahandapatmemetakanatau

memotretindikasikesulitan pembelajarterhadap aspek bahasa

tertentu yang hanyadapatdijelaskan dengan kebiasaan dalam

bahasapertamanyadanhasiltransfernyadalambahasayangsedang

dipelajarinya（Lado,1975）.Dengandatakesalahantersebut,kesuli-

tanpembelajardapatdipetakandandiprediksidengancaramem-

bandingkan konstruksiantara bahasa ibu dan bahasa target

sehinggadapatmeminimalkankesulitandankesalahan.Olehkarena

itu,dapatdikatakanbahwaanalisiskesalahanberbahasacukuperat

kaitannyadenganpembelajaranbahasa.Untukmemahamiproses

pembelajaran,kitaharusmengkajiperkembanganpenguasaanpem-

belajardalammemproduksibahasayangdipelajarinya.Dengandata

tersebut,pengajarataupendidikdapatmemperbaikitigahal,yaitu

identifikasibahan pembelajaran,silabusdan program remidial.

Semuanyaberkaitandengankajiananalisiskesalahanberbahasa

（Richards,2008）.

Penelitianinibukanlahpenelitianyangpertamakali.Sudahada

penelitiantentangkesalahanberbahasayangdilakukansebelumnya.

Misalnya,padatahun1974,Burtmelakukanpenelitianyangmenga-

nalisiskesalahanpadaorangdewasadikelas.Tujuanpenelitianini

adalahmengetahuikesalahanberbahasadarisudutpandangpenutur

ataupenulis.Tekananpenelitiiniadalahmendeskripsikankesalahan

yangmenyebabkanpenuturataupenulissalahmemahamipesan

yangdisampaikanmelaluibahasakedua,yaitubahasaInggris.Area
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sintaksis merupakan penyebab utama kesalahpahaman pesan.

SuhendraYusuf（2012）mengkajistrategiyang digunakan oleh

pembelajarbahasaIndonesiadiAmerikaSerikatdalam memahami

bahasakedua,yaitu bahasaasing. Hasilnyadiperoleh strategi

pembelajaranbahasaasingdandeskripsikesulitanmerekadalam

menguasaibahasaInggrisakibatadanyaperbedaanstrukturbahasa

IndonesiadenganbahasaInggris.PenelitianyangdilakukanAqsa

Jaben（2015）bertujuanmengkajikesalahanberbahasayangdibuat

oleh pembelajarbahasaasing dan bahasakeduadalam rangka

memahamistrategidan teknik yang digunakan dalam proses

pembelajaranbahasaasingdanbahasakedua.Kajianyangkeempat

adalahkajianyangdilakukanolehJunaisyahdanAfirin（2014）

tentanganalisiskesalahanberbahasaIndonesia.Kajianinihanya

mendeskripsikansejumlahkesalahanberbahasaIndonesiadarisudut

pandangkebiasaanyangdilakukanolehpenuturIndonesia.Kajian

inisamasekalitidakmenyertakankesalahanyangdilakukanoleh

penuturasing. Sebelumnyajugaadakajianyangserupayang

dilakukanolehSetyowati（2013）.Hasilkajiantidakjauhberbeda

denganyangdilakukanolehJunaisayahdanArifin,yaitumemetakan

bentuk-bentukbahasayangsalahdanyangbakusecarateoretis.

Dengankatalain,kajiankesalahanberbahasamemangsudahpernah

dilakukandalam berbagaibahasa,sepertibahasaInggris,bahasa

Arab,tetapibukanbahasaIndonesiasebagaibahasaasing.

Lebih lanjutkontribusilinguistik hasilkajian penguasaan

bahasapadaaspekpembelajaranbahasadapatdilihatdarikajian

perbandingansistembahasakeduadengansistembahasaibu.Kajian

inijugadapatdigunakanuntukmengetahuiwilayahyangdianggap

sulitbagipembelajarsehinggadapatdijadikandasarolehguruatau

pengajaruntuk menekankan cakupan materipembelajarannya.

Dengankajianini,gurumendapatgambaranbagian-bagianyang

umumnyasulitdimengertiataudipahamiolehpembelajarbahasa

kedua.
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Salahsatucarayangcukuprepresentatifuntukdapatmelihat

hasilpembelajaranbahasakeduaadalahdenganmengempulkandata

pembelajar,baikdalam bentuktulismaupunlisan.Datatersebut

berupapenggunaandalambahasatarget,yaitubahasayangsedang

dipelajari（Ellis,1997:4）.Pembelajaranbahasakeduatidakhanya

terfokuspadakemampuankomunikasilisan,tetapijugakemampuan

menulisyangsesuaidenganciri-ciriformalbahasatarget.Saat

difokuskan pada kemampuan komunikasi,fokus kajian dapat

diarahkanpadakemampuandalam melafalkankata,frasa,kalimat

yang bermakna,sedangkan kajian pembelajaran bahasa yang

difokuskan pada kemampuan menulisdapatdiarahkan kepada

kemampuansiswadalammerangkaikatamenjadifrasa;frasamejadi

kalimat;dankalimatmenjadiparagraf.Kajianbagianiniumumnya

terfokuspadakemampuan siswadalam menaatisistem kaidah

bahasa,baikkaidahmorfologi,maupunsintaksis.Dengankaidah

tersebutdapatdiketahuikemampuandankesalahanyangdibuat

siswadalamtatarantersebut.

Kajianpembelajaranbahasakeduadigunakanuntukmengetahui

duahal.Pertama,kajianbertujuanuntukmengetahuikesalahan

yangdilakukanpembelajardalammenggunakanciri-cirigramatikal

bahasatarget.Dengantujuanini,penelitimenggunakandatauntuk

menemukanberbagaikesalahangramatikal.Kedua,kajianbertujuan

untuk mengetahuisejumlah kaidah yang telah dikuasaioleh

pembelajar.Dengantujuanini,umumnyapenelitiakanmengajukan

data-datapenggunaanbahasatargetyangbenarsecaragramatikal.

Halinidijadikandasaruntukmenunjukkanpenguasaanpembelajar

dalammemahamikaidah.

Bagiorangdewasa,penguasaanbahasakeduadapatdilakukan

dengan duacara,yaitu melaluipemerolehan dan pembelajaran

（Krashen,1981）.Pemerolehanmerupakanprosespenguasaanbahasa

keduaataubahasaasingyangdilakukansecarabawahsadardengan

jalanberkomunikasilangsungdenganpenuturbahasayangsedang
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dipelajari. Pemahaman kaidah gramatikalbahasa kedua juga

dilakukan secarabawah sadar. Artinya,pembelajarmemahami

kaidahbahasatanpaadamanipulasiataukondisiyangsengaja

dibuatdengantujuanpenguasaangramatikal.Penguasaanbahasa

keduasepertiinimemilikikesamaandenganpemerolehanbahasa

pertamaolehanak-anak.Padaumumnyadalam pemerolehanpem-

belajarkurangtanggapterhadapkaidah-kaidahbahasakeduayang

digunakannya.Merekatidakdapatmenjelaskanstrukturkalimat

yangdigunakannya.Bagimerekafokusutamanyaadalahisipesan

dapatdikomunikasikankepadamitratutur.Haliniberartipembe-

lajarlebihtahubagaimanaberbahasaataumenggunakanbahasa

dalam tindakkomunikasidaripadatahutentangbahasa.Dengan

katalainperformansilebihutamadibandingkandengankompetensi.

Pembelajaran bahasa kedua merupakan prosespenguasaan

bahasaolehpembelajarsecarasadar.Kaidah-kaidahbahasakedua

dikajidandipelajarisecaraterstruktur.Dalam prosesinikaidah-

kaidahkebahasaandijelaskansecararasional.Kaidahkebahasaan

dikuasaimelaluilingkunganyangartifisialdanformalmanipulatif.

Artinya,merekatidakdihadapkanpadasituasiberbahasasesung-

guhnya,tetapidihadapkan padakasus-kasusberbahasadengan

memberipenjelasan-penjelasantatabahasadanpembetulanatas

kesalahan-kesalahanberdasarkantatabahasa.Dengancaraini,pem-

belajardiharapkandapatmemahamidanmenjelaskankaidahbahasa

denganbenar.

Secarateoretis,setiappembelajarbahasamemilikikompetensi

bahasaibuataubahasapertama.Kompetensiituterbagimenjadidua

bagian besar, yaitu kompetensi organisasi dan kompetensi

pragmatik.Kompetensiorganisasiterdiriatasduaaspekkompetensi,

yaitukompetensigramatikaldankompetensitekstual.Kompetensi

pragmatik mencakup kompetensiilokusidan kompetensisosio-

linguistik.Dengankatalainkompetensigramatikalmerupakansalah

satubagiandarikompetensibahasa.Keseluruhankompetensiitu
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digunakanbagisetiappembelajaruntukmemahamidanmenguasai

bahasa lain,termasuk bahasa kedua atau bahasa asing. Bagi

pembelajarbahasaasing,kompetensiyangharusdiketahuilebih

awaladalahkompetensigramatikal.Kompetensigramatikalmeru-

pakanpengetahuanpembelajartentangkosakata,morfologi,sintak-

sis,fonologi,dangrafologi.Berikutdiagram kompetensiyangdia-

daptasidariBachman（1990:67）.

Berkaitandenganpemerolehanadatigatahapanpemerolehan

bahasa.Pertama,pembelajarmemperolehpengetahuankebahasaan

dengancaramembacaataumendengarorangberbicara.Periodeini

disebutsebagaiperiodediam atausilentperiod. Padatahapini,

pembelajarbahasakeduamencobamemahamikaidahbahasadengan

caramembacabacaanbahasatargetataudengancaramendengarkan

penuturasliberbicara. Tahap berikutnya adalah pemerolehan

urutan:urutanafiks,danurutanfrasa.Tahapketigaadalahpemero-

lehanurutanlanjutan（sequenceofacquisition）berkaitandengan

strukturkalimat.Padasaatprosespenguasaanstrukturgramatikal,

biasanyapembelajarmelakukankesalahansecaragradual.Artinya,

merekatidakhanyamelakukankesalahandalammembuatkalimat,

tetapijugadapatmembuatkalimatyangbenarsepertiyangdihasil-

kanolehpenuturasli.Prosessepertiinidisebutsebagaikonstruksi

transisional（Ellis,1997）.Indikatorprosesinidapatdilihatdari:（a）

pembelajargagalmembuatverbadenganafikstertentudengan

benardan（b）pembelajarmelakukangeneralisasiberlebihan.
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Dalam artikelinikonsepkesalahan（error）dankesilapan（mis-

takes）dibedakan.Kesalahanmerefleksikanketidaktahuanpembela-

jartentangkesalahanyangtelahdilakukan.Merekatidaktahu

bahwakalimatyangdibuatnyasalah.Bahkanmerekajugatidak

tahu bahwa kalimatyang dibuatnya juga benar. Sebaliknya,

kesilapanmerefleksikankesalahanyangdilakukanpembelajar,tetapi

pembelajartahubahwadiamembuatsuatukesalahan.Dengankata

lain,sesungguhnyadiamengetahuikonstruksiyangbenar.Namun,

olehsuatusebabtertentu,diamengalamikekeliruan（Ellis,1997:17）.

Sebelumnya,Richards（1974）membuatperbedaanantarakonsep

kesilapan（mistake）dankesalahansejati（trueerror）. Kesilapan

merupakanaspekperformansi,bukanaspekkompetensi.Artinya,

seorang pembelajar melakukan kesalahan dalam memproduksi

satuanbahasa,tetapidiasadarakankesalahanyangdialakukan.

Kesalahansejatiberkaitandengankompetensi.Artinya,pembelajar

benar-benarbelummengetahuikaidah-kaidahyangbenardanyang

salah,sehinggadiatidakdapatmenentukanapakahkalimatyang

dibuatnyabenaratausalah.Dengankatalain,kalimat-kalimatyang

salahyangdihasilkanolehpembelajardapatdiklasifikasikansecara

sistematik penyimpangannya,tetapikalimat-kalimatyang benar

tidakdapatdijadikanfaktapenguasaan.

Contoh:thebigofthemcontainedasnake.Penggunaanpasttense

padaverbacontain sudah benar,tetapipadabagian akhirdia

mengatakanthebasketcontainasnake.Bentukpasttensecontainpada

kalimattersebutsalahdandiatahukesalahanitu.Contohlainpada

bagianawalnarasidiamenulis:Kakaksedangmenulissurat.Kalimat

tersebutbenardandiatahubahwakalimatitubenar.Akantetapi,di

bagianlaintanpasengajadiamenulisataumengucapkandiasedang

nulisproposal.Katanulissalahseharusnyamenulis.Secepatnyadia

akanmengoreksiucapannyadenganmengatakanataumenggan-

tinyadengankatamenulis.

Kesalahantidaksistematis.Artinyakesalahanyangdilakukan
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tidakdapatdiprediksi,tidakpadatempatyangsama.Namun,sangat

mungkin adayang bersifatuniversalyang dialamioleh setiap

pembelajar,misalnyaurutankatadalambahasatarget.Namun,ada

jugayangtidakuniversal,yaitumenyesuaikanantarabahasatarget

denganbahasaibu.Dalamhalini,bahasapertamamenjadipenyebab

kesalahanproduksibahasatarget.Dengankatalainperananbahasa

pertamaterhadappenguasaanbahasakeduasangattinggi（Krashen,

1981:67）.Interferensimerupakansalahsatugejalayangdisebabkan

olehperanpemerolehanbahasapertama. Haliniterjadikarena

pembelajarmencobamenggantikaidahbahasakeduadengankaidah

bahasapertama.Inimenunjukkanterjadinyaprosespenguasaan

bahasa（Krashen,1981:67）yangdalam pemerolehanbahasaasing

dapatsajaterjadikesilapaninterferensi.DalampandanganRichards

（1974）,kesalahaninidimasukkandalamjeniskesalahanintralingual

dalam bentuktransferlingual（lingualtransfer）,yaitukesalahan

akibatpenerapankaidahbahasayangberbeda.Dalamhalini,kaidah

bahasapertamaditerapkankedalambahasakedua.Selinker（1969）

menggunakanistilahlainuntukmengklasifikasikesalahanyang

demikian,yaitukesalahantransferbahasa（languagetransfer）.

Penyebab kesalahan kedua adalah kesalahan intralingual.

Kesalahan inimencakup penghilangan（omission）,generalisasi

berlebihan,danketidaktahuanpembatasankaidah（Richard,1974;

Ellis,1997）.Kesalahanpenghilangan（omission）merupakankesa-

lahanyangdisebabkanolehpenerapankaidahyangtidaksempurna.

Adabagiangramatikalyangdihilangkan,sehinggakonstruksinya

tidak sempurna,misalnya penghilangan artikelatau preposisi.

Penghilangankeduabentukiniakanmengganggukebermaknaan

kalimatdanmenyebabkankalimattidakgramatikal.Sebagaicontoh,

kesalahandalam memilihartikeladiawalkatasebagaipenanda

tunggaldansdiakhirkatasebagaipenandajamakdalam bahasa

Inggrisberakibatkalimattidakgramatikal.Demikianjugapenghi-

langanpreposisidalambahasaIndonesiadalamsebuahkalimatakan
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menyebabkankalimattidakgramatikaldansulitdipahami.Kesala-

hangeneralisasiberlebihan（overgeneralization）biasanyadilakukan

oleh pembelajardengan melihatyang terdapatdalam bahasa

pertamanya.Kesalahangeneralisasiberlebihanberprinsipbahwa

kesalahansatuanbahasayangdihasilkanpembelajartidakmere-

fleksikankaidahdalam bahasaibunyasebagaimanapadafaktor

transferbahasa,tetapimencerminkangeneralisasiyangberlebihan

berdasarkansebagaidatapadabahasakedua. Misalnya,dalam

bahasaIndonesiaterdapatbentuk pembedauntuk laki-lakidan

perempuanseperipadakatamahasiswamahasiswi,pemudapemudi,

dankaryawankaryawati. Berdasarkandatatersebut,pembelajar

membentukkataremajadanremaji.Padahalbentukremajitidak

terdapatdalam bahasaIndonesia. Kesalahan demikian disebut

sebagaikesalahan transfer（transfererror）（Ellis,1997:19）atau

interferensiintralingual（intralingualinterference）（Richards,1974）.

Darisudutpandangbahasapembelajar,pembelajarmelakukan

kesalahan dalam membuat kalimat（penghilangan atau over-

generalisasi） sangatmungkin disebabkan oleh faktor konteks

linguistik（linguisticcontext）,kontekspsikololinguistik,dansituasi

sosiolinguistik（Richards,1974;Ellis,1997）.Kesalahanyangdise-

babkanfaktorkontekslinguistikdapatdiketahuiketikamereka

menggunakankonteksyangadadalam bahasamereka,sementara

kontekstersebuttidakadadalam bahasatarget.Misalnya,pembe-

lajarkesulitanuntukmenentukanbentukyangakandipilihbermain,

mainan,memainkan,ataupemain.Penggunaansatubentukakan

memicupenggunaanbentuklain.Jikakatabermainyangdipilih

akanmunculbentukakan,tidak,sedang,telahdidepankatabermain,

tetapijikayangdipilihadalahmainantidakakanmunculbentuk-

bentukitu.Kesalahanjugadapatterjadikarenakontekssituasional

（situationalcontext）. Pembelajarsangatmungkin menghasilkan

kalimat yang cocok dengan konteks situasinya,tetapitidak

berterimadalamkontekssituasipenuturasli.Misalnya,kalimatsaya
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menonton gadis,seharusnyamenjadisaya melihatseoranggadis.

Contohlainadalahpemilihanbentukformaldaninformal.Dalam

bahasaIndonesiabentukformalditandaidenganpenggunaanafiks

secaralengkap,sedangkanbentukinformalumumnyatidakmeng-

gunakanbentukyanglengkap.Padaumumnyapembelajarlebih

menyukaipenggunaan bentuk formalmeskipun situasipeng-

gunaannyainformal.Misalnyaketikamerekadipasarbentukyang

dipilihadalahBerapakahhargasatukilogrammanggaini?seharusnya

bentukinformalsepertiBerapasekilo?

Faktorberikutnyayangmemengaruhiakurasiproduksibahasa

targetadalah konteks psikolinguistik（psycholinguistic context）.

Konteksinimengaitkankesiapanpembelajardalam memproduksi

satuanbahasadalam bahasatarget. Kesiapanpembelajarakan

mempengaruhiakurasibahasa yang dihasilkan. Faktorketiga

adalahsituasisosiolinguistik.Penggunaanbahasadengankonteks

yangberbedaakanmenghasilkanperbedaanragamdantipebahasa.

Suatu istilah yang digunakan oleh pembelajarsangatmungkin

berkaitandengankontekssosiokulturaltertentupadabahasaibu.

Sebaliknya,dalamkonteksyangsama,halinibelumtentumemiliki

dampakataukaitaneratdengansosiokulturalbahasatargetatau

bahasakedua.

2.MetodePenelitian

DatakajianiniadalahkaranganmahasiswaJepangyangsedang

mempelajaribahasaIndonesiasebagaibahasaasing. Umumnya

mereka belum mengenalatau mempelajaribahasa Indonesia.

Karanganyangdipilihadalahhasilkaryamerekadalam bentuk

tulisantangan.Karanganyangmenjadisumberdatasebanyak32

karangan.Darisumberdatatersebutdilakukanpemilahanbentuk

kalimatyangbenardanbentukkalimatyangsalah.Parameteryang

digunakanadalahkaidahatausistem bahasaIndonesia.Selainitu,
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untukmemastikanakurasidatajugadilakukanexpertjudgment,yaitu

dimintakanpertimbanganataupendapatpadapenuturaslibahasa

Indonesiayangmemilikikompetensidanperformansibaik.

3.HasildanPembahasan

3.1.PenguasaanKalimat

3.1.1.KalimatTunggal

Berdasarkan jumlah klausa,kalimatbahasaIndonesiadapat

berupakalimattunggaldankalimatmajemuk.Kalimattunggal

merupakan kalimatyang dibentuk darisatu klausa,sedangkan

kalimatmajemuk merupakan kalimatyang terbentuk daridua

klausaataulebih.Berkaitandenganjeniskalimattersebut,pengua-

saanmahasiswaJepangterhadapkalimatbahasaIndonesiabaru

sebataskalimattunggal. Halinidapatdipahamikarenauntuk

membentuk kalimattunggaltidak diperlukan konstruksiyang

kompleks.Duaatautigakatasudahdapatmenjadikalimat.Kalimat

jenisiniyangpalingdominandikuasaiolehmahasiswa.Berikut

contohkalimatnya.

（1） Sayasudahmakansateayam.

（2） Sayasudahmenontonfilm.

（3） Akupergikelaut.

（4） SayapergikeLautEnoshima.

（5） Lautinisangatindah.

3.1.2.KalimatTunggalAktif

Dalam karangan mahasiswaJepang didominasipenggunaan

kalimattunggalaktif,meskipuntidaksemuakalimataktifyang

dibuatnyaadalahbenar.Secarateoretis,adaduakalimataktif,yaitu

kalimataktiftransitifdankalimataktifintransitif.Kalimataktif

transitifmerupakankalimatyangmemerlukanhadirnyaobjek,se-
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dangkankalimataktifintransitifmerupakanjeniskalimatyang

tidakmemerlukanhadirnyaobjek.Darikeduajeniskalimattersebut,

mahasiswaJepang lebih menguasaikalimataktifintransitifdi-

bandingkandengankalimataktiftransitif.Halitudapatdilihatpada

databerikut.

（6） Sayatidakbangunpagi-pagi.

（7） Sayapergidengankeluarga.

（8） SayapergikerockinJapan.

（9） SayapulangkeJepang.

（10） SayapergikeKenyaselama11haripadamusimpanas.

（11） SayaberwisatakekebunbinatangMasaimera.

（12） Kitabermain-maindipantai.

（13） Sayabekerjadipasarsuper.

Kalimatdiatasmerupakankalimataktifintransitif.Halitu

dapatdibuktikandenganmelihatverbapengisipredikatnya,yaitu

pergi,berwisata,danbermain.Kalimataktifintransitifyangdikuasai

memilikicirikhas,yaituumumnyamenggunakanverbadasardan

hanyasebagiankecilverbaberafiksber-sepertibermain,berwisata,

danbekerja.Cirikhaslainadalahstrukturkalimataktifumumnya

berpolaS�P�K.SemuakalimatdiatasmemilikipolaS�P�K.Fakta

lainyangmenguatkanadanyadominasipenggunaanverbadasar

adalahpenyusunankalimataktiftransitifyangdengansengaja

menghilangkanafiksnyasepertipadacontohberikutini.

（14） Sayabeliikan.

（15） Sayasudahbelibatik.

（16） Sayasudahbelioleh-oleh.

（17） Sayasudahbelisepedamotor.

（18） Sayamintagaji.

（19） Sayamelihatkuil.
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（20） Sayasudahmelihatlaut.

Kalimat（14）--（18）sesungguhnyamerupakan kalimataktif

transitif.Namun,dilihatdariverbadanragambahasaadaperbedaan

dengankalimat（19）dan（20）.Predikatpadakalimat（14）--（18）

merupakanverbadasar,sedangkanpredikatpadakalimat（19）dan

（20）merupakanverbaberafiks.Predikatpadakalimat（14）--（18）

sebenarnyaberupaverbaberafiksmeN-,tetapiafikstersebuttidak

dimunculkan. Bentukkalimat（14）--（18）masihberterimabagi

penuturbahasa Indonesia. Umumnya kalimat-kalimattersebut

digunakandalamragamsantai.

Dalamkomunikasisantaiataukausalkalimat-kalimatsepertiitu

justruyangpalingbanyakdigunakanolehpenuturbahasaIndonesia.

Misalnya,Kamusedangbuatapa? Diatidakmintauang,danSaya

sudah punya bukunya. Namun,bentuk-bentuk sepertiitu akan

dianggapsalahjikadilihatdariragamformalkarenatidakmemenuhi

salahsatusyaratnya,yaituafiksasiharusditulislengkap.Bahasa

yangdigunakandalamragamformal,baikbahasatulismaupunlisan,

tidakdiperbolehkanmenanggalkanafiks,semuaafiksharushadir.

Olehkarenaitu,kalimat-kalimat（14）a.--（18）a.dalamragamformal

akanberubahsepertikalimatberikutini.

（14） a.Sayamembeliikan.

（15） a.Sayasudahmembelibatik.

（16） a.Sayasudahmembelioleh-oleh.

（17） a.Sayasudahmembelisepedamotor.

（18） a.Sayamemintagaji.

FaktatersebutmenunjukkanbahwamahasiswaJepangbelum

sepenuhnya menguasai penggunaan afiks bahasa Indonesia,

khususnyaafiksmeN-.Akibatnya,kalimatyangdihasilkancende-

rungberagamsantai.Halituberbedadengankalimat（19）dan（20）
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yangsecaranyatamemunculkanafiksmeNpadakatamembelidan

meminta. Kalimat-kalimatsepertiiniharusmenjaditargetpen-

guasaanmahasiswasehinggamahasiswadapatmembuatkalimat

yanglengkapdanbenarberdasarkankaidahformalbahasaIndone-

sia.Namun,sebagailangkahawalpenguasaankalimatsepertipada

data（14）a.--（18）a.merupakanmodaldasaruntukmenguasai

kalimat-kalimatyanglebihlengkap.

Berbedadengankalimataktifyangsudahbanyakdikuasaioleh

mahasiswaJepang,kalimatpasifbelumdikuasai.Meskipunadadata

penggunaankalimatpasif,datanyahanyasedikitdansalah.Artinya,

mahasiswaJepang mungkin tidak terbiasamenyusun informasi

dalam bentukkalimatpasif.Salahsatualasanyangdapatdike-

mukakan adalah penyusunan kalimataktifjauh lebih mudah

dibandingkandengankalimatpasif.Olehkarenaitu,adakecende-

runganmahasiswaJepangmemilihkalimataktifuntukmenyam-

paikanmaksudnyadaripadakalimatpasif.

3.1.3.KalimatTunggalBerpolaS�P,S�P�K,danS�P�O

Secarateoretis,dalam bahasaIndonesiamengenalsetidaknya

limakonstruksikalimattunggal,yaitu（1）subjek―predikat（S�P）,

（2）subjek― predikat― objek（S�P�O）,（3）subjek― predikat―

pelengkap（S�P�Pel）,（4）subjek― predikat― objek― pelengkap

（S�P�O�Pel）,dan（5）. subjek― predikat― keterangan（S�P�K）

（Alwietal,2008;Sugono,2008）.Darikelimakonstruksikalimat

tersebut,baruadatigayangdikuasaiolehmahasiswaJepang,yaitu

konstruksiS�P,S�P�O,danS�P�K,sedangkankonstruksikalimat

S�P�Pel,S�P�O�Pelbelum dikuasai.Halitudapatdiketahuidari

ketiadaankalimatyangberkonstruksisepertiitu.

（19） Sayapernahbekerja.

（20） Sayatidakbekerja.

（21） Sayasudahmelihatlaut.
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（22） Sayamelihatkembangapi.

（23） SayapulangkeJepang.

（24） SayamaupergikeMalaysia.

（25） Sayaberenangdenganteman-teman.

Kalimat（19）a.dan（20）a.merupakankalimatyangberstruktur

S�P. Kalimat（21）a.dan（22）a.berstrukturS�P�O,sedangkan

kalimat（23）a.--（25）a.berstrukturS�P�K.Secaralengkapanalisis

fungsidapatdilihatdibawahini.

（19） a．Saya pernahbekerja.

S P

（20） a．Saya tidakbekerja.

S P

（21） a．Saya sudahmelihat laut.

S P O

（22） a．Saya melihat kembangapi.

S P O

（23） a．Saya pulang keJepang.

S P K

（24） a．Saya maupergi keMalaysia.

S P K

（25） a．Saya berenang denganteman-teman.

S P K

3.1.4.KalimatTunggaldenganPredikatVerba,Adjektiva,

danNomina

PredikatkalimatbahasaIndonesiatidakhanyadapatdiisioleh

kataataufrasaberkategoriverba,tetapijugadapatdiisiolehkata

ataufrasaberkategorinonverba,sepertinomina,adjektiva,nume-

ralia,danfrasapreposisional.HaliniberbedadenganbahasaInggris

yang hanya membolehkan predikatdiisioleh kata atau frasa
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berkategoriverba.Cirikhasinimenjadikendalabagipenuturasing

yanginginbelajarbahasaIndonesia.Berdasarkandatayangada,

kalimat-kalimatyangdisusunolehmahasiswaJepangmengacupada

tigajenispredikat,yaitukalimatdenganpredikatverba,adjektiva,

dannomina.

（26） Sayamelihatkuil.

（27） Sayainginmembelikucing.

（28） SayaakanpergikeNagono.

（29） Sayamakandagingpanggang.

（30） Sayagembira.

（31） Sayasungguhsibuksekali.

（32） Ikanituenaksekali.

（33） Ituenaksekali.

（34） Lautinisangatindah.

（35） NamasayaMamoka.

（36） SayamahasiswaUniversitasTakushoku.

Kalimat（26）--（29）merupakankalimatdenganpredikatverba,

yaitumelihat,membeli,pergi,danmakan.Faktainimenunjukkan

bahwamahasiswamemilikikemampuandalam merangkaikalimat

denganpredikatverba. Merekamengetahuibahwaverbaakan

diletakkansetelahnominayangmendudukisubjek.Kemampuanitu

jugadapatdibuktikandenganurutankatayangingindanakanyang

mendahuluiverbainginmembelidanakanpergi.

Kalimat（30）--（34）merupakankalimatdenganpredikatadjek-

tiva,yaitugembira,sibuk,enak,danindah.Kalimatdenganpredikat

adjektivatermasuk konstruksiyang cukup sulitdipahamioleh

penuturasingyangmemilikitipebahasafleksiataufleksiaglutinatif.

Bahasa-bahasadengantipesepertiituumumnyapredikatharus

berkategoriverba,misalnyadalambahasaInggrisuntukmengatakan

diacantiktidakbisadengankonstruksishebeautiful,tetapisheis
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beautiful.Kemunculantobeismerupakanperwujudankehadiran

verbayang disebutnyasebagailinking verb,yaitu verbayang

kehadirannya semata-mata untuk memenuhikebakuan kaidah.

Kalimatdalam bahasaIndonesiatidakberlakusepertiitu.Kelas

adjektivadapatlangsungdiletakkansetelahnominatanpadidahului

olehverbasepertipadakalimat（30）--（34）.Kalimat（35）dan（36）

merupakankalimatdenganpredikatnominadanfrasanomina,yaitu

MamokadanmahasiswaUniversitasTakushoku.

KemampuanmahasiswaJepangdalam menyusunkonstruksi

kalimatbahasaIndonesiadenganpredikatadjektivajugadibuktikan

dengankemampuannyameletakkanatributadjektivadidepanatau

dibelakangadjektivadenganbenar,misalnyaenaksekalidansangat

indah.

3.2.KesalahanKalimat

3.2.1.UrutanKata

Salah satu alat sintaksis yang menentukan makna dan

kegramatikalankalimatadalahurutankata.DalambahasaIndonesia

urutankatasangatmenentukanbentuk,makna,dankegramatikan

kalimat.Misalnya,urutankataguruanaksayamembentukfrasa

nominal.Jikaurutankatatersebutdiubahmenjadianaksayaguru,

iniakanberubahmenjadikalimat.Urutankatayangkelirujuga

dapatmengakibatkankonstruksitidakgramatikal.Misalnyakueibu

membeli.Konstruksisepertiitutidakbermaknadantidakadadalam

bahasaIndonesia,meskipunmaksudnyamungkindapatditangkap

olehpenuturasli.Jikaurutannyadiubahmenjadiibumembelikue,

konstruksitersebutmenjadibenardanbermakna.

Sehubungandenganhaltersebut,dalam karanganmahasiswa

Jepangbanyakdijumpaikonstruksitidakgramatikalyangdise-

babkankesalahandalam urutankata.Kesalahantersebutberupa

kesalahandalam urutanfrasanominalyangmendudukifungsiter-

tentu.
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Frasanominal（FN）merupakan frasayangberunsurpusat

berkategorinomina.Dalam bahasaIndonesiafrasanominaldapat

dibentukdenganmenggabungkanduakataataulebihberkategori

nominaataudiperluasdenganatributadjektiva.FNyangdibentuk

denganmenggabungkankataberkategorinominaharusbermakna

posesif,misalnyarumahAgusdanmobilayah.Keduafrasatersebut

bermaknarumahmilikAgusdanmobilmilikayah.Jikagabungan

katatersebutbermaknaidentitas,gabungankatatersebuttidak

membentuk FN,melainkan kalimat,misalnyaayah dokteryang

artinyaayahadalahseorangdoktertidakbermaknadoktermilik

ayah.HaliniberbedadenganFN dokterayah,yangsamadengan

konstruksidosensaya.

Dalam karangan mahasiswa Jepang ditemukan kesalahan-

kesalahandalam urutanFN yangmendudukifungsisubjekatau

objek,berikutinicontohdatanya.

（37） *Indonesialautindah.

（38） *SayasukaIndonesialaut.

（39） *Sayasudahminummanistehhitam.

（40） *Sayamelihatindahsungaidanpegunungan.

（41） *Sayagemukkarenamakanlezatmakanan.

Data（37）merupakankalimatyangsalahatautidakgramatikal.

PenyebabnyasubjekyangdiisiolehFNterbalikurutannyasehingga

unsurpengisisubjek menjaditidak jelas. FrasaIndonesialaut

seharusnyamenjadilautIndonesiayangmaknanyalautmilikIndone-

sia. DemikianjugaurutanfrasaIndonesialautpadadata（38）.

Kesalahanurutantersebutmenyebabkankalimat（38）menjadisalah.

Kesalahan urutan jugaterjadipadadata（39）--（41）. Per-

bedaannyadengankesalahanurutankatapadadata（37）dan（38）

adalahurutanpadakeduadatatersebutmelibatkanduakatanomina,

sedangkanpadadata（39）--（41）melibatkannominadanadjektiva.
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Sebagaimana dikemukakan diatas,penggabungan nomina dan

nominamenjadifrasajikagabungankeduakatatersebutbermakna

posesif.ApabilaFNtersebutdibentukolehkataberkategorinomina

danadjektiva,urutankeduakatatersebutadalahnomina+adjektiva.

Dalam halini,adjektivaberfungsisebagaiatributataupenjelas

nomina,misalnyarumahkecilbukankecilrumah,gadismanisbukan

manisgadis.Dengandemikian,urutankonstruksimanistehhitam,

indahsungaidanpegunungan,danlezatmakananseharusnyadiubah

menjaditehhitamyangmanis,sungaidanpegununganyangindah,dan

makananlezat. Dengandemikian,kelimakalimattersebutakan

menjadibenarjikadiubahsebagaiberikut.

（37） a．LautIndonesiaindah.

（38） a．SayasukalautIndonesia.

（39） a．Sayasudahminumtehhitamyangmanis.

（40） a．Sayamelihatsungaidanpegununganyangindah.

（41） a．Sayagemukkarenamakanmakananlezat.

KesalahanurutankatayangdilakukanolehmahasiswaJepang

sangatmungkindipengaruhiolehkaidahurutankatadalambahasa

Jepang.BahasaJepangdanInggrismemilikipolaurutankataFN

yangsama,yaituantribut-senter.Artinya,kataberkelasapapun

sepanjangberfungsisebagaiatributakandiletakkandidepanunsur

inti.Misalnya,dalam frasanewgeneration,katanew・baru・sebagai

atributsedangkangenerations・generasi・sebagaisenterdalambahasa

Indonesia.Konstruksinyadiubahmenjadisenter-atributsehingga

menjadigeneration+newataugenerasibaru.

3.2.2.PemilihanPredikatyangTidakTepat

Dalam kalimatbahasaIndonesiapredikatmerupakan pusat.

Artinya,cirisubjekdancirifungsilainyangmengikutipredikat

ditentukanolehciripredikat.Olehkarenaitu,pemilihankatapengisi
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predikatharusbenar.Jikasalahdalammemilihakanmengakibatkan

kesalahankalimat,misalnyakalimatSayasudahdibacabukuatau

Sayamakananroti.Dalamkeduakalimattersebutterjadikesalahan

pemilihankatapengisipredikatakibatnyakalimatyangdibentuk

menjadisalah.Pemilihanpengisipredikatitusebenarnyaberkaitan

denganpembentukankatadenganafiksasi.Pemilihanafiksyang

tidaktepatdapatberakibatketidaktepatanpredikat. Umumnya

kesalahantersebutdilakukanolehpenuturasingyangsedangbelajar

bahasaIndonesia.

Sehubungandenganhalitu,dalamkaranganmahasiswaJepang

jugaditemukankesalahandalam pemilihanbentukkatapengisi

predikatsepertitampakdibawahini.

（42） *Sayamaudimainkanlagi.

（43） *Sayasudahdimainkandrum.

（44） *Sayaminumankopi.

（45） *Sayakesenangan.

（46） *Itukesenangansekali.

（47） *BahasaIndonesiaterlalusulitpaham.

（48） *Sayamengenyangkan.

Kalimat（42）dan（43）sekilassama,yaitusama-samameng-

gunakankatadimainkansebagaipredikat.Namun,keduanyaber-

beda.Kalimat（42）dapatdianggapbenardandapatpuladianggap

salahtergantungpadakonteksnya.Kalimat（42）adalahkalimat

benarjikakalimattersebutdigunakan dalam kontekstertentu,

misalnyadalamkontekspertandinganbasketatausepakbola.Dalam

pertandinganbasketatausepakbolapelatihakanmenunjukpara

pemain. Jika seseorang ditunjuk oleh pelatih untuk bermain,

sedangkandalam pertandingansebelumnyadiasudahbermain,dia

dapatberkataSayamaudimainkanlagi.Namun,jikakonteksadalah

seseorangyangbarusajabermain,misalnyabermainlompattali,
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ataubermainpasirdilautinginbermainlagisetelahistirahatingin

bermainlagi,kalimatyangtepatuntukmengungkapkanmaksud

tersebutadalahsayamaubermainlagibukansayamaudimainkan

lagi. Dalam haliniyang menentukan bermain atau tidaknya

seseorangadalahpihaklain,yaitupelatih.Konteksyangmelingkupi

kalimat（42）adalahkonteksyangkeduasehinggakalimattersebut

salahdankalimatyangbenaradalahSayamaubermainlagi.

Kontekskalimat（43）sangatjelas.Halinidapatdiketahuidari

nominadrum yangmengikutipredikat.Sebenarnyamaksudyang

ingin disampaikan kepada pembaca adalah penulis sudah

memainkandrum.Maksudituseharusnyadiungkapdengankalimat

sayasudahbermaindrumbukansayasudahdimainkandrum.

Kesalahankeduakalimatdiatasjugaberkaitandenganketi-

dakmampuan mahasiswauntuk membedakan bentuk pasifdan

bentukaktif.PadahaldalambahasaIndonesiabentukaktifdanpasif

sangatmenentukan kegramatikalan konstruksi. Halitu dapat

dipahamikarenasatukatadasarbahasaIndonesiadapatdibentuk

menjadiverbaaktif（transitifdan intransitif）dan verbapasif.

Misalnya,katamaindapatdibentukmenjadimemainkan（verbaktif

transitif）,bermain（verbaaktiftransitif）dandimainkan（verba

pasif）.Adanyaberagam bentukanverbatersebutmembingungkan

mahasiswaJepanguntukmemilihsatukatayangtepat.

Kesalahankalimat（44）--（46）penyebabnyasama,yaituketidak-

tepatanunsurpengisipredikat.Namun,kasusnyaberbedadengan

kalimat（42）dan（43）.Predikatpadakalimat（44）--（46）berkategori

nomina.Penggunaannominasebagaipredikatharusmemperhatikan

cirisemantisnominapengisisubjeknya.Jikatidakmemperhatikan

halitu,kalimatmenjadisalah sepertipadanomor（44）--（46）.

Sebagaimana dijelaskan sebelumnya,kalimat dengan predikat

berkategorinominadibenarkan apabilamaknanominatersebut

merupakanidentitasbaginominapengisisubjek.Jikacirinomina

pengisipredikattidak memilikikesesuaian makna dengan ciri
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nominapengisisubjek,kalimatmenjadisalah.Berikutcontohpenje-

lasannya.

Subjekdalam kalimatkolom Amemilikicirisebagaimanusia.

Katadiamerupakanpronominapersonaataukatagantiorang.Kata

Toniadalahnamaorang,sedangkankataayahadalahkatasapaan

untuk orangtualaki-laki. Ketigakatatersebutmengacu pada

manusia.PredikatpadakalimatkolomAjugabercirimanusia.Kata

ayahmerupakankatasapaanorangtualaki-laki,sedangkankata

guru dan pedagang merupakan nomina yang mengacu profesi

seseorang.Dengankatalain,adakesesuaiansemantisantaraunsur

pengisisubjekdanpredikat.Sebaliknya,predikatdalam kalimat

kolomBtidakmemilikicirimanusia.Nominarumah,makanan,dan

perahumengacupadabendayangtidakhidupdanbukanmanusia,

sehinggakonstruksisepertiitusalah.Untukmengujikebenaran

kalimatkolom A danBdapatdilakukancaramenyisipkankata

adalahdiantarasubjekdanpredikat.Apabilahasilnyamemiliki

sesuaisemantis,kalimattersebutbenar.Sebaliknya,jikakehadiran

kataadalahmenyebabkankalimattersebutjanggal,kalimatitusalah.

Berikutperbandingannya.
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Subjekberciri

manusia

Predikatberciri

manusia

Subjekberciri

manusia

Predikatberciri

nonmanusia

Dia ayahku *Dia rumah

Toni gurusaya *Toni makanan

Ayah pedagang *Ayah perahu

A B

Dia adalah ayahku *Dia adalah rumah

Toni adalah gurusaya *Toni adalah makanan

Ayah adalah pedagang *Ayah adalah perahu



Dariperbandingandiatasdapatdisimpulkanbahwakalimat

padakolom Abenar,sedangkankalimatpadakolom Btidakbenar.

Haliniyangterjadipadadata（44）dan（45）diatas.Subjekpada

kalimat（44）dan（45）bercirimanusia,sedangkannominapengisi

predikattidak berciri manusiasehinggatidak adakesesuaian

semantis.Sebaliknya,data（46）subjekdanpredikatmemangtidak

bercirimanusia,tetapikehadirankatasekalitidakmemungkinkan

katatersebutberangkaidengannomina.Perhatikanperbandingan

berikut.

KalimatdalamkolomAsalah,sedangkankalimatdalamBbenar.

Pada kalimat（44）kehadiran nomina kopimenandakan bahwa

predikatnyabukannomina,tetapiverbakarenafungsinominakopi

sebagaiobjek.Sebaliknya,kalimat（45）nominakesenangantidak

tepatkarena yang dibutuhkan adalah kata yang menyatakan

keadaansenang.Padakalimat（46）kehadirankatasekalimenan-

dakanbahwakatasebelumnyaharusberkategoriadjektivaatau

verbaadjektiva,yaituverbayangditurunkandarikelasadjektiva

danbukannomina.Dalam bahasaIndonesianominatidakdapat

didahuluiataudiikutiolehkatayangmenyatakankualitas,seperti

sekali,sangat,dancukup,misalnya*sangatrumah,*mobilsekali,dan

*cukuppintu.Olehkarenaitu,kalimatpadakolom Bmenjadiopsi

yangsesuaidanbenar.

Kasus（45）memilikikemiripandengankasus-kasussebelumnya.

Perbedaannya,padakasus（47）predikatkalimatberkategoriverba.

Sebenarnyasecarastrukturaldalam bahasaIndonesiajikaada

kalimatyangterdiriatasnominasebagaisubjekdanverbasebagai
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*Saya adalah minuman kopi Saya minum kopi

*Saya adalah kesenangan Saya senang

*Itu adalah kesenangan sekali Itu menyenangkan sekali



predikat,kalimatitusudahbenardanmemenuhiunsurminimal.

Namun,kalimattersebutbelumtentujelasmaknadaninformasinya.

Olehkarenaitu,kalimatyangdemikianseringkalitidakgramatikal

jikadilihatdariaspeksemantik.Dalam kaitaninikonsepsintag-

matikdanparadigmatiktidaksemuanyadipenuhi.Kalimat（47）

termasukkalimat（42）--（46）hanyamemenuhiaspekparadigmatik,

sedangkanhubungansintagmatikantarunsurnyatidakterpenuhi.

Akibatnya,kalimattersebuttidakberterima.

Kalimat（48）Sayamengenyangkanmemilikikemiripandengan

kalimatAyahsedanghamil.Kalimattersebutbenardarisegistruktur

atau aspek paradigmatiknya, tetapi gagal dalam hubungan

sintagmatik.Kataayahmemilikicirilaki-lakidewasa,sedangkan

katahamilmemilikiciriperempuan.Dalam halini,ciriperempuan

tidakdapatdilekatkanpadacirilaki-lakisehinggakalimattersebut

tidakberterima.Kalimatbaruakanberterimajikasubjekdiganti

dengankatayangmemilikiciriperempuan,misalnyawanitaitu,

kakaknya,danistrinya.Dengandemikian,kalimat（48）jugabaru

akanberterimajikakatasayayangmemilikicirimanusiadiganti

dengankatayangmemilikicirisesuatuyangbiasadimakankarena

kata mengenyangkan memilikikonsep keadaan seseorang yang

maknasesuatu.Apabilakatasayatetapdipertahankan,katamengen-

yangkanharusdigantidengankeadaantentangsaya,yaitukata

berkategoriadjektiva.Apabiladilihatdarikonteks,kalimat（48）

menceritakankeadaantentangsayasetelahmakan,yaitukenyang,

bukanmengenyangkan.Untuklebihjelasnyaperhatikanperban-

dingankonstruksiberikutini.
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*Saya mengenyangkan Rotiitu mengenyangkan Saya kenyang

*Dia mengenyangkan Kueitu mengenyangkan Dia kenyang

*Adik mengenyangkan Makananinimengenyangkan Adik kenyang



Kalimatpada kelompok A salah,sedangkan kalimatpada

kelompokBdanCbenar.KalimatA padasalahkarenahanya

memenuhiaspekparadigmatik,sedangkanaspeksintagmatiktidak

terpenuhi.Sebaliknya,kalimatpadakelompokBdanCbenarkarena

memenuhikeduaaspektersebut,yaitusintagmatikdanparadig-

matik.Dengandemikian,kalimatpadakeduakelompoktersebut

tidakhanyabenardarisisistruktur,tetapijugabenardarisisi

semantiknya.

KalimatpadakelompokAdibawahinijugasalahkarenatidak

memenuhiaspeksintagmatik,sedangkankalimatpadakelompokB

benarkarenakalimat-kalimattersebutmemenuhiaspekhubungan

sitagmatikdanparadigmatik.

Daripaparandiatasdapatdiketahuibahwapadaumumnya

mahasiswaJepangyangsedangbelajarbahasaIndonesiamengalami

kesulitandalam pembentukankatadenganafiksasi.Kesulitanter-

sebuttampakdarikesalahandalam memilihkategorikatapengisi

predikatdaribentukdasaryangsama.Misalnya,katadasarmain

dapatdibentukmenjadibermain,memainkan,pemain,danmainan.

Kata-katatersebuttentusajamemilikimaknadanperilakuyang

berbeda.Kesalahandalam memilihkatatersebutakanberakibat

kesalahandalam kalimat.Berikutinibuktiperbedaankata-kata

tersebut.
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*Ayah sedanghamil Istrinya sedanghamil

*Lelaki sedanghamil Wanitaitu sedanghamil

*Paman sedanghamil Kakaknya sedanghamil

Kata Kategori Contohkalimat Struktur

bermain verba Sayasedangbermainpiano. S�P�Pel



3.2.3.PredikatGanda

PredikatdalamkalimatbahasaIndonesiapadaumumnyahanya

adasatu,sedangkankatayanglainmerupakanatribut.Misalnya,

dalam kalimatSayaakanpergikeBalipredikatnyaadalahpergi,

sedangkankataakanmerupakanatributkatapergi.Namun,dalam

beberapakasusseringkalidijumpaikonstruksikalimatbahasaIndo-

nesiayangpredikatnyamerupakanverbaberderet,misalnyaPolisi

berhasilmenangkappencuri.Dalam kalimattersebutadaduaverba,

yaituberhasildanmenangkap.Meskipunadaduaverba,predikat

kalimattersebuttetap satu,yaitu menangkapsehinggakalimat

tersebutdapatdiungkapkanmenjadiPolisimenangkappencuri.

Sehubungandenganhaltersebut,dalam karanganmahasiswa

Jepangditemukanpredikatyangganda. Keduaunsurpredikat

tersebutmemilikikemandirianyangotonomsehinggamenimbulkan

kekacauangramatikalsepertitampakdibawahini.

（49） *Sayasudahmelihatmenontonfilm.

（50） *Ikanitubanyaksangatindah.

（51） *Sayaadalahberburuanggur.

Kalimatpadadata（49）--（51）memilikiduapredikat.Predikat

kalimat（49）adalahmelihatdanmenonton;predikatkalimat（50）

adalahbanyakdansangatindah;predikatkalimat（51）adalahdan

berburu. Kehadiranduakatayangberpotensimenjadipredikat

tersebutmenyebabkankalimattidakgramatikal.

Padakalimat（49）katamelihatdanmenontonmemilikimakna

yanghampirsamaataubersinonim.Keduakatatersebutberpotensi
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memainkan verba Diasedangmemainkanpiano. S�P�O

mainan nomina Diamembelimainan. S�P�O

pemain nomina Ayahnyapemainsirkus. S�P



menjadipredikatkalimattersebut.Namun,jikakeduanyadiha-

dirkanbersamaan,kalimatjustrumenjaditidakgramatikal.Untuk

menjadigramatikalcukupdigunakansalahsatusajamelihatatau

menonton. Kesalahan inisangatmungkin akibatkebingungan

mahasiswadalam menentukanverbayangdapatmengidentifikasi

kegiatanyangberkaitandenganfilm.Dalam persepsimahasiswa

sangatmungkinkatamenontonbelum mengandungmaknamelihat

sehinggadicobauntukdirangkaikandengankatamelihat. Bagi

penuturbahasaIndonesia,konstruksiyang biasanyadigunakan

adalahmenontonfilmbukanmelihatfilm.

Padakalimat（50）katabanyakdansangatindahtidakdapat

dirangkaimenjadisatumendudukisatupredikat.Katanumeralia

banyaktidakdapatmendahuluiataumengikutikataadjektivaindah.

Dalam bahasa Indonesia,numeralia banyak digunakan untuk

mengidentifikasijumlahnominadandigunakansebagaipembentuk

FN,misalnyabanyakrumah,banyakorang,danbanyakmahasiswa.

Olehkarenaitu,konstruksibanyaksangatindahtidakgramatikal.

Kesalahankalimat（50）sangatmungkindisebabkanolehketidak-

tahuanmahasiswadalam menghubungkankatabanyakdansangat

indahagarmenjadigramatikal,yaitudenganmemanfaatkankata

hubungdan.Penggunaankatahubungdandapatmenghubungkan

keduakatatersebutdanmenjadikalimatyanggramatikal,yaituIkan

itubanyakdansangatindah.

Padakalimat（51）terdapatkataadalahdanberburuyangsama-

samadapatmenjadipredikatdalamkalimatbahasaIndonesia.Akan

tetapi,kehadirankeduakatatersebutsecarasimultandalam satu

fungsidan dalam satu kalimat menyebabkan kalimat tidak

gramatikal.DalambahasaIndonesiakataadalahmerupakankopula

yangsalahsatunyadigunakanuntukmenyatakanbahwabagian

sebelum dansesudahkataadalahmemilikireferenyangsamaatau

maknayanghampirsama,misalnyaPresidenIndonesiaadalahJoko

WidododanJokoWidodoadalahPresidenIndonesia.Sementaraitu,
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kataadalahpadakalimat（51）tidakdigunakanuntukmenyatakan

haltersebut.Kehadirankataadalahsangatmungkindipengaruhi

olehkonstruksibahasaJepangyangharusmemunculkanverba,

khususnyadalam konstruksinomina.Halitujugaterjadidalam

bahasaInggris. Misalnya,kalimatHeisateacherdapatditer-

jemahkandalambahasaIndonesiamenjadiDiaadalahguruatauDia

guru.Keduanyabenardangramatikal.Kehadirankataadalahdalam

kalimatDiaadalahgurumerupakanterjemahandarikataisyang

dalam bahasaInggrisyangberfungsisebagailinkingverb.Dengan

katalain,kesalahan dalam kalimat（51）dimungkinkan karena

mahasiswamelakukananalogisepertiitu,tetapianaloginyasalah.

Analogisepertiinibiasanyadisebutsebagaioveranalogy.

3.2.4.KetidaklengkapanunsurKeterangan

Fungsiketerangandalam kalimatbahasaIndonesiaumumnya

bersifatopsional.Artinya,kehadiranketerangandapatdilesapkan

tanpa mengganggu kegramatikalan kalimat. Misalnya,kalimat

MerekasedangpergikeJakartadengankalimatMerekasedangpergi

merupakan kalimatyangsama-samagramatikal. Perbedaannya,

kejelasantujuanpergi.Kalimatyangpertamatujuannyajelas,yaitu

keJakarta,sedangkankalimatberikutnyatidakjelastujuannya.

Namun,apabilaadaunsurketeranganyangdihilangkandantidak

dihadirkan,kalimatmenjaditidak gramatikal. Haliniyang

ditemukan dalam karangan mahasiswa Jepang sepertitampak

berikutini.

（52） *SayasudahpergiCandiBorobudur.

（53） *SayainginpergiIndiasecarapribadi.

（54） *SayasudahpergiShizuoka.

（55） *Sayamandipantaiitu.

（56） *BahasaIndonesiaterlalusulitpaham.

（57） *SayapergikeNaganoliburmusimpanas.
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Kalimat（52）--（57）merupakan fakta adanya penghilangan

unsuryangmendudukifungsiketerangan. Penghilanganunsur

tersebut menjadi penyebab kalimat-kalimat tersebut tidak

gramatikal.Padakalimat（52）dan（54）adapreposisiyangdihi-

langkan,yaitupreposisike.Ketidakhadiranpreposisisangatmen-

ggangguinformasidankegramatikalankalimatnya.Dalam kaidah

bahasaIndonesiapengisifungsiketeranganumumnyaadalahfrasa

preposisional（Alwi,et.al.,2008）.Frasapreposisionaltermasukfrasa

eksosentrikdenganunsurintipreposisi.Olehkarenaitu,kehadiran

preposisimenjadiwajibapalagifrasatersebutberadasetelahverba

dasar（pergi）.Ketigakalimattersebutmenjadibenarjikapreposisi

tersebutdihadirkansepertitampakberikutini.

（52） a.SayasudahpergikeCandiBorobudur.

（53） a.SayainginpergikeIndiasecarapribadi.

（54） a.SayasudahpergikeShizuoka.

Kesalahan yang terdapat pada kalimat（55）--（57） juga

disebabkanolehpenghilanganpreposisi.Dalamkalimat（55）terjadi

penghilangan preposisidi,kalimat（56）penghilangan preposisi

untuk,sedangkankalimat（57）terjadipenghilanganpreposisipada.

Kalimattersebutmenjadibenarjikadiubahsebagaiberikut.

（55） a．Sayamandidipantaiitu.

（56） a．BahasaIndonesiaterlalusulituntukdipahami.

（57） a．SayapergikeNaganopadaliburmusimpanas.

Dalam bahasa Indonesia preposisidi,ke,dan darisebagai

preposisiintiatausejatitidakmungkindihilangkandalam konteks

posisiapapun.Namun,adabeberapapreposisiyangkehadirannya

bersifatopsional. Dalam kontekslinguistik tertentu,preposisi

tertentu,sepertidengandanuntukdapattidakdinyatakandantidak
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menyebabkankalimattidakgramatikal.Halinidapatdilihatdari

unsurpengisipredikat,apakahpredikatdiisiolehverbadasaratau

verbaberafiks.Umumnya,frasapreposisionalyanghadirsetelah

verbadasarwajibhadir,sedangkanpreposisiyanghadirsetelah

verbaberafiksbersifatopsional.Perhatikanperbandinganberikut

ini.

KesalahanberbahasamahasiswaJepangyangdisebabakanoleh

penghilanganpreposisi,khususnyapreposisisejati,yaitudi,ke,dan

darimemperlihatkanadanyakebingungandalam penggunaannya.

Halitu terbuktiadanyafaktakalimatlain yangmenggunakan

preposisiyangsamadenganbenar.Halinimembuktikanbahwa

mahasiswamasihdalamprosespenguasaan.Dalamprosessepertiitu

pembelajarseringkalimembuatkalimat-kalimatyangsalah,tetapi

jugamembuatkalimat-kalimatyangbenar.Namun,merekatidak

mengetahuibenaratausalahnya.

4.Simpulan

Berdasarkanpembahasandiatasdapatditarikbeberapasim-

pulanberikutini.

1. KonstruksikalimatyangdibuatolehmahasiswaJepangyang

sedangbelajarbahasaIndonesiasebagaibahasaasingberada

dalam tahapkonstruksitransisional.Artinya,konstruksiyang

dibuatdalam prosesdarisalahmenujukonstruksiyangbenar.

Dalam tahapini,merekaakanmembuatkonstruksiyangsalah

sekaliguskonstruksiyangbenardalam satutipekalimatyang
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sama.Halinimerupakanprosesyangwajardalampembelajaran

bahasaasing.Faktainijugamenunjukkanbahwasedangterjadi

prosespenguasaanbahasamahasiswa.

2. Konstruksikalimatyanggramatikalyangberhasildibuatoleh

mahasiswamencakup:（a）kalimattunggaldenganpolaseder-

hana,yaituS�P,S�P�O,danS�P�K.Polayanglebihkompleks

sepertiS�P�O�Pelbelummuncul,apalagikalimatmajemuk;（b）

Kalimataktiftransitifdanintransitive,khususnyadenganverba

dasar.MahasiswaumumnyatidakmelekatkanafiksmeN-（me-,

mem-,meng-,men-,danmeny-）padaverbatransitifsepertibeli,

baca,dan,ambiltetapiuntukverbaaktifintransitifmerekajustru

membuatverbayanglengkapdenganafiksyangbenar.Halini

menunjukkan merekabelum mengetahuiragam formaldan

nonformal;（c）Mahasiswasudahdapatmembuatkalimatdengan

predikatberkategoriverba,nomina,danadjektiva,sedangkan

predikatdengankategorinumeraliadanfrasapreposisibelum

ditemukandatanya.Halinidapatterjadikarenakonstruksi

denganpredikatnumeraliadanfrasapreposisionalmerupakan

keunikandalam bahasaIndonesiadanjarangditemukandalam

konstruksibahasalain.

3. Kesalahan dalam penyusunan kalimatyang dilakukan oleh

mahasiswamencakupempatjeniskesalahan.Pertama,kesala-

hanberupaurutankatakhususnyapadafrasaadjektival,dan

frasanominal.Kesalahanpadakeduafrasatersebuttampaknya

terpengaruholehbahasaibu,yaitubahasaJepang.Dalambahasa

Jepangfrasaberstrukturatribut-senter,sedangkanbahasaIndo-

nesiasenter-atribut.Misalnya,dalam frasanominal*Indonesia

lautseharusnyalautIndonesia.Demikianjugapadafrasaadjek-

tival.Olehkarenaitu,faktorpenyebabkesalahaniniadalah

interlingualberupatransferlingualatauinterferensilingual.

Kedua,kesalahanberupapemilihankatapengisipredikat.Kata

yangdipilihtidakmemilikihubungansintagmatikdenganunsur
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lain. Ketiga,kesalahan berupapenggunaan predikatganda.

Keempat,kesalahanberupapenghilangansebagianunsurkete-

rangan.Faktorpenyebabkesalahankedua,ketiga,dankeempat

adalahfaktorintralingual.
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〈論　文〉

要　　旨

　中国語の基本語順は一般的に SVO と認識されている。本稿では，日本人

にとって適した語順体系の確立を目指しその触りの部分を論じた。本稿では，

中国語の文は SVO を核心とし，各種構文は SVO に対するコーティング形式

という考えのもと，議論を進めている。まずは既存の代表的分析法を概観し，

SVO 語順を核心とした語順分析について言及した。その上で，⑴日本人に

とって SVO の基本関係は日本語の「-を」「-に」等幾つかのパターンで括ら

れる，⑵ SVO と他の構文のコーティング関係において，SVO は文意的核心

ではなく認知的核心を示す，という 2点を指摘した。

キーワード：語順，言語背景，SVO，コーティング，認知的核心

中国語語順体系に貫かれた

構成原則について

―基本語順の設定とその核心的 SVO の位置づけを中心に―

平　山　邦　彦

1．問題提起

　周知の如く，中国語は孤立語であり各語彙には形態変化が存在しない。

そして，その意思伝達には語順が大きな役割を持つ。例えば，以下の如く

2つの単語や語句を並べた際，統語関係や意味関係（1）にも変化を伴うこと

（ 1 ） 「意味関係（“语义关系”）」という表現を用いる場合，「動作者－動詞－受動
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となる（以下，例⑴～⑶は陆俭明 2005：12より引用）。

　（ 1 ） 眼睛大大的［主述関係］　 ≠　大大的眼睛［連体修飾関係］

  （目がぱっちりしている（2））　　（ぱっちりした目）

　（ 2 ） 吃饭了（3）［動目関係］≠　饭吃了［主述関係］

  （ご飯を食べた）　　　　 （ご飯は食べた）

　（ 3 ） 客人来了［主述関係］　 ≠　来客人了［動目関係］

  （［来る予定の］客が来た）　（［予定されてなかった］客が来た）

　（ 4 ） 来早了［動補関係］　　　 ≠ 　　　早来了［連用修飾関係］

  （［結果として］来るのが早かった）　（［意図的に］早めに来た）

　以上，二つの単語（それぞれ“吃”［食べる］と“饭”［ご飯］，“客人”

［客］と“来”［来る］，“来”［来る］と“早”［早い］）が異なることで文

法関係，意味関係にずれの生じることが分かる（4）。

　中国語の基本語順は一般的にSVOであると認識されている（5）。更にVO

語順の使用頻度が OV 語順より高い点に対する指摘も見られる（6）。教育の

現場や教材においても通常単純な文型を SVO と定めた上で解説が成され

者」のように述語動詞を巡る意味役割との関係で用いられることも少なくな

い。本稿では主に「異なる成分同士の日訳関係」という意味合いで用いる。

（ 2 ） 本校の日本語訳について，筆者によるものは（　）で示している。引用文献

のものは〔　〕で記している。

（ 3 ） 他に「食事をする状況になった／ご飯ですよ」の意味を持つ。

（ 4 ） 更には語順が同じだとしても，構造や意味が一定の関係になるとは限らな

い。例えば以下の例は何れも「動詞＋名詞」の組み合わせであるが，名詞と動

詞の何れにアクセントを置くかによって“述宾关系”（動目関係）と“‘定―中’

偏正关系”（連体修飾構造）と構造に変化がもたらされる。例①“学习文件”（文

献を学習する／学習文献），例②“进口设备”（設備を輸入する／輸入設備），

例③“出租汽车”（自動車をレンタルする／レンタルする車→タクシー）。（陆

俭明 2005：14）

（ 5 ） 张谊生（2013）

（ 6 ） 储泽祥 王艳（2016）



－ 59－中国語語順体系に貫かれた構成原則について（平山）

る（7）。そして，以下のような単純な SVO タイプの文が提示されてくる（例

（ 5 ）（ 6 ）は平山（2012）より引用）（8）。

　（ 5 ） 我吃面包。（私はパンを食べます）

　（ 6 ） 我是日本人。（わたしは日本人です）

　この点は，第一外国語として英語を学んできた大多数の日本人話者に

とってさほど違和感を覚える内容でないだろう。一方中国語 SVO 語順を

とる言語と一言で述べても，全ての語順が英語に似通ってくるわけではな

い。当然，英語の知識をそのまま中国語の語順理解や語順整理に当てはめ

られるわけでない。

　例えば，その語順的特徴が日本語に類似する部分は，日本人母語話者と

しての言語背景が手がかりになる（例（ 7 ）-（ 9 ）は平山 2008より引用）

　（ 7 ） 我们晚上去看电影。（私達は夕方映画を見に行きます）

  晚上我们去看电影。（夕方私達は映画を見に行きます）

　（ 8 ） 看电视的孩子〔テレビを見ている子ども〕

　（ 9 ） 我们五点在车站见面。（私達は 5時に駅で会います）

　上の例において，中国語が日本語と類似の語順的振舞を呈する。（ 7 ）は

主語と動作発生時点の語順である。通常動作発生の時点は主語の後に置か

（ 7 ） 教材の例を挙げると枚挙にいとまがないが，文法書では丸尾（2010），瀬戸

口（2003），語順を中心に扱った学習書を挙げられば林松濤（2011），林松濤 

王怡韡（2013），陸偉榮（2016），平山（2012, 2017a, 2017b）等何れも基本語

順を SVO として議論を進めている。また，管見の限り，SOV を基本語順と

して解説する教材は目にすることがない。

（ 8 ） 本稿の例文は，大部分は平山（2012, 2017a）を始め学習書や辞書から引用し

ている。一部出典の記されていない例が含まれている。それらは筆者による作

例である。
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れるが，文頭に置くことも可となる（9）。（ 8 ）は連体修飾語の語順である。

連体修飾語が名詞性のもの，動作性のものであろうと“的”を後続させ

“∸的”という形で前方から修飾する。英語の如く，関係代名詞“wh-”を

用いた表現に気を使う必要もない。（ 9 ）について「ある場所で」という部

分を見れば，“前置詞‘在’＋場所”と真逆の語順になる。一方前置詞フ

レーズ全体に視野を広げてみると，日本語同様，連用修飾語として前から

修飾する点で一致している。この点，日本人話者の言語背景から判断する

と，別段不思議なものとは言えないだろう。そうは言うものの，これらは

言語類型論から見る語順傾向の普遍性から見る時，SVO 語順，そして前

置詞を用いる言語としては異色の特色を放つことになる（10）。更には，以下

の語順は通常日本人学習者の言語背景からは見出しにくい。この点は，以

下のような誤用例の算出とも関連性を持つことが推測される。

　（10）  *老师走进来教室了。〔老师走进教室来了。〕（先生は教室に入って

こられました）

　（11）  *我们学过汉语两年〔→我们学过两年汉语〕。（私達は 2年間中国

語を学んだことがある）

　（12） *我睡觉了八个小时〔→我睡了八个小时觉〕。（私達は 8時間眠った）

　（13）  *他给妈妈打了电话三次〔→他给妈妈打了三次电话〕。（彼はお母

さんに 3度電話をかけしました）

　（10）は方向補語“来 / 去”と場所目的語の位置を巡る誤用である。場

所目的語“来 / 去”の前に置かれる。（11）（12）は目的語と時量補語を巡

（ 9 ） 但し全てのパターンに入れ替えが完全に可能というわけではない。例えば時

間を表す語句に“什么时候”を用いた場合，主語の前に置くと成立度が危ぶま

れることになる。⒜“你什么时候来？”（あなたはいつ来ますか）⒝“?什么时候

你来？”（いつあなたは来ますか）

（10） 刘丹青（2003：37, 315-319），リンゼイ J. ウェイリー著　大堀他訳（2006：

30），Greenberg 著 陆丙甫等译（1984）。
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る誤用である。時量補語は通常目的語より前に置かれる。杨德峰（2008）

の指摘の如く英語からの影響は至極理解しやすい（11）。（13）は目的語と動量

補語を巡る誤用である。動量補語は通常目的語より前に置かれる。

　以上，中国語にも独自の語順的特徴があることを眺めてみた。中国語全

体像の解明において語順体系に対する的確で且つ簡明な整理や分析を成す

ことの重要性は今更強調すべき点でもない。語順については教材や参考書

（林松濤 2011；林松濤　王怡韡 2013；陸偉榮 2016；平山 2012, 2017a, 

2017b），研究論文（戴浩一 1988；刘丹青 2003；陆丙甫 2008a 等）におい

ても多くの考察が成されている。学習書は通常学習者（日本で出版される

ものに関しては日本人，多くは初級者）にとっての利便性が念頭に置かれ

ていることは推測に難くない。一つ一つの説明は初学者にとって分かり易

い部分もあるが，確固たる理論的背景と根拠に基づくものか見出しづらい

ものも少なくない。一方，研究論文において関心事項は通常「中国語の言

語構造の正確な記述」という点にある。よって，中国語以外の言語の母語

話者にとって中国語という語順体系を理解する上で最も合理的なものであ

るかは必ずしも考慮されているとは限らない。但し，外国人の立場から中

国語文法を見つめる時理論的正しさに加え，「使用する側の立場から見た

利便性」という点も必要不可欠な要素と感じざるを得ない。この点は，中

国語教育，言語情報処理，コーパス開発，機械翻訳等関連の研究各種分野

の発展において重要な役割を担うことになる。

　本稿では，以上のコンセプトのもと既存の中国語文法の枠組を軸としな

がらも，「一人の日本人話者の立場から簡明で筋道が明確な整理を」，換言

すれば「日本人話者の言語背景を有効活用しながら」という角度を織り込

みながら，中国語の語順体系について考察を加えていく。

（11） 対応する英文を杨德峰（2008）から挙げておく：We have learned Chinese 

for two years./He called his mother three times./I have slept for eight 

hours.　
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2．基本語順 SVO とコーティング関係

　SVO を中心として体系的成立という点については筆者の中で語順教材

の作成や語順をテーマとした語学講座を担当する中で一貫したテーマとし

て取り組んできた。この点は，平山（2012, 2017a, 2017b）において体系

化を試みている。分析に際しては，SVO という骨子（核心）に対して，

如何に肉付け（コーティング）されてきたかを明確に示すことが道標とな

るという考えで纏めてきた。その過程において，基本語順とコーティング

関係を明確化にする際困難かつ明確化の必要性を感じさせた点が幾つか生

じてきた。以下に，その具体的な内容を挙げておく。

（一）　核心としての SVO の確立

　まずは核心，骨子という部分の基本語順についてである。日本人の中で

も SVO に対する概念が備わっているとしても，その意味関係に関して中

国語話者の SVO に対するイメージ（主に「S は O を V する」）と必ずし

も一致しているとは限らない。中国語においては日本人の SVO からイ

メージが湧きにくい動目構造（例えば“吃食堂”（食堂で食べる）や，“开

玩笑”（からかう），“游泳”（泳ぐ）と言った離合詞のように）が多数存在

する。更には平山（2008, 2009）でも言及したが，「～が」という動作者が

目的語の位置に置かれる存在文に関しても日本語母語話者からすると，違

和感を覚えるところである。一方，中国人話者の立場から見れば“有”構

文とさして変わりのないという指摘が見られる。言語記述の正確さと日本

人の言語背景を加味したところで，どの部分で核心としての枠組みを括っ

ていくか。
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（二）　基本構造 SVO の核心的意義づけ

　基本語順とコーティングの関係を描写する上で，核心としての意義づけ

はいかなる点にあるのか。多くは，意味的核心と捉えることができる。

　（14） 他明天回老家。（彼は明日実家に戻ります）《平山 2012》

  ⇒他回老家。（彼は実家に戻ります）

　（15）  我也去北京。（私も北京に行きます；私は北京にも行きます）《平

山 2012》

  ⇒我去北京。（私は北京に行きます）

　一方で，次の如くコーティング成分を取り去ることで文意は全く逆のも

のとなる（文意的核心として捉えられない事例に関して，詳細は 3.1節を

参照）。

　（16） 她不吃面包。（彼女はパンを食べません）《平山 2012》

  ≠她吃面包。（彼女はパンを食べる）

　このような現象を加味した上で形式の関連性を以下に定めるのか。

（三）　SVO に対するコーティング関係の確立

　SVO 語順に対するコーティング関係を如何に法則的に，且つ合理的な

説明を加えて行くことができるか。

　（17） 他明天回老家。（彼は明日実家に戻ります）→連用修飾語

　（18） 汤有点儿咸。（スープはちょっぴり塩辛い）→連用修飾語

　（19）   我听错了你的话。（彼はあなたの話を聞き間違えました） →結果補語

　（20）   我给你一个礼物。（私はあなたにプレゼントを贈ります）→二重

目的語

　（21） 我们点菜吃。（私たちは料理を注文して食べます）→連動文

　（22）   我回东京去。（私は東京に帰ります）→“来 / 去”のような関係

を如何に扱うか

　（23）   沙发上躺着一只猫。（ソファーに猫が 1匹横になっています）→
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派生的な VO 関係

　上の例を挙げれば，（17）（18）は連用修飾語を用いた例である。VO に対

する前方コーティングと見ることができる。（19）は“听你的话”という

VO 関係について V（“听”）に対してコーティングの施された形式と考え

られる。（20）は VO1O2という二重目的語形式，（21）で示した連動文は

VO に別の動作が後続していく文である。言わば VO に対する後方からの

コーティングと言えそうである。（22）では方向補語“去”を用いたと言わ

れる例である。教学の場では一般的に“回去”の中に場所目的語“家”が

挿入された形として教えられる。一方で連動式とし“去”は VO（ここで

は“回家”）と構造的に切れているとする考え方もある（杨德峰 2005；高

橋 2006, 2009）。（23）は存在文の例である。このタイプの文は動作者（「～

が」）という成分が目的語の位置に置かれる。これを如何に扱っていくか。

　以下紙幅の都合上，本稿だけでこれらを逐一議論するのは不可能であ

る。次章以降では（一）（二）及び（三）においては VO に対する前方コーティ

ングという点について整理を試みる。

3．中国語の構造分析

　第 1章で述べた通り，本稿では SVO を基本語順として分析を進める。

その第一歩として構造分析について言及したい。語順構造は統語構造の中

心的位置を占めるものとなる。また，中国語の基本語順を SVO とする場

合，基本とする範囲をどの点に設定するか，この点も分析の利便性や効率

性に大きく作用する。この点も，注意を払っていく必要がある。本章で

は，構造分析について代表的なものを取り上げ検証を行う。
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3.1　“句子成分分析”（文成分分析（12））

　文成分分析法では，核心部分を定めた上で枝葉として他の文法成分がど

のように付加されたかを分析するものである。この部分に関しては陆俭明

（1993a, 1993b, 2005）において利点と局限に対して詳しい指摘があるの

で，以下に纏めておきたい。詳しい手順は次の通りになる（陆俭明 2005

参照）。

　（ 1 ） 分析的对象是单句。（分析対象は単文）

　（ 2 ）   认定一个句子有六大成分―主语，述语（即谓语），宾语，补足

语，形容词性附加语（即今天一般所说的定语），副词性附加语（即

今天一般所说的状语和补语），这六个句子成分分为三个级别：主语，

述语（即谓语）是主要成分，宾语，补足语是连带成分，形容词性附

加语，副词性附加语是附加成分。（一つの文につき六大文成分―

主語，述語，目的語，補足語，形容詞性付加語（現在で言う連体修

飾語），副詞性付加語（現在で言う連用修飾語と補語）を認定。こ

れら六つの成分を三つの等級に分類。主語，述語を主要成分とし，

目的語，補足語が連帯成分となる。更に，形容詞性付加語と副詞性

付加語が付加成分となる）

　（ 3 ）   作句子成分的原则上只能是词。（文成分となるのは原則的に単語

のみ）

　（ 4 ）   分析时，先一举找出全句的中心词作为主语和述语（即谓语），让

其他成分分别依附于它们。（分析の際，まず文全体で中心となる語

を探し出し主語，述語とする。その他の成分を両者に付加されるも

のとする）

（12） “句子成分分析法”に対する「文成分分析法」のいう日本語訳は筆者による

ものである。
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　（ 5 ）   分析手续是，先看清全句的中心词作为主语和述语（即谓语），再

看述语（即谓语）是哪一种动词，决定它后面有无连带成分宾语或补

足语，最后指出句中所有附加成分―形容词性附加语和副词性附加

语。（分析手続きは，まず文全体で中心となる語をはっきり主語，

述語として示す。その後述語はどの動詞かを観察し，後ろに連帯成

分である目的語或いは補足語があるかを判断し，最後に全ての付加

成分―形容詞性付加語と副詞性付加語を指し示す。）

　即ち，文成分分析法では“主語＋述語（動詞・形容詞）”をベースとし

て，目的語もその外枠に加えられた成文として分析していることになる。

　具体例として陆俭明（1993a, 1993b）から（这些）工人［立刻］修〈好〉

了（一座）桥。（これらの労働者はすぐに一つの橋をしっかり修理した）

という文を用いた説明が成されている（　　は主語，　　は述語，　　は目

的語，（　）は連体修飾語（13），〔 〕は連用修飾語（14），〈 〉は補語）。

　（24）

　⒜ 这些 工人 立刻 修 好了 一座 桥。

　⒝ 这些工人立刻修好了一座桥。

　⒞ （这些）工人〔立刻〕修〈好〉了（一座）桥。

　分析の際，まず文全体の主要部分（主語と述語）を探し出す（上の例で

は“工人修”（労働者が修理する））。次の段階として，述語がどの動詞か

を見極めた上で，副次的成分として目的語の有無を確認することとなる

（上の例では“工人修桥”（労働者が橋を修理する）という構造が確認され

（13） この部分の記述は 3.1節の本文中で取り上げた（ 2 ）の定義からすれば形容詞

性付加語とすべきであろうが，陆俭明（1993a, 1993b）において“定语”と解

説されていたのに合わせて，本稿でも「連体修飾語」という用語を用いている。

（14） この部分の記述は 3.1節の本文中で取り上げた（ 2 ）の定義からすれば副詞性

付加語とすべきであろうが，陆俭明（1993a, 1993b）において“状语”と解説

されていたのに合わせて，本稿でも「連用修飾語」という用語を用いている。
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る）。最後に付加成分として連体修飾語（“一座”）や連用修飾語（“立刻”）

の存在を突き止める。

　文成分分析法は“中心词分析法”（中心語分析法）という別称に示され

る通り文の核心部分を捉える上で効力を発揮する。この点は，中国語の文

構造を把握する上でも，我々日本人が外国語としての中国語を理解するに

おいても利するところは少なくない。

　更に陆俭明（2005）で文成分分析法は文の核心を把握することにたけた

分析法であるので，次のような長い文に遭遇しても文意を読み取る上で役

立つ点も指摘されている（（25）は陆俭明 2005：59より引用。下線は筆者

によるもの）。

　（25）   我国首次升空的（“神州－ 3号”）模拟载人飞船经过 264个小时在

太空运行之后按照原先预定的时间安全，准确地返回原先计算好的我

国西北地区的地面。（我が国で初めて打ち上げられた「神州－ 3号」

模擬有人飛行船は 264時間宇宙を運行した後先に定めた時間通りに

安全，正確にもともと計画しておいた我が国の西北地区の地上に戻

りました）

　例えば，この例においても基本的な内容が“‘神州－ 3 号’飞船―返

回―地面”（「神州－ 3号」という飛行船が地上に戻った）であることが

分かる。

　一方で，陆俭明（1993a, 1993b, 2005）では文成分分析法の局限に関し

ても言及がある。言及された中での代表部分（本稿のテーマとする語順体

系と関連する内容）として，以下の要素を挙げることができる（例文（26）

から（33）は何れも陆俭明（1993a, 2005：60）から引用）。

　【主語＋述語（＋目的語）の形が不成立】

　（26）   他贪图安逸。（彼は安逸をむさぼっている）―→ *他贪图

　（27）   封建思想必须清除。（封建思想は取り除くべきである）―→ *思想
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清除

　（28）   我们学习好的品德。（私達は良い人徳を学びます）―→ ? 我们学

习品德

　上の例において（26）は目的語“安逸”を削除することにより，文が不成

立となる。（27）においては，“必须”を削除することで“思想”が動作対

象としての読みが困難となる。更には，“封建”という連体修飾語が取り

去られると排除されるべき“思想”の特性が特定できず，文としても成立

に困難を極めることとなる。（28）においても，“品德”の具体的な内容を

示す連体修飾語“好的”を削除すると文として不自然となる。

　【主語＋述語（＋目的語）で文意が変化】

　（29）   我弟弟不喜欢京剧（私の弟は京劇が好きでない）≠弟弟喜欢（弟

は好きだ）

　（30）   我们都听不懂。（私達はみんな聞いて分かりません）≠我们听

（私達は聞く）≠我们懂（私達は分かる）

　（31）   他死了爷爷。（彼はおじいさんを亡くした）≠他死了（彼は死ん

だ）

　（32）   北京队大败安徽队（北京チームが安徽チームを大いに打ち負か

す）≠北京队败（北京チームが負ける）

　（33）   不合格的党员清除了。（不適格な党員は取り除くべきである）≠

党员清除（党員が取り除く）

　上に挙げた（29）から（31）は，文成分の削除により文意が変わる。（29）で

は否定副詞“不”を削除することで，肯定と否定が全く逆になる。（30）で

は可能補語を構成する“不”を削除することで「～できない」という核心

的意義が消失されることになる。（31）は目的語“爷爷”を削除した場合，

「亡くなる」という動作の主体が“他爷爷”（彼のおじいさん）から“他”

（彼）へと変化する。（32）では“安徽队”という目的語を削除することで，
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“北京队”が勝者から敗者へと変わる。（33）では連体修飾語“不合格的”

を取り除くことで，“党员”が“清除”（取り除く）という動作の受け手か

ら主体へと変化する。

　以上，文成分分析に基づく核心の抽出では困難が生じることを指摘し

た。ここで一点核心という点について言及すれば，同分析法においては文

構造における核心のみならず意味的核心と部分に焦点を置いた分析法と言

える。意味の点まで考慮した試みは評価に値する内容であるが，それが故

に弊害を招いた点が見て取れる。

3.2　“层次分析”（階層分析）

　階層分析は，その名の如く文構造の階層性を考慮に入れた分析法であ

る。一つの文を構造毎に二分し，各階層における直接成分同士の関係性を

示していく。階層分析の特徴は「どの部分で構造の切れ目が入るか」を示

す“切分”，そして「各階層における前後両者がいかなる文法関係にある

か」を示す“定性”という部分が特徴となる（陆俭明（1993a, 1993b, 

2005））。

　“层次分析”（階層分析）を用いた場合，先に挙げた“句子成分分析法”

における核心語順を描写する上での困難を解消することができる。例え

ば，例（26）から（28）及び（29）から（33）においても，何れも第一階層が“主

谓短语”（主述フレーズ）として分析することができる。

　（34）　（26′）　　　　他　　贪图安逸

 　（27′）　封建思想　　必须清除

 　（28′）　　　我们　　学习好的品德

 　　　　　　　主　　　　述

 （29′）⒜　我弟弟　　不喜欢京剧

 　　　⒝　　弟弟　　喜欢
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 （30′）⒜　　我们　　都听不懂。

 　　　⒝　　我们　　听

 　　　⒞　　我们　　懂

 （31′）⒜　　　他　　死了爷爷

 　　　⒝　　　他　　死了

 （32′）⒜　北京队　　大败安徽队

 　　　⒝　北京队　　败

 （33′）⒜　不合格的党员　　清除了

 　　　⒝　　　　　党员　　清除

　　　　　　　　　　　　 主　　　述

　以上，文成分分析法”では矛盾が生じる内容を階層分析では主述フレー

ズとして纏めることができる。更に，主述フレーズにおける“主语”（主

語）と“谓语”（述語）は「陳述・説明の対象と陳述・説明の内容」とい

う関係を表す（朱德熙 1982：17；北京大学中文系现代汉语教研室编

2004：307；輿水・島田 2009：21；三宅 2012：81等）。上に挙げた例

（26′）から（33′）では述語は「動詞」「形容詞」「動目フレーズ」「動補フ

レーズ」と様々である。また主語においても動作者はもちろんのこと受動

者となることもあり得る（例（27′），（33′a））。何れのパターンも，先述

の「陳述・説明の対象と陳述・説明の内容」という関係性で網羅すること

が可能となる（15）。

　上述の如く，階層分析では中国語の文構造を正確に描写する点で長けて

いる。但し，大多数の文構造の大枠を主述フレーズとして一括り纏めるこ

とは正確さを有していても実用性や利便性を欠いたものとなる（陆丙甫

2008b：130）。階層分析は各階層における構造関係を記述するものであり，

（15） 主語の定義について「特に厳密な資格はなく，説明の対象」と規定する解説

は中国語のみならず，大西（2011：50）の如く英文法書でも見ることができる。
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異なる階層の語句動詞の意味関係を記述する能力を有していない。例えば

先に主語は動作者のみならず受動者等が来ることもある点を指摘したが，

階層分析ではこのような点を明確に示す術を持たない。更には，以下のよ

うに文が無尽蔵に拡張される形式に対しては，その分析に困難を極める。

　（35）   ……张三告诉我　李四认为　王五说过　赵六主张……（…張三は

私に李四は王五が趙六は……と話したと思っていると言って，…）

（陆丙甫 2008b：130）

　例（35）のように延々と続く文の一部を抽出した場合，核心を捉える上で

は大いに不向きとなる。

3.3　SVO を骨子とした語順分析

　以上，“句子成分分析”（文成分分析），“层次分析”（階層分析）の双方

を概観すると，前者は文構造の核心部分の抽出，言わば簡明な描写という

部分で利点を発揮する。一方後者は，正確な文構造を記述する上で効力を

発揮するが構造的，そして意味的核心という部分を説明する機能を有して

いない分，簡明さや利便性という部分に関しては劣ることになる。利便性

は，外国人の立場から中国語を理解する上では特に重要な意味を持つ。概

して，言語分析において，文成分分析，階層分析の何れも一長一短を持

ち，正確さと利便性の何れかを欠いている。逆に言えば正確な記述と利便

性という双方の需要を満たす分析法が必要とされる。

　利便性は，中国語 SVO の語順的特徴の整理と記述を目的とする本稿の

立場からしても重要な要素となる。その点を考えると，SVO 語順をベー

スとしたコーティング関係が合理的に説明できれば理想である。コンセプ

トは，文成分分析法と類似した観点になるかと思われるが，文成分分析法

ではコーティング関係に関して厳密さに欠いていた嫌いがある。コーティ

ングという言葉を用いるならば，同分析法では「主語＋述語」に様々な

コーティングが施されたように捉えているとうことになるが，その弊害に
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ついては既に言及した通りである。

　コーティング関係について考察する場合，語順階層に適切な描写という

部分が必要となる。大まかな語順階層という点について，张国宪・卢健

（2013：144）においては，中国語の大まかな語順は述語動詞を中心に次の

ような統語位置を占めるという指摘がある。

（36）

定语/主语 状语 谓语动词 补语 定语/宾语

　张国宪・卢健（2013）において，“谓语动词”（述語動詞）を中心にして

“状语”（連用修飾語）と“补语”（補語），“主语”（主語）と“宾语”（目

的語）がそれぞれペアを成して，一方で“定语”（連体修飾語）は二種の

統語的位置を占めることを指摘している。即ち，連体修飾語は主語，目的

語の中で体現されるわけであるから，主語，述語，目的語等と同一線上に

並べられることができないものと言える。

　文構造の述語部分の分析から“定语”（連体修飾語）を排除すべきとい

う主張は陆丙甫（2008a, 2008b）にも見られる。また，张国宪・卢健

（2013）においては，主語と目的語をペアと成すと言っても述語動詞との

緊密性では大きく隔たりがある。この点を踏まえ陆丙甫（2008a：246, 

2008b：131）では，“直系成分分析”（直系成分分析（16））が提示されている。

当分析では語順類型論の“语义靠近原理”（意味接近原則）に基づき語順

階層を“轨层结构”（軌層構造）として示していく。

　この原則では世界中のあらゆる言語は，述語動詞を基層として，連用修

（16） “直系成分分析”に対する「直系成分分析」は筆者による日本語訳である。
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飾語として外層から内層へ“时位（時間的位置：T），时量（時間量：D），

处所（場所：L），工具（道具：I），方式（方式：M）”という順序で統語

位置の段階性を表すとある。陆丙甫（2008a, 2008b）で“清华大学来的张

教授今天在礼堂讲解分子遗传学的原理”（清華大学からいらした張教授は

今日講堂で分子遺伝学の原理を講義されます）という例を挙げ論証が成さ

れている。

（37）

清华大学来的张教授 今天 在礼堂 分子遗传学的原理讲解

　上の例に見る時述語部分において連用修飾語部分を比べると“今天”

（T），“在礼堂”（L）という語順で並んでおり，意味接近原則に準じた統

語位置を呈していることになる（17）。

　ここで陆丙甫（2008a, 2008b）の直系成分分析の特徴について述べれば，

次の通りに纏められる。

　⒜  　連体修飾語の扱い方。連体修飾語を語順分析の平面から外し，外枠

の構造として扱う。

　⒝  　基本語順 SVO と連用修飾語による前方コーティングの関係性に対

し詳細な記述が行われている。

（17） 陆丙甫（2008a，2008b）から意味接近原則による語順原理を示す例として，

更に以下の例（a. は中国語，b. 英語）を引用しておく。a.（他）［上星期［［在

实验室［用计算机［连续地［工作了］］］］六天］］。b.（He）［［［［［［worked］

continually］with computers］in the lab］for six days］last week］. 両者の例

でも，語順原則の通りに外層から内層へ「上星期 / last week（時間位置：T），

六天 / for six days（時間量：D），在实验室 / in the lab（場所：L），用计算

机 / with computers（道具：I），连续地 / continually（方式：M）」と配列

された形となっている。
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　以上，語順類型論の観点から SVO をベースとした VO に対する外層か

ら内層へのコーティング原則を綿密に描写したものとなる。本稿の主旨で

SVO 語順を核心としたコーティング解明という点からすれば，第一段階

として各連用修飾語の語順傾向という細かい点までを視野に入れたわけで

はないが，上のような軌層図を見れば「主語＋（連用修飾語（V ＋ O））」

という構造関係を容易に読み取ることができる。例えば，（37）を例にと

ると“清华大学来的张教授讲解分子遗传学的原理”（清華大学から来た張

教授が分子遺伝学を講義する）を核として，各種連用修飾語が枝葉として

付加されたことが読み取れる。そして，“清华大学来的张教授”“遗传学的

原理”のように連体修飾構造は語順モデルの大枠から外れている。階層分

析では S と VO という異なる階層のものを同一平面上に並びたて意味的

な核心を瞬時に読み取ることができる。よって，この分析法では「主語＋

述語」という階層構造も把握しやすいし連用修飾語が（SVO 全体ではな

く）VO を修飾している，という点も見出しやすい。更には「主語＋動詞

＋目的語（SVO）」という基礎的意味を容易に読み取ることができる。こ

の点は，本稿で意図とする中国語 SVO 語順をベースとした語順的特徴を

捉える目的から見ても，有効な分析法である。

　但し，一方で，陆丙甫（2008a, 2008b）では語順類型論的な観点から一

部分の構文や文法現象が論じられているに過ぎない。VO と連用修飾語以

外の軌層関係について言及が成されていない。中国語の言語事実を眺めて

みると，コーティング関係は VO に対するもの，或いは前方からのもの

に限らない（18）。更には第 2章で言及した本稿の対象とする（一）核心とし

ての SVO の意味関係の確立，（二）基本構造 SVO の核心的意義づけ，と

いう点についても依然明確な分析がなされていない。（二）について，陆

丙甫（2008：25）においても，肯定と否定で意味が逆転するという現象

（18） この点は第 2章で示した通り，今後の考察対象とする。
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（例。“人们的心情很不平静”（人々の心は穏やかでない）と“心情平静”

（心が穏やかだ））に対する言及は成されているが，このように否定副詞を

付加した否定文に対して，如何なる次元で核心を成しているかという点は

正面からの議論が見られない。第 4章，第 5章ではそれぞれの点に焦点を

当てて整理していく。

4．基本語順

　本章では第 2章で提示した問題点（一）核心としての SVO，という点

について整理する。

4.1　形容詞述語文

　まずは形容詞述語文の基礎となる簡素な体系である（19）。日本語としては

「S は A だ」と表現される。また，英語にも“S is Adv（例．She is 

beautiful）”という類似した形式の構文が存在する。中国語における簡素

な形容詞述語分は，述語の核心部分を性質形容詞や数量形容詞が担う（20）。

（19） 形容詞述語文は形容詞が述語の核を占める文である。よって，“S＋A”を

ベースとした各種表現が存在する（例．“风大极了”（風が非常に強い），“天阴

上来了”（空が曇ってきた））。これらのタイプでは“风大”（風が強い），“天阴”

（空が曇っている）という表現をベースに，形容詞“大”“阴”の後に，それぞ

れ程度補語“极了”と複合方向補語“上来”が付加された形となる。このよう

に基本をベースに他成分の付加されたタイプは，別稿に譲る。

（20） 形容詞には事物の属性を表す状態形容詞に対して，事物の具体的な状況や状

態を表す状態形容詞が存在する。状態形容詞は性質形容詞形容詞の重ね型〔慢

慢儿（ゆっくりだ）；高高兴兴（嬉しそうだ）〕や性質形容詞に語尾の付着した

形式〔胖乎乎（まるまる太っている）；凉冰冰（ひんやりしている）〕等が存在

する。以上，状態形容詞は性質形容詞にコーティングの施された形式と考える。
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　【性質形容詞】

　（38） 这个很大。（これは大きい）《平山 2017a》

　（39） 他很认真。（彼はまじめです）《平山 2017a》

　【数量形容詞】

　（40） 人很多（人が多い）《商務印書簡 小学館共編 2016：405》

　（41） 公园里人很少（公園の中は人が少ない）《相原茂 2010：1406》

　上に（38）（39）に性質形容詞“大”“认真”，（40）（41）に数量形容詞“多”

“少”の例を取り上げた（21）。特に何かの程度を付加しない「S は A だ」と

いう意味を表したい場合，形容詞の前には“很”が付加されることとな

る（22）。

4.2　動詞述語文

　次に，動詞述語文である。本節では中国語 SVO の基本モデルを考察し

たい。3.2節でも触れた通り，中国語において主語は陳述の対象としての

働きを持ち，動作者と限るものではない。但し，一方で動作者が主語の典

型になるのも事実である。また 3.3節でも言及したが，コーティングと直

接関わってくるのは多くが動詞 V の部分となる。よって，VO の意味関

係を軸に議論したい。以下，中国語の SVO モデルと，日本人の SVO 語

感を総合して纏めていく。

（21） 但し数量形容詞は他の機能について異なる振舞いが見られる。例えば連体修

飾語に“很”や“不”を用いる場合，性質形容詞は通常“很 / 不 A 的 N”を

とり，形容詞の後に“的”が必要となる〔例．很认真的学生（とてもまじめな

学生）／不好的习惯（良くない習慣）〕。一方数量形容詞は“很多人／不少人”（多

くの人）のように，形容詞の後に“的”を必要としない。

（22） 厳密に言えば“很”も程度副詞の一種となるので，構造的には“SA”の述

語形容詞に“很”の付加された形となる。但し，本文中でも触れた通り，形容

詞のみで述語を形成した場合対比，比較の意味が加わった有標形式となる。

よって，本稿では“S 很 A”を基本形式として扱った。
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4.2.1　VO 動詞述語文

　VO が述語として用いられた動詞述語文 SVO における VO の意味関係

は大部分が「O を V する」「O に V する」という 2種類に対応する。他

の意味関係について対応する動詞の数は限られるので，個別の動詞として

認識する形で整理できよう（平山 2008）。日本人学習者の言語背景で日本

語訳に対するスキーマの定着したパターンであるほど，日本人話者にとっ

ても中国語 SVO を日本語に訳す際，違和感なく変換できることが予想さ

れる。以下，例を観察する。

［S は O を V する］タイプ

　この種の意味関係は動作動詞，状態動詞と目にすることができる。まず

は，以下の例を挙げておく。

　（42） 我喝冰咖啡。（私はアイスコーヒーを飲む）《平山 2012》

　（43） 她写信。（彼女は手紙を書く）

　上に挙げた（42）（43）の動作動詞が用いられている。動詞との関係性から

言えば（42）は受動者目的語，（43）は結果目的語とその役割は異なる。但

し，日本で訳出する SVO の意味関係としては何れも「-を」という同様

の関係性になる。

　更には次の例である。

　（44）   他知道这件事。（彼はこの事を知っています）《商務印書簡 小学

館共編 2016:2024》

　（45） 我相信你。（私はあなたを信じています）《孟琮等 1999》

　上に挙げた“知道”（知っている），“相信”（信じている）は心理活動を

表す。また，文自体も心理状態を表している。更には，次の例である。

　（46）   我很喜欢历史。（私は歴史を好んでいる；私は歴史が好きだ）《商

務印書簡 小学館共編 2016：1676》

　（47）   我讨厌这个地方的风沙。（私はこの土地の砂嵐を嫌っている；私
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はこの土地の砂嵐が嫌いだ）《孟琮等 1999》

　上に挙げた“喜欢”（好む；好きである），“讨厌”（嫌う；嫌いだ）も心

理状態を表すものである。このタイプは日本語に訳す場合，「S は O を V

する」以外にも「S は O が V だ」と「が格」を用いて訳出することも可

能，更には多くの場合この形で訳出する方が自然な形となる。何れにして

も，英語にも“like”“hate”のような類似した動詞が存在する。よって，

日本人にとって大きな抵抗感が存在しないであろうことは推測される。

［S は O に V する］

　まずは該当する例を挙げておく。

　（48） 她去图书馆。（彼女は図書館に行く）《平山 2012》

　（49） 姐姐来东京。（姉が東京に来る）

　（50） 我给你。（私はあなたにあげます）

　（51） 我告诉你。（私があなたに話します）

　上に挙げた VO 関係において目的語の役割を見ると，（48）の“图书馆”

（図書館），（49）の“东京”（東京）は着点としての場所を表す。（50）（51）

の“你”は動作対象となる人を表す。更には英語にも対応する表現として

“go to ＋場所”“come to ＋場所”，“give”“tell”等が存在しており，

SVO の形としては受容しやすいことが推測される（23）。

4.2.2　“是”を用いた動詞述語文

　このタイプの文は，“是”を用いた動詞述語文では，「S は O だ（S ＝

O）」という意味関係を表す。英語では言えば be 動詞を用いた構文と近い

（23） 周智の如く，“给”“告诉”は“V ＋ O1［人］＋ O2［事物］”（O1に O2を V

する）という二重目的語構文を形成する〔例．我给你一本书（私はあなたに本

を一冊あげる）／我告诉你一件事（私はあなたにある事を教える）〕。この点も

英語に“give”“tell”を用いた二重目的語構文が存在することと類似している。



－ 79－中国語語順体系に貫かれた構成原則について（平山）

性格を持つ（24）。

　（52） 我是日本人。（わたしは日本人です）《平山 2012》

　（53） 他是公司职员。（彼は会社員です）《平山 2017a》

　（54） 这是我的书。（これは私の本です）《平山 2017a》

　上掲の例で言えば，それぞれ“我＝日本人”“他＝公司职员”“这＝我的

书”という同値であることが示されている。

　

4.2.3　“在”を用いた動詞述語文

　“在”を用いた動詞述語文は存在を表す。このタイプの動詞述語文は“S

［人 / 物］+‘在’+O［場所］”（S［人 / モノ］は O［ある場所］にある /

いる）という形で用いられる。存在を表す“有”構文と対比される際，

「人 / 物」と「場所」の語順（動詞 V の前か後か，即ち主語 S に「人 /

物」が置かれ，目的語 O に「場所」が置かれる）という点が注意点とし

て示される。

　（55） 银行在邮局旁边。（銀行は郵便局の隣にあります）《平山 2012》

　（56） 他在房间里。（彼は部屋の中にいます）《平山 2017a》

　上掲の例では“银行”（銀行）という物，“他”という人がある場所〔そ

れぞれ“邮局旁边”（郵便局の隣），“房间里”（部屋の中）〕に存在するこ

とが示されている。こちらの表現は英語の“S be（am/is/are） in ＋場所”

が存在することからも，日本人話者にとっても容易に受容しやすいことが

伺い知れる。

4.2.4　“有”を用いた動詞述語文

　次に“有”を用いたタイプである。周知の如く，“有”には「所有」と

（24） 英語の be 動詞と異なる用法も存在する。例えば教科書や文法書で取り上げ

られるものとして“是…的”を挙げることができる〔例．我是昨天来的（私は

昨日来たのです）〕。
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「存在」の二種の意味を持つ。まずは，所有を表すタイプを挙げておく。

　（57） 我有电脑。（私はパソコンを持っている）《平山 2017a》

　（58） 我有三十本小说。（私は小説を 30冊持っている）《平山 2012》

　（59） 他没有手机。（彼は携帯電話を持っていない）《平山 2017a》

　存在を表すタイプは“S［所有者］+ 有 / 没（有）＋ O［被所有者］”（S

［所有者］は O［被所有者］を持っている／持っていない）という語順で

用いられる。それぞれ肯定の場合は“有”，否定の場合は“没［有］”とい

う動詞が用いられる。所有を表す“有”動詞述語文の VO の日訳関係に

おいても，「O を V する」という優勢的な対訳が当てられる。英語にも，

“have”を用いた語順表現は見慣れたものであろうから，“有 / 没（有）”

を用いた動詞述語文の語順は日本人の英語学習でも容易に想像することが

できよう。

　次に存在を表す表現である。このタイプの動詞述語文は“S［場所］＋

‘有／没（有）’＋ O［人 / 物］”〔S［ある場所］に O［人 / モノ］があ

る・いる／ない・いない〕という形で用いられる。存在を表す“在”構文

と対比される際，「人 / 物」と「場所」の語順（V の前か後か，即ち主語

S に場所が置かれ，目的語 O に人や物が置かれる）という点が注意点と

して示される。また述語動詞には所有と同様に肯定の場合“有”，否定の

場合“没［有］”という動詞が用いられる。この点は日本語で存在の否定

を表す場合も「ない」という語を用いる（「*あらない」と表現しない）こ

とと類似している。

　（60）   那儿有一家快餐店。（あそこに一軒のファストフード店がありま

す）《平山 2012》

　（61） 教室里有一个人。（教室には人が一人います）《平山 2012》

　（62） 屋里没有空调。（部屋にはパソコンがありません）《平山 2017a》

　上掲の例において（60）（61）は，“那儿”（あそこ），“教室里”（教室の

中）という場所における“一家快餐店”（一軒のファストフード店），“一
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个人”（一人の人）の存在が述べられている。一方（62）は，“屋里”（部

屋の中）という場所における“空调”（エアコン）の存在が否定されてい

る。

　ここで「VO」の意味関係に目を向けると「O が V する」（主語を含め

ると「S［に］は O が V する」）となる。日本語の場合，通常「-が」は

動作者の後に置かれる。よって，SVO 言語における目的語の位置は違和

感を覚えやすいものとなりやすい。但し，英語学習で“there is”構文に

触れている日本人学習者の言語背景を考えると，それほど難を覚えるもの

とは考えにくい（25）。

　更には，所有と存在はリンクという点から言及すると，存在を表す“有”

述語文における主語となる場所はある種の無生物領域と見ることができ

る。換言すれば広義の所有者として認識できる。また日本語でも所有を表

す“有”は「S は O を持っている」以外にも，「S には O がある」（例え

ば（60）（61）（62）は「私にはパソコンがある」「私には小説が 30冊ある」

「彼には携帯電話がない」）と訳出することもできる。後者で訳出した場合

主語 S の場所的側面が浮き上がっていることが見て取れる。よって，孟

琮等（1999）で次のように「所有」「存在」の“有”の目的語を何れも

“受事”（受動者）として分類しているのは一理あることと言える。

　（63） 所有：  我有书（私は本を持っている；私には本がある）／有材料

（材料を持っている；材料がある）／有气魄（気迫を持っ

ている；気迫がある）／有力量（力を持っている；力があ

る）／有干劲（やる気を持っている；やる気がある）

（25） 存在を表す“有”の習得に関して“there is（are）”構文が参考になる点は

先行研究でも指摘がある。例えば丸尾（2003：27）では，語順形式だけでなく

目的語の性質（不特定性）の説明という部分にも言及が成されている〔例．

*There is my book on the desk. → There is a book on the desk. ／ * 一本书

在桌子上。→桌子上有一本书。〕。
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  存在：  有人（人がいる（26））／有水（水がある）／有鱼（魚がいる）

／有树（木がある）

　更には，日本人学習者にとって英語学習で馴染みの多い“have”に関

しても，「存在」「所有」の意味を有するし，英文法の解説でも目にするこ

ともできる。一般的な市販の英文法書（高梨 1970：350）から例を挙げて

おく。

　（64） The boy has a ball in his hand.〔少年は手にボールを持っている〕

  My room has only two windows.〔私の部屋には窓が 2つしかない〕

4.2.5　各種 VO の意味関係

　本章では，意味関係から見た中国語の基本的な語順枠組みを論じてき

た。そして，日本人学習者の動詞述語文 SVO 語順に対して有する言語背

景からくる知識をもとに，4.2.1節から 4.2.4節の形に纏めてみた。その中

で VO の意味関係として「O を V する」「O に V する」が一番多く目に

する意味関係であることを示した。この点は，日本人の SVO に対する認

識からしてもさして真新しいことでないかもしれない。但し，用例資料を

基に少し補強を入れておきたい。

　意味役割という点から見ると，中国語の目的語は動詞に対して受動者

〔“红茶”（紅茶を飲む）〕，対象〔“给你”（あなたに与える）〕，結果〔“做

菜”（料理を作る）〕，場所〔“进教室”（教室に入る）〕，動作者〔“下雪”

（雪が降る）〕等多くの関係性を呈す。分類数に関しては各種文献によって

差異が見られる。詳細な分類を行っているものとして，例えば孟琮等

（1999）では，以下の 14種類の項目を設定している。それぞれ，挙げられ

た例と日本語訳を付しておく（以下に挙げた①から⑭の日本語訳において

（26） “有人”は他に「人がいる」という統語的意味から転じて，語用論的意味と

して「（席などが）空いている」という意味で使われることも少なくない：这

儿有人吗？ （ここ空いていますか）
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「O を」「O に」以外の意味関係で訳出された部分は助詞を斜体網掛けとし

て示している）（27）。

　①  　受事宾语（受動者目的語）：挂地图（地図を掛ける），看电影（映画

を見る）

　②   结果宾语（結果目的語）：拿主意（心を決める），排队（列に並ぶ；

列を作る）

　③  　对象宾语（対象目的語）：告诉大家（みんなに教える），给别人（他

人にあげる）

　④  　工具宾语（道具目的語）：扇扇子（扇子で扇ぐ；扇子を扇ぐ），烧煤

（石炭を燃やす），拴绳子（縄で縛る；縄を縛る），往脸上扑粉（顔に

白粉を塗る）

　⑤  　方式宾语（方式目的語）：弹 C 调（ハ調で引く），写仿宋体（宋朝

体で書く），跳探戈（タンゴを踊る）

　⑥  　处所宾语（場所目的語）：游昆明湖（昆明湖を泳ぐ），坐飞机（飛行

機に乗る），东西在桌子上（物が机の上にある）

　⑦  　时间宾语（時間目的語）：迎接国庆节（国慶節を（*で）迎える），

祝贺新年（新年を（*で）祝う），订下星期五（金曜日を予約する；金

曜日で予約する）

　⑧  　目的宾语（目的目的語）：赶任务（任務達成を急ぐ），考研究生（大

学院を受験する），量水温（水温を量る）

　⑨  　原因宾语（原因目的語）：救灾（災害から救う），缩水（水に縮む），

挠痒痒（かゆいところを搔く）

　⑩  　致使宾语（使役目的語）：开门（ドアを開ける），扩大战果（戦果を

拡大させる），立纪念碑（記念碑を立てる），满足了群众的愿望（群衆

（27） “去一次”（一度行く），“看一个小时”（一時間見る）等動詞に後続する動作

量や時間量を表す成分を準目的語とする考えもある（朱德熙 1982，北京大学

中文系现代汉语教研室编 2004）。本稿では補語として扱う。
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の願いを満足させた）

　⑪  　施事宾语（動作者目的語）：起风（風が起こる），下雨（雨が降る），

来了几个人（何人かがやって来た），我的脑子里闪过这种念头（私の

脳裏にこういう考えがよぎった）

　⑫  　同源宾语（同源目的語）：睡觉（眠る），谈话（話をする），跳舞

（ダンスをする）

　⑬  　等同宾语（同等目的語）：我是工人（私は労働者だ），他长得像他哥

哥（28）（彼はお兄さんに似ている），他装病人（彼は病人を装う） 

　⑭  　杂类（雑類）：谈心（心中を打ち明ける），偷嘴（盗み食いをする），

推玉米（トウモロコシ［粉］をひく），写作业（宿題をする）

　以上大雑把な概観ではあるが，目的語が何れの機能を表す場合も大多数

の場合「O を」「O に」という形で訳出されることが分かる。

　また，この点は単なる語感的な部分だけでなく，少なからず日中対照の

部分からの根拠を得ることができる。上に挙げた機能の中には日本語文法

書から類似用法の解説が見られる。受動者目的語，結果目的語は日本語の

ヲ格に類似した機能と重なる部分も少なくない。また，③の対象目的語は

二格と重なる部分も少なくない。例えば高橋他（2005：36）を挙げると，

ヲ格について①の受動者機能として［はたらきかけを受ける対象］，②の

結果目的語に当たる機能として［つくりだす対象（動作の前には存在しな

い）］という項目が設定されている。更には，⑥の場所目的語に対しても

「とおりすぎる場所（場所名詞）」という用法を見ることができる（29）。

　更に高橋他（2005：36）からニ格についても，③の対象目的語に当たる

ものとして「あいて（ひと名詞）」という解説が挙げられている。

（28） 動詞。“像”について孟琮等（1999）では“象”と記載されているが，現在

の規範に従い“像”を用いる。

（29） 以下に高橋他（2005：36）からは挙げられた例を列挙しておく。「歩行者歩

道をあるきます」「列車はいまアルプスのたにまをはしっている」



－ 85－中国語語順体系に貫かれた構成原則について（平山）

　その他に挙げられた例であるが，⑪⑬は「動詞＋目的語」の形で一つの

意味が形成された例が少なくない。ヲ格を用いた日本語例と対応する意味

関係での訳出可能な例も少なくない。⑫の同源目的語に関しても，“我是

工人”のような“是”に関しては「～である」という意味関係が日本人話

者の中で一種のスキーマとして形成されている点は既に説明した通りであ

る（30）。また他の目的語について見ると，⑦の時間目的語はその挙げられた

例を見ると，「ある場所で」という発生した場所よりも，モノ性として捉

えられるものも少なくない。

　日本人のSVO感覚と比較的異色を呈するものとして⑪の動作者目的語，

④道具目的語，⑤方式目的語，が挙げられよう。⑪の“起风”“下雨”は

事前現象を表し「無主語文」という分類をされる。また“［家里］来了几

个人”“我的脑子里闪过这种念头”等は存現文（の中の現象文）に分類さ

れる（31）。日本人話者の語感からもガ格が目的語の位置に置かれる点に違和

感が持たれやすい。こちらは，SVO の基本形式からのリンクとして扱っ

ていったら良いのだろう。

　④の道具と⑤の方式は一種の隣接した概念である。道具や方式というも

のは何かの目的動作があって成り立つものである。④の道具の例はデ格に

おいて訳出される文もヲ格での訳出が多く可能（むしろヲ格の方がより自

然）となる。道具の場合，その受動者的性格が見いだしやすい。何かに対

する動作を行う場合，その道具に対する動作が同時に行われる為である。

（30） 例えば同源目的語に挙げられた例の“像他哥哥”の“像”と“他哥哥”関係

性に対しても，高橋他（2005：36）でニ格に対して「認識の内容」という類似

した分類が設定されている（例．すすきのほがゆうれいにみえた／ネコのこえ

があかんぼうのこえにきこえる）。

（31） 平山（2008，2009）でも言及しているが，存現文中の目的語は受事目的語と

指摘するものも見られる（李临定 1994，任鹰 2006）。本稿でも存現文における

目的語を受動者目的語と見る立場をとる。基本的リンク関係は，紙幅の都合上，

稿を改めて論じたい。
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例えば，“扇扇子”において「風を扇ぐ」という動作の発生には「扇を扇

ぐ」という動作がまず行われる必要がある。

　また⑤の方式目的語について任鹰（2000：117）で“用汉语说”と“说

汉语”における“汉语”は前者が方式で，後者を受動者と分析している。

その際それぞれに対応する「中国語で話す」と「中国語を話す」を取り上

げ論証が行われている。即ち「目的語が方式を表す語句でも目的語として

用いられた時点で受動者であり，日本語のヲ格と対応する」という主張で

ある。同様の理屈から考えると，“C 调”“仿宋体”というのはそれぞれ

「曲を演奏する」，「文字を書く」という前提において成り立つ。よって，

実際のニュアンスとしては“弹 C 调”“写仿宋体”はそれぞれ「ハ調（の

曲）を演奏する」「宋朝体（の文字）を書く」という訳出した方が妥当な

のかもしれない。更には，方式というもの自体後ろに何かの動作の存在が

あって初めて成り立つものである。例えば，⑥の場所目的語の例におい

て，“飞机”が挙げられている。一方で，次のような表現では方式として

解釈される（例（65）は平山 2012より引用）。

　（65） ⒜　坐飞机（飛行機に乗る）

  ⒝　坐飞机去美国（飛行機に乗って［→で］アメリカに行く）

　上掲の例は教科書等でも提示されるような連動文である。上の文では後

続動作“去上海”の存在が先行する VO の目的語の意味役割を顕現させ

ていることが窺える。以上，VO という範囲だけでの関係性では純粋な方

式目的語というものも認知し難いのではないだろうか（32）。

　更には⑥の場所目的語について補足すれば，教科書や参考書等ではほと

（32） 道具や手段の中には元々その役割を持たないものが，構文や表現の中でその

役割を担う場面も存在する。例えば“用肉包子打狗”（肉まんで犬を叩く）と

いう例において，“肉包子”（肉まん）は（65）で挙げた“飞机”（飛行機）と異

なり，本来は何かの道具ではなく本来の役割は食品である。しかし，“用 __ 打

狗”という文の中で道具という範疇に入ることになる陆俭明（2005：160）。
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んど説明されることもない“吃食堂”（食堂で食べる）のような共起関係

も存在するし，目的語研究の中では議論の的となっている。但し，「食堂

でご飯を食べる」という場合“在食堂吃”という方が自然な形であるし，

「O を / に V する」タイプと比べると大きな制約が存在することにな

る（33）。

　以上，中国語の VO 関係の特徴及び日本人話者のバックグラウンドか

ら考察しても，4.2.1節で挙げた「O を」「O に」を中心として意味関係を

中心に SVO の基準を纏めていく点の妥当性を改めて確認した（34）。

5．SVO と連用修飾語のコーティング関係

　本章では，VO に対する前方コーティングの関係を通して，第 2章で示

した問題（二）「基本構造 SVO の骨子的意義づけ」という点について考

察を行う。この点については構造だけでなく意味的コーティングという部

分も外国人の立場から中国語を眺める上では整理しておきたい項目であ

る。文成分分析法を使用する際（21）のように核心だけを取り出すと文意が

反対になるような弊害は意味的核心の捉え方に対しての合理性が欠けてい

（33） “吃食堂”に関する議論は，王占华（2000），胡勇（2016）等を参照。

（34） 4.2.1節では SVO 形式を論じたが，SV 形式に対する整理も必要な作業とな

る。SV 形式についても，様々な要素が考えられる。①述語の中の目的語の省

略〔例．你喝可乐吗 ? 我喝［可乐］。（あなたはコーラを飲みますか―私は［コー

ラを］飲みます）〕。②述語が自動詞〔我今天休息（私は今日休みます）〕。③

SVO の時と SV の時点に動詞の意味が変化する（例．他死了（彼は死んだ）

／他死了爷爷（彼はおじいさんが亡くなった）＝例（31）；北京队败（北京チー

ムが負ける）／北京队大败安徽队（北京チームが安徽チームを大いに打ち負か

す）＝例（32）《陆俭明 1993b：203》）。施春宏（2004：18）の指摘する SVO と

SV の双方の語順をとる動詞において，それぞれ無標形式がどちらになるか異

なるという点とも関わってくる。SV 形式に関する分析は稿を改めて論じたい。
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た点とも関連してくる。以上の点を踏まえて，議論していきたい。

5.1　前方コーティング（連用修飾）のタイプ

　まずは，同修飾語として用いられるタイプについて幾つか類型を示して

おきたい（35）。

　第 3章で述べたが，SVO の VO に対する前方コーティングは連用修飾

語が該当する。“状语”（連用修飾語）とはその名の通り用言を修飾するも

のであり「動詞，形容詞の前で状態，程度，時間，場所等を表す修飾成

分」（36）となる。修飾というのは平たい言葉を用いれば「かざり」と表現で

きる（37）。通常はその有無が文の核心的意味に影響を及ぼさないという点が

類推できる。この点は大多数の連用修飾語に適応できる。以下に連用修飾

語のタイプを挙げておく。

　①　形容詞

　（66）   快上车吧。（早く車に乗りなさい）《商務印書簡 小学館共編

2016：880》（38） 

　（67） 外面很冷，多穿点儿衣服。（外は寒いので，服を多めに着なさい）

　（68） 热烈欢迎（熱烈に歓迎する）《輿水・島田 2011:138》

　（69）   你们应该好好儿学习。（あなた達はしっかり働くべきだ）《守屋

（35） 本節の目的は連用修飾語の全てを網羅してリストアップすることではない。

本文中で示した通り，あくまでコーティング関係から，SVO の骨子的役割を

探し出していくという部分にある。よって，紙幅の関係上を鑑み，使用（或い

は目にする）頻度がそれほど高くないと思われるものについては特出すべき点

が見出せない場合，適宜省略している。

（36） 《现代汉语词典（第 7 版）》参照。

（37） 相原他（2016：154）。

（38） 次のように受動者が主語となっている例は対象外とする。：他的话难懂。（彼

の話は分かりづらい）《商務印書簡　小学館共編 2016》
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1995：167》

　（66）-（69）は形容詞に“地”を伴わずに連用修飾語となる例である。

（66）（67）は一音節形容詞（39），（68）（69）は二音節形容詞の例である。何れも

SVO が文意的核心となり，その上でコーティングの施された関係と言え

る。（66）の“快”は“你上车”という前提のもとに動作の取り掛かりを速

めるニュアンスを付加している。（67）は“你穿衣服”（あなたが服を着る）

という前提のもと“多”を付加することで衣服の量を増やすことが伺え

る。同様に（68）（69）も，“热烈”“好好儿”は“我们欢迎”（私達が歓迎す

る），“你们学习”（あなた達が勉強する）という程度情報を加えることに

なっている。

　②　指示代名詞

　（70） 我们这么办吧。（私たちはこうしましょう）《平山 2012》

　（71） 你别那么固执！ （そんなに意固地にならないで）《平山 2012》

　指示代名詞“这么／这样”（このように；そのように），“那么／那样”

（そのように；あのように）は動作の方式や程度を表す。（70）で示される

“这么”という方式は“我们办～”（私は～を行う）という一連の動作を確

認することで認識される。同様に（71）に示される“那么”という程度は

“你固执”（あなたが意固地になっている）という事態と共に確認される内

容となる。

　③　疑問代名詞

　疑問代名詞“怎么”は「どのように」という手段を問う意味と，「な

（39） （66）のような“快”について中には副詞と分類する考えも見られる。例えば

（66）の引用元の商務印書簡 小学館共編（2016），等や《现代汉语词典（第 7 版）》

等が該当する。但し，当該の“快”を形容詞，副詞何れに分類しても本稿の議

論とは何ら抵触するところではない。
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ぜ；どうして」と原因を問う意味を持つ。

　（72） 你们怎么办？ （あなた達はどうしますか）《平山 2012》

　（73）   他们怎么反对我的意见？ （彼らはなぜ私の意見に反対なのです

か）《平山 2012》

　（74）   你为什么不理我？（あなたはどうして私に構わないの）《平山

2017a》

　手段，原因に何れの意味を表す場合においても，疑問文自体は SVO と

いう存在が前提となって問われる内容となる。

　④　“地”を用いた連用修飾

　構造助詞“地”を用いることにより，様々な成分と結びついて描写性の

連用修飾語を構成する。

　（75）   他努力地学习。（彼は一生懸命勉強します）［→二音節形容詞］（40）

《平山 2017b》

　（76）   妈妈气愤地骂孩子。（お母さんはかんかんになって子供を叱って

います）［→二音節形容詞］《平山 2017b》

　（77）   你们应该好好儿学习。（あなた達はしっかり勉強すべきだ）［→一

音節形容詞の重ね型］《守屋 1995:167》

　（78）   我向上级详详细细地汇报了情况。（私は上司に事細かに状況を報

告しました）［→二音節形容詞の重ね型］《平山 2017b》

　（79）   他们非常热情地招待了我们。〔彼らは非常に心をこめて我々をも

てなしてくれた〕［→修飾フレーズ］《丸尾 2010：196》

　（80）   他无精打彩地回家了。〔彼は意気消沈して家に帰った〕［→慣用

句］《丸尾 2010：196》

（40） 一音節形容詞は連体修飾の“的”を伴えるが，連用修飾の“地”をつけるこ

とはできない（例．快说（速く話す）→ * 快地说；轻搁（そっと置く）→ * 轻

地搁）（北京大学中文系现代汉语教研室编 2004：339，三宅 2012：92）。
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　上に挙げた連用修飾語において“地”の前には様々な成分が置かれてい

るが，何れも SVO という事象（“他学习～”（彼は～を勉強する），“妈妈

骂孩子”（お母さんが子供を叱る），“你们学习”（あなた達が勉強する），

“我汇报情况”（私が状況を報告する），“他们招待我们”（彼らが私達をも

てなす），“他回家”（彼が家に帰る））から顕現される動作者 S の様子を

表している。

　⑤　前置詞フレーズ

　以下に介詞フレーズの例を挙げた。④の“地”を用いた連用修飾語に対

して，介詞フレーズは動詞や形容詞の前において限定性を表す（41）。

　（81）   公司 离 东京塔很远。（会社は東京タワーから遠いです）《平山

2012》

　（82）   我们 从 明天开始放假。（私たちは明日から冬休みになります）

《平山 2012》

　（83）   他们在 图书馆学习汉语。（彼らは図書館で中国語を勉強します）

《平山 2012》

　（84）   小张 对 历史感兴趣。（張さんは歴史に興味があります）《平山

2012》

　（85）   我跟 你说。（私はあなたに言います）《平山 2012》

　（86）   我比 哥哥矮一点儿。（私は弟より少し背が低いです）《平山 2012》

　上の文では SA（（81）では“公司远”（会社が遠い），（86）では“我矮”

（私は［背が］低い））若しくは SVO（（82）では“我们放假”（私達は休み

になる），（83）では“他们学习汉语”（彼らは中国語を勉強する），（84）で

は“小张感兴趣”（張さんは興味がある），（85）では“我说～”（私は～を

話す）という命題が，介詞フレーズによって示された状況下にて成立する

（41） 三宅（2012：94）
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ことが示される。

　次に，“把”構文の例を見ておきたい。以下のタイプは通常の SVO に

おいて目的語の位置に処するものが介詞フレーズの位置にて用いられる。

　（87）   我把 葡萄放冰箱里了。（わたしはブドウを冷蔵庫に入れました）

《平山 2012》

　（88） 把 U 盘拿来。（UBS メモリを持ってきて）《平山 2012》

　上の例においても “我放葡萄”（私が葡萄を入れる），“［你］拿 U 盘”

（［あなたが］USB を持つ）という SVO の存在を見いだすことができるが，

更には受動者成分が特定成分となることで，「何かをか」ではなく「どう

なったのか」という点に焦点が置かれる。言わば，受動者よりも動作の方

に際立ちが持たれた形と言える。更には，動作対象に対する“移请”（感

情移入）という主観性が付加されることとなる（沈家煊 2002：394）。

　次に受け身文である。こちらは，動作者が介詞フレーズとして用いられ

ている。

　（89）   我的游戏机被 妈妈扔在垃圾桶里了。（わたしのゲーム機はお母さん

にゴミ箱に捨てられました）《平山 2012》

　（90）   我的自行车被 小偷偷走了。（私の自転車は泥棒に盗まれました）

《平山 2012》

　上の例では，“妈妈扔我的游戏机”（お母さんが私のゲームを捨てる），

“小偷偷我的自行车”（泥棒が私の自転車を盗む）という SVO の存在が基

盤となっている。通常目立たせる必要のない成分を介詞フレーズの位置に

置くこととで，「捨てる」「盗む」という事態を有標化させている点が窺え

る。また，受け身文に関しては，通常「不利益のニュアンスを含む」と説

明されるが，ここにも話者の感情移入という話者の主観性による修飾を見

いだすことができる（沈家煊 2008：394）。
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　⑥　時間名詞

　時間名詞が連用修飾語で用いられる時「いついつに」という動作発生の

時点を表す。

　（91） 他明天回老家。（彼は明日実家に戻ります）《平山 2012》

　（92） 我今天打扫房间。（私は今日部屋を掃除します）《平山 2012》

　（93）   我们下午一点吃午饭。（私達は午後 1時に昼食を食べます）《平山

2012》

　上の例において“明天”（明日），“今天”（今日），“下午一点”（午後 1

時）はそれぞれ，“他回老家”（彼は帰省する），“我打扫房间”（私は掃除

する），“我们吃午饭”（私達は昼食を食べる）という動作の発生を前提と

し，その時間を示している。

　一つ他の修飾語と顕著な差異の見られる点と言えば，主語としての性質

を帯びていることである。即ち，時間成分は“回老家”，“打扫房间”，“吃

午饭”というどうするのかという陳述や説明を受ける対象ともなる。この

点は，上の 3例に関して「彼は，明日は帰省します」「私は，今日は部屋

を掃除します」「私達は，午後 1時は昼食を食べます」と時間を表す成分

の後に「は」を付加できる点から見ても，理解しやすい点も言えよう。

　また統語的振舞いに関しても主語と捉えられるような特徴も見ることが

できる（以下（94）-（96）は朱德熙（1982：97）より引用）。

　（94） ⒜　今天下午开会。（今日の午後会議があります）

  ⒝　今天下午开不开会？（今日の午後会議がありますか）

　（95） ⒜　晚上会下雨。（夜雨が降るだろう）

  ⒝　晚上会不会下雨？（夜雨が降るだろうか）

　（96） ⒜　教室里在上课。（教室で授業が行われています）

  ⒝　教室里是不是在上课？（教室で授業が行われていますか）

　朱德熙（1982：97）では主語の判定基準の一つとして反復疑問文にする

ことができるかという点を挙げている（“你去”（あなたは行く）→“你去



－ 94－

不去 ?”（あなたは行きますか）；“他抽烟”（彼はタバコをする）→“他抽

不抽烟 ?”（彼はタバコを吸うだろうか））。上の例において時間名詞は，

主語としての特徴が見られることが分かる（42）。

　⑦　副詞

　次に副詞の例である。①～⑥に関しては，それぞれ連用修飾語としての

特徴の差異は見せつつも，SVO という文意的核心の基にコーティングの

施された形式と言える。副詞も同様に多くの場合は SVO を文意的核心と

見なすことができる。前者の例を挙げておきたい（副詞の機能は各例文後

に付した〔→〕を参照）。

　（97）   汤有点儿咸。（スープはちょっぴり塩辛い）〔→程度〕《平山

2012》

　（98）   她很喜欢听爵士乐〔彼女はジャズを聴くのがとても好きだ〕〔→

程度〕《守屋 1995》

　（99）   我一共有三双皮鞋。（私は全部で革靴を 3足持っています）〔→範

囲〕《平山 2012》

　（100）   我哥哥在看新闻。（兄はニュースを見ています）〔→時間〕《平山

2012》

　（101）   她已经结婚了。（彼女は既に結婚しました）〔→時間〕《相原他

2016：143》

　（102）   天渐渐黑下来了。（空がだんだん暗くなってきた）〔→様態〕《丸

尾 2010：196》

　（103）   我也去北京。（私も北京に行きます；私は北京にも行きます）〔→

（42） 更に補足すれば，（94）（95）（96）の日訳に関しても時間成分の後に「は」を付

加することも不可能でない。（94）a. →今日の午後は会議があります。b. →今

日の午後は会議がありますか。（95）a. →夜は雨が降るだろう。b. →夜は雨が

降るだろうか。（96）a. →教室は授業が行われています。b. →教室は授業が行

われていますか。以上，日本語との特徴的類似性を見ることができる。
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関連〕《平山 2012》

　（97）（98）の“有点儿”，“很”は“汤咸”（スープは塩辛い），“她喜欢听

爵士乐”（彼女はジャズを聴くのが好きだ）という命題に対してその程度

情報を付け加えている。（99）の“一共”は“我有三双皮鞋”という前提に

対して「三冊」が合計数であることを加えている。（100）の“在”，（101）の

“已经”は“我哥哥看新闻”（私の兄がニュースを見る），“她结婚”（彼女

が結婚する）という事態に対する話者の時間感覚が反映されている。（102）

の“渐渐”は“天黑”という状態から顕現される様態が示されている。

（103）の“也”に関しては意味的にかかるのが前方（“我”（私））と後方

（“北京”（北京））の双方の状況が存在する（43）。“我去北京”という事態を

確認した上で他の動作（例．“他去北京”（彼は北京に行く）；“我去上海”

（私は上海に行く））と対比して同類にあることが読み取れる。

5.2　認知的核心としての SVO

　一方で，副詞による連用修飾は必ずしも全てのパターンについてその理

屈が成り立つとは限らない。SVO が文意的核心になり得ない点について

は 3.1節の文成分分析に対する局限ついて言及した通りである。幾つかの

パターンにおいては SVO が前提命題と捉えられないパターンを挙げてお

きたい。まずは，（16）でも取り上げた否定文を挙げておきたい。

　（104） 她不吃面包。（彼女はパンを食べません）〔→否定〕《平山 2012》

　（105）   他们没有吃午饭。（彼らは昼食を食べませんでした）〔→否定〕

《平山 2012》

（43） “也”が前にかかる場合は，修飾される部分が構造と意味においてずれが生

じることになる。この点は，日本語の「も」に引きずられた“*我也”（私も）

のような誤用にも繋がってくる（張恒悦 2017）。更には，本稿では深く立ち入

らないが，このような構造と意味に対する修飾のずれが生じる要因についても

究明していく必要があるだろう。
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　上の文について文成分分析法の考え方をとり SVO という核心を捉える

ならば，“她吃面包”（彼女はパンを食べる），“他们吃午饭”（彼らは昼食

を食べる）と全く正反対の文意を表す。このような矛盾が生じるのは，

SVO を文意的核心と捉えているからであろう。

　そもそも否定というのは「相対応する肯定命題が設定されており，且つ

肯定命題に対する否認或いは反駁を表す」という機能を有する（沈家煊

1999：57；杉村 2005）。即ち（104）（105）を例に取れば，話者は“她吃面包”，

“他们吃午饭”という肯定命題を認知しているということになる。この点

から見る時，SVO は言わば認知的核心という表現できよう。

　他の例を見てみよう，推量を表す語気副詞を用いた例である。

　（106）   电脑好像出了毛病。（パソコンは故障したようです）〔→語気〕

《平山 2012》

　（107）   他也许有事。（彼はあるいは用事があるのかもしれない）〔→語

気〕《輿水・島田：316》《平山 2012》

　上の例は“好像”“也许”が付加されることで，“电脑出了毛病”（パソ

コンが故障した），“他有事”（彼は用事がある）という内容が不確定要素

であることが伺える。よって，前提命題としての機能を有していない。文

意として“电脑没有出毛病”（パソコンが壊れていない），“他没有事”（彼

は用事がない），と相反する命題の存在も内在的要素として意味的含みを

持つことになる。言わば，ここで SVO の部分は話者の中で認知的核心を

表している。

　更には，関連副詞を用いた例を幾つか挙げておきたい。

　（108）   如果没有事，我就去。（もしも用事がなければ，私は行きます）

《平山 2017b》

　（109）   只要电视播放足球赛，我就一定看。〔テレビでサッカーの試合が

あれば，私は必ず見ます〕《守屋 1995：239》

　（110）   只有国家富强，人们的生活水平才会提高。〔口が富み栄えてこそ，
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人々の生活レベルは向上する〕《守屋 1995：239》

　上の例では，それぞれある条件を満たすことで SVO という命題の成り

立つことが分かる。（108）では，“有事”（用事がある）という状況であれ

ば，“我不去”（私は行かない）という事態の存在が読み取れる。同様に，

（109）では「テレビでサッカーの試合が放映されない」という状況では「テ

レビを見ない」という事態も想定内となる。（110）では，“国家富强”とい

う前提が崩れた場合，“人们的生活水平不会提高”（人々の生活のレベルは

向上しないだろう）という否定命題の含みを持つ。何れも，関連副詞を取

り去った後の SVO は文意的核心にはなり得ない。但し，認知的核心とし

ての機能を見出すことができる（44）。

6．おわりに

　本稿では，中国語文法体系と日本人学習者の言語背景の融合というコン

セプトのもと，日本人学習者にあった中国語語順体系について触りの部分

を次の流れで論じていった。第 1章で問題を提起する。第 2章で基本語順

SVO とコーティング関係という考えを提示する。第 3章で既存の代表的

構造分析の利点と局限を確認し，直系成分分析を中心とした語順分析を提

示する。第 4章で日本人話者に適した基準的 SVO に対して考察する。第

5章で SVO の連用修飾コーティングを観察し，SVO は文意的核心ではな

く認知的核心であることを指摘する。

　以上，本稿では構造と意味という二種の尺度を用いて SVO とそのコー

ティング関係について分析を行った。二つの尺度を融合させるということ

（44） SVO を認知的核心とした他の構文とのコーティング関係については，3.1節

（29）-（33）で挙げた文成分分析で矛盾の生じる関係性（可能補語，SV と SVO

で意味変化の生じるパターン，受動者主語文）についても適応できると考えて

いる。この点については，紙幅の都合上別稿に譲る。
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は長所をとって短所を補うことでより合理的な分析が期待できる一方で，

基本軸の明確さを欠き主観性や独善性に陥りやすくなり客観性に欠くとい

う危険性も含むものである。この部分の折り合いをつけていくことも，重

要な作業となる。

　本稿では，語順分析の触りの部分を扱ったに過ぎない。詳しい内部構造

に関しては，今後稿を改めて論じていきたい。
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�論 文〉

共同研究 �諸文化圏・諸言語圏における女神�

韓国における女神の様相

バリ公主
コンジュ

村 上 祥 子

要 旨

巫俗儀礼で巫堂が口承する「バリ公主」は，死霊祭で語られる女神の始祖物

語である。内容は捨てられた七番目のバリ公主が，両親の病気を治すために薬

水を求めて冒険，帰ってきて両親の病気を治癒し，家族と共に神として祀られ

る話である。ここでは次の二点を考察した。

①「バリ公主」の内容は，世界的な英雄譚と共通の要素を持つことを八つの

項目について考察し，一致することを確認した。この物語が死霊祭で語られる

のは，死者が祖先神への転換のために必要な儀礼であり，祖先神は現在に生き

る子孫の繁栄と平安を守ると信じたからである。

②長く「バリ公主」が儒教の規範で規制されたにもかかわらず，消えること

なく信仰されたのは，女性の力があったからである。儒教の世界観は人間が生

きていく価値観と規範は教えたが，死への恐れやあの世への不安，現実の苦悩

や苦痛について語ることはなかった。だから女性は儒教では語ることのない信

仰を守ってきた。それを可能にしたのは，高麗時代から続いた輪回奉祀と男女

均分相続である。輪回奉祀とは息子や娘が祖先の祭祀を交代で担当・挙行する

ものであり，朝鮮王朝時代も続いた。男女均分相続は内容的に変更点があるが，

朝鮮王朝時代の『経国大典』（1485年）に男女均分相続すると記されている。

女性は婚姻に関係なく個人の財産を持ち，運営に当たった。

以上，「バリ公主」は英雄譚的要素をもち，祭祀権と経済的な権利を有する

女性により，今日まで信仰の対象として継承されてきたといえる。

キーワード：巫俗，女神，英雄，輪回奉祀，男女均分相続



1．はじめに

韓国（＝朝鮮半島）で文字として残る女神の資料は，すでに男性中心社

会の価値観で語られており，女神が単独で登場することはない。ただ文字

として記録には残ってないが，巫堂
ム ダ ン

（1）がクッ（祭祀）（2）で語るバリ公
コン

主
ジュ

が

ある。死者を送る儀礼のなかで語られる始祖巫堂
ム ダ ン

（3）の物語である。この

ような叙事巫歌は，祭神の生い立ちと，どうして神位になったのかを解く

味であり，バリ公主とは「捨てられた王女」の意味である。

口伝されてきたバリ公主の筋書きは以下のようになる。冒頭に死霊祭の

主祭神であるバリ公主の父親（5）の神聖性が唱われ，バリ公主の話が始ま

る。両親の結婚，出産，バリ公主の遺棄，両親の病気，バリ公主との対面，

両親の病気を治すための薬水探索と冒険，両親の病気の治癒，バリ公主と

家族が神として祀られるという内容である。

巫俗は韓国では長く信仰されてきたが，朝鮮王朝時代に入ると儒教中心

の規範により社会の表舞台から後退した。しかし実際は女性を中心として

根強く信じられてきた。女性がそれを支えてきたのは，中世まで経済力と

祭祀権をもっていたからである。それが儒教的規範の男性社会の中で，バ
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神霊の本生譚であり，神々の縁起神話である（4）。

内容には仏教，道教，儒教的な要素を含んでいる。バリ公主のバリ（
バ

リ

）とは捨てる（
ポ リ ダ

）という動詞からきたもので，公主とは王女の意

目 次

1．はじめに

2．バリ公主と死霊祭

3．バリ公主の英雄譚的構造

4．巫俗信仰の女神と女性

5．おわりに
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コン

主
ジュ

（村上）

リ公主が長く伝えられてきた理由のひとつである。16世紀以降の朝鮮王

朝社会は儒教の規律が社会を強く支配する中で，女性によりバリ公主は男

性社会の価値観とは違う形で生き延びてきたといえる。

ここでは第一に死霊祭でバリ公主を語る意味と，第二に物語の構造が世

界的な英雄譚との共通項目を持つことを考察する。最後にバリ公主は韓国

の女神の最も基層の姿を伝えるものであると考え，この伝統を守ってきた

のは女性であり，巫俗と女性の役割を考えてみたい。

2．バリ公主と死霊祭

2�1 死霊祭

バリ公主は死霊祭でのみ語られる。これが語られることにより神話的時

代に遡り，神霊の創造的霊能により新しい現実をもたらすという，死して

再創造されるという反復的想起であり，宗教的救いの理論を実践するもの

である（6）。

各地方により死霊祭と主人公は以下のように称されている（7）。

韓国で死霊祭を行うのは，死は肉体と霊魂の分離であり，霊魂は特殊な

過程を経て転換されていくと考えており（8），死霊を極楽世界に導くことに

よって子孫の繁栄，一家の隆昌を招くという思想が強い（9）からである。
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地方 死霊祭 主人公

京畿地方 チノギクッ
バリコンジュ

マルミ（末っ子）

咸鏡地方 マンムキクッ チルコンジュ（七公主）

全羅道

慶尚道
オグクッ ベリテギ（捨てられた子）

南海地域 シッキムクッ バリコンジュ



同時に死霊は，死霊祭を行うことにより祖先神に変わるという考え方があ

る（10）。ここでは死者と祖先神を区別しており（11），「バリ公主は，巫祖の神

として死霊を極楽へ連れて行くといわれている。こうしたことから死霊を

極楽へ連れていってくれるようにという意味で，この神話が口誦される」（12）

のである。

基本的な巫儀形式である十二祭次（13）を室内で行ってから，次に巫堂は

祭場を門の外庭に移し，巫堂が杖鼓
チャンゴ

を縦にして一面を打ちながら片手には

鈴を持ってバリ公主を語る。

今回は，金泰坤が1966年1月29日から30日までソウルで採録し，『韓

国巫歌集』Ⅰに収録されているものを翻訳した金香淑著『朝鮮の口伝神

話』（14）を使用した。金香淑が述べているように朝鮮の巫俗神話を総合的に

収録している巫歌集であること，そして現在巫俗神話の資料として最も一

般的に用いられている（15）からである。

2�2 物語のあらすじ

朝鮮王朝の建国を史実に基づいて述べ，その朝鮮王朝の天が仏教の三十

三天に保証されていること，死者の魂が極楽世界に導かれるようにという

祈主の願いが述べられる。バリ公主の父親は朝鮮王朝の国王であり，17

歳のとき16歳の妃との結婚を巫に占ってもらうと，今年結婚すれば七人

の公主が生まれ，来年結婚すれば世子大君が生まれるといわれるが，占い

がすべてではないと，その年の七月七日に結婚してしまう。

占いの通り，次々と公主が生まれる。七番目に懐妊したときに王妃が見

た胎夢（16）は，宮殿の大梁に青龍，黄龍が入り混じり，右手に鷹を，左手

に白馬を左のひざの上には黒亀を乗せ，両肩には日月が出ていた。七番目

も公主であったことを知った王は，玉函を作らせ，函に国王の公主と刻み，

両殿下の生年生時とバリ公主の生年生時を書いたものを赤ん坊の衣の紐に

結びつけて，あの世とこの世の中間地点にあたる流沙江に投げると，黄金
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の亀が甲羅に受け止める。釈迦世尊がやってきてこの函を見つけるが，女

だから弟子にはできないと，ビリ功徳爺とビリ功徳婆（ビリとは乞食，あ

るいは物を乞うこと）に育てるようにいう。

バリ公主が十五歳になったとき，両親である王と王妃が重病になる。夢

に童子が現れ，バリ公主を捨てた罪で死んでしまうという。病気が治るた

めには蓬莱山の薬水を飲めば良いと教えられる。そしてバリ公主を探すよ

うに言って姿を消す。家臣の中にも六人の公主の中にも，死後の世界にあ

る蓬莱山に薬水をとりに行く者は誰もいなかった。そこで家臣がバリ公主

を探しあて，王と血族であることを確認して両親のもとに連れて行く。

バリ公主は父母への恩返しのため薬水を探しに行く。男装して竹の笠を

かぶり，鉄の背嚢と鉄の杖，鉄の靴といういでたちで旅立つ。釈迦如来，

阿弥陀仏，地蔵菩薩様に会い，釈迦如来から浪花と鉄の杖を与えられる。

地獄にたどりつくが，ここでは罪人が裁かれていた。浪花の威力でこれら

の罪人も極楽浄土である十王世界に導かれる。三千里を鉄の杖を使い，虹

を架けて渡るとムザンスンの前に着く。道の通行金が無いため樵を三年，

火の番を三年，水汲みを三年してから，ムザンスンと結婚し七人の息子を

生む。夢見が良くないので，薬水を持ちムザンスンと七人の息子とともに

父母のもとに帰ることになる。帰る途中で亡者を乗せた船に出会う。そこ

には極楽に行く船と地獄に行く船と行く当てもなく漂う船に乗る亡者たち

と出会い，行く当てのない亡者を極楽世界に導く。

帰ってみると両親は亡くなり，葬儀をしているところであった。薬水を

口に含ませると，両親は生き返る。バリ公主は両親の許可なく結婚したこ

とを告げ許してもらう。ムザンスンは山神祭や平土祭（埋葬に関する祭祀）

を司る神に，七人の息子はあの世で死者の魂を審査する十大王になり，バ

リ公主は寺で行う水陸会（斎）を主宰するインド国の菩薩になる。

以上が物語であるが，その内容には巫俗に仏教的，道教的，儒教的内容

が共存している。しかし基本的には巫俗儀礼の形式とともに作られたもの
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として時代的には朝鮮王朝時代よりは古いもの（17）と考えられる。

3．バリ公主の英雄譚的構造

これまでの研究で「バリ公主」をどのように解釈するかを見ると，以下

のようにまとめることができる。巫祖神話としての入巫過程を示す（18），

死の試練物語（19），魂返しのための霊旅（20），末娘勝利の民譚（21），巫病が霊

旅として現れたことが強調される物語（22），異郷訪問譚（23），英雄譚（24）など

である。この中で注目すべきは，英雄譚である。英雄になる条件と，バリ

公主を比較すると以下の表のようになる（25）。

全体を通してみると英雄譚的な要素が全体を貫いており，バリ公主は世

界にある英雄譚と比べると要素的に一致する内容が多い。これら一つひと

つを見ていくことにする。

① 高貴な血統

この世である人間世界の最高の王と王妃を両親として生まれる。特別な
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英雄の一生 バリ公主

① 高貴な血統 朝鮮王の娘

② 誕生時の困難 望まれない誕生

③ 不思議な夢 胎夢

④ 小さな箱に入れられ水に流される 函に入れられ川に棄てられる

⑤ 動物あるいは身分の低い人に救わ

れる
亀が背中に乗せる，養育者に会う

⑥ 冒険に旅立つ 両親の病，薬水を求めて旅立つ

⑦ 霊水を持ち帰る 薬水を持ち帰り，両親を生き返らせる

⑧ 勝利，みずから聖なる存在に移行 両親を生き返らせ巫神となる
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選ばれた人間であることを示唆している。

② 誕生時の困難

両親が巫の占いを信じないで，結婚をしたことから後継ぎである世子
セ ジ ャ

（男子）ではなく，七番目の公主（女子）として望まれない誕生をする。

ここで興味を引くのは，両親が七月七日に結婚したこと，バリ公主が七人

目の娘として誕生すること，バリ公主が七人の男の子を生むことである。

七という数字が特別な意味を持つと考えられる。これについてエリアーデ

によれば，アルタイ・シャーマンは七とか九の天階を表現する七つとか九

つの刻み目を付けた木や柱に登り，またモンゴルの神話「七人の王子神」

とか「侍神」がおり，守護神であり軍神であるという。七という神話的な

数がシャーマンの技術やエクスタシーのなかで重要な役割を果たしている

ことは明らかであると述べている（26）。

韓国では天は七層ないしは九層に分かれており，天上を旅行する場合，

一番高くまで登れる巫堂は権威があると認められる（27）という。このこと

はエリアーデの神話的数と相応する。七番目の公主であることは天上の旅

行において最上階に到達できる能力をもつことを示唆しており，優れた巫

女としての能力を表していると考えられる。世俗的な困辱と没落は，聖な

る世界での権能を持つ（28）のである。

③ 不思議な夢

誕生を予告する夢が登場する。これは韓国では胎夢と言い，近年まで日

常的に語られてきた。胎夢は性別，運命などを暗示すると信じられている

夢であり，近親者が見る。胎夢の習俗は男尊思想が定着する前からあった

が，社会が父系となり男尊思想が定着化して息子や貴人の予言的夢占いや

夢兆として定着した。古代文献に記録されている胎夢は，偉人・王・王子

など貴子や高僧を妊娠した場合に集約される。文献から見られる胎夢には
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日・月・星辰・などの天体と天人・天女・高僧などの神人や金印・玉など

の珍宝などが登場している（29）。

バリ公主の胎夢を見ると，

大明殿の大梁に青龍，黄龍が入り混じっているのをみました

右手に鷹を，左手に白馬を

左の膝の上には黒亀を乗せて

両肩には日月が出ているのを見ました

と語られる。宮廷に青と黄色の龍があらわれるが，五方を司る色の内，青

は太陽の昇る東であり，万物の生命の始まりを意味する。黄色は天に対す

る地であり，中央を意味している。龍も生命の源泉を意味し，農業の豊穣

をもたらす力がある。聖人が現れるとか，吉兆があるときに現れるといわ

れる。

その他の動物は以下の通りである。

鷹 …鳥と巫堂の関係は深く，鳥は神聖視されている。鳥は天上の霊

魂と人間の世界を往来して，相互の連絡係りをすると信じられ

ており，鳥の声は神意を空授（空中＝天から啓示される神語）

で，神託を伝えるという。韓国の建国神話には卵生神話が多く

あり，鳥が象徴する巫堂との関係からみても，バリ公主が巫堂

の始祖としてふさわしい資格を持つことを表すと考える。

白馬…神聖の降臨を引導する。また霊魂を天上や霊魂の世界に連れて

行く。

亀 …長寿を意味する。

日月…男性的な原理が日（陽），女性的な原理が月（陰）である。

日は太陽を表し天を意味し，月は大地を表している。朝鮮王朝

時代の玉座の後ろには日月と山岳を描くが，長寿と善政を象徴
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しており，王というこの世での最高権威をもつ者をも象徴して

いるといえる。

バリ公主の両肩に日月があるということは，女性でありながら

その両面の力を持っていることを示唆しているし，玉座に座る

ほどの特別な存在であることを物語っている。

バリ公主の誕生は特別な意味を持つものであることを現している。

④ 小さな函に入れられ水に流される

オットー・ランクは，「子棄ては原始的境遇の困難な事情のもとにあっ

て生じた誕生を表している。したがってこの誕生という作業は最初の偉大

な業績（課題）で」（30），函に入れられるというのは隠し守る子宮の代わ

り（31）であると述べている。

フレザーによれば水の上に棄てられることの意味は分娩出産の意味に照

応するという。このように出産に伴う危険を象徴的に表現しているのが，

小さな函に入れられ水に流されることになると考えられる。バリ公主が流

される川は，あの世とこの世を分ける川と認識できる。

一方，韓国には子捨てについての習俗がある。「韓国慶尚南道の一部地

方では，誕生直後のあかんぼうを短い間ではあるが，箱のような容器に入

れて，棚の上とか後庭に捨てておく習俗が最近まであった。そのようにす

ると，あかんぼうの長寿と無病を保証するものと信じていた。また他の地

方でもこれと似た習俗があった。すなわち先に生まれた嬰児たちが夭死し

た時，（中略）父母たちは新しい嬰児をかごのようなものに入れて一定期

間棄てておいたものであった」（32）という。民間習俗の中に棄て子の習俗が

伝承されている。

バリ公主では両親は子を捨てたことが原因になって病気になる。病気を

治すためには薬水が必要である。その薬水を求めることが出来るのは捨て

た子供だけであったので，その捨て子を探し，薬水を求める（33）。薬水は
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この世のものではない。ここにすでに特殊的体験を持っている捨て子は神

の資格があるものと考えられており（34），捨て子物語と親を生き返らせる

物語の二つの物語が合成されていると考えられる。生き返らせるモチーフ

は世界的に公布されている冥界潭と一致している（35）。

⑤ 動物あるいは身分の低い人に救われる

人間の最高権力者である王の娘として生まれたバリ公主が函に入れられ

棄てられる川は，この世とあの世の境に位置する境界であり，川に沈まな

いように亀が背中に乗せる。そこを通りかかった釈迦世尊により，ビリ功

徳爺とビリ功徳婆に育てられることになり十五歳までは何事もなく育つ。

多くの英雄もある程度の歳になるまでは順調に育つ。韓国の神話の中には

動物が神話の主人公を助けることが出てくるが，これは神異性を表してい

る。トーテミズムから発想されたことで，動物を従わせるだけの力をもっ

ていることを物語っていると考えられる。

老爺と老婆に育てられる意味は，祖先を表していると考えられる。中国

や韓国の伝統仮面劇では老爺と老婆の場面があるが，これらの老爺や老婆

は祖先神を象徴していると考えるのと共通している。また韓国では出産に

関する産神婆や祖先神を表す山神を老爺や老婆で表現することが多い。元

来あったこのような信仰からこの場面に登場したのではないかと考える。

⑥ 冒険に旅立つ

父母の病気を知ったバリ公主は，生んでくれた父母への恩返しのため，

回復するための薬水を求めて旅に出る。男装をして竹の笠をかぶり鉄の背

嚢と鉄の杖，鉄の靴を履いて天宮に薬水を探しに出かける。黒鷺が道を案

内してくれる。鉄の杖は振り回して突くと一千里を行く。釈迦如来と阿弥

陀仏，地蔵菩薩が将棋を指しているところに出くわす。阿弥陀仏と地蔵菩

薩から浪花（神秘な力のある花）を三枝と鉄の杖をもらう。刀の山地獄，
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火盆地獄，毒虫地獄，寒氷地獄，毒蛇地獄，蛇地獄，水地獄，岩地地獄，

無間八万四千地獄を過ぎ，鉄の城の前に出る。そこでは罪人を裁いている。

浪花で鉄の城を消し，罪人を極楽に導く。さらに進んで薬水三千里にたど

り着く。鉄の杖を投げ出すと，虹ができ，その虹を渡るとムザンスン（36）

に会う。ムザンスンから樵を三年，火の番を三年，水を三年間汲むように

言われる。それが過ぎるとムザンスンと結婚し，七人の息子を生む。

ここでは巫堂が好む花と鳥と水という三つのものが出てくる（37）。バリ

公主の旅は薬水を求めての旅であるが，あの世への旅でもある。このこと

は秋葉隆や崔吉城がいう入巫過程を物語っている。バリ公主は旅の途中で

の試練を経て神と結婚するが，これは特別な能力を持つための神婚である

と考えられる。

⑦ 薬水を持ち帰る

ある日，悪い夢を見たバリ公主は，急いで帰りたいと薬水と開眼草と息，

骨，肉を甦らせる桃の花を三本もらい，ムザンスンと七人の息子を連れて

帰る。帰り道に極楽へ行く船や地獄に行く船，行く当てもなく彷徨ってい

る船に出会う。彷徨っている船にバリ公主が乗り込み極楽へ送り届ける。

ここでバリ公主が彷徨っている死者をあの世に送り届けることは，バリ公

主の役割を語るものと考えられるし，死者を送るクッで語られる意味があ

る。

そしてこの世に帰ってくると両親はすでに死亡しており葬儀が行われて

いるところであった。

朝鮮半島では山間に湧く霊泉のことを薬水という。これを飲めば病が治

り長寿を得るという信仰に基づく，いわゆる生命の水である。各薬水には

それぞれの縁起と効力が語られ，眼病や外傷，体力増強に効くもの，子ど

もを授かり，腹中の女児を男児に変えるものなどさまざまな霊験が伝えら

れている。またこれを穢すと神怒に触れるとされ，肉を食べた者や月経中

―111―



の女性など不浄の接近は許されない。この神は多く竜・蛇の形で考えら

れているが，水翁・水嫗ともよばれ老夫婦神としてまつられることもあ

る（38）。今日でも山から薬水を汲んできて生活に利用する姿を見ることが

でき，薬水に対する信仰は残っている。

⑧ 勝利，みずから聖なる存在に移行

両親の口に薬水を入れ，開眼草を懐に入れ，花を目に入れると生き返る。

バリ公主は両親の許可なしに結婚したことを詫びる。王は許し，ムザンス

ンは葬儀を司る神として祀られ，七人の息子はあの世の十大王となり，バ

リ公主は巫神となる。

バリ公主が旅の結果として得た薬水とは呪力を意味する。この呪力は死

者を生き返らせるためのものではなく，極楽に導き，死霊から祖先への転

換をはかることで現在生きている子孫の繁栄をもたらすという観念を表し

ていると考える。これは死者が亡者として存在し，クッをすることで永遠

の祖先神としてあの世へ送られなければ，生きている者に災いをもたらす

という考えがあるからである。

以上，英雄が経験する八項目はバリ公主にも共通していることを考える

と，バリ公主の物語は英雄譚である。「半ば神々の領域に属するという点

で巫女と英雄は遭遇する。聖なる世界と世俗世界を和解させる能力を持っ

ている点で，彼らは相呼応する」（39）と考えられ，また「巫女はその機能に

おいて英雄である。そうであるから，巫女神話は英雄譚の全体をなし，英

雄譚は巫女神話の一部をなしている。異なる点があるとすれば，英雄が直

接その英雄性を肉体的に演出して見せるのに反して，巫女はその英雄的な

闘争を霊的な次元で遂行する」（40）のである。

死霊祭におけるバリ公主の物語は英雄潭的構造を持ち，死霊を祖先神に

するための儀礼として十二の基本祭祀を行った後に，場所を移して語られ
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る。バリ公主が語られることは重要な宗教的意義が蔵されており，神霊の

創造的霊能によって，新しい現実をもたらそうとするからである（41）。こ

のことが儒教の時代に社会的な弾圧を受けながらも巫俗が残り続けた理由

の一つであると考える。

4．巫俗信仰の女神と女性

巫俗が長い時間継承されてきたのは女性の力が大きい。巫俗は韓国にとっ

て基層的な信仰であり，歴史の波の中でも生き残ってきたのは，それを支

えた女性の信仰心と経済力があったからである。この両面から女神信仰を

考えてみたい。

韓国の伝統的な女性像は，どのようなことにも耐えて，内助の功をする

良妻賢母として認識されることが多い。幼い時は父に，嫁いでは夫に，老

いては子に従うという儒教の「三従之道」を生きるべきであると考えられ

てきた。これは朝鮮王朝後期の儒教思想を基にした理想の姿であり，家父

長制での女性としての認識が基本となっている。

しかし生活の中で「妻，母の地位と役割は相当に大きく，家族祭祀や家

経営における裏方の役割は主婦が果たしている」（42）。その背景となるのが，

高麗時代から続く輪回奉祀の伝統と男女均分相続による経済力である。

「輪回奉祀とは息子や娘が祖先の祭祀を交代で担当・挙行するもので，

高麗時代に盛んだった風俗である。朝鮮時代には儒教式祭祀を行うが，輪

回奉祀の伝統は依然として続いた」（43）という。また「仏教国であった高麗

時代には，祖先の位牌を寺院に祭り，祭祀を行うように依頼するやり方が

取られたが，これに用いられる費用を兄弟姉妹が交代で全額負担した」（44）

という。祖先祭祀の責務は，男女の別がなかったことが分かる。

朝鮮時代に入り，男性が行う儒教式祭祀があったにもかかわらず，女性

による巫俗による儀礼が行われてきたのは，巫俗が家庭を守る女性の立場
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からの祈りや信仰が凝縮された儀礼であり，儒教は人間が生きていく価値

観と規範は教えたが，死への恐れやあの世への不安，現実の苦悩や苦痛に

ついて語ることはなかったからである。それらを癒すのは仏教や巫俗の宗

教的な世界が必要であったからと考える。一概に言及することはできない

が，仏教は早くから巫俗と習合しており，バリ公主物語りの内容にもそれ

がよく表れている。儀礼をおこなう方法において，仏教と巫俗は相互に影

響を与えあっている。

祭祀権をもっていた女性は，儒教では埋めることはできない信仰を巫俗

に求めたことが伝承され，韓国の民俗に注目した秋葉隆は，朝鮮社会の

構造は巫覡道の生地に儒教の衣を着せた二重構造であったと分析してい

る（45）。表向きは儒教であったとしても，その根底には巫俗が根強くあっ

たことを示している。

崔吉城も「女性が巫俗に関心を持ってきたのは儒教が入ってから出来た

新しい現象ではなく伝統的な構造からである。もちろん儒教伝来以来，男

性中心主義に挑戦する意味でも巫俗に強く頼るようになった要因も無視は

できないと思われる」（46）と述べ，また「巫俗の中で祖先に関する信仰が儒

教の祖先祭祀の需要と普及の基礎になったといえ」（47），儒教では得られな

い信仰性を巫俗に求めた（48）と考察している。前述したように仏教と習合

した巫俗は後からの儒教に取って代わるのではなく，信仰的なよりどころ

はあくまでも巫俗であった。巫俗の祖先祭祀が信仰を基にしているのに比

べ，儒教のそれは規範的な意味で行われたのである。

輪回奉祀は儒教が定着する以前から，女性が直接祭祀に関わる伝統が存

在したことを示しており，事実，巫俗は朝鮮王朝時代に淫祀として禁止さ

れ取り締まられたが，取り締まりはうまくいかなかった。巫俗が女性を中

心として守られてきたのは，家庭を守る女性の立場からの祈りが凝縮され

た儀礼でもあったからである。巫俗の祖先祭祀が祖先を大切にすることが

現世の幸せに結びつくという考え方は，儒教のそれとは意味の違いがあっ
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たと考えられる（49）。

朝鮮王朝時代の資料には仏教や巫俗について次のように語っている。

女性たちは仏教を信じ，仏教式の祭祀を行い，仏教行事を開き参加し

た。女性たちは寺院に詣でる一方で巫俗行事を開いて楽しみ，社会的

に問題をかもし出すこともあった。巫俗は「淫祀」。すなわち淫乱で

道理に外れた祭祀と称された（50）。

朝鮮王朝時代には巫俗は「淫祀」。すなわち淫乱で道理に外れた祭祀

と称された。巫堂は城の外の遠く離れたところに集まって住まわされ，

巫堂村として区別されていた（51）が，当時，巫堂は場内に入り混じっ

てすごし，両班の女性が時を選ばず〔巫堂のところに〕出入りしてい

たという。それだけでなく，女性たちは病にかかると巫堂の家を頼り

とすることが多かった〔『世宗実録』十三年七月十七日条〕（52）とある。

以上のように，仏教と巫俗は同じように淫祀という言葉で語られ，排斥

処置をとられたにも関わらず，無くなることはなかった。儒教社会では僧

も巫堂もその身分は八賤とされ社会の底辺に位置付けられた。それにもか

かわらず女性の巫俗に対する信仰は変化することはなく，このような批判

を受けながらも女性の地位低下によって，刑法上，原則として責任を問わ

れることはなかった。すなわち女性たちは「自覚がないために」処罰しが

たいというのが国王の立場で，「婦女子は事理にくらい」という理由で直

接罰を与えることはなかった（53）。打つ手がなかったことを示している。

一方，輪回奉祀は財産相続と密接な関係があり，女性が経済力を持つこ

とと関係する。高麗時代から続く男女均等相続は，内容的に変更点がみら

れるが朝鮮王朝時代にも続いており，1485年に完成した『経国大典』に

は財産は男女均分相続するとあり（54），女性はたとえ結婚しても実家から
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受けた財産は個人的な資産とされていた。男性と差別なく同等に相続し，

既婚女性も同様であった。このような財産は女性個人の財産であり，直接

管理した。女性が持つ財産はやはり女性個人のものであり，夫婦の財産と

は別産制といえる。また朝鮮王朝後期の儒教の締め付けが厳しくなる16

世紀以降においては，婚家では家長は収入と管理を，主婦は支出を担当し，

宗教生活の場合，家長は儒教的な祖先祭祀を担い，主婦は家の神々を信仰

してこれを管轄することとなる。表の男性社会とは違い女性は家庭の中に

閉じ込められたが，家庭での生計の責任を持つのは女性であったことは，

今日と変わりはない。

さらに付随して結婚が妻方居住婚であったことの影響もある。妻方居住

婚は高麗時代から始まり，儒教的な家族理念が本格的に定着し始めた朝鮮

王朝中期まで続いたものと理解されている（55）。伝統的な婚姻は，男性が

妻の実家で暮らし，子供が生まれ育つのも妻方であった。これによって男

女均分相続が可能となり，儒教式の男性が女性を迎える「親迎禮」に変え

ようとしたが，失敗に終わった。この痕跡は今日も新婚旅行から妻の実家

にまず帰る習慣からもうかがえる。現実の女性の立場は，儒教で語られる

伝統的な女性の立場とは明らかに差異があり経済力を持ち，祭祀権を有す

る存在であった。このことが巫俗信仰と儒教とのせめぎあいの中で，バリ

公主を始祖信仰とする儀礼を守ってきたといえる。

5．おわりに

巫祖神話のバリ公主は，死霊祭のとき巫堂によって歌われる叙事巫歌で

ある。死者の魂をあの世に送るための儀礼のなかで歌われる。これらは祖

先神への転換のために必要な儀礼である。祖先神が現世の平安を司ってい

るという考えに基づくものである。

バリ公主の物語の構造は，英雄潭的要素の基に，巫俗に仏教的要素，道
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教的要素，儒教的要素が加味されているが，基本は巫俗であり，長い間を

経て様々な宗教と習合しながら構成されたと考えるが，現在伝わる内容は

朝鮮王朝時代を多く反映しているとみる。

物語の特徴をまとめると以下のようになる。

①信仰的には仏教・道教・儒教と巫俗の習合を表している。基本は巫俗

である。②物語としての構造は，世界的に見られる英雄譚の構造と同じで

ある。ただ主人公が女性であることが特徴的である。この世とあの世を循

環してこの世に戻ってくるバリ公主の円環の旅は，成巫過程を物語ってい

る。③占いや夢によるお告げにより，物語が展開してゆく。最終的に薬水

の効能により勝利を収めるが，薬水・水に関することが物語のなかで強く

意識されている。水に関する信仰がその基調にある。④同じく鳥・花が多

く出てくる。⑤朝鮮王朝が時代背景となっており，その時代の価値観を強

く感じさせる内容であるが，本質的にはそれ以前の巫俗信仰を基本として

語られてきたもので，時代を経ることによって幾層にも時代の影響を積み

重ね成立したと推測される。⑥死霊祭で語られる理由は，亡者の思いを断

ち，あの世に送る役割を持ち，祖先神として現生に生きる子孫の繁栄を祈

るためである。⑦内容の中で時代的要求に合致するのは両親に対する孝で

ある。バリ公主は捨てられたにもかかわらず，病気になった両親を助ける

ために旅に出て最終的には生き返らせる。これは朝鮮王朝における儒教の

孝思想に合致した行為である。しかし意味が同じであるとは言えない。も

ともとあった親子の情や血族意識が儒教の形式の中に取り込まれた形になっ

たと考える。⑧巫俗が禁止されたにもかかわらず生き残ってきたのは，女

性の存在が大きい。家庭を守るための祈りを禁止することはできなかった。

これは歴史的に財産権と祭祀権を持ってきた女性は，家庭の平安と繁栄を

維持するため伝統的な信仰を捨てることはなかったからである。

近年，一般に認識されてきた朝鮮時代の女性の姿が，従来の認識とは違っ

ていることが，研究が進むにしたがって明らかになってきた。儒教の規範
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から語られた女性の姿と，実際を生きてきた女性の姿の違いが明らかにな

りつつある。韓国社会がもつ伝統の中での女性は財産権や祭祀権を持ち，

巫俗信仰を守ってきた。女性が最も重要と考える家庭の平安と繁栄を守る

ための祈りであり，その基本に女神がいたことを証明している。だからバ

リ公主は今日まで語られてきたと考える。

信仰が現代社会の価値観と交差する時，伝えられる女神に対する信仰が

どう変化していくのかが注目すべき次の課題となるであろう。

（1） 巫堂
ム ダ ン

には降神巫と学習巫がいる。降神巫とは巫病になり入巫祭（降神クッ）

をへて巫堂となる。神託が重要になる。学習巫とは巫堂の家系の出身者，結

婚や親族関係によって世襲される。神に捧げる歌，音楽，踊りの比重が大き

い。

（2） 祖先神の過程では，死霊を降ろさない。死霊は，死霊祭が終わった次の年

に祖先神としてとして十二祭次課程の中で祭られる。

祭祀は①個人レベル ②ムラ，集団単位のレベル ③入巫祭… 降神クッ・

神クッの種類があり，目的は主として現在生きている人間の利益を保証する

ために行われる。

（3） 巫祖巫堂…巫俗信仰（民間信仰の一部）における巫儀（クッ）で口承する

始祖神話である。

巫儀をとりおこなうのは巫堂（女性），パクス（男性）と呼ばれる宗教者

である。主として女性である巫堂が行う場合が多く，男性は楽士である場合

が一般的である。

（4） 柳 東植『朝鮮のシャーマニズム』学生社 1976.1 p.183

（5） オグ大王・十王・チョンプルサン大将軍・大監様などとも呼ばれる。

（6） 柳 東植 前掲書 p.198

（7） 崔 吉城『韓国のシャーマニズム』弘文堂 1984.4 pp.383�384を表と

してまとめた。崔 吉城によれば「バリ公主」は平安，江原，黄海，忠清，

済州島地方から採集されていない。これらの地方にはバリ公主神話はない。

（8） 崔 吉城 前掲書 p.343

（9） 崔 吉城 前掲書 p.366

（10） 崔 吉城 前掲書 p.346
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（11） 崔 吉城 前掲書 p.343

（12） 崔 吉城 前掲書 p.349

（13） 崔 吉城 前掲書 p.346

祭祀とはシャーマンの世界における無数の神々を分類して祭る過程であり，

基本祭祀と死霊祭は明確に区別される。祖先神の過程では，死霊を降ろさな

い。死霊は，死霊祭が終わった次の年に祖先神としてとして十二祭祀課程の

中で祭られる。

（14） 金 香淑『朝鮮の口伝神話』和泉書院 1998.12 pp.40�69

（15） 金 香淑 前掲書 p.22

（16） 子供を身ごもる兆しの夢。性別や運命などを暗示すると信じられている夢

である。男児や貴子の予言的な夢讖や夢兆として慣習化した。シン ジュン

ホ『韓国民俗大辞典』民俗文化社 1991.1 p.1440（ソウル）

（17） 崔 吉城 前掲書 p.405

（18） 秋葉隆 赤松智城『朝鮮巫俗の研究』下巻 大阪屋號書店 1930.8 p.22

金 烈圭『韓国の神話・民俗・民談』成甲書房 1984.6 p.168

（19） 柳 東植 前掲書 p.144

（20） 松前健 魂返しのための霊旅『日本神話の新研究』桜楓社 1961 p.176

崔 吉城 前掲書 p.386 再引用

（21） 崔 仁鶴『朝鮮昔話百戦』日本放送出版協会 1974 p.302

崔 吉城 前掲書 p.386 再引用

（22） 崔 吉城 前掲書 p.404

（23） 依田千百子 異郷訪問譚『朝鮮民俗文化の研究』瑠璃書房 1985.3「日

朝神話・伝承の比較」抜粋 p.31～

（24） 趙 東一「英雄の一生，その文学的展開」（東亜文化，10輯 ソウル：東

亜文化研究所 1971）

（25） オットー・ランク『英雄誕生の神話』文功社 1986.7（①～⑤）

ジョセフ・キャンベル『千の顔をもつ英雄』下 人文書院 1984.10（⑥～

⑧）

（26） エリアーデ『シャーマニズム』冬樹社 1974.11 pp.348�353
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徐 大錫『 』文学思想社 1980.6 p.241 再引用

徐 大錫『 』文学思想社 1980.6 バリ公主
コンジュ

は父母のた

めに闘争する孝をみせる。従属的英雄として小説的英雄に近い。p.244ソウ

ル地域本は英雄文学の一系として神話と小説の中間的性質をもつ。p.253

16世紀以降に女性英雄譚が現れる。儒教に規律が厳しくなるのに対応して

現れたことに意味があると考える。



（27） 金 烈圭 前掲書 p.187

（28） 金 烈圭 前掲書 p.155

（30） オットー・ランク『英雄誕生の神話』文功社 1986.7 p.151

（31） オットー・ランク 前掲書 p.140

（32） 金 烈圭 前掲書 p.31

（33） 崔 吉城 前掲書 p.391

（34） 崔 吉城 前掲書 p.392

（35） 崔 吉城 前掲書 p.397

（36） 無長生（ムザンスン）とは村の入り口に立てられる「天下大将軍・地下大

将軍」と書かれた長生
チャンスン

に由来する名称と考えられる。

（37） 徐 延範『韓国のジャーマニズム』同朋舎 1980.4 p.23

（38） 世界大百科事典 第2版 薬水https://kotobank.jp/word/％E8％96％A

C％E6％B0％B4-483646 2016.8.28 取得

（39） 金 烈圭 前掲書 p.192

（40） 金 烈圭 前掲書 p.194

（41） 柳 東植 前掲書 p.198

（42） 金 宅圭『日韓民俗文化比較論』九州大学出版会 2000.5 p.251

（43） 金 美栄「女性にとって家族とは何だったのか」奎章韓国学研究院【編著�

李淑仁【責任企画】小幡倫裕【訳】『朝鮮時代の女性の歴史』明石書店

2015.3

「輪回奉祀」とは息子や娘が祖先の祭祀を交代で担当・挙行するもので，

高麗時代に盛んだった風俗である。朝鮮時代は儒教式祭祀を行うが，輪回奉

祀の伝統は依然として続いた。p.187。

外孫〔娘が生んだ子供〕が外家〔母方〕の祖先祭祀を受け継ぐ通俗もあり，

これを外孫奉祀という。P.191

（44） 金 美栄 前掲書 P.187

（45） 秋葉隆「村祭りの二重組織」『朝鮮民俗』第2号 朝鮮民俗学会 1934.5

p.5

（46） 崔 吉城 前掲書 p.319

（47） 崔 吉城 前掲書 p.321

（48） 崔 吉城 前掲書 p.322

（49） 金 宅圭 前掲書 p.251

（50） 鄭 智泳「禁じようにも禁じ得ず」奎章韓国学研究院【編著】李淑仁【責

任企画】小幡倫裕【訳】『朝鮮時代の女性の歴史』明石書店 2015.3 p.160
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朝鮮では儒教を国是として廃仏政策が一貫して展開して展開し国家仏教を

排斥したものの，王室の繁栄を祈る王室仏教は存在していた。趙 恩秀「信

心の力で儒教的画一化に抵抗する」奎章韓国学研究院【編著】李淑仁【責任

企画】小幡倫裕【訳】『朝鮮時代の女性の歴史』明石書店 2015.3 p.290

（51） 鄭 智泳 前掲書 p.171 世宗十三年（1431年）司憲府が主張した。そ

の禁止を〔公然と〕無視した両班の女性たちの長きに渡る駆け引きがあった。

しかし処罰は強硬に行えなかった。女性たちは「自覚がないために」処罰し

がたいというのが国王の立場であった。P.173

（52） 鄭 智泳 前掲書 p.172

（53） 鄭 智泳 前掲書 p.174

（54） 高麗時代の相続については旗田 巌『朝鮮中世社会史の研究』法政大学出

版局（1972）pp.325�361を参照。

韓国略史 72 経国大典の完成（1485年）http://ezkorea.biz/inf8.cgi?

mode=main&no=28 2016.10.9 取得

朝鮮時代の相続は，父母の死後，その財産は男女均分相続をする代わりに，

祖先の祭祀を受け持つ子孫に3分の1を更に与え，奴婢は本妻と子が均等に

分けることとし，家系を継承する息子には更に5分の1を与え，妾の子へは

本妻の子の7分の1を，賤民の妾の子へは10分の1を与えるとある。

儒教が導入された朝鮮時代にも，子女への均分相続が続けられた。これを

立証する資料として1671年に作成された安東の川前村〔現在の慶尚北道安

東市河面川前里〕にあった義城金氏の清渓宗家で伝えられてきた分財記があ

る。

金 美栄 前掲書 p.189

（55） 金 美栄 前掲書 p.184

（原稿受付 2017年11月15日）
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�研究ノート〉

「母音」，「子音」，「音節」という

用語について

阿久津 智

要 旨

「母音」と「子音」とは，vowel,consonantの翻訳語として，明治元年ご

ろから使われ出した和製漢語のようである。「母音」が日本文典・英文典（洋

文典）の両者で使われた語であるのに対し，「子音」は，当初，主に英文典で

使われた語であった。日本文典では，明治中期～後期に，「父音」が多く使わ

れた。江戸時代には，洋学を中心に，母音を表すのに，「韻字」，「母韻」，「韻

母」，「音母」，「母字」などが使われ，子音を表すのに，「父字」，「子韻」，「子

字」などが使われた。この「父・母・子」は，反切用語から来たもののようで

ある。

「音節」は，本来「ふしまわしやリズム」という意味の語であったが，1900

年ごろからsyllableの翻訳語として使われるようになった。それ以前は，日

本文典では，「子音」，「子韻」，「複音」，「単音」など，音（構造）に関する名

称が主に使われ，英文典では，「連綴」，「綴字」，「綴音」など，つづりに関す

る名称が主に使われた（「熟音」は両者で使われた）。この両者における名称の

違いは，日本文典と英文典における関心の違い（日本文典における五十音，英

語における正書法）を示すものだと思われる。

キーワード：母音，子音，父音，音節，語誌



1．はじめに

本稿では，日本語音韻論・音声学分野の基本的な用語である，「母音」，

「子音」，「音節」を中心に，これらの用語が，いつごろから使われるよう

になったのか，同様の概念を表す別の言い方にはどのようなものがあった

のか，などについて見ていく。また，それらの語がどこから来たのかにつ

いても，考えてみたい。以下，専門的な概念としての，母音，子音，音節

（vowel,consonant,syllable）と，（使用例における）文字列としての，

「母音」，「子音」，「音節」とを区別するため，とくに「概念」を表すため

に使用するときには，��でくくって示す。ただし，ここでは，それぞれ

について，細かい定義は行わず，今日，一般に，母音，子音，音節とされ

るものとある程度重なるものを，すべて �母音�，�子音�，�音節�を表す

ものとしておく。

「母音」，「子音」，「音節」については，今日では，それぞれ，英語の

vowel，consonant，syllableの概念を表す語（翻訳語）として定着して

いるが，昭和の初めごろまでは，必ずしもそうではなかったようである。

昭和の初めの主な日本語音韻論・音声学の概論書を見ると，今日と同様に，

「母音」，「子音」，「音節」が使われているものが多く（佐久間鼎『日本音

声学』京文社・柳原書店1929，神保格『国語音声学』明治書院1933，金

田一京助『国語音韻論』刀江書院 初版1931，増補版1935など），これら

の用語がほとんど定着していたようすがうかがえるが，一方で，菊沢季生

『国語音韻論』（賢文館1935）のように，一部に別の用語が使われている

ものなどもある（母音に「母韻」が，音節に「成音」が使われている。こ

れについては，「三矢重松博士の『文法論と国語学』に従つた」（菊沢

1935：13）とあるが，三矢の書では，「母音」や「音節」の語も用いられ

ている（三矢重松『文法論と国語学』中文館書店1932：369））。さらに時
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代をさかのぼると，明治中期の日本文典（日本語文法書）類では，�母音�

に「母音」（「母韻」も見られる），�子音�に「父音」，�音節�に「子音」

が多く使われている（落合直文・小中村義象『日本文典』1890，高津鍬三

郎『日本中文典』1891，関根正直『国語学』1891など。明治以前の文献

については，出版元を省略して記す。以下同じ）。

これらの用語をめぐっては，明治後期の新聞記事に，岩野泡鳴と前田林

外（ともに詩人）との，次のような論争が見られる（「読売新聞記事デー

タベース」（読売新聞「ヨミダス歴史館」）による。漢字の字体は，中国語

の文献を含め，現代日本語の通用字体を用いる。傍点や傍線は省略する。

ルビは一部を除いて省略する。〔 〕内は筆者。網かけは筆者。以下同じ）。

（例1） 氏〔前田林外〕が氏の所謂
いはゆる

独立音として数へるうちのンでさへ，

現代の発音法に拠れば，何か一つの母音
ぼ い ん

を待たなければ独立が出

来にくいのだが，短歌または新体詩に於
おい

ては，普通に独立音と

見為
み な

されてゐるのは，恰
あたか

もシヱキスピヤ時代にKing
き ん ぐ

といふ語が

まだ一音節
おんせつ

でなく，二音節に別れて，Ki
き

－ng
ん ぐ

と発音されること

があつた，その第二音節と同じ価値であるのだ。況
いは

んや純粋の

父音
ふ お ん

，乃
すなは

ち頭音
とうおん

に於てをやだ。たとへばカ行の頭音（k）または

タ行の頭音（t）が，たゞそれだけでは，ひゞき（サウンド）は

あるが，音
おん

（ヲ�イズ
〔ママ〕

）には，ならない。ひゞきだけでは音には

ならないが，音を有する母音と一緒に綴られて，初めてその綴音
せつおん

の独立した発音が出来るのだ。（岩野泡鳴「前田林外氏に答ふ」

『読売新聞』1909年1月3日）

（例2） 氏〔岩野泡鳴〕は熟音といふ立派な用語があるのに「一音節」

といふコデ
〔ママ〕

ツケの語を使つてゐるのは悪いことだ。又字母の研

究をするのに子音といふべき所を「頭音
とうおん

」といふ語を使つてゐる。

共に滑稽式だ。頭音といふ語は頭韻
とうゐん

であつてアルテレーシヨン抔
など

を論ずる場合に使ふべき語だ。（前田林外「音韻問題（附岩野泡
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鳴氏を追撃す）」『読売新聞』1909年1月10日）

（例3） 氏〔前田林外〕はまた「音節」といふ用語をこぢつけだと云つ

たが，これは英語のシラブル（Syllable）に当る語で，語学者は

普通にこれまで使用して来たのだ。〔中略〕また，氏は頭音
とうおん

と

頭韻
とうゐん

とを混同してゐるが，僕が頭音といふのは，五十音中，ア行

を除いたすべての行のコンソナントであつて，之
これ

を父音
ふ お ん

または

子音
し お ん

と云はないのは，わが国語学者の慣例中に，それと母音
ぼ お ん

との

熟合した音，乃
すなは

ち，カ，サ，タ，等をも父音または子音と呼ぶ

こともあるからである。（岩野泡鳴「三度，林外氏を駁す」『読売

新聞』1909年1月17日）

（例4）「音節」といふ語はTon又はTonalite
〔ママ〕

それからCommeen-

sembleに当るのだ。日本語でいへば，音調の曲折変化する調子

だ。短くいへば音律だ，音階だ，音度だ。だから「音節」抔
など

とは

いはずに何
な

ぜ綴音
てつおん

又は熟音
じゆくおん

とはいはないのだと尤
とが

めたのだ。〔中

略〕又頭音
とうおん

とは滑稽だ。母音
ぼ い ん

を頭にして綴音する場合は僕等には

沢山ある，そんな場合には氏のカ行以下の頭音説は直ちに究
〔ママ〕

す

るのだ。だから，今時小学校の小供でも字母の綴音を頭音だの

後尾音
こう び おん

だのいふ鈍物はないのだ。子音
し い ん

母音で結構だ。適切だ。

（前田林外「小説材料問題（つゞき）」『読売新聞』1909年1月31

日）

ここに現れた用語を整理すると，�子音�を表す用語には，「父音」，「子

音」，「頭音」，「コンソナント」があり，�音節�を表す用語には，「父音」，

「子音」，「音節」，「綴音」，「熟音」，「シラブル」があって，岩野泡鳴は，

（五十音における）�子音�に「頭音」，�音節�に「音節」を用い，前田林

外は，�子音�に「子音」，�音節�に「熟音」または「綴音」を用いてい

るということになる（なお，これらの記事の中では，「子音」には「しい

ん」と「しおん」と，「母音」には「ぼいん」と「ぼおん」と，「綴音」に

―126―



は「せつおん」と「てつおん」と，いずれも2通りのルビが振られている）。

ところで，1929年に中国で出た「声韻学」（漢語音韻学）の概論書には，

次のようにある（〔 〕内は筆者による訓読（訳）。以下同じ）。

（例5） 声母、依西文当訳曰輔音，曰僕音；依日文当曰子音，曰熟音。

韻母、依西文当曰元音，依日文当曰母音。〔中略〕日文謂声母為

子音，熟音云者，以其多用首行ア、イ、ウ、エ、オ、五母音，為

収声之故；謂韻母為母音云者，以其為子音所由成也。〔声母（こ

こでは子音のこと）は，西文（ヨーロッパの言語）に依りて当て

て訳して「輔音」と曰
い

い，「僕音」と曰い，日文（日本語）に依

りて当てて「子音」と曰い，「熟音」と曰う。韻母（ここでは母

音のこと）は，西文に依りて当てて「元音」と曰い，日文に依り

て当てて「母音」と曰う。（中略）日文に声母を謂
い

いて子音，熟

音と為すと云う者は，其の，多く首行の「ア，イ，ウ，エ，オ」

五母音を用いて，収声（音節末の音）と為すの故を以
もっ

てなり。韻

母を謂いて母音と為すと云う者は，其の子音の由りて成す所と為

るを以てなり。〕（張世禄『中国声韻学概要』（台四版）台湾商務

印書館1978：49（1929初刊））

ここでは，「声母」に当たる語には，ヨーロッパ語からの翻訳語の「輔

音」と「僕音」と，日本語からの「子音」と「熟音」とがあり，「韻母」

に当たる語には，ヨーロッパ語からの翻訳語の「元音」と，日本語からの

「母音」とがあることが述べられている（後半は，日本語の音節は「子音

＋母音」という構成をとる（それがこれらの名称と関係している）という

ことが述べられている）。

以上の例1～例5からは，日本語において，� �子音�や �音節�を表

すのに複数の語が使われていたこと，� �子音�を表す語と �音節�を表

す語とに混用（混同）があったこと，�「母音」と「子音」とは日本で作

られた語であるらしいこと，などがうかがえる。そこで，以下，「母音」，
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「子音」，「音節」（の概念を表す語）を中心に，これらの用語が，いつごろ

から使われるようになったのか，同様の概念を表す言い方にはどのような

ものがあったのか，などについて見ていく。また，それらの語がどこから

来たのかについても考えてみたい。なお，本稿では，音声学・音韻論にお

ける専門的な内容（議論）には立ち入らない。

2．母音と子音

2．1「母音」，「子音」の使用の始まり（明治以降）

まず，「母音」と「子音」という語が，いつごろから使われるようになっ

たかについて見ていく。

「母音」と「子音」とは，『日本国語大辞典 第二版』（小学館 2000～

2002。以下『日本国語大』）によれば，それぞれ，「言語音の分類の一つ。

呼気が持続的に口腔を通過する際の共鳴によって生ずる音。〔以下略〕」，

「言語音の分類の一つ。母音以外の音の総称。発音の際に，舌・歯・口腔・

唇などの発音器官によって呼気の通路を狭めたり，閉鎖したりすることに

よって発する音。〔以下略〕」である（これ以外の意味はない）。同辞典に

載っている両語の最も古い用例は，西周『百学連環』（1870～71頃）の

「文字に consonants（子音）及び vowel（母音）の二種あり」である

（なお，これらには読み仮名がなく，これらをどう読んだかは不明である）。

西周『百学連環』とほぼ同時期の1869年に出た薩摩学生編『改正増補

和訳英辞書』（いわゆる「薩摩辞書」）には，この両語がルビ付きで現れて

いる（以下，用例の収集には，書籍・雑誌のほか，「国立国会図書館デジ

タルコレクション」，「国文学研究資料館 電子資料館」，「早稲田大学図書

館 古典籍総合データベース」，「グーグルブックス」，「中国哲学書籍電子

化計劃」，「近代史数位資料庫」を用いた。辞典における品詞の略号等は省

略した。／は改行，または，別ページを示す。以下同じ）。
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（例6） Consonant
コ ン ソ ネ ン ト

子音
シ イ ン

／Vowel
〔ウヲウ〕ル

母音
ボ イ ン

（薩摩学生編『改正増補 和訳

英辞書』（薩摩辞書）1869）

また，1867年刊のヘボンの『和英語林集成』（初版）の英和の部には，

「Vowel」の項に「boin」が現れている。「Consonant」は，同辞典の初

版には見出しがなく，第2版（1872年刊）で現れる。

（例7） Vowel Jibo;boin.〔「Jibo」は「字母」，「boin」は「母音」

（あるいは「母韻」か）だと思われる〕（J.C.Hepburn『和英語

林集成 AJapaneseandEnglishdictionary,withanEnglish

andJapaneseindex』1867）

（例8） CONSONANT Shi-in,koji.〔「Shi-in」は「子音」（あるい

は「子韻」か），「koji」は「子字」だと思われる〕（J.C.

Hepburn『和英語林集成 第二版 Japanese-EnglishandEng-

lish-Japanesedictionary』1872）

ほかに，「慶応三年十二月」（1867年12月ないし1868年1月）の跋の

ある堀秀成『言霊妙用論』（1877刊）に，「母音」が使われている。「母音」

と「子音」が文献に現れる最も早い例は，（筆者の調べた限りでは）上に

挙げたものであるが，この両語は，おそらくこのころ（明治元年ごろ）か

ら使われるようになったのではないかと思う。

ところで，vowelとconsonantに関して，19世紀の英華字典類には，

ロブシャイド（羅存徳，W.Lobscheid）編『英華字典EnglishandChi-

neseDictionary,withPuntiandMandarinPronunciation.PartⅢ』

（1866）に，「Consonant同音字母」，「Vowel自音之字」とあり，�其

照編『華英字典集成AnEnglishandChineseDictionary』（1899）に，

「Consonant無音之字母」，「Vowel自音之字」とある。モリソン（馬礼遜

R.Morrison）編『ADICTIONARYOFTHECHINESELANGUAGE,

PARTⅢ』（1822），ウィリアムス（衛三畏W.Williams）編『英華韻府

歴階AnEnglishandChineseVocabularyinCourtDialect』（1844），
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メドハースト（麦都思 W.H.Medhurst）編『EnglishandChinese

Dictionary』（1847～1848），ドーリットル（盧公明J.Doolittle）『英華萃

林韻府VocabularyandHandbookoftheChineseLanguage』（1872）

には，「vowel」と（子音の意味での）「consonant」とは立項されていな

い。「母音」と「子音」（および，その同義語）とは，20世紀初め（1908

年刊）の顔恵慶編『英華大辞典』に現れる。

（例9） Consonant〔中略〕Aletterofthealphabet,asdorg,which

cannotbesoundedwithouttheaidofavowel,字母中之無音

字母，僕音，跟音，子音／Vowel Asoundutteredbysimply

openingthemouthorvocalorgens,asthesoundofa,e,o,

元音，喉音，母音，母韻（即a,e,i,o,u之音）（顔恵慶編『英

華大辞典AnEnglishandChineseStandardDictionary』1908）

同辞典は，「例言八則」に，「是編采用諸書。曁所参考。不下数十百種。

〔中略〕有為英和字典本者。」〔是
こ

の編は諸書を采用（採用）し，参考する

所に曁
いた

りては，数十百種を下らず。〔中略〕英和字典を本と為す者有り。〕

とあるように，英和辞典から多くの「日本製の訳語」（新語）を取り入れ

ている（沈2008：211）。一方で，「ヨーロッパ言語から直接に訳語を考え

る西洋系の学者たち」は，「日本の訳語に強い反発を示し，独自の訳語を

主張し続け」（沈2008：210），その代表である厳復は，1904年刊の英文法

書『英文漢詁』で，「Vowels元音」，「Consonants僕音」と訳している。

また，高野（2004：123）は，「母韻（母音）Vowel-sound」と「子音

（子韻）Consonant-sound」とを「和製漢語」として扱っている。以上か

ら，「母音」と「子音」とは，日本で作られた語である可能性が高いよう

に思われる。なお，中国語では，20世紀の初めには，vowelとconso-

nantに対して，さまざまな訳語があったが（例5・例9にあるもの以外

に，たとえば，呉敬恒が1917年に発表した「読音統一会進行程序」には，

�子音�に「無音」，「�音」などが，�母音�に「有音」，「響音」などが挙
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げられている（呉敬恒，劉紹唐主編『国音国語国字 第一集』伝記文学

出版社1960：137）），1940年ごろには，中国を代表する言語学者たちが

「元音」と「輔音」とを使うようになり（代表的な著作は，高本漢 B.

Karlgren，趙元任・羅常培・李方桂訳『中国音韻学研究』1940），それを

引き継いで，今日では，「元音」と「輔音」とが最も一般的になっている

（なお，台湾では，「母音」と「子音」もよく使われる）。

さて，明治期の語学書には，�母音�と �子音�とを表すのに，「母音」

と「子音」以外の語も使われている。英語関係（英文典など）では，明治

初年に，「母韻」と「子韻」（大学南校助教訳『格賢勃斯
クワッケンボス

英文典直訳 巻之

上』1870，亜遊居人『英学教授』1871など）や，「母字」と「子字」（青

木輔清『英学之部 初編 横文字独学』1871，浦谷義春『英学辞訓 一名・

スペリング独学』1871など）などが見られるが，明治中期には，「母音」

と「子音」とが一般的になっている（「母音」と「子音」の早い時期の使

用例には，柴田清煕『洋学指針 英学部 二編』1871，山田正精訳『英学必

携 上』1872などがある）。

一方，日本語関係では，明治初期の文典（文法書）には，母音には，

「母韻」（古川正雄『絵入智慧の環 二編下』1871，藤沢親之『日本消息文

典 上ノ巻』1874，田中義廉『小学日本文典 一』1875）や，「母音」（中金

正衡『大倭語学手引草 前篇』1871，渡部栄八『啓蒙 詞のたつき 一』

1875，中根淑『日本文典 上巻』1876など）が多く使われているが，�子

音�を表す語はあまり使われていない。「父音」（小笠原長道『日本小文典』

1876，吉川楽平『国語教授式』1877，関治彦『語格楷梯 日本文法 巻壱』

1879など）や，「子韻」（藤沢親之『日本消息文典 下ノ巻』1874，春山弟

彦『小学科用 日本文典 巻一』1877）が見られるものの，「もとごゑ」（古

川正雄『絵入智慧の環 三編下』1872），「本音
モトコヱ

」（天野春翁『言葉の踏分』

1877），「原音」（物集高見『初学日本文典 上』1878）などという言い方も

使われており，明治初期には，この概念を表す語が未定着だったことをう
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かがわせる。

（例10） 父音ト云フ字ハ別ニアラザレドモ，母韻ノミニテ子韻〔�音節�〕

ノ生ス可キイハレナシ。故ニウクスツヌフムユルノ九字ヲ以テ仮

ニ父音トナシ，母韻ト相合ノ
〔ママ〕

テ子音〔�音節�〕ヲ生ゼシム。〔句

読点は筆者〕（小笠原長道『日本小文典』1876：4ウ）

（例11） 本邦単に子韻の字を製らず。其母韻に配合して全き声をなす者

〔�音節�〕に就きて字を製る。故に今かりに其配合の音の者を以

て子韻と名づけて母韻とわかてり。〔句読点は筆者〕（春山弟彦

『小学科用 日本文典 巻一』1877：5オ）

（例12） 母音ト相重ナル所ノ子音〔�音節�〕ニ七個ノ原音アリ。ク ス

ツ ヌ フ ム ルト云フ其声隠微ニシテ未ダ全ク明ナラザル者トス。

今仮ニ此隠微ナル声音ノ記標ニ扁傍
カ タ

仮字ノク ス ツ ヌ フ ム ル

ヲ用ヒテ母音トノ結合ヲ説カバ，先ヅクト母音ト重リテ「かきく

けこ」ノ五音成リ，スト母音ト重リテ「さしすせそ」ノ五音成リ，

〔句読点は筆者〕（物集高見『初学日本文典 上』1878：2オ）

その後，明治中期～後期には，�母音�に「母音」，�子音�に「父音」

が多く使われるようになった。「子音」は，「父音＋母音」の �音節�の意

味で多く使われている。そのほかに，�子音�には，大槻文彦が『日本辞

書 言海』（1889）で用いた「発声」も用いられた（大平信直『中等教育

国文典』1899，教育学術研究会『師範教科 国語典 上巻』1904，林治一

『日本文法講義』1907など）。

（例13） 阿行
アギヤウ

ノ五音ハ，喉ヨリ単一ニ出ヅ，コレヲ単音
タンオン

ト名ヅク。加行
カギヤウ

以下，九行ノ諸音ハ，其行
ギヤウ

毎ニ，各，其音ヲ呼ビ発
オコ

ス一種ノ声

アリテ，コレヲ発声
ハツセイ

（Consonant.）ト名ヅケ，単音，ソノ韻
ヒビキ

ト

ナリ，発声ト，単音ト，相熟シテ，始メテ音ト成ル，此ノ故ニ，

加行以下ノ九行四十五音ヲ，熟音
ジユクオン

（Syllable.）ト名
ナヅ

ク，単音ハ，

斯ク発声ノ韻トモナルガ故ニ，亦，母韻
ボ ヰ ン

（Vowel.）ノ称アリ。
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（大槻文彦『日本辞書 言海』「語法指南（日本文典摘録）」1889：

2）

「発声」には，「音を出し始める」という意味があり，そこから「音節の

始めの音」という意味に使われたようである。なお，近現代の中国の文献

にも（一般語としての）「発声」はよく見られる。また，清代には，江永，

江有誥，陳�，洪榜などの音韻学者が，�子音�の分類（無気閉鎖音など）

に「発声」という用語を使っているが，この用語の用法には，学者によっ

て，多少の異同があった（『伝統語言学辞典 第2版』河北教育出版社2010

「発声」）。近現代の中国語の例を挙げておく。

（例14） 考人類的発音機関（OrgansofSpeech）総是一様，就其発声部

位而言謂之『声』；就其収音於喉而言謂之『韻』。所以最単純之『声

韻』，各国大略相同。記諸紙，表声者謂之『声母』（Consonants）；

表韻者謂之『韻母』（Vowels）。〔人類の発音機関（Organsof

Speech）を考うれば，総
すべ

て是
こ

れ一様なり。其
そ

の「発声」部位に

就いて言えば，之
これ

を「声」と謂
い

い，其の喉に「収音」するに就い

て言えば，之を「韻」と謂う。所以
ゆ え

に最も単純の「声韻」は，各

国大略相同なり。諸
これ

を紙に記せば，「声」を表す者は，之を「声

母」（Consonants）と謂い，「韻」を表す者は，之を「韻母」

（Vowels）と謂う。〕（国人「注音字母与万国音標」『東方雑誌』

17�10，1920）

（例15） 用現代語言学上的名詞説来，声母就是一個字的発声，等於英文

的initial；韻母就是一個字的収声，等於英文的final。〔現代言語

学の用語を用いていえば，声母は1つの漢字（音節）の「発声」

であり，英語のinitialに等しく，韻母は1つの漢字の「収声」

であり，英語のfinalに等しい。〕（王力『漢語音韻学』（重版）

中華書局1980：40（1935初刊））

日本語学の分野において，�子音�に「子音」が一般的になるのは，大
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正期以降のことのようであるが，明治期の日本文典にも，�子音�に「子

音」を用いた例は見られる（ビー・エッチ・チャンブレン『日本小文典』

1887，和田万吉『新撰国文典』1897，岡沢鉦次郎『初等 日本文典 前編上』

1900など）。

（例16） ア行の五音を母韻と名づく。カ行以下諸行の音を熟音と名づく。

熟音は母韻と他の一種の音と熟合したる声音なり。こゝに他の一

種の音といへるものを子音と名づく。子音は仮名にて書きあらは

す便宜なきが故に，こゝに示すこと能はざるなり。カ行以下毎行

の五熟音に通有にして，且つ各音の頭を成す一種の声あるを，よ

び試みて知るべし。これ即ち子音なり。（和田万吉『新撰国文典』

1897：7）

2．2「母音」，「子音」の使用以前（江戸時代まで）

次に，「母音」，「子音」という語が使われる以前に，�母音�や �子音�

が何と呼ばれていたかについて見ていく。江戸時代の洋学資料（辞書や語

学書）では，�母音�には，「韻字」が多く使われている。

（例17） 匀字ヲ「キリンクレーテル」〔klinkletter〕ト云。又「ホカー

レン」〔vocaalen〕トモ称ス。Aeiou是ナリ。又y字ヲ添テ，六

字ノ「ホカーレン」ト云。余ノ十九字ヲ「メデキリンクレーテル」

〔medeklinkletter〕ト称ス。又「ストーメ」〔stomme〕トモ云。

「メデ」〔mede〕トハ連ルヽコト也。「ホカーレン」ニ連従シテ，

「セイラブ」〔syllabe〕ヲナスナリ。「ストーメ」トハ�字〔�字〕

ト云コト也。愚按ルニ，此十九字「ホカーレン」ニ従ハザレハ，

音匀ヲ如何トモ発スルコト能ハス。故ニ此称アルナルヘシ。〔「匀」

は「韻（韵）」の略体〕〔句読点は筆者〕（前野良沢『和蘭訳文略

草稿』1771識語）

（例18） 上ノ二十六字ノ中六字ハ，ア．ンエ．ンイ．オ．ンウ．ンエイ．
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〔aeiouy〕ノ韻字ニシテ，其名即ソノ音也。「キリンクレツテル

ス」〔klinkletters〕ト号ス。「キリンク」〔klink〕ハ即韻字の義，

余ノ二十字ヲ「メデキリンケルス」〔medeklinkers〕ト号ス。

「メデ」〔mede〕ハ相合セ連ルヲ云。韻字ニ連合シテソノ音ヲ成

ス義也。〔句読点は筆者〕（大槻玄沢『蘭学階梯 下巻』1788刊：

9オ（1783成立））

（例19） kline
〔ママ〕

r韻字／medeklinker.六韻字ノ外ノ文字／vocal.韻字

（Halma,Fran�cois，稲村三伯『Nederduitswoordenboek』（江

戸ハルマ，ハルマ和解）1796刊）

（例20） klinker.音母／medeklinker.音母／vokaal.韻字 （道氏

Doeff,Hendrik訳，桂川甫周他校訂『和蘭字彙』1858刊）

（例21） consonne,合音／voyelle,韻字（村上英俊『仏語明要』1864

刊）

「韻字」は，古くから，「漢詩文で，韻をふむために句の末に置く字。脚

韻に用いる字。」や，「漢詩の脚韻を和歌にあてはめて，一首の末に置かれ

る語とされたことば。」（『日本国語大』「韻字」）として使われてきたが，

上の例では，「母音字」という意味で使われている。「韻」には，脚韻に用

いる音（音節の後ろの部分）として，古くから，�母音�を表す用法があっ

た。中国唐代の例を挙げると，日本における悉曇学（インドの音韻学）の

創始に大きな影響を与えた『悉曇字記』に，�母音�（字）に，「韻」，「摩

多」（梵語m�at�aの音訳）が，�子音�（字）（母音aを潜在させる）に，

「声」，「体文」（梵語vya�njanaの意訳），「文」（同左）が使われている。

（例22） 其ノ始メニ曰フ
二悉曇ト

一。而モ韻ニ有リ
�六

ツ。長短両分字十有
イウ

二ナリ。

将
マサニ

冠
カフラ

シメテ
二下シノ章ノ之首ニ

一対シ
�声

ニ呼テ而モ発ス
�韻

ヲ。声合ウ
�韻

ニ而

字生ス焉。〔中略〕其次ニ体文三十有五ナリ。通シテ〔？〕
二前ノ悉曇ニ

一四

十七言明ケシ矣。声之所ロハ発
ハツ

スルニ則チ牙
ゲ

歯
シ

舌
ゼツ

喉
コウ

唇
シン

等ナリ。／初章ハ将
モ
テ
二

前
キ
ノ三十四ノ文ヲ

一，対シテ
二阿阿等ノ十二韻ニ

一，呼
ヨ
ンテ

�之
ヲ増
マ
スニ以テス

二
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摩多ヲ
一。生字四百有八ナリ。（智広『悉曇字記』794頃成立，根来

寺往生院1447刊：3ウ，5オ）

ほかに，平安時代の日本の悉曇学書には，�母音�に「韻音」や「音韻」

を用いた例も見られ，鎌倉時代以降は，�母音�と �子音�とに，それぞ

れ，「韻」と「音」とが使われるようになった（釘貫2007：29，35）。

（例23） 阿等ノ十六音ハ皆ナ是レ韻音ナリ（安然『悉曇蔵』880成立，『校正

悉曇蔵 一』「序」1789刊：4オ）。

なお，例17（および，例30）にある「�字（�字）」は，引用文中にあ

るように，「ストーメ」（stomme。『江戸ハルマ』によると「�人」）の翻

訳語である。この名称は，�子音�のもつ「聞こえが小さい」という性質

に基づいたものであろう。例20では，「音母」が，�母音�と �子音�の

両方に使われているが，これは，（表音文字における「字母」と同じよう

に）「言語音（の一つ）」というような意味で用いられているのではないか

と思われる。例21の「合音」は，例17に説明のある「メデキリンクレー

テル」と同様に，「母音に合わさる音」（例24の「所合ノ声」に当たる）と

いう意味での造語（翻訳語）ではなかろうか（英語の consonantも，

「『母音と一緒になり響く音』が原義」である（『ジーニアス英和大辞典』

大修館書店2001））。

ほかに，江戸時代の文献では，�母音�には，「音母」，「母字」，「母韻」，

「韻母」のように，「母」を含むものが多くあり，�子音�には，「父字」，

「子韻」，「子字」など，「父」や「子」を含むものが見られる。

（例24） 今此ノ a
ア

等ノ五字ノ短声ニ而モ摂メ
二長声及ヒ空〔撥音〕涅槃〔入声〕ノ

声ヲ
一，能ク出二生ス一切ノ音韻ヲ

一。就テ
�出二生スルニ之ヲ

一以テ
二 ka

カ

ca
サ

ta
タ

na
ナ

等ノ九字ヲ
一為
シ

二所合ノ声ト
一，a

ア

等ノ五字ヲ為テ
二能合ノ韻ト

一，所合ノ

声ヲ為
シ

二父字ト
一，能合ノ韻ヲ為

シ
テ
二母字ト

一，声 声 韻 韻各々合成シ反

音スル。〔句読点は筆者。梵字はローマ字に翻字した〕（盛典『新増

韻鏡易解大全』「巻一 韻鏡易解改正巻一 第二 五韻拗直図説門」
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1718刊：13ウ）

（例25） 図面七音清濁ノ差別ニヨリテ三十六母〔36種の声母〕ノ配位

アリ。又左辺ニ各各韻母ノ字ヲ識
シル

ス。是音 韻ノ二ツナリ。〔句読

点は筆者〕（文雄『磨光韻鏡後篇 指要録』「開巻知音」1773刊：

4ウ）

（例26） 彼邦の国字を「アベセ」といふ。吾邦のいろはの如し。父字二

十字に母字五字をつゞりて万の音をしるす。〔句点は筆者〕（森嶋

中良『紅毛雑話』巻之三「唐土の文字」1796刊：11ウ（1787成

立））

（例27） 按スルニ。A
ア

E
ヱ

I
イ

O
オ

U
ウ

Y
ヱイ

ノ六字ハ。単呼定音ヲ做シ。他音ニ変ゼ

ズ。故ニ之ヲ韻母トシ。其余二十字ヲ子字トス。（藤林普山『訳

鍵 凡例并附言』1810刊：7ウ）

（例28） vowel
ホ ウ ェ ル

音母（本木庄左衛門ら編『諳厄利亜語林大成』1814成

立）

（例29） 古来，「アイウエオ」ノ五音ヲ，字母ト称ス，今目
ナ

ヲカヘテ，

音母ト云フ，実ニ音ノ母ニシテ，何レノ音モ，此ノ「ア」行ノ音

ヨリ，出デザル者無ク，且何レノ音モ，此ノ「ア」行ノ音ヲ，含

マザル者無シ，（鳥海松亭『音韻啓蒙』「総論」1816刊：9ウ）

（例30） 之〔ア，イ，ウ，エ，オ〕ヲ漢土ヨリ先ツ邦々ニ求ムルニ，此

五音母ナキ国ナク，ソノ仮字ナキ地モ亦ナシ。サレハ，此五韻母

字コソ天然ノ音ナル可ケレ。／A
ア

E
エ

I
イ

O
オ

U
ウ

／以下ノ
�字即父

字二十字皆協二合ス以上五韻母字ヲ
一〔句読点は筆者〕（大槻玄幹『和

音唐音対注 西音発微』1826刊：3オ，21オ）

（例31） 但し此ノ音図．すでに再訂せる神字日文伝にも出せるが．彼ノ

書に釈たる．母韻アイウエオ．父声ウクスツヌフムユウルの説等

を合せ考へ．彼此相発して其ノ精義を索むべきなり．〔日文
ひ ふ み

は省

略〕（平田篤胤『古史本辞経』「五十音図訂正 第三」1850刊：25
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ウ（1839成立））

（例32） klinker.母韻／medeklinker.子韻（飯泉士譲『和蘭文典字類

前編』1856刊）

（例33） 母子之別 第一韻母 A a〔中略〕第二韻母 Ee〔以下略〕／

voortdr�yvenvanmedeklinkers語首子字直進（柳川春三『洋

学指針』1857刊：3ウ，5ウ）

（例34） Consonant子字／Vowel音母（堀達之助『英和対訳袖珍辞

書』（初版）1862刊）

（例35） 字ニ母子ノ別アリ。韻母vowel
ヴヲウヱル

ハ一字独用シテ音ヲ発ス。子字

consonant
コ ン ソ ネ ン ト

ハ必ス韻母ニ合シテノミ音ヲ生ズ。独用スルコト無キ

ナリ。（柳川春三『洋学指針 英学部』1867刊：4オ）

以上のうち，「母韻」と「子韻」とは，明治以降も日本文典などで使わ

れている（例10，例11，例13参照）。ところで，「母音」と「子音」の読

み方には，「…いん」と「…おん」とがある。今日では，両音とも「…い

ん」と読まれることが多いが，これは，「母韻」と「子韻」の読み方が継

承されたものかと思われる。

さて，上の例に見られる「韻母」は，今日の中国の音韻学で使われる，

「一個音節中声母後面的部分」〔1つの音節中の声母の後ろの部分〕（『中国

語言文字学大辞典』中国大百科全集出版社2007）である「韻母」と同形

語である。しかし，この両者には，直接の関係はないようである。中国の

音韻学で「韻母」と「声母」が使われるようになったのは，1918年に中

華民国教育部が公布した「注音字母表」で用いられてからのようで（なお，

ている），これは，1913年に教育部の読音統一会が「国音字母」を定めた

ときに用いた，「韻」と「母」とを改めたものである。『東方雑誌』1914

年3月号の�島「読音統一会公定国音字母之概説」では，「韻」と「母」

とが使われ，同誌1916年12月号の�父「論国音字母」では，「韻母」と
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「声母」とが使われている。この「母」は，声母を意味する「字母」の略

称であり（林尹，林炯陽註釈『修訂増註 中国声韻学通論』黎明文化事業

1982：46（1937初刊）），日本語における �母音�を表す「母」とは，用

法が異なる。これについて，江戸時代の学僧，文雄は「母ハ反切ノ下ナル

字〔母音〕ヲ指スト云フハ非ナリ」としている（文雄『磨光韻鏡後篇 伐

柯篇』「反切字義」1773刊：13オ）。

ここで，�母音�に使われる「母」，�子音�に使われる「父」と「子」

がどこから来たのかについて考えてみたい。これらは，反切の用語から転

用されたもののようである。反切とは，ある漢字の音を，他の漢字二字で

表す方法で，一字目が声母を示し，二字目が韻母を示す。たとえば，「東」

の音は「徳紅」で表される。これは，「徳t�k」の声母tと，「紅�u�」の

韻母u�とを合わせると，「東tu�」の音になることを示している。日本の

音韻学（「日本韻学」，悉曇学と漢字音研究が混交して発生した日本独特の

学問（馬渕・出雲1999：26））では，伝統的に，この一字目（反切上字）

を「父字」，二字目（反切下字）を「母字」と呼んできた。また，目的の

字（反切帰字）を「子字」と呼ぶこともあったようである。

（例35） 上父字行�竪下母字行�横其隅生二子字一／例伊
イ

上父和
ワ

下母反�阿
ア

隅

子（明魏『倭片仮字反切義解』1429頃成立，1800親弥写）

（例36） 反切ニ用フル所ノ二字ヲ切韻トモ又ハ父字 母字トモ称ス。二

字ノ用ヲ成スコトハ，父字ニテ字母ト音トヲ知ラシメ，母字ニテ

韻ヲ知ラシメタルナリ。父字ニテ字母及ヒ音ヲ知ルトハ，字母ト

云ハ三十六母ノ中ノ一字ナリ。音トハ呼ヒ出ス音ナリ。母字ニテ

韻ヲ知ルトハ，韻ハ其呼ヒアラハス所ノ字音ノ尾ノ余声ナリ。

〔句読点は筆者〕（文雄『磨光韻鏡後篇』「伐柯篇 反切総論」1773

刊：1ウ）

例35は，『日本国語大』で，「母字（ははじ）」と「父字（ちちじ）」の

用例として挙げられているものである。ほかに，馬渕（1984：55，68）に
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は，鎌倉時代の悉曇学者である，承澄や了尊の韻図（五十音図）に使われ

た，「母」（母字），「父」（父字）の例が見える。

（例37） 已上ノ五字〔ヤイユエヨ〕通ズ
二本末ニ

一。為ル
�母

ト
二第二〔イ段〕ニ一

之時，為ル
二中字ト

一。故ニヤハ通ズ
二音韻ニ

一也。但シユ字ハ非ズンバ
二シノ

下ニ
一無シ

�成
スコト

�音
ヲ。〔馬渕1984：56を参考に，句読点，訓点を

施した〕（承澄『反音鈔』1299写，馬渕1984：55の影印による）

この「母（字）」は，梵語で �母音�（字）を表す「摩多m�at�a」から来

ているようである。『漢訳対照 梵和大辞典 増補改訂版 新装版』（講談社

1986）によれば，m�at�a（＝ m�at�r）は「母」を意味する語である（英語

のmotherと同源（OxfordEnglishDictionary（June2017update））。

これについて，内田（2008：18）は，「他の音を『生む』という意味で

『母』なのである。」と述べている。

一方，「父（字）」は，梵語で �子音�（字）を表す「体文vya�njana」

の訳ではなく（『漢訳対照 梵和大辞典』によれば，vya�njanaの「漢訳」

は「語，文，字，文字，言辞，文辞，文詞」などである），「母」との対応

から用いられるようになった語ではないかと思われる。また，例35にあ

る「子字」は，「父字＋母字＝子字」という意味であろうが，『日本国語大』

の見出しにもなく，反切用語としては，あまり使われなかった用語のよう

である。

ところで，�母音�を表す「母」，�子音�を表す「父」，�音節�を表す

「子」は，中国の明代末にフランスのイエズス会宣教師ニコラ・トリゴー

（金尼閣NicolasTrigauly）が著した中国語の音韻書『西儒耳目資』の中

でも使われている。

（例38） 一 創定音中。有自鳴。有同鳴。／一 創定同鳴為父。自鳴為母。

父 母相合。共生字子。〔一，創定す，音中に「自鳴」（母音）有

り，「同鳴」（子音）有りと。一，創定す，「同鳴」を「父」と為

し，「自鳴」を「母」と為し，父母相合して，共に「字子」を生
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ずと。〕（金尼閣『西儒耳目資』「西儒耳目資釈疑」1626刊）

これについて，張世禄は「此或声母与韻母之名所由来歟。」〔此れ或いは

声母と韻母との名の由来する所か。〕（前掲『中国声韻学概要』p.46）と

述べているが，この点については，不明である。しかし，少なくとも，日

本では，これと同様の「父・母・子」の使い方が，さらに古い時代から行

われており，それが，江戸時代を経て，明治以降の「母音」，「父音」，「子

音」の名称につながっていったということはいえるように思う（中国では，

この使い方は，あまり一般的ではなかったようである。文雄は，「又切韻

〔反切〕ノ二字ヲ父字 母字ト称スルコト華人ハ多ク言ハサル所ナリ」と述

べている（前出『磨光韻鏡後篇 伐柯篇』13オ））。ただし，伝統的な反切

における「父・母・子」の関係は，「父字＋母字＝子字」であり，この用

法は，明治中期の日本文典における「父音＋母音＝子音」に継承されたが，

英文典では，採用されず，「子音＋母音＝音節」が一般的になった（「音節」

の使用は，次節で述べるように，明治後期からである）。今日では，日本

語学でも，�母音�に「母音」が，�子音�に「子音」が使われているが，

これは英語学（洋学）における，「母音」と「子音」の用法が取り入れら

れたものといえる。なお，内田（2008：24）は，consonantの訳語に，

「父音」ではなく，洋学に由来する「子音」が採用された理由について，

「父音」は「『ウ段音』という『単子音＋単母音』」であり，「反切を意識す

るときにのみ使用され，カ行以下45音を意味する『子音』を説明するた

めの概念」であるのに対し，「洋学者たちは音素文字の獲得によって現代

の子音の概念を手に入れた」からだとしている。しかし，この「父音＝ウ

段音」については，日本文典において，「父音」をウ段音（-uを含む音節）

と見ているものは，ごく少数であり，大多数の文典では，「父音」を �子

音�の意味で用いている。筆者が，明治初年から1900（明治33）年まで

に刊行された日本文典のうち，73種について調べた結果では，「父音」が

使われていた36文典のうち，はっきり「父音」をウ段音としているもの
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は4文典のみであった（井田秀生『皇国小文典』1894，遠藤国太郎・鈴木

重尚『日本文典教科書』1894，中邨秋香『皇国文法』1898，大林徳太郎・

山崎庚午太郎『中学 日本文典 上巻』1898）。日本文典には，「父音」につ

いて，次のような説明が多く見られる。

（例39） こゝにまた，五十音の外に，母音と配合して，子音を生する，

九個の声音あり。これを父音といふ。その音幽微にして，いまだ

明に，音声にあらはれたるものにあらず。されば，これにあつる

文字あることなし。今仮に，片仮字をもて，これを書きあらはす

時は，ク ス ツ ヌ フ ム ユ ル 于〔ワ行のウ〕九個の音の幽微

なるものなり。（落合直文・小中村義象『日本文典』1890：4）

（例40） 父音とは，母音と融合して，子音をつくる一種の音なり。その

音隠微にして，いまば，判然と口外にあらはれたるものにあらず。

／されば，また，これを標すべき文字あることなし。今，仮に，

片仮字を以て示すときは，五十音の宇列の，ク，ス，ツ，ヌ，フ，

ム，ユ，ル，ウ，の九個の子音より，母音を引き去りたる跡に残

れるもの，即ちこれなり。（大宮宗司『初等教育 日本文典』1894：

4）

これらの「父音」は，明らかに �子音�を表している。ただ，いずれに

しても，「父音」は「カ行以下45音を意味する『子音』を説明するための

概念」であり，�子音�を表す「子音」は，洋学者に由来するということ

はいえるようである。

3．音 節

次に，「音節」という語について見ていく。

『日本国語大』に挙げられている，「音節」の，現代的な意味（「言語に

おける音声の単位の一つ。ひとまとまりとして意識される音声連続。〔中
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略〕シラブル。」（同辞典「音節①」））における最も古い用例は，上田万年

『国語学の十講』（1916）の「日本の言葉は多音節主義である。一つの言葉

が多くの音節から成立つのを原則としてゐる」であるが，これは，先に挙

げた1909年の読売新聞の記事（例1～例4）よりも新しいものである。例

3に挙げた記事に，「音節」について，「語学者は普通にこれまで使用して

来たのだ。」とあることから，この語は，少なくとも，明治後期には，す

でに（「語学者」の間では）よく使われていた語だと思われる。しかし，

例4に「音調の曲折変化する調子だ。短くいへば音律だ，音階だ，音度だ。」

とあるように，「音節」の本来の意味は，「声，または音楽の調子。ふしま

わしやリズム。」（『日本国語大』「音節②」）であった。『日本国語大』には，

「日本にむぎつき歌と云も，何事をもうたへども，其音節がむぎつくにあ

うを云ぞ」（『四河入海』1534成立，慶長元和年間刊），「右之本頌句音節

墨譜等令加筆候」（浄瑠璃『新うすゆき物語』1741刊）などの例が挙がっ

ている（後者は，浄瑠璃本開板における常套句のようである（「ジャパン

ナレッジ」『日本古典文学全集』の「全文」検索による））。

この「音節」本来の意味は，中国から伝来したもので，『日本国語大』

や『辞源 第3版』（商務印書館2015）では，『後漢書』「禰衡伝」の「聞

衡善撃鼓，乃召為鼓吏，因大会賓客，閲視音節」〔衡の善く鼓を撃つを聞

き，乃
すなわ

ち召して鼓吏と為す。因って大いに賓客を会し，「音節」を閲視す。〕

が最古の例である。中国語には，今日でも，この用法が残っている（ほか

に，�音節�の意味でも使われる）。

�音節�の意味で使われる「音節」の用例は，1900年ごろから現れる。

（例41） 現今，学生ノ一般ニ学ブ，英語ナドノ如キ外国語ニアリテハ，

其ノ 音
サウンド

トイフモノハ，所謂 字 母
アルフ⌒アベ⌒ツト

ノ音ニシテ，通常，コノ

音ドモ相集リテ，一ノ合音ヲ成ス。之ヲ音節
シラブル

トイフ。（岡沢鉦次

郎『初等 日本文典 前編上』1900：34）

（例42） 今若し一塊の音を一音節と云ふとすれば，／父音はいつも母音

「母音」，「子音」，「音節」という用語について（阿久津） ―143―



と組みあつて一つの音節を成し，こゝに初めて，ことばの中へ用

ゐこまれるのが常であるから，（岡倉由三郎『発音学講話』1901：

111，113）

この「音節」は，従来からある「音節」とは別に，syllableの翻訳語と

して生まれたもののようである（syllableは，「『寄せ集められたもの，団

結したもの』が原義」である（『ジーニアス英和大辞典』））。

明治前期～中期の日本文典・英文典には，このほかに，�音節�を表す

のに非常に多くの語が使われている。なかでも，多いのは，「熟音」（大学

南校助教訳『格賢勃斯 英文典直訳 巻之上』1870が古い），「子音」（中金

正衡『大倭語学手引草 前篇』1871が古い），「子韻」（古川正雄『絵入智

慧の環 二編下 詞の巻』1871が古い）である（「熟音」は，日英両文典に

見られるが，「子音」と「子韻」とは，主に日本文典に見られる）。

それ以外に，次のようなものが現れている（各名称につき，文典名を1

つ挙げる。ほかの名称とともに現れる（単独では現れない）ものには，

（ ）を付した）。英文典（洋文典）には，「連綴」（亜遊居人『英学教授』

1871），「綴り」（山田正精訳『英学必携 上』1872），「（重音）」（片山清太

郎・堀江章一『独修新法 英語学全書 前編』1886），「綴字」（菊池武信

『英語発音秘訣』1886），「連字」（グールドブロヲン，長野一枝『英吉利文

典講義』1886），「綴音」（大石高徳『仏蘭西文法詳解』1899）などが使わ

れている。一方，日本文典には，「（複音）」（古川正雄『絵入智慧の環 二

編下 詞の巻』1871），「単音」（春山弟彦『小学科用 日本文典 巻一』1877），

「（単子音）」（大和田建樹『和文典 上巻』1891），「（合音）」（高津鍬三郎

『日本中文典』1891），「子母音」（大久保初雄『中等教育 国語文典』1892），

「（成熟音）」（小田清雄『応用 日本文典』1893），「（客音）」（秦政治郎『皇

国文典』1893），「（配合韻）」（豊田伴『新撰日本文典 上巻』1895），「成音」

（中島幹事『中学 日本文典』1897），「（複雑音）」（渡辺弘人『新撰国文典』

1897），「（綴字）」（上谷宏『中等教科 新体日本文典』1898）などが使われ
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ている（例3や例5の記述と異なり，�子音�に「熟音」を用いた例や，

�音節�に「父音」を用いた例は見られなかった）。英文典では，表記（つ

づり）に関係する名称が多く，日本文典では，音（構造）に関係する名称

が多く見られる。これは，英文典の関心は正書法にあり，日本文典の関心

は五十音にある（阿久津2017：32）という，両者の関心の違いを表して

いるように思う。

なお，大槻文彦の『広日本文典 別記』（1897）には，「音節篇（Pros-

ody.）の一篇は，却て文法科に属すべきものなれど，余が文典には，姑く

欠きたり。」（例言p.6）とあり，音節本来の意味に基づいた使い方が見ら

れる（大槻は，シラブルには「熟音」を用いている。例13参照）。

最後に，江戸時代～明治中期の対訳辞典，19世紀の英華字典を見てお

くと，「SYLLABLE切音，分音」（前出メドハーストの英華字典1847～

1848），「Syllable字符ノ綴リ」（前出『英和対訳袖珍辞書』1862，薩摩辞

書1869），「syllabe文字綴」（村上英俊『仏語明要』1864），「Syllable字，

字音，言之切音」（前出ロブシャイド『英華字典』1866），「Syllable音，

分音，切音．」（前出『英華字典集成』1899），「Syllable字音，連字」（柴

田昌吉・子安峻『附音挿図 英和字彙』1873），「Syllable字音，連字；単

字，単語」（島田豊・辰巳小次郎増訂『附音挿図 和訳英字彙』1888，イー

ストレーキ，棚橋一郎訳『ウェブスター氏新刊大辞書 和訳字彙』1888），

「Syllable字音，連字；単字，単音，単語」（島田豊纂訳『双解英和大辞

典 再版』1892）など，英文典同様に，表記に関係する名称が多く現れて

いる。英華字典で，「音節」が見られるのは，ヘメリング（赫美玲，K.

Hemeling）の『官話English-ChineseDictionaryoftheStandardChi-

neseSpokenLanguageandHandbookforTranslators』（1916）の

「Syllable�音，音節，綴音」であるが，おそらくこの「音節」は，日本

語の用法を借りたものであろう。その後，「音節」は中国語にも普及し，

言語学書にも，「音節」が現れるようになっている（黎錦煕「漢字革命軍
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前進的一条大路」『黎錦煕語言学論文集』商務印書館2004：31（1922初刊），

前出『中国音韻学研究』1940など）。

4．おわりに

「母音」，「子音」，「音節」がいつごろから使われるようになったのか，

同様の概念を表す別の言い方にはどのようなものがあったのか，それらの

語がどこから来たのかについて，これまで見てきたことをまとめておく。

「母音」と「子音」とは，vowel,consonantの翻訳語として，明治元

年ごろから使われ出した和製漢語のようである。「母音」（「母韻」）が日本

文典・英文典（洋文典）の両者で使われた語であるのに対し，「子音」

（「子韻」）は，当初，主に英文典で使われた語であった。日本文典では，

明治中期～後期に，「父音」が多く使われたほか，「発声」なども使われた。

これらの用語に見られる「父・母・子」は，反切用語に由来するもののよ

うである。

「音節」は，本来「ふしまわしやリズム」という意味の語であったが，

1900年ごろからsyllableの翻訳語として使われるようになった。それ以

前は，日本文典では，「子音」，「子韻」，「複音」，「単音」など，音（構造）

に関する名称が主に使われ，英文典では，「連綴」，「綴字」，「綴り」など，

つづりに関する名称が主に使われた（「熟音」は両者で使われた）。この両

者における名称の違いは，日本文典と英文典における関心の違い（日本文

典における五十音，英文典における正書法）を示すものだと思われる。

阿久津智（2017）「明治期の日本文典における音韻」『立教大学日本語研究』24

立教大学日本語研究会

内田智子（2008）「母音・子音の概念と五十音図」『名古屋言語研究』2名古屋言
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�研究ノート〉

共同研究 �諸文化圏・諸言語圏における女神�

ヒンドゥー教の祭礼における

女神たちの役割とお姿

ディーワーリー（燈火）祭，

ホーリー（迎春）など五つの祭礼の考察

坂 田 貞 二

Abstact

AmongmanyfestivalscelebratedbytheHindusinNorthIndia,thispaper

describesonlyfiveofthem mainlydedicatedtotheGoddessesinthis

manner:thedaysandthewaystheyarecelebrated,thestoriesontheir

originandthesongssungontheday.Thefiveareasfollows:

・Gangaur,inwhichthewivespraytoGanandhiswifeGaurforthe

longlivesoftheirhusbands.

・�S�tal�a�s�tom�,inwhichtheladiespraytothegoddessofsmallpox

�S�tal�anottoattacktheirfamilymembers.

・Va�tS�avitr�,inwhichthewivespraytotheGoddessandpiouswife

S�avitr�forthehealthylifeoftheirhusbands.

・D�w�al�,inwhichmenandwomeninvitetheGoddessofwealth

Lak�sm�totheirhomes.

・Hol�,inwhichmenandwomeninviteHolik�a,theGoddessof

spring/newyear.

Ontheoccasionsofthesefestivalsgoddesseslivingintheheaven

comedowntotheearthandmeethumanbeings.Thus,HinduFestivals

dedicatedtotheGoddessesprovideexcellentoccasionsforhumanbeings

tocomeclosertotheheavenlyGoddesses.

キーワード：ヒンドゥー教，北インド，女神祭礼，天界と人界，神と人の交流



［0］ 本稿の目的，考察の範囲，資料

本稿は，共同研究〈諸文化圏・諸言語圏における女神〉の一環として，

ヒンドゥー教徒が行う多数の祭礼のうち，北インドで祝われ，女神崇拝を

中心とする五つの祭礼について考察するものである。

祭礼が行われる日は，ヒンドゥー暦の白半月（新月から満月に向かう）

の幾日，黒半月（満月から新月に向かう）の幾日というように数えられる。

ヒンドゥー暦については，本稿［Ⅰ］のバーラハ（十二の）マーサー（月）

に示してある。祭礼の月と日は，つぎの①に例示した二例でわかろう。

ヒンドゥー教徒の祭礼は，祀られる神々の性別で分けるとつぎの三つに

なる。

① ラーマ王子の生誕を祝うラーム・ナワミー祭（ラーマ［生誕の

チェート月 白半月］九日），牧童クリシュナの生誕を祝うジャナム・

アシュトミー祭（クリシュナ生誕の［バードー月 黒半月］八日）の

ように，男神崇拝を中心に置くもの。

② シヴァ神とパールヴァティー女神の結婚を祝うシヴラートリ祭（シ

ヴァ神の夜）のように，男神と女神の両方を崇めるもの。

③ ガンガウル祭のように，女神を中心に置いて，妻が夫の長寿を願っ

てシヴァ神の妃ガウルに祈るもの。

本稿では，北インドのヒンドゥー教徒が女神を中心に置いて祝う，つぎ

の五つの祭礼について考察する。

Ａ．妻が夫の長寿をシヴァ神ガンとその妃ガウルに祈る，ガンガウル祭。

Ｂ．家族が疱瘡ほかの悪疫にかからないよう女性が，疱瘡の女神シータ

ラーに祈る祭り。

Ｃ．妻が夫の長寿を女神と貞女サーヴィトリーに祈る，ヴァト・サー
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ヴィトリー祭。

Ｄ．燈火で道を示して富の女神ラクシュミーをみなで家に招く，ディー

ワーリー祭（燈火祭）。

Ｅ．旧年の穢れをホーリカー女神に燃やしてもらい，人々が色水・色粉

をかけあって春・新年を迎える，ホーリー祭。

本稿はこれらの祭礼の個々について，それが行われる日，そのあらまし，

その祝いかた，その由来譚と祝い歌を示したうえで，女神が果たす役割と

その姿を記す。

これらの叙述の基本的な資料としては，筆者が日ごろ親しんでいる祭礼

解説書を用いる。それらの多くはヒンディー語で書かれているが，英語に

よるKaneの文献によることもある。それらを補うために，英語で書かれ

たインド古典の研究書や現代インド社会の調査報告書をも参照する。

2015年の中間国勢調査によると，インドの人口は12億8千万人を超え

ていて，そのうち共通ヒンディー語とその諸方言を話す人は4億人くらい

である。それらが話されている地域は，北インドのガンガー川とヤムナー

川の中流域，およびそれらを囲む丘陵・砂漠である。ヒンディー語はまた，

インド憲法によって「インド共和国の公用語」と定められている。

インドは多数の宗教を奉ずる人々が暮らす連邦で，そこにはヒンドゥー

教徒のほかに，回教徒，キリスト教徒，スィク教徒，仏教徒，拝火教徒な

どもいる。ヒンドゥー教徒はそのうち80パーセントほどで，10億人を超

えていた。

つぎの書は題名のとおりヒンドゥー教徒の祭礼に限らず，全インドの人々

の祭礼を取りあげているので，インドの祭礼の全貌を知るうえで有益であ

る。

UshaSharma,FestivalsinIndianSocietyVol.I&Vol.II,

NewDelhi:MittalPublication,2008.
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［Ⅰ］ 北インドの一年の季節と祭礼：サーヴァン月ではじまる

一年十二か月の歌バーラハ・マーサーの邦訳で知る

アーシャー・バハンとラードー・バハンの姉妹が著した『インドの斎戒

と祭礼 および女性による歌』には，115を超えるヒンドゥー教徒の祭礼

が説明されている。その書には，春にラーマ王子の生誕を祝って行われる

ラーム・ナワミー祭，夏に牧童クリシュナの生誕を祝って催されるジャナ

ム・アシュトミー祭など，男性の神々を中心とする祭礼が多く取りあげら

れている。しかしその書は，春にシヴァ神ガンとその妃ガウルを祀るガン

ガウル祭や秋に富の女神ラクシュミーを招くディーワーリー祭など，女神

を中心に置く祭礼をも少なからず取りあげている。

ところで，北インドの一年の季節の移りかわりと月ごとの祭礼のあらま

しを知るうえで有益な詩のジャンルに，バーラハ・マーサーがある。バー

ラハ（十二の）マーサー（月）は，14世紀ころから今日までのヒンディー

語地域で親しまれている。その歴史的な展開については，近刊の

［Sakata2018］に述べておいた。

バーラハ・マーサーがどの月からはじまるかを見ると，春のチェート月

（グレゴリオ暦を基とする太陽暦で3～4月）にはじまるものが多いが，雨

期のサーヴァン月（7～8月）にはじまるもの，初秋のアサウジュ月

（9～10月）にはじまるもの，晩秋のカーティク月（10～11月）にはじま

るものなどもあり，はじまりの月はさまざまである。

下に掲げるのは，アーシャーとラードー姉妹が著した『インドの斎戒と

祭礼 および女性による歌』（pp.281～283）に収められたのを訳したもの

で，雨期のサーヴァン月（7～8月）にはじまる。雨期に家を発って旅に

出たクリシュナを，恋する女性が帰宅を待ちわびる心細い思いを，親しい

女性の「お友だち」に呼びかける形式をとっている。
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邦訳では，月の名と祭礼を太字で示す。［ ］内は訳者による補足説明。

サーヴァン月にはじまるバーラハ・マーサー

シトシト シトシト雨が降っています お友だち，池の水かさが上ってき

ました。

はじめはサーヴァン月です，［夫の長寿をパールヴァティー女神に祈る］

ティージュ祭です。

クリシュナさまが家におられたら，あたしもクリシュナさまとブランコ

をします。

シトシト シトシト雨が降っています お友だち，池の水かさが上ってき

ました。

二番目の月はバードー月です お友だち，夜にはあたりが真っ暗になり

ます。

クリシュナさまが家におられたら，あたしもいっしょに燈火を点します。

（各月の終末で「シトシト」とはじまる行は，第一の月サーヴァンと同じものが

繰りかえされるので，11番目のジェート月まで省略する。）

三番目はアソージュ月です お友だち，希望の月になりました。

クリシュナさまが家におられたら，［ラーマの勝利の祭り］ダシャヘラー

をともに祝います。

四番目はカーティク月です お友だち，［燈火で富の女神を招く］ディー

ワーリーを祝います。

クリシュナさまが家におられたら，ディーワーリーをともに祝います。
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五番目はアガハン月です お友だち，この月には夫の幸せを祈ります。

クリシュナさまが家におられたら，あたしもお化粧してその方の幸せを

願います。

六番目はポーフ月です お友だち，寝床を立派に飾ります。

クリシュナさまが家におられたら，あたしも寝床を飾っていっしょに休

みます。

七番目はマーグ月です お友だち，寒い冬になりました。

クリシュナさまが家におられたら，寝台に厚い布団をかけていっしょに

寝ます。

八番目はファーグン月です お友だち，［旧年の穢れを焼き払う］ホーリー

祭を祝います。

クリシュナさまが家におられたら，色水・色粉をかけあうでしょう。

九番目はチェート月です お友だち，［男児が］テースーを祝います。

クリシュナさまが家におられたら，布を染めて祝いの支度をします。

十番目はヴァイサーク月です お友だち，みなが花園を造るときです。

クリシュナさまが家におられたら，わたしも腕輪でお洒落をします。

十一番目はジェート月です お友だち，朝から熱風が吹きあれます。

クリシュナさまが家におられたら，団扇で扇いでさしあげます。

十二番目はアーシャール月です お友だち，厚い雲が空を覆います。

クリシュナさまが家におられたら，小屋を建てていっしょに空を見ます。
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クリシュナさまはきょうも戻られません，旅で道に迷われたのかと心配

です。

薔薇の花を背の君と思い，お会いしたいと待ちのぞみます。

シトシト シトシト雨が降っています お友だち，池の水かさが上ってき

ました。

上に訳した「サーヴァン月にはじまるバーラハ・マーサー」には，夫の

長寿を妻が祈るティージュ祭，ラーマが羅刹ラーヴァナに勝利したことを

祝うダシャヘラー祭，燈火で富の女神を招くディーワーリー祭，旧年の穢

れを焼き払うホーリー祭，男の子たちが歌いながら家々を巡って穀物をも

らうテースー祭の五つだけが取りあげられている。いっぽう本稿で説明・

考察する女神を中心とするヒンドゥー教徒の祭礼のうち，ガンガウル祭，

シータラー女神祭，ヴァト・サーヴィトリー祭が，この歌では言及されて

いない。

しかし115を超えるヒンドゥー教徒の祭りを取りあげたラードー姉妹に

よるこの祭礼手引書には，それらも記述されている。一年十二ヶ月の歌は，

長さに制約があるなかで詠われたものなので，主要な祭礼みなを含められ

なかったのであろう。

［Ⅱ］ 主に女神崇拝をする五つの祭礼

この章では，北インドで主に女神を崇めるヒンドゥー教徒の五つの祭礼

をとりあげ，それが行われる日，そのあらまし，その祝いかた，その由来

譚と祝い歌を示したうえで，女神が果たす役割とその姿を考察する。

フリード夫妻はデリー近くの北インドの村で調査して，『北インドのあ

る村におけるヒンドゥー教徒の祭礼』という報告書を公刊し，その村で行

われる祭礼をつぎの四つに分類している［Freed,StanleyA.andRuthS.

ヒンドゥー教の祭礼における女神たちの役割とお姿（坂田）―155―



Freed,pp.26�35］。

① 繁栄・豊穣の祈願と災禍からの庇護を願う祭礼（燈火の祭りディー

ワーリー，疱瘡の女神シータラーの祭りなど）。

② 神々を敬する祭礼（クリシュナ神が生誕した日を祝うジャナム・ア

シュトミー祭，ラーマが羅刹に勝利したのを祝うダシャヘラー祭など）。

③ 春の到来を祝うホーリー祭。

④ 人の触れあいと死者を悼む祭礼（姉妹が兄弟の右手首に力紐を結ぶ

ラーキー祭，亡くなった先祖を供養するシュラーッダなど）。

フリード夫妻の調査報告書には例示されていないが，本稿で取りあげる

祭礼に，妻が夫の長寿を祈るガンガウル祭，妻が夫の無事と長寿を願うヴァ

ト・サーヴィトリー祭がある。これらはフリード夫妻による分類では，①

の「繁栄・豊穣の祈願と災禍からの庇護を願う祭礼」に該当するであろう。

以下に，北インドのヒンドゥー教徒が女神を中心に置いて祝う祭礼五つ

を取りあげ，人間の女性がなにを願いつつ女神らを崇め拝するのかに注目

する。

Ａ．ガンガウル祭（シヴァ神ガンとその妃ガウルの祭り）＝妻（や娘）

が夫（になる人）の健康と長寿を，シヴァ神ガンとその妃ガウル神

に祈る祭り

ガンガウル祭は，ヒンドゥー暦で第一の月チェート白半月の三日（太陽

暦で3月下旬）に，夫が元気で暮らす妻や結婚適齢期の女子が行う祭礼で

ある。ガンは衆を率いるシヴァ神の別名であり，ガウルは色白なその妃パー

ルヴァティー女神の別名である。

故事によれば，シヴァ神が妃のパールヴァティーに無尽の幸いを与える

と約束したことにちなみ，それに感激したパールヴァティー妃が自分に与
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えられた幸いを多くの女性に届けたいと願ったことから，この祭礼がはじ

まったとされる。

この祭礼の日にその場を通りかかれば，祝いの衣装で着飾った女衆が頭

のうえに水を入れた壺を載せ，晴れやかに歌を詠っているさまに出逢うで

あろう。

祭礼の祝いかた

① 祭礼の日に夫が健在な妻と結婚適齢期の女子は，砂でガウル女神の

像を造る。

② 女衆は砂のガウル女神の像に，ガラスの腕輪，髪の分け目に塗る朱，

櫛などのめでたい物を捧げて化粧させる。

③ その日に夫が健在な妻と結婚適齢期の女子は，お昼まで絶食する。

④ 女衆はお盆に載せた白檀，米，花などを，ガウル女神像に捧げて拝

む。

⑤ 女衆はお昼すぎに，それらのお供物のお下がりで昼食を摂る。

⑥ 女衆は祭礼の由来譚を年長の女性から聴く（後掲）。

⑦ 女衆はガウル女神像から髪の分け目の朱をいただいて自らの髪につ

け，夫（になる人）の健康と長寿を願う。

⑧ 最後に砂のガウル像に，壺に入れて運んできた水を飲んでいただき，

像を川か湖に流す。 ［Trip�a�th�pp.35,36］

祭礼の由来譚，祭礼の歌

チェート月の白半月三日にガン神とその妃ガウル女神が，ナーラダ仙を

伴ってある村に着きました。村の女衆が一行の歓迎のために，白檀，米，

花などをお盆に載せて差しだしました。ガウル女神はそれらを悦んで享け，

彼女らに夫の長寿を祝福する鬱金
う こ ん

を振りかけました。

そのあとで村の良家の女衆が，金や銀でできた立派なお盆にお供物を載
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せて差しだしました。それを見た夫のガン神は心配して，「鬱金はさきほ

ど振りかけたから，もうない。どうしよう？」とガウル女神に問いました。

ガウル女神は自分の指を切って，そこから出た血を良家の女衆に振りかけ

て祝福しました。

それから女神は川に行き，沐浴して身を浄めてからシヴァ神ガンの像を

砂で造り，拝みました。そのさまを見て感激したシヴァ神は，こう祝福し

ました，「われを崇め，なれを拝する女衆の夫は不滅の生を享け，生死の

悩みのない涅槃の境に達するであろう。」

同行したナーラダ仙はガウル女神に，「あなたさまは秘かに背の君の幸

いを祈られました。あなたさまと同じようにする女衆の背の君はみな，長

寿を愉しむでしょう」と言いました。

それからというもの，女衆はこの祭礼を行うようになりました。

［Ga�ngr�a�re（ガングラーレー）によると，この詳細は

『スカンダ・プラーナ』カーシー巻の後編80章に記述］

妃のガウル女神さまとシヴァ神のガンさま，どうぞ扉を開けてください。

廟の外にお供物を載せたお盆を，ガン神さまとガウル神さまのために置

きました。

女衆はガンとガウルを拝し，祝福してくださいとお願いします。

あの人は「お米や野菜をください」と，富や宝を願います。

（続く9行略） ［Bhans�ar�p.31］

ガンガウル祭での女神ガウルの役割と姿

ガウル女神はここで，自分を敬愛してお供物を捧げる女衆のだれにも優

しくし，またそういう自分を支えてくれる夫のガン神を秘かに敬っている。

女神が夫を敬うという由来譚は，人間の妻の姿でもある。

なお祭礼の祝い歌は，祀られている廟の扉を開け「ガン神とガウル女神
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は，わたしたち女衆が用意したお供物をお食べください」と請う点では祭

礼の趣旨に添っているが，6行目の「あの人は富や財宝を願います」とい

う部分は，夫の長寿を祈る趣旨から外れている。民謡ではこのように，祭

礼の本旨から外れて，詠い手の本心がほとばしりでることがあるらしい。

この祭礼のときに富と財宝を願う類似の歌がブラジュ地方でも詠われてい

ることが，�Ac�aryap.78にも述べられている。

Ｂ．シータラー女神祭＝家族が疱瘡ほかの悪疫にかかったり，不幸になっ

たりしないよう女性がシータラー女神に祈る祭り

ヴァイサーク月黒半月八日（4月中旬）に，夫が健在な妻や子をもつ母

親が，疱瘡の女神シータラーに祈って宥める祭礼である。気温が40度を

超える真夏の5月は，かつての北インドでは疱瘡が流行る時期であったの

で，その時期を控えたこのころに疱瘡の女神シータラーを宥めるのである。

シータラーはデーヴィー（女神）であり，またマーター（母）でもあるが，

皮肉なことにシータラーという語は形容詞�s�tal（シータル，冷たい）か

ら生じた女性名詞形である。察するにその名は，疱瘡の高熱からシータル

な状態にしてくれるようシータラー女神やシータラー母に祈るという，人

間の妻や母の気持ちに発しているのだろう。

祭礼の進めかた

① この祭礼の日には，竈に火を入れて煮炊きすることを慎む（料理は

前日にしておく）。

② 当日は沐浴して身を浄めた女性が，シータラー女神の姿を想像する

（女神は駱駝に乗り，片手に箒，片手に水壺を持つとされる）。

③ シータラー女神に白檀，凝乳，米，花，水などを供える。

④ シータラー女神に，夫や子どもが疱瘡にかからないよう祈る（なお

疱瘡の患者がいる家では，この祭礼をしてはならない）。
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⑤ 祭礼の由来譚を年長の女性から聴く。

［R�sikum�ar�Sarm�app.21,22.KaneV�1p.428］

祭礼の由来譚，祭礼の歌

人々の幸いを願い，法の導きに従うインドュムヌ王には，王女と王子が

一人ずつ授かりました。王女がカウンディニャ国の王子と結婚し，嫁ぎ先

に行く吉兆のときがシータラー女神の祭礼と重なりました。それで王は祭

礼をさきに行い，そのあとで王女を出すことにしましたが，それはもう吉

兆のときでなくなっていました。

それが心配な王は，一向とともに僧を行かせました。僧は奥方も連れて

行きました。

森で一行が止まったときに，僧は疲れはてて菩提樹のしたで眠ってしま

いました。その間に王女は女衆とともに，神さまを拝するために神殿に行

きました。

戻ってくると僧は，樹にいた毒蛇に噛まれて死んでいました。僧の妻は

悲しんで，殉死しようとしました。王女はそのさまを見て，シータラー女

神を念想して祈りました。それに応えて老婦人の姿をした女神が現われ，

「なれが食を絶ち僧の妻の平安を願うなら，僧は生きかえるであろう」と

言いました。王女がそうすると，僧は生きかえりました。

ところが王女が夫の王子のところに戻ると，王子も毒蛇に噛まれて死ん

でいました。そこで王女は嘆いて，「死んで夫のもとに行きます」と言い

ました。その声を聞いて老婦人が現われ，「シータラー女神を敬してお供

物をあげるなら，あなたの苦痛はなくなりましょう」と告げました。王女

が女神にお供物をあげ死んだ夫を起こすと，夫は生きかえりました。

［KaneV�1p.428によると，A.K.Senの『ベンガル語と文学の歴史』

に『シータラー・マンガラ』の写本について詳述されている。］
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女神が怒りだしたらば，大好きな人参を上げましょう。

どうぞお受けとりください，女神さま。

女神が怒りだしたらば，砂糖キビを上げましょう。

怒りがすっかり治まったら，女神さまはゆっくり寝てください。

金と銀の耳飾りを女神さま，どうぞお受けとりくださいな。

［MadanL�al�Sarm�app.78,79］

シータラー女神祭での女神シータラーの役割と姿

疱瘡を広めるシータラーは，人々にとって恐ろしい存在であり，また機

嫌がよいときには疱瘡や死から人を護る女神でもある。女神のご機嫌をと

るのは，妻・母の仕事である。そのさまは祈りの歌で，女神に人参や砂糖

キビを上げて喜んでもらおうとしていることに，見てとれる。

Ｃ，ヴァト・サーヴィトリー祭＝妻が夫の無事と長命を願い，サーヴィ

トリー女神とその夫の創造神ブラフマーに，また貞女サーヴィトリー

とその夫のサティヤワーン王子にも祈る祭り

ヴァト・サーヴィトリー祭は，ヒンドゥー暦で第三月ジェートの新月の

日（5月下旬）に，夫が存命する妻が行うのが原則の祭礼で，妻は夫の長

寿を祈る。夫に先だたれた寡婦や婚前の娘もこの祭礼を行い，息子たちの

長寿や将来の夫の長寿を祈ることができる。

ヴァト（va�t，サンスクリット語ではva�taヴァタ）は聖なる菩提樹を

指す。幹の直径が1～2メートル，高さは20メートルになる。釈迦族の王

子はボードガヤーのこの樹のもとで瞑想して悟りを開き，覚者（ブッダ＝

仏陀）となった。サーヴィトリーは王妃が敬う女神であり，また王と王妃

に授かった娘の名でもある。
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祭礼の進めかた

① 祭礼を執りおこなう女性は，早朝に沐浴して身を浄める。

② 竹の籠に砂を入れて，菩提樹の近くに置く。砂で創造神ブラフマー

の像を造り，その隣りに配偶神サーヴィトリーの像を造って置く。

③ 別の竹籠に入れた砂で，サティヤワーン王子とサーヴィトリー王女

の像を造る。

④ 水の入った壺を持って，菩提樹のところに行く。

⑤ 女性は夫と息子たちの長寿・無病息災・来世の幸運を願って，「わ

たしはサーヴィトリーさまを拝します」と唱えながら，菩提樹の根の

周りに水を撒く。

幹には鬱金の朱をつけ，米や黒糖をお供物として上げる。そしてサー

ヴィトリー女神とブラフマー神，サーヴィトリー王女とサティヤワー

ン王子を拝む。

⑥ 一家の儀礼をしてくれたバラモン僧に，ご馳走する。

⑦ そのあとで，祭礼の由来譚を年長の女性から聴く。

［Trip�a�th�pp.67,68.Ga�ngr�a�repp.50,51］

祭礼の由来譚，祭礼の歌

アシュヴァパティ王には子がいませんでしたが，妃とともにブラフマー

神の妃サーヴィトリー女神に願って王女を授かりました。サーヴィトリー

女神のおかげで得られた子なので，王女の名もサーヴィトリーとしました。

王女が年頃になったのでアシュヴァパティ王は，ドゥユムトセーン王の

一人息子サティヤワーン王子と自分の娘の縁談を結びました。ところが全

知のナーラダ仙に訊ねると，「王子はあらゆる徳を備えているが，一年後

には死ぬ運命にあるので，この縁談はないことにしたほうがよい」と言わ

れます。しかし王女サーヴィトリーは，「その方と添いとげます」と言っ

て譲りません。
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結婚して王子の死期が近づいたある日，二人は森に行きました。王子はそ

のとき頭に激痛を覚え，妃の膝にもたれて横になりました。そこに死の使

者の閻魔がきて，王子の生命を抜いて立ちさりました。夫を救いたい一心

の王女は，閻魔のあとについて行きます。

そのさまにほだされた閻魔は､王女に「二つの願いをなんでも叶える」

と約束しました。そこでサーヴィトリー王女は，第一に夫の盲目の両親の

目が見えるようにすること，第二に夫の父の王が失った国を回復させるこ

とを願い，叶えられました。それでも王女は閻魔について行きます。そこ

で閻魔は「もう一つだけ，どういう願いでも叶えよう」と約束しました。

王女は「夫とのあいだに百人の息子をお授けください」と願いました。王

子が倒れた菩提樹のところに王女が戻ると，王子が息を吹きかえしていま

した。

［KaneV�1pp.91�94によると，この由来譚は『マハーバーラタの

第III巻「森林の巻」にあるとのこと。念のために上村勝彦による

その邦訳を見ると第四巻pp.352�379に詳しく述べられている。］

菩提樹を崇めるお祭りの日がきました。

綿の布を黄色く染めます。

菩提樹の周りを巡ります。

一周目には髪の分け目に朱を付けます。

二周目には腕輪を着けます。

三周目には額に朱を，四周目には足の親指に銀の輪を。

五周目には菩提樹にお水や牛乳を注ぎます。

六周を終えたら婚家に戻り，夫の幸せを祈ります。

［Rohatg�p.467］
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ヴァト・サーヴィトリー祭での女神サーヴィトリーの役割と姿

この祭礼で注目すべきは，女神と貞女がサーヴィトリーという同じ名前

を持っていることである。両親がサーヴィトリー女神に祈って授かった娘

に，女神と同じ名をつけるのは自然かもしれない。

その娘が死神の閻魔から約束を引きだして，命を失った夫サティヤワー

ン王子を生きかえらせたという話は，女性を力づけるものとなろう。

「菩提樹を崇めるお祭りの日がきました」ではじまる歌は，その祭礼を

行う女性がどういう風に行動するかを，「一周目には」以下で具体的に示

している。歌や韻文はしばしば，無文字社会での記憶を正確に伝える手段

となる。

Ｄ．ディーワーリー祭＝燈火で道を示して富の女神ラクシュミーを自分

の家に招く祭り

秋のカーディク月黒半月の新月の夜（10月上旬）に，人々は燈火を門

から家まで並べ，富の女神ラクシュミーを招く。家の輪郭も燈火で示す。

新月の夜にこうして，家への道と家が鮮明に浮かびあがる。ラクシュミー

女神が道を誤ることなくわが家にお出でくださるだろうという気持ちが，

そこに見られる。

祭礼の進めかた

① 家の壁をきれいにし，雨期にたまったゴミを片づけて，富の女神を

迎える支度をする。

② 富の女神ラクシュミーと象頭人身のガネーシュ神の像を置き，水，

米，果物，砂糖などのお供物をあげる。

③ はじめに男性が，そのあとで女性が神々を拝み，「富をもたらし，

貧乏神を追いはらってください」と祈る。

④ それから燈火を家の四隅に置いて，ラクシュミー女神を招く。
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⑤ この祭礼の由来譚を，年長の女性から聞く。

［Ga�ngr�a�repp.112,113］

祭礼の由来譚，祭礼の歌

あるとき悪魔のバリが，ラクシュミーを含めた神々と女神らを牢獄に閉

じこめました。ラクシュミー女神の夫で宇宙を守護するヴィシュヌ神が，

小人の姿でバリを縛りつけ，牢獄から神々と女神らを解放しました。

そのあとラクシュミー女神は，解放された神々と女神らとともに乳海で

休息すべくそこに行かれました。しかし富を願う人々は，女神に余所に行

かれると困るので，女神の好きなお供物を捧げ，燈火で導いて自分の家に

来ていただくのです。

［KaneV�1pp.194�201によると，『ヘーマードリ・プラーナ』

「祭礼」I巻に詳述］

片目の羊みたいな貧乏神は，さっさと消えなさい この家から。

おまえなんかに用はない，［富の女神］ラクシュミーがいればよい。

さっさと出ていきなさい，棒で打たれて痛い目に遭わないうちに。

ラクシュミー女神がおわすところに，おまえなんかいられない。

こんどこの家にきたならば，棒で打ってやっつけるわよ。

おまえなんか置いとけない，箒で叩きだしてやるからね。

［R�sikum�ar�Sarm�ap.126］

燈火祭での女神ラクシュミーの役割と姿

雨期に家も周りも汚れたのをきれにし，新月の闇夜に燈火で道とわが家

をくっきりと浮かびあがらせて，富の女神を家に迎える。雨期から秋への

移行の祭礼としてこれがさかんに祝われるのは，納得できる。

ディーワーリーの由来譚で「女神に余所に行かれると困る」とし，歌で
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は「貧乏神はこの家を去り，［富の女神］ラクシュミーにいて欲しい」と

言っている。これはまさに，この祭りを祝う人たちの気持ちである。

Ｅ．ホーリー祭＝旧年の穢れをホーリカー女神に燃やしてもらい，人々

が色水・色粉をかけあって春の到来を祝う祭り

ホーリー祭は，ヒンドゥー暦の最終月ファーグンの満月に行われる（3

月中旬）。その支度はしかし，八日まえ（ファーグン月の白半月八日）に

はじまる。ホーリー祭の翌日は，ヒンドゥー教徒にとって新年になる。ホー

リカー女神が旧年の汚れを燃やすのがホーリー祭，翌日が新年となれば，

ホーリー祭の日は日本の大晦日にあたる。

祭礼の進めかた

① 本祭の八日まえに，任命された人が町や村の辻に木の枝を埋める。

② 本祭までのあいだにみなが，草木やガラクタなど穢れたものを辻に

置く。

③ 辻に木の枝を埋めた人は，本祭の日に沐浴・斎戒してホーリー祭を

はじめる誓いを立てる。

④ 人々は木で小さな刀を作って男の子たちに渡し，男の子たちが思いっ

きり遊んであたりを賑やかにするよう仕向ける。

⑤ 人々はホーリカー女神の等身大の像を，木の枝を埋めた場所に立て

る。

⑥ ホーリカー女神像に浄水を振りかけてから，女神を拝む。

⑦ 穢れた人（例えば不可触民や産後まもない女）の家の竈から，火を

もってきて枯れ木に点ける。

⑧ 火が女神の像を包むようになったら女神を拝み，その周りをみなが

並んで三周する。

⑨ 水を撒いて火を治め，残り火を各自の家に持ちかえって竈に入れる。
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⑩ そのあとの夜とつぎの日の午前中に，人々は色水・色粉をかけあう。

⑪ つぎの日の午後は新年なので，みなは沐浴して身を浄め，新たな衣

装に身を包んで，家祭僧・上司やふだんお世話になっている人に挨拶

に行く。 ［Trip�a�th�pp.304�308］

祭礼の由来譚，祭礼の歌

ホーリー祭の由来譚としていくつもの話が伝えられているが，以下にはそれらの

うちで最も広く伝えられているものを，一話だけ記す。

羅刹の王ヒランニャカシプには，プラフラードという名の男子がいまし

たが，その子は正義の維持神ヴィシュヌに信を寄せていました。父のヒラ

ンニャカシプにヴィシュヌ神への信仰をやめるように言われても，プラフ

ラードは父の言に従いません。

そこでヒランニャカシプは息子を殺すことにし，自分の妹ホーリカーに

「プラフラードを抱いて火のなかに座れ」と命じました。ホーリカーは火

中でも無傷でいられ，プラフラードが火で死ぬはずだったのです。しかし

かれが火中でヴィシュヌ神を念想したので，かれは無傷でいられ，ホーリ

カーが焼け死にました。

［KaneV�1pp.237�241によると，『ヘーマードリ・プラーナ』

の「祭礼」II巻に詳述。］

ホーリー祭です，賑やかに詠って色水・色粉をかけあいましょう。

肌白の娘さんが家を出ました，水鉄砲に色水をいっぱい入れて。

色水をかけました相手の男の人に，色粉もいっぱいかけましょう。

ヴェールを外して顔を見せなよ娘さん，怖がらないでこっちへおいで。

［�A�s�aBahan&L�a�doBahan,p.288の4］
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ホーリー祭での女神ホーリカーの役割と姿

ホーリカーはこの祭りで，火中で焼け死ぬ。薪や旧年の襤褸などがとも

に焼かれることを勘案すると，ホーリカーは旧年の穢れと解されているこ

とが明らかである。

この祭礼には，過ぎさる歳の穢れを焼きはらい，若芽・若葉が膨らんで

くる春の到来を祝う意義があるようだ。

春は人々の心身を明るくする。また若い男女にとっては祝い歌にあるよ

うに，色水・色粉に託して心のうちを伝える機会でもある。類似の歌に，

牛飼いの頭の子クリシュナと恋人ラーダーが色水・色粉をかけあうという

のもある［�A�s�aBahan&L�a�doBahan,p.288の3,5］。

［Ⅲ］ 結び：五つの祭礼で祈願の対象と祈願する人

本稿では北インドのヒンドゥー教徒が祝う祭礼から，主に女神を崇める

次の五つについて，それが行われる日，その祝いかた，由来譚と祝い歌を

示したうえで，女神が果たす役割と女神の姿を考察してきた。

Ａ．妻がシヴァ神の妃ガウルに夫の長寿を祈るガンガウル祭。

Ｂ．家族が疱瘡ほかの悪疫にかからないよう女性がシータラー女神に祈

る祭り。

Ｃ．妻が夫の長寿を女神と貞女のサーヴィトリーに祈るヴァト・サーヴィ

トリー祭。

Ｄ．燈火で道を示して富の女神ラクシュミーをみなで招くディーワーリー

祭（燈火祭）。

Ｅ．旧年の穢れをホーリカー女神に燃やしてもらい，人々が色水・色粉

をかけあって春の到来を祝うホーリー祭。

以下ではおのおのの祭礼で，祈願するのがだれかを中心に見てゆく。
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A.のガンガウル祭，B.のシータラー女神祭，C.のヴァト・サーヴィト

リー祭の三つは，主に女神を崇めるものである。崇め祈願するのは，妻や

母という女性である。

D.のディーワーリー祭（燈火祭）とE.のホーリー祭の二つの祭礼は，

主に女神を崇めるものであるが，崇める人は老若男女のだれでもよい。つ

まりこれらは，すべての人が祝う祭りである。

C.のヴァト・サーヴィトリー祭では，崇拝の対象に樹木という自然を

も含むこと，サーヴィトリーが女神の名であるとともにその女神に祈願し

て授かった王女の名でもあることに，注目しておきたい。自然を人々が身

近に感じ，女神と貞女を重ねたいという女性の願いがここに見てとれる。

これも含んだ五つの祭礼での女神は，人に姿を見せて人に語りかけている。

つまり神官やバラモンなど仲介する専門家なしに，人々は神々と語りあえ

るのである。このことはここに取りあげなかったものも含めて，ヒンドゥー

教徒の祭礼の多くについても言える。

神々はいつもは天界におわすのだが，祭礼のときには人々の勧請に応え

て地上の人間界にお運びくださる。祭礼というのはこうして，神々と人々

が触れあうことのできる特別な機会なのだ。

本稿ではそれぞれの祭礼のときに詠われる歌を，一つずつ訳して掲げた。

民謡集や祭礼手引書などに載せられたそれらの歌は，現今のヒンドゥー教

徒が祭礼をどのように祝っているか見せてくれる。祭礼の由来譚の多くが，

4世紀から14世紀ころまでのプラーナ（古譚）文献に依拠していること

と対照的である。

本稿ではこうして，由来譚によって古い時代の思潮を知り，歌によって

今日の民の心情を知ることができた。このことに，本稿の一つの意義があ

ろう。

なおヒンドゥー教徒の祭礼には，それを祝う人の階層・身分が限られて

いるものがある。本稿ではそのことについての言及・考察ができなかった。

ヒンドゥー教の祭礼における女神たちの役割とお姿（坂田）―169―



そのことについては，フリード夫妻がデリー近郊の村で調査した報告があ
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�抄 録�

「英語で授業をする」ことに

関する研究

高校生の意識調査から

保 坂 芳 男

Abstract

Thecourseofstudy（2009）hasrequiredEnglishteacherstouseonly

Englishinclassathighschools,inprinciple.AsWatari（2011）mentioned,

thereislittleempiricalresearchonteachingEnglishthroughEnglish

（TETE）.

Ihave,therefore,decidedtodoresearchonTETEwithafocuson

highschoolstudents.Firstly,Icollectedthedataatahighschoolina

prefectureofTohokuareafrom2ndyearand3rdyearstudents.Theformer

werethefirststudentstobeinfluencedbythenewcourseofstudy.

ThequestionnairewasdevelopedbyMr.Uenishi（2011）.Irevised

sometofitmyresearchdesign.Firstly,exploratoryfactoranalyseswere

conductedaftercollectingthedata.Thenthreefactorswereyieldedfrom

2groups.Theyareasfollows:（1）Explanation（allEnglish）,（2）Introduc-

tionand（3）Environmentfrom the2nd yearstudents,and（1）Environ-

ment,（2）Explanation（allEnglish）,（3）Review from the3rd students.

Secondly,at-testwasconductedtoclarifythedifferencebetweenmale

andfemalestudents.Thirdly,ANOVAwereconductedusingmajors,in-

terest,orproficiencyinEnglishasindependentfactors.

Theresultshaveshownthatthereisnosignificantdifferencebe-

tweenmaleandfemalestudents.Generally,studentswithhigherinterest

orhigherproficiencyinEnglishpreferteachersusingTETE.



1．はじめに

2009年，高校用の学習指導要領（外国語）が告示された。その新学習

指導要領は，2013年から学年進行で実施されており，2016年3月に第一

期生が卒業した。

2008年に告示された当時，「授業は英語で行うことを基本とする」が話

題になり，英語教育関連の雑誌や，シンポジュウムで白熱した議論が交わ

された。

筆者は大学で教員養成に携わっており，毎年，都内の中学，高校の教育

実習を訪問する機会が多い。

告示当初は，喧々諤々とした議論をよく聞いていたが，最近では，以前

と余り変わっていない教育現場を見ることが多いように思う。

学校教育の主人公は生徒である。そうだとすれば，「英語で授業をする」

ことに関して，当事者の生徒はどう考えているのか，第一期生が卒業した

現在，調査する必要があると思い，本研究を始めることにした。また，亘

理（2011）が述べているように，授業を英語で行うことが効果的であると

いうことは実証されていないことも本研究を行った主な理由の1つである。

2．先行研究について

2．1 学習指導要領について

学習指導要領が高校の英語教師に「授業は英語で行うことを基本とする」

ことを求めた理由は以下のとおりである。

英語に関する各科目については，その特質にかんがみ，生徒が英語に

触れる機会を充実するとともに， 授業を実際のコミュニケーション
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の場面とするため，授業は英語で行うことを基本とする。

その際，生徒の理解の程度に応じた英語を用いるよう十分配慮するも

のとする。

告示当時反響が大きかったので，『高等学校学習指導要領解説 外国語

編・英語編』（文部科学省，2010）には以下のような説明がある。

訳読や和文英訳，文法指導が中心とならないよう留意し，生徒が英語

に触れるとともに，英語でコミュニケーションを行う機会を充実する

ことが必要である。（略）これらのことを踏まえ，言語活動を行うこ

とが授業の中心となっていれば，文法の説明などは日本語を交えて行

うことも考えられる。（pp.50�51）

つまり英語はコミュニケーションの道具であり，日本の言語環境の中で

は英語を普段使う機会が少ないので，せめて学校現場ではできるだけ英語

を使って欲しいということである。ただし，文法の説明等は日本語を交え

て行っても良いが，日本語だけの授業は駄目であるということである。

2．2 上西（2011）より

上西は，以前高校の教員であった利点を生かし，いち早くこの問題に取

り組んだ。上西は学習指導要領の告示後に，英語教師43名，高校生338

名に質問紙調査を行った。その結果，以下の2点が明らかにされた。

① 高校1年生と2年生を比較した場合，1年生は全体的に英語での授

業を希望しない傾向にあった。一方，2年生は，受験との関連が高い

と思われる項目（文法説明など）は英語での授業を希望しない傾向に

あった。
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② 「英語授業を英語で行う」ことに対して教師と生徒の意識には共通

点が見られ，全体的に否定的な考えを持っている。しかしながら，教

師は，授業内容に関係ない場面では英語使用を肯定的にとらえている。

調査した高校の偏差値，回答した高校生の英語力や英語に対する興味と

の関係が気になるところではあるが，大変興味深い結果となっている。本

研究では上西（2011）が作成した質問紙を参考にした。

2．3 Shin（2012）より

韓国における大変興味深い調査研究である。Shinは，韓国の高校の英

語教員で，勤務当初は英語での授業を意欲的に行っていたが，しばらくし

て母語（韓国語）の授業に切り替えた若い英語教員16人に調査を行った。

対象は，勤務3年未満，英語力がNS並みに高い高校の教員である。

対象者の英語教員のうち9人は，1か月以内に母語による授業に切り替

えている。その理由は，生徒が授業を理解できない（15人），進路が遅れ

る（14人），教室の管理が難しい（11人）であった。英語教師の英語力不

足を原因にあげた教員は誰もいなかった。

2．4 SLA研究より

SLA研究の分野での TeachingEnglish through English（以後

TETE）に関しては賛否両論である。

上西（2011）が丁寧によくまとめている。上西が「『語学の授業を目標

言語で行う』ことに関して，多くの学者・教育者がその意義や問題点等に

ついて研究を行っている」（p.116）と言っているように，賛否両論，百

花繚乱である。

Atkinson（1993）は，英語力の低い学習者にはL1使用が効果的であ

るとし，内容理解の確認，発話の促し，簡潔な指示，理解度の確認，語の
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定義の確認，時間短縮のための翻訳を例として挙げている（pp.25�36）。

一方で，Harbordは，Atkinsonの考えには賛成できず，指示をL2で

行うことやL2で教師と生徒が交流することが理想的なL2習得方法であ

ると反論している（Harmer,2001,p.132）。

Brown（2007）は，研究や経験からして「Englishonly」は，度が過

ぎているのではないか，他方で，EFL環境では教師が母語を使いすぎる

ことも問題だと指摘している（p.247）。

2．5 中井（2010）より

中井は（2010）は，文部科学省が2008年に行った中学校・高等学校英

語教育実施状況調査結果概要を紹介している。

中学校においては「大半を英語を用いて行っている」「半分以上は英

語を用いて行っている」と答えた割合は，いずれの学年においても約

3分の1となっている（略）。

高等学校になると，オーラルコミュニケーション（OC）Ⅰの授業で

は，授業中に半分以上英語を用いると答えた割合が，国際関係（語学

含む）の学科・コースで79.3％，普通科で54.6％となっている。これ

に対して，英語Ⅰでは，授業での英語使用が半分以下と答えた割合が，

国際関係で66.6％，普通科で88.5％となっており，（略）リーディン

グ，ライティング授業では普通科では英語の使用が半分以下と答えた

割合が約95.5％に及ぶ（略）。

4技能を統合的に扱う中学校での「英語で授業を行う」実態からすれ

ば，高校でいきなりすべての英語科目で「英語で行う」には無理があ

るように思われる。ただ，OCⅠの授業実態からみれば科目によって

は十分可能であるとも思われる。（pp.39�40）
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中井のいうように，英語だけか母語使用も可という二者選択ではなくて，

どの場面では，どういう生徒には，英語だけで授業を行うことが有効で，

一方，母語使用も有効であるかを細かく調査する必要があろう。

2．6 亘理（2011）より

亘理（2011）はSLA分野の多くの研究を分析する中で，新学習指導要

領が目指す「英語で授業する」ことはむしろ弊害が多いと，以下の3つの

警告を鳴らしている。

① 英語で授業をしたからと言って学習者の英語使用が増えるわけでは

なく，L1の使用がむしろコミュニケーション活動を円滑にし，英語

使用を促す可能性がある。

② コード切り替えは二言語話者同士にとってごく自然な振る舞いで，

実際には授業の中でも性質の異なるいくつかの用途でL1が用いられ

ていることにもかかわらず，教師の多くが不要な「罪の意識」を感じ

ており，新指導要領の要請はその意識を強める可能性がある。

③ 英語（だけ）での授業を要求することが，学習者の学習方略を狭め，

教師の教育内容・教材構成を阻害する危険性がある。（p.39）

3．本研究の目的

本研究では，上記の先行研究を踏まえて，普通程度の高校生がどういう

場面で英語教師にTETEを望んでいるかを明らかにしたい。主たる本研

究の目的は以下の2点である。

� 高校生はどういう場面で英語で授業をすることを望んでいるか

� 生徒の性別，進路，学年，英語に対する好感度，英語の学力によっ
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て意識に差はあるか

4．調査の実施

4．1 被調査者

東北にある中程度の普通科高校に，2014年4月に質問紙調査を依頼し

た。当時の高校2年生は，新学習指導要領実施の第1回生である。2年生

95人（男子33人，女子62人），3年生53人（男子11人，女子42人）の

回答を得ることができた。

4．2 質問紙の開発

質問紙は，上西（2011）を元に，生徒のアンケート等を参考に修正を加

えた（資料1）。また，生徒の属性として，卒業後の進路，英語に対する

興味，英語力（自己申告）を追加した。後者の興味と英語力に関しては七

件法を用いた。

5．分析とその結果

5．1 因子分析の結果

5．1．1 2年生の場合

2年生95人のデータを用いて因子分析を行った結果，6回の反復で収束

した（最尤法，Kaiserの正規化を伴うプロマックス法）。そして，3つの

因子を抽出することができた（資料2）。因子1に関しては，Q26「日本

語と英語の構造上の違いについて説明する時」，Q21「複雑な英文の構造

を説明する時」，Q17「今まで習った文法を復習する時」，Q2「新出の文

法を説明する時」が英文法に関する項目であるが，その他の項目も考慮し

て，「説明」因子と命名した。ただ，英文法を英語で行うことは学習指導
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要領でさえも求めておらず，高校現場の普段の実態から判断して，「英語

の授業であるので文法指導も含めてすべて英語でやって欲しい」という生

徒の意識の表れであると解釈を行った。そこで，因子1は「説明」（All

English）と命名した。

因子2に関しては，Q20「授業で習う内容の紹介をする時」，Q12「ゲー

ムなどの活動の説明をする時」は，いわゆる H.E.Palmerの言うoral

introductionに近いものであると解釈することができる。そこで，因子2

を「紹介」と命名した。因子3に関しては，Q7「英語学習等に関して生

徒を励ます時」，Q10「生徒をリラックスさせようとする時」，Q11「人間

関係を作り出す時」が上位に収束しているので，「雰囲気」と命名した。

5．1．2 3年生の場合

3年生53人のデータを用いて因子分析を行った結果，6回の反復で収束

した（最尤法，Kaiserの正規化を伴うプロマックス法）。そして，3つの

因子を抽出することができた（資料3）。因子1に関しては，Q5「授業を

受けるルールを説明する時」とQ15「教師が生徒を注意したりする時」

が授業の規律に関する項目である一方で，Q7「英語学習等に関して生徒

を励ます時」，Q10「生徒をリラックスさせようとする時」が生徒を励ま

したりリラックスさせてたりすることに関する項目である。両方を考慮し

て，「雰囲気」（規律）因子と命名した。因子2に関しては，Q26「日本語

と英語の構造の違いについて説明する時」，Q22「抽象的な内容を説明す

る時」は，2年生のデータを分析した結果である因子1に近いものと解釈

することができる。そこで，因子2を「説明」（AllEnglish）と命名した。

因子3に関しては，Q13「前回の授業の復習をする時」，Q14「本日の

授業のまとめをする時」が上位に収束しているので，「復習」と命名した。
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5．1．3 因子分析の結果の考察

2年生，3年生ともほぼ同じような因子構造が見られたが，3年生の方

がそれぞれの因子に収束した質問項目が多く，授業の多くの部分において

英語で授業を行うことを望む結果となった。

また，2年生が，最初に「すべて英語で」という意識が高い一方で，3

年生は，「雰囲気」重視であった。2年生が，新学習指導要領対象1期生

であることが原因であるかもしれない。

5．2 性差による比較

各因子に収束した質問項目の回答値の合計を，従属変数とし，性を独立

変数とするt検定を行った。

2，3年生とも性差による有意な差は見られなかった（p・.05）。

5．3 進路による比較

各因子に収束した質問項目の回答値の合計を，従属変数とし，進路先を

独立変数とする1要因（5水準）分散分析を行った。

5．3．1 2年生の場合

「説明（AllEnglish）」において，専攻に主効果が認められた（F（4,90）

＝3.365,p・ .05）。ボンフェローニの検定による多重比較の結果，進路未

定の生徒に比べて，理系志望の生徒は，説明（AllEnglish）を英語で望

んでいなかった（p・.05）。

「雰囲気」おいて，進路に主効果が認められた（F（4,90）＝4.285,p・.01）。

ボンフェローニの検定による多重比較の結果，海外大学進学志望の生徒は，

文系志望や理系志望の生徒と比べて，「雰囲気」作りのために，英語で授

業をすることを好む結果となった（p・.05）。
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5．3．2 3年生の場合

「雰囲気」において，専攻に主効果が認められた（F（3,48）＝5.128,

p・ .01）。ボンフェローニの検定による多重比較の結果，進路未定の生徒

に比べて，文系志望の生徒は，授業の雰囲気作りのために英語での授業を

望んでいた（p・.05）。

5．4 英語に対する好感度

2，3年生とも7件法（①全然そうでない～⑦本当にそうである）で，

英語の対する好感度を生徒に尋ねた。2年生の場合，下位群30人（回答

①～③），中位群24人（回答④），上位群41人（回答⑤～⑦）であった。

3年生の場合，下位群18人（回答①～③），中位群13人（回答④，⑤），

上位群22人（回答⑥，⑦）であった。

各因子に収束した質問項目の回答値の合計を，従属変数とし，英語に対

する好感度を独立変数とする1要因（3水準）分散分析を行った。

5．4．1 2年生の場合

「説明（AllEnglish）」において，主効果が認められた（F（2,92）＝3.6,

p・ .05）。ボンフェローニの検定による多重比較の結果，英語好き群は，

英語嫌い群と比べて，説明をすべて英語でやって欲しいという結果となっ

た（p・.05）。「紹介」や「雰囲気」においては，主効果は認められなかっ

た。

5．4．2 3年生の場合

「雰囲気」において，主効果が認められた（F（2,50）＝4.36,p・ .05）。

ボンフェローニの検定による多重比較の結果，英語好き群は，英語嫌い群

と比べて，英語の授業の雰囲気作りのために，英語でやって欲しいという

結果となった（p・.05）。
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「説明（AllEnglish）」において，主効果が認められた（F（2,50）＝

7.984,p・.001）。ボンフェローニの検定による多重比較の結果，英語普通

群は，英語嫌い群と比べて，説明をすべて英語でやって欲しいという結果

となった（p・.05）。

「復習・まとめ」において，主効果が認められた（F（2,50）＝4.569,p・

.05）。ボンフェローニの検定による多重比較の結果，英語好き群は，英語

嫌い群と比べて，「復習・まとめ」をすべて英語でやって欲しいという結

果となった（p・.05）。

5．5 英語の学力

2，3年生とも7件法（①全然そうでない～⑦本当にそうである）で，

英語の学力を生徒自身に尋ねた。2年生の場合，下位群25人（回答①，

②），中位群39人（回答③，④），上位群31人（回答⑤～⑦）であった。

3年生の場合，下位群20人（回答①～③），中位群14人（回答④），上

位群19人（回答⑤～⑦）であった。

各因子に収束した質問項目の回答値の合計を，従属変数とし，英語の学

力を独立変数とする1要因（3水準）分散分析を行った。

5．5．1 2年生の場合

「説明（AllEnglish）」において，主効果は認められなかった。

「紹介」において，主効果が認められた（F（2,92）＝3.575,p・ .05）。ボ

ンフェローニの検定による多重比較の結果，英語力上位群は，下位群と比

べて，これから学ぶ内容の紹介等は，すべて英語でやって欲しいという結

果となった（p・.05）。

「雰囲気」においては，主効果は認めなれなかった。
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5．5．2 3年生の場合

「雰囲気」において，主効果が認められた（F（2,50）＝4.718,p・ .05）。

ボンフェローニの検定による多重比較の結果，英語力上位群は，下位群と

比べて，英語の授業の雰囲気作りのために，英語でやって欲しいという結

果となった（p・.05）。

「説明（AllEnglish）」において，主効果が認められた（F（2,50）＝

4.462,p・ .05）。ボンフェローニの検定による多重比較の結果，英語上位

群は，下位群と比べて，説明をすべて英語でやって欲しいという結果となっ

た（p・.05）。

「復習（まとめ）」においては，主効果は認められなかった。

6．結果のまとめとその分析

上記の結果をまとめると以下のようになる。

① 因子分析の結果では，2年生，3年生ともほぼ同じような因子構造

が見られた。3年生の方がそれぞれの因子に収束した質問項目が多く，

授業の多くの部分において英語で授業を行うことを望む結果となった。

また，2年生が，最初に「すべて英語で」という意識が高い一方で，3

年生は，「雰囲気」重視であった。

② いずれの場合においても性別による意識の差は見られなかった。

③ 進路に関しては，2・3年とも理系志望の学生は，「雰囲気」作りの

ための英語による授業を望んではいなかった。

④ 英語に対する興味に関しては，2・3年生も英語嫌い群が，英語で

の説明を避ける傾向が見られた。

⑤ 成績に関しては，2・3年生とも上位群が英語での授業を望む傾向

が見られた。
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「英語で授業をする」ことは，英語の学力や英語に対する興味が高い生

徒が望む傾向が表れた。裏を返せば，「英語で授業をする」ことに固執す

れば，英語嫌いや英語学力の低下を招く危険性があると言えるのではない

だろうか。

従って，学習者の反応を見ながら適切に英語を使い，補助的に母語であ

る日本語を使いながら授業を行うことが求められる。「適切に英語を使う」

ということは，具体的どういうことなのか，さらなる今後の研究が待たれ

る。

7．今後の課題

① 質問紙の標準化

「説明」因子を，説明を含むすべて英語で授業を行うことであると解釈

したが，それが妥当であるかは，「英語の授業なのですべて英語で行う」

等の質問項目を追加する必要がある。そして再修正された質問紙を用いて

さらに多くの高校生に質問紙調査を行い，質問紙の標準化を図る必要があ

る。

② 質的研究の必要性

量的な研究では，英語力上位群や英語好き群に特徴的な傾向が表れたが，

質的な研究でその実証性を高める必要がある。
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資料1 質問紙

Ⅰ．被調査者について

もしよければ出席番号をお願いします（ ）

該当するものに○をお願いします。

1．性別

① 男子 ② 女子

2．高校卒業後の進路

①4年生大学 文系（英語・国際関係） ②4年生大学文系（①以外）

③4年生大学 理系 ④海外の大学

⑤その他

以下の質問には①（全然そうではない）～⑦（本当にそうである）に1つに○を

お願いします。

3．英語に対する興味

私は英語が好きである。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

4．英語の学力

私はこの学校において英語が得意な方である。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

Ⅱ．英語で授業をすることについて

以下の項目に関して，高校の英語Ⅰの授業で日本人の教員がすべて英語で授業を

やることについてどう考えますか。①（全く英語ではして欲しくない）～⑦（全部，

英語でして欲しい）の1つに○をお願いします。

1 新しい単語を説明する時。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

2 新出の文法の説明をする時。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

3 生徒に様々な指示をする時。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

4 日本や外国の文化について話す時。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

5 授業を受けるルール（姿勢，マナーなど）を説明する時。

①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

6 生徒に課題（宿題）の説明をする時。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

7 英語学習等に関して生徒を励ます時。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

8 生徒に（小）テストを課す時。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

9 生徒に英文内容を理解させる時。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

10 生徒をリラックスさせようとする時。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

11 人間関係を作り出す（出そうとする）時。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

裏もあります。
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12 ゲームなど活動の説明をする時。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

13 前回の授業の復習をする時。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

14 本日の授業のまとめをする時。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

15 教師が生徒を注意したりする時。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

16 教師が体験談などの話をする時。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

17 今まで習った文法を復習する時。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

18 雑学やネタを言う時。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

19 最初の挨拶など。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

20 授業で習う内容の紹介をする時。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

21 複雑な英文の構造を説明する時。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

22 抽象的な内容を説明する時（より平易な単語で）

①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

23 授業の重要ポイントを説明する時 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

24 本日の授業の流れを説明する時。 ①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

25 生徒が日本語で質問してきた質問に答える時。①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

26 日本語と英語の構造の違いについて説明する時。

①―②―③―④―⑤―⑥―⑦

27 英語で授業が展開された時，あなたはどんなときに日本人教師に英語を使って

欲しいですか？上の項目以外であれば，具体的に書いてください。

ご協力ありがとうございました。せっかくのアンケートですので1枚も無駄にした

くありません。記入漏れがないか再度ご確認をお願いします。お疲れ様でした。
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資料2 因子分析の結果（2年生用）

1 2 3

Q26 1.040 －.215 .015

Q21 .888 .168 －.200

Q23 .742 .113 .094

Q17 .726 －.211 .129

Q25 .635 .095 .021

Q2 .462 .229 .015

Q13 .414 .114 .214

Q20 .142 .878 －.197

Q12 －.172 .863 －.025

Q3 －.157 .715 .187

Q22 .261 .601 －.028

Q24 .171 .530 .172

Q4 .261 .486 .114

Q16 .179 .415 .212

Q15 －.120 .408 .342

Q7 .048 －.122 .945

Q10 .086 －.077 .797

Q11 －.073 .132 .786

Q8 .094 .039 .711

Q5 －.041 .362 .459

因子抽出法：最尤法

回転法：Kaiserの正規化を伴う

プロマックス法

a.6回の反復で回転が収束した。

資料3 因子分析の結果（3年生用）

1 2 3

Q5 .974 －.072 －.152

Q15 .851 －.155 －.254

Q7 .812 －.045 .133

Q10 .806 －.162 .203

Q24 .773 .109 .055

Q16 .763 .112 .041

Q11 .754 .005 .132

Q3 .614 －.013 .069

Q6 .610 .132 .208

Q25 .595 .286 －.078

Q8 .502 .229 .009

Q4 .443 .300 .046

Q26 .090 .894 －.083

Q22 －.162 .893 .118

Q9 －.151 .852 .107

Q1 －.107 .834 －.083

Q21 .047 .721 .099

Q2 .114 .707 －.163

Q23 －.064 .686 .281

Q12 .127 .613 －.226

Q13 －.090 －.141 1.152

Q14 －.015 －.071 1.023

Q17 .076 .189 .655

Q20 .170 .317 .497

因子抽出法：最尤法

回転法：Kaiserの正規化を伴う

プロマックス法

a.6回の反復で回転が収束した。
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〈資　料〉

要　　旨

　本資料は，台湾語“有 （ū）”“無 （bô）”（1）の文法化を探求する為，樋口靖著

『台湾語会話（第二版）』（2）の本文（3）を言語資料として整理・作成したものであ

る。調査の対象は“有”“無”始め，その他の否定詞，（疑問詞疑問文以外の）

疑問文，語気助詞に及び，各用法（4）（文型）を整理し，台湾語全体系の中で

“有”“無”の文法化について考察する為の資料としたい。

　本資料で，上記テキストを使用した主な理由として，

　　①　口語，特に会話体である

　　②　質，量ともに充実している

　　③　今後，元代北京語，現代普通語の会話テキストとの比較を試みたい

ことが，あげられる。

　台湾語“有 （ū）”“無 （bô）”の文法化用法は，極めて口語的表現であり，特

に会話体に多く表れると考えられる。また，上記テキストの言語情報は質が高

く，十分研究用に耐えられると判断したからである。そして，将来的に同じ会

話のテキストである『（旧本）老乞大』『新編実用漢語課本』（5）との比較を通し

て，通時，共時的考察も視野に入れているからである（6）。

　また，調査の対象を，“有 （ū）”“無 （bô）”だけでなく，他の否定詞や疑問

文，語気助詞に及んだ理由として，まず筆者は台湾語“有 （ū）”の文法化用法

は，これまで筆者が考察してきた『（旧本）老乞大』やチベット語，モンゴル

語の存在動詞の文法化に見える「言語主体位相の叙述」に類似していると考え

ており（7），いわゆるモダリティーやムードと関わると思われるからである。ま

た否定詞“無 （bô）”の用法は他の否定詞との比較によって初めて明らかにな

り，併せて否定詞の文末用法（疑問文）と語気助詞について明らかにしたいた

台湾語“有 （ū）”“無 （bô）”の

文法化とその周辺（資料篇）

―樋口靖著『台湾語会話（第二版）』に基づいて―

浅　井　澄　民
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1．“有”の用法

1.1.“有”＋名詞フレーズ

A 肯定形 出現数 備考（9）

1 ～？有。 　　6 汝你
（10）有錶仔表 /--

（11）無？有。88

2 有＋NP
（12） 26 32 我有錶仔。88

3 有＋NP＋VP 6 有一間空房 / 想 beh 要租 /-- 人。226

計 　　38

B 疑問形 備考

１ 有＋NP＋/-- 無？ ９ 12 汝你有時間 /-- 無？142

２ 有＋NP＋VP＋/-- 無？ ２ 有啥物什么 /beh 要交代 /-- 無？240

３ 有＋NP＋/ 是 -- 無？ １ 卓仔桌子的 / 下脚下面 / 也有書 / 是 -- 無？92

４ 敢＋有＋NP ？ ２ ３ In 他们敢有囝仔孩子？95

５ 敢＋有＋NP＋VP ？ １ 敢有人 / 会使可以 kā给我寫？190

６ 有＋疑問詞＋NP ？ 10 12 Lín 你们有畿莭課？94

７ 疑問詞＋有＋NP ？ ２ 當時几时 / 有 beh 要去高雄 / 的車？265

計 　　29

A1あなた時計持っていますか？ 2私時計持っています。3ひと部屋空

いていますので，だれかにお貸ししたいのです。B1あなたは時間があり

ますか？ 2なにかお伝えしておきましょうか？ 3テーブルの下にも本

があるでしょう？ 4彼らは子どもがいるのかしら？ 5誰か書いてくれ

ないかしら？ 6あなた方は授業がなん時間あるのですか？ 7高尾行き

の汽車は何時ですか？

めである。そして“無 （bô）”の副詞的用法，語気助詞的用法の探求は，現代語の

副詞“没 （有）”や語気助詞“吗”の文法化の過程を明らかにするうえで，極めて

有用であると考えている（8）。本テーマについて考察していきたい所以である。

キーワード：台湾語，“有 （ū）”，“無 （bô）”，否定詞，語気助詞
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1.2.“有”＋形容詞フレーズ

A 肯定形 備考

１ ～？有。 ３ ４ 學臺灣話 / 有趣味 /-- 無？有。112

２ ～有。 １ Chiah-nih 这么 chhe
n
-chhau 好菜。那有哪里。222

３ 有＋A ２ ６ 我的 /chiah 才有準。165

４ 有＋AP ４ 我来 chia 这儿 / 有較比较利便方便。123

計 　　10

B 疑問形 備考

１ 有＋A＋/-- 無？ ５ 臺北 / 的物件东西 / 有俗便宜 /-- 無？76

計 ５

A1台湾語の勉強は面白いですか？ 2これはご馳走ですね。いいえ。3

私の（時計）こそ合ってます。4ここへ来るのはわりに便利です。B1台

北の品物は安いですか？

1.3.“有”＋動詞フレーズ

A 肯定形 備考

１ ～？有。 　　２ 会使可以申请提款卡 /-- 無？有。247

２ 有＋VP 有＋V ３ 10 有 tī-leh 在。160

有＋V 過＋数量 １ 臺灣料理我有食過畿仔 pái 几次。188

有＋著在＋VP ２ 我 mā也有著在想 beh 要…讀臺灣話。280

有＋V＋O ４ Chit 这號 bá-suh 巴士有够到車頭车站。124

計 　　12

B 疑問形 備考

１ 有＋VP＋無？ 有＋V＋/-- 無？ ３
　
６

Lín 你们有看 /-- 無？184

有＋V 過 O＋/-- 無？ １ 汝你有食過臺灣料理 /-- 無？188

有＋著在 VO＋/-- 無？ １ 有著在賣魚 /-- 無？257

有＋副詞＋V＋/-- 無？ １ 風筛台风 / 有定定常常來 /-- 無？213



－ 194－

２ 有＋VP＋/ 抑無 有＋VVO＋/ 抑呢無？ 　　１ 汝昨昏昨天 / 有去學臺灣話 /

抑呢無？184

３ 有＋V＋/hōn？ 　　１ 汝有 bat 认识 / hōn？116

４ 有＋VP＋/唔不？ 有＋beh要＋V＋/唔？ 　　１ 楊文郎 / 也有 beh要去 / 唔不？163

計 　　９

A1カードも申し込めるんでしょうか？ 2（彼は）おります 160。台湾料

理なら何度も食べました 188。私も台湾語を勉強したいと思っています

280。このバスは駅に行きます。B1あなた方は見ましたか 184？ あなた

は台湾料理を食べたことがありますか 188。お魚も売っていますか 257？

台風はよく来ますか 213？ 2あなたはきのう台湾語を習いに行きました

か？ 3あなたは知っているのですね？ 4楊文郎君も来ますか？

2．“無”の用法

2.1.“無”＋名詞フレーズ

A 否定形 備考

１ ～？無。 ７ ８ In 他们敢有囝仔孩子？無。95

２ ～無。 １ 一個囝仔 / 都無。95

３ 無＋NP ８ 10 阮我们老母母亲 / 無車。89

４ 無＋NP＋VP ２ 已經無時間 / 食飯 /ah 了。216

計 18

B 否定形疑問文（13） 備考

１ 敢＋無？ １ 日本 / 敢無？ 223

計 １

A1彼らは子どもがいるのかしら？ いいえ。2（彼らは）子どもは一人

もいません。3母は車を持っていません。4もう食事をする時間はありま

せんね。B1日本にもあるかしらん？
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2.2.“無”＋形容詞フレーズ

否定形 備考

１ ～（？）。無。 　　２ Chit 这条路 / 比 hit 那条路 / 較好行。無。169

２ ～？無一定。 　　１ Liú丁 / 較比较俗便宜柑仔 / 是 -- 無？無一定。168

３ 無＋A ２ 11 種類 /kap 跟日本 / 無共一样。257

４ 無＋AP ９ 臺北 / 的物件东西 / 無啥什么俗便宜。76

計 　　14

1この道はあの道より歩きやすいです。いや。2オレンジはミカンより安

いでしょう？ そうとも限りません。3日本のものと種類が違います。4

台北の品物はあまり安くありません。

2.3.“無”＋動詞フレーズ

A 否定形 備考

１ ～？無。 　　７ 林 /-- 先生 / 有 tī--leh 在 /-- 無？無。98

２ 無＋VP 無＋V ３ ７ 伊他無 tī--leh。98

無＋V＋O １ 無 tī在客廳，tī辦公室。97

無＋V 過 １ 我一 pái 一次 / 都無食過。188

無＋VC １ chit-má现在 / 無看著到 /ah 了。194

無＋tī-leh在＋V＋O １ 無 tī-leh 在 / 創啥物。160

３ 無＋VP＋～ 　　５ 無好好仔歇睏休息 /bōe 使不行 /ô啊。262

４ 無愛（＋VP） 　　５ 我無愛喜欢食肉。101

5 無一定＋VP 　　１ 無一定著应该上班。156

計 　　25

B 否定形疑問文 備考

１ 無＋V＋/hōn？ １ 飛機 / 無慢分晚点 /hōn？209

２ 無愛喜欢＋VP＋/ 是 -- 無？ １ 汝你無愛喜欢飲牛 leng 牛奶 / 是 -- 無？101

３ 無 beh 想＋VP＋/ 是 -- 無？ １ 汝無 beh 想 kap 跟 lín 你们大兄 / 去 / 是 -- 無？163

計 ３
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A1林さんはいらっしゃいますか？ いえ。2彼はいません 98。（ペンは）

応接室ではなくて，事務室にあります 97。私は一度も食べたことがない

んです 188。（その服は）今は見当たらないわ 194。何もしてはおりません

160。3よく休まなければダメですよ 262。4私は肉は好きではありません

101。5必ずしも出勤しなくてもいいのです。B1飛行機は遅れませんでし

たね？ 2あなたは牛乳は好きではないのですね？ 3あなたはお兄さん

と行かないのですね？

3．“無”以外の否定詞

3.1.“唔”の用法

3.1.1.“唔”＋動詞フレーズ

否定形 備考

１ 唔不＋VP 唔＋V ６ 14 唔 bat 认得 （1） 唔知影知道 （4） 唔信 （1）

唔＋V＋O （N） ２ 我唔 bat 认得臺灣話。104

唔＋V＋O （VP） ６ 唔知有啥物料理？219

２ 唔 bat曾＋VP 唔 bat＋V １ ４ 臺灣 / 伊他唔 bat 曾去。188

唔 bat＋V 過 ３ 唔 bat 曾食過。223

３ 唔敢＋VP 唔敢＋V １ ２ ～/ 我 mā也唔敢睏睡。203

唔敢＋V＋O＋～ １ 唔敢夢像 hit那號夢 / 著就是 /lah。203

計 20

1知らない。知らない。信じない。私は台湾語はわからないんです 104。

どんな料理があるのかな 219。2彼女は台湾は行ったことがありません

188。食べたことがありません 223。3寝ないことにする 203。あんな夢は

見ないよ 203。
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3.1.2.“唔”＋形容詞フレーズ

否定形疑問文 備考

１ “唔”＋AP ？ 　１ 按呢那样 / 唔著就好 / 喽？203

計 　１

1それでいいんだろう 203？

3.1.3.“唔是”
（14）

＋名詞・形容詞フレーズ

否定形 / 否定形疑問文 備考

１ ～？唔是。 12 是汝你的 / 是 -- 無？唔是。72

２ 唔是＋NP 13 Che/ 唔是椅仔。47

３ 敢唔是＋NP ？  1 今仔日 / 敢唔是拜二？85

４ 敢唔是＋AP ？  2 敢唔是猶 koh还眞少年年轻？254

計 28

1あなたのですか？ いいえ。2これは椅子ではありません。3今日は火

曜日かしら？ 4まだ若いのでしょう？

3.1.4.“唔免”“唔通”“唔著”
（15）

否定形 備考

１ 唔免不用＋VP ５ 多謝 /-- 汝！唔免不用客气。124

２ 唔通不要＋V １ 應該著對序大人 / 唔通不要無礼。156

３ （～）唔著不对。 ２ 無唔著没错。248

計 ８

1ありがとうございます。どういたしまして。2父母に対して礼儀正しく

しなければならない。3確かに。
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3.2.“bōe”の用法

3.2.1.“bōe”＋動詞・形容詞フレーズ

否定形 備考

１ ～？（副詞＋） bōe（＋語気助詞）。 　　３ Chit-má/ 汝你敢眞無閑 /hōn？Bōe没有。76

２ bōe＋VP bōe＋V １ ３ 暗時晚上/ 嗽咳嗽及得攏都bōe没有睏睡。262

bōe＋［介詞］P＋V １ 若按呢那样/ 伊他著就bōe hō.
被人笑。194

bōe＋想 beh 要＋V １ 所以 bōe 想 beh 要食。257

３ bōe＋AP bōe＋A １ ２ 臺灣 / 的寒天冬天 /bōe 寒冷。76

bōe＋AP １ 我 bōe 啥無閑。76

計 　　８

1今あなたはお忙しいんでしょう？ いや。2咳で夜も眠れないくらいで

す 262。それなら人様に笑われることはありませんよ 194。なのであまり

食べる気になれません 257。3台湾の冬は寒くありません 76。私はたいし

て忙しくありません 76。

3.2.2.“bōe 暁（得）”“bōe 使（得）”“bōe 用得”“bōe-tàng”
（16）

否定形 備考

１ bōe 暁（得）不会 ～？bōe 暁。 １ ４ 汝客話 / 也會暁会講 /bōe？
Bōe 暁不会。146

bōe 暁（得）＋V ３ 客話 / 我 bōe 暁不会講。146

２ bōe 使（得）（17） （～）bōe 使（＋語助）。 　　５ 無排隊 / bōe 使不行 /ah。219

３ bōe 用得不可以 （～）bōe 用得。 　　２ 會用得可以食薰抽烟 /bōe？bōe
用得不行。153

４ bōe-tàng 不能 bōe-tàng＋VP 　　４ 汝敢也會 tàng 能去？Bōe-tàng

不能去。149

計 15

1あなたは客家語も話せますか？ いいえ 146。客家語はできません 146。



－ 199－台湾語“有 （ū）”“無 （bô）”の文法化とその周辺（資料篇）

2並ばなくちゃあならないね。3タバコを吸ってもいいんでしょうか？

いいえ。4あなたも行けますか？ いけないんです。

3.2.3.“bōe 記得”“bōe 要緊”“bōe-bái”
（18）

否定形 / 否定形疑問文 備考

１ bōe 記得＋V 　　２ 皮包仔 / bōe 記得 / 提。216

２ （～）bōe 要緊。 　　２ 一頓 / 無食 / bōe 要緊。216

３ （～）bōe-bái 不坏（＋語気助詞）。 ５ ６ 汝你好 /-- 無？Bōe- bái 还可以 / 啦。76

bōe-bái＋/ 敢唔是？ １ 伊的成績 /bōe-bái 不坏 / 敢唔是？194

計 10

1鞄を忘れました。2一度ぐらい食べなくてもなんていうことはありませ

んよ。3お元気ですか？ まあまあです 76。彼の成績はいいんでしょう

194？

3.3.“未（bē）”の用法

否定形 / 否定形疑問文 備考

１ ～？猶还未（＋語気助詞）。 　４ 今仔日今天去 / 抑呢未？猶还未。184

２ 猶未＋VP 　２ 我猶未辦。250

３ 猶未＋V＋/ 是 -- 無？ 　１ 汝你koh 猶未食 / 是 -- 無？ 216

計 　７

1今日は行きましたか？ まだです。2私はまだ作っていません。3あな

たはまだ食べていないのですか？



－ 200－

4．（疑問詞疑問文以外の）疑問文

4.1.　～否定詞類？（19）

4.1.1.　～“無”類？

4.1.1.1.　“有”＋名詞・形容詞・動詞フレーズ＋“無”？

疑問形 備考

１ 有＋NP＋/-- 無？ ９ 11 lín 你们有課 /-- 無？94

２ 有＋NP＋VP＋/-- 無？ ２ 有啥物什么 /beh要交代 /-- 無？240

３ 有＋A＋/-- 無？ 　　５ 幼稚園 / 有好損好玩 /-- 無？237

４ 有 ＋V P

＋/-- 無？
有＋V＋/-- 無？ ４

　
７

Lín 你们有看 /-- 無？184

有＋V 過 O＋/-- 無？ １ 汝你有食過臺灣料理 /-- 無？188

有＋著在VO＋/--無？ １ 有著在賣魚 /-- 無？257

有＋副詞 V＋/-- 無？ １ 風蒒台风 / 有定定常常來 /-- 無？213

５ 有 V P /

抑無？
有＋VVO＋/ 抑無？ 　　１ 汝昨昏昨天 / 有去學臺灣話 / 抑呢無？184

計 24

1あなた方は授業がありますか？ 2何かお伝えしておきましょうか？ 3

幼稚園は楽しいかい？ 4あなた方は見ましたか 184？ あなたは台湾料

理を食べたことがありますか 188？ お魚も売っていますか 257？ 台風

はよく来ますか 213？ 5あなたはきのう台湾語を習いに行きましたか？

4.1.1.2.　形容詞・動詞フレーズ＋“無”？

疑問形 備考

１ A P ＋/ - -

無？
好＋/-- 無？ ３ 16 汝你好 /-- 無？76

VP＋/ 好 /-- 無？ 13 我 kā给汝教臺灣話 / 好 /-- 無？111
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２ V P ＋/ - -

無？
V＋/-- 無？ ３ 14 汝 bat认得 / 無？104

V 有＋/-- 無？ ２ 汝聽有听到 /-- 無？133

V＋O＋/-- 無？ ３ 猶还愛要啥物什么 /-- 無？101

助動詞＋VP＋/-- 無？ ５ 拜六 / 汝你著应该上班 /-- 無？156

bat 曾＋V＋/-- 無？ １ Lín 你们太太 / 也 bat 曾去 /-- 無？187

３ VP/ 抑無
愛？

愛＋VO＋/ 抑呢無愛？ １ 汝愛喜欢食肉 / 抑呢無愛？101

計 31

1お元気ですか 76？ わたしがあなたに台湾語を教えてあげましょうか

111？ 2あなたは（台湾語が）わかりますか 104？ あなたはわかりまし

たか 133？ ほかに何かご入り用のものは 101？ 土曜日はあなたは出勤

しなければならないのですか 156？ 奥さんも行ったことがありますか

187？ 3あなたは肉を食べるのが好きですか？

4.1.1.3.　形容詞・動詞フレーズ＋“是--無”？

疑問形 備考

１ AP/是 --無？ 較 A～/ 是 -- 無？ ２ ３ Líu 丁 / 較俗杆仔 / 是 -- 無？
168

比～較 A/ 是 -- 無？ １ 對从～/ 去 / 比對～/ 去 / 較
好行 / 是無？169

２ VP/是 --無？ 是＋O＋/ 是 -- 無？ 12 21 汝你是學生 / 是 -- 無？68

有＋O＋/ 是 -- 無？ １ 卓仔的 / 下脚 / 也有書 / 是
-- 無？92

V＋O＋/ 是 -- 無？ ２ Tī客廳 / 是 -- 無？97

著在＋V＋O＋/ 是 -- 無？ １ 汝著在寫批信 / 是 -- 無？160

（無）beh＋VP/ 是 -- 無？ ２ 汝 beh 要學臺灣話 / 是 -- 無？
111

無愛＋V＋O＋/ 是 -- 無？ １ 汝無愛喜欢飲牛 leng 牛奶 / 是 --

無？101

猶未＋V＋/ 是 -- 無？ １ 汝 koh 猶未食 / 是 -- 無？216

V＋C＋/ 是 -- 無？ １ 汝 mā也彈了眞好 / 是 -- 無？118

計 24
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1オレンジはミカンより安いでしょう 168？ （あの道）から行く方が（こ

の道）から行くよりも行きやすいですね 169？ 2あなたは学生ですか

68？ テーブルの下にも本があるのでしょう 92？ （ペンは）応接室にあ

りますか 97？ あなたは手紙を書いているの 160？ あなたは台湾語が習

いたいのですか 111？ あなたは牛乳を飲むのが好きではないのですね

101？ あなたはまだ食べていないのですか 216？ あなたも（ピアノを）

弾くのが上手なんでしょう 118？

4.1.2.　～“--唔”類？

4.1.2.1.　動詞・名詞フレーズ＋“--唔”？

疑問形 備考

１ NP＋/-- 唔？ １ 高雄 / 頭一 pái第一次 /-- 唔？272

２ 有＋VP＋/-- 唔？ １ 楊文郎 / 也有 beh 要去 /-- 唔？163

３ bat 曾＋V＋O＋/ 抑唔 bat ？ １ 汝你 bat 曾去臺灣 / 抑唔 bat？187

計 ３

1高雄は初めてでしょう？ 2楊文郎君も来ますか？ 3あなたは台湾へ

行ったことがありますか？

4.1.2.2.　動詞・形容詞フレーズ＋“是--唔”？

疑問形 備考

１ 是＋NP＋/ 是 -- 唔？ ４ Lín 你们太太 / 也是臺灣人 / 是 -- 唔？81

２ VP＋/ 是 -- 唔？ ２ In他们 mā也講臺灣話 / 是 -- 唔？116

３ AP＋/ 是 -- 唔？ １ 臺灣 / 的熱天夏天 / 攏都 chiah-nih这么熱 / 是 -- 唔？213

計 ７

1あなたの奥様も台湾人ですか？ 2彼らは台湾語も話すんでしょうか？

3台湾の夏はいつもこんなに暑いんですか？
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4.1.2.3.　動詞・形容詞フレーズ＋“唔是”？

疑問形 備考

１ 是＋NP＋/ 抑呢唔是？ ３ Che/ 是書 / 抑呢唔是？48

２ VP＋/ 敢唔是？ １ 汝你眞愛食魚 / 敢唔是？257

３ AP＋/ 敢唔是？ １ 伊的成績 /bōe-bái/ 敢唔是？194

計 ５

1これは本ですか？ 2あなたはとてもお魚が好きでしょう？ 3彼の成

績はいいんでしょう？

4.1.3.　動詞・形容詞フレーズ＋“bōe”？

疑問形 備考

１ 会＋A＋/--bōe ？ 　　５ 臺灣 / 的寒天冬天 / 会寒冷 /-- bōe？76

２ 会＋V＋O＋/--bē？ 　　１ 唔知会合汝你的嘴 /-- bē？222

３ 会暁会＋V＋/ bōe ？ １ ３ 汝你客話 / 也会暁会講 / bōe？146

会暁会＋V＋O＋/抑呢 bōe？ ２ 汝会暁会講臺灣話 / 抑 bōe？146

４ 会 tàng 能＋VC＋/bōe ？ 　　１ 汝会 tàng 能看了完 / bōe？148

５ 会用得可以＋V＋O＋/bōe ？ 　　１ Chit 個 所 在 / 会 用 得可 以 食 薰抽 烟 / 

bōe？153

６ 会使可以＋/bōe ？ ２ ４ 按呢这样 / 会使可以 / bōe？247

会使可以＋VP＋/bōe？ ２ 会使可以kā汝問一項事誌事情 / bōe？153

計 15

1台湾の冬は寒いですか？ 2あなたのお口にあいますかどうか？ 3あ

なたは客家語も話せますか 146？ あなたは台湾語ができますか 146？ 4

あなたは（小説が）読めるんですか？ 5この場所はタバコを吸ってもい

いんでしょうか？ 6これでいいでしょうか 247？ 一つあなたにおうか

がいしてもかまいませんか 153？
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4.1.4.　動詞フレーズ＋“未（bē）”？

疑問形 備考

１ V＋/-- 未？ １ 早起早饭 / 食 /-- 未？216

２ 已經＋VP＋/ 未？ １ Lín 你们嬰仔婴儿 / 已經会暁会行走 / 未？146

３ V＋/ 抑呢未？ １ 今仔日今天去 / 抑呢未？184

計 ３

1朝食はもうお済ですか？ 2お宅の赤ちゃんはもう歩けますか？ 3今

日は行きましたか？

4.2.　A＋“抑（ah）是”＋B？（20）

疑問形 備考

１ 是 NP＋/ 抑是还是＋NP ？ ４ Che/ 是鉛筆 / 抑是原子筆？56

２ VP＋/ 抑是还是＋VP ？ １ 汝愛拍 / 抑是愛看？119

計 ５

1これは鉛筆ですか，それともボールペンですか？ 2あなたはやるのが

好きなの，それとも見るのが好きなの？

4.3.　その他の疑問文

4.3.1.　名詞フレーズ＋“leh”？

疑問形 備考

１ N＋/leh 呢？ ３ 汝 /leh？76

２ NP＋/leh 呢？ ３ 汝的囝仔 /leh？233

計 ６

1あなたは？ 2あなたのお子さんは？
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4.3.2.　動詞・形容詞フレーズ＋“hōn
”？

疑問形 備考

１ AP＋/hōn？ 　　２ 較近 /hōn？123

２ VP＋/hōn？ 有 V＋/hōn？ １

３

汝有 bat 认得 /hōn？116

無 V＋/hōn？ １ 飛機 / 無慢分 /hōn？209

是 N＋/hōn？ １ CHe/ 是日本茶 /hōn？233

計 　　５

1近い方ですね？ 2あなたは知っているのですね 116？ 飛行機は遅れ

ませんでしたね 209？ これは日本茶ですね 233？

4.3.3.　“敢”＋動詞・形容詞フレーズ

疑問形 備考

１ 敢（唔）是 NP ？ ３ 今仔日 / 敢唔是拜二？85

２ 敢（唔）是 AP ？ ２ 敢是我的 / 較緊快？166

３ 敢有 N＋VP ？ １ 敢有人 / 会使可以 kā给我寫？190

４ 敢＋V ？ １ 日本 / 敢無？223

５ 敢也会 tàng 能＋V ？ ２ 汝敢也会 tàng 去？149

６ （敢）有影眞的？ ２ 敢有影？194

７ 敢 AP＋/hōn？ １ 汝你敢真無閑 /hōn？76

計 12

1今日は火曜日かしら？ 2私の（時計が）進んでいるのかしら？ 3誰

か書いてくれないかしら？ 4日本にもあるかしらん？ 5あなたも行け

ますか？ 6そうかしらん？ 7あなたはお忙しいんでしょう？
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5．語気助詞

5.1.　～“ah”（21）

備考

１ ～？/～。V ＋/ah 了 13 著对/ah了 （6） 無 /ah （2） 有 /ah （1） 是 /ah （1）

２ VC＋/ah 了 9 聼有到/ah。轉回 -- 來 /ah。寫好 /ah。

３ V［時量］＋/ah 了 2 有俩三年 /ah。137

４ 已經＋VP | A | ［時量］＋/ah 了 8 已經＋無時間 | 晏晚 | 九點＋/ah。216 237 216

５ 早著就＋V＋/ah 了 1 伊早著就去 /ah。184

６ teh-beh 快要＋V＋/ah 了 1 應該是 teh-beh 快要够到/ah。240

７ VP
（22）＋/ah 了 6 無排隊 / bōe 使不行/ah。219

計 40

1そうなんです。いや。ありますよ。ええ。2わかりました。ただいま。

書きました。3二三年です。4もう時間がないですよ。もう遅くなりまし

た。もう 9時ですよ。5彼はとっくに行きました。6おっつけ出社するは

ずです。7並ばなくちゃあならないね。

5.2.　～“leh”

備考

１ NP＋/leh ？ ６ 汝你/leh 呢？76

２ ［疑問詞］VP
（23）＋/leh ？ ２ 圖書館 /tī何位哪儿/leh 呢？250

３ VP＋/leh！（24） ８ 逐個大家/ 較安静 /leh 吧。137

４ AP＋/leh ２ 我的字 / 比汝的 /bái差多 /leh。190

計 18

1あなたは？ 2図書館はどこにあるのかしらん？ 3みなさん静かにし

なさい。4私の字はあなたよりずっと下手なんですよ。
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5.3.　～“hōn
”

備考

１ VP＋/hōn？ ３ 汝你有 bat认得/hōn？116

２ AP＋/hōn？ ３ 按呢那样/ 眞頭殼 / 痛 /hōn？258

３ AP＋/hōn ３ 眞方便 /hōn。280

計 ９

1あなたは知っているのですね？ 2それじゃあお困りでしょうね。3（あ

なたは）便利ですね。

5.4.　～“niā- niā”（25）

備考

1 VP＋/niā- niā 4 出世出生/ 八月日八个月/niā- niā。146

計 4

1生まれてたった八カ月だもの。

5.5.　～“啦（lah）”

備考

１ VP＋/ 啦 5 是 / 啦 85。猶未 / 啦 146。～著就是 / 啦 203。

２ AP＋/ 啦 2 好 / 啦 160。差不多 / 啦 280。

計 7

1そうですとも。まだです。（これからはあんな夢は見ないよ）2いいわ

よ。まあまあですね。



－ 208－

5.6.　～“neh”

備考

１ VP＋/neh 2 逐個大家攏都著在等 / 汝你/ neh。160

２ AP＋/neh 3 眞燒热闹/koh又眞吵吵闹/ neh。272

計 5

1みんなあなたを待っているのよ。2これはすごい熱気と騒音だ。

5.7.　～“lo.h”（26）/“lò.
嘍”

備考

１ VP＋/lo
.
h 1 咱攏都是臺灣人 /lo

.
h。81

２ AP＋/lò. 嘍 1 按呢那样/ 唔不著就好 / 嘍。203

計 2

1私たちはみな台湾人ですね。2それでいいんだろう。

5.8.　～“ô.
”/“o.h”

備考

１ VP＋/ô. 3 有發燒 / ô.。262

２ AP＋/ô. 2 Che/ 眞厳重 / ô.。262

３ VP＋/o
.
h 1 按呢那样/ o

.
h。233

計 6

1熱がありますね。2これはひどい。3そうですか。

5.9.　～“啊（a）”

備考

１ VP＋/ 啊 1 飛機 / 無慢分 /hōn？是 / 啊。209

計 1

1飛行機は遅れませんでしたね？ ええ。
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《注》

（ 1 ） 本稿台湾語の発音表記はすべて下記テキスト（教会ローマ字）に従う。

（ 2 ） 樋口靖（2000）『台湾語会話（第二版）』東方書店

（ 3 ） テキスト中の基礎編 45課，応用編 20課の本文を指す。［解説］の例文は

含まない。

（ 4 ） 各用法は，主に述語部分に着目して整理した。

（ 5 ） 『新編実用漢語課本』；相原茂・徐甲申著（2004），東方書店。

（ 6 ） 筆者が会話テキストにこだわる理由の一つに，自然言語と異なり，比較的

標準的な用法が期待でき，特に共時，通時の比較をするのに適していると考

えるからである。

（ 7 ） 浅井澄民 2014；「『（旧本）老乞大』句末の“有”とチベット語の句末助動

詞 

１ VP＋/ô. 3 有發燒/ ô.。262 

２ AP＋/ô. 2 Che/眞厳重/ ô.。262 

３ VP＋/o.h 1 按呢那样/ o.h。233 

 計 6  

１熱がありますね。２これはひどい。３そうですか。 

 

5.9. ～“啊(a)” 

   備考 

１ VP＋/啊 1 飛機/無慢分/hōn？是/啊。209 

 計 1  

１飛行機は遅れませんでしたね？ええ。 

 

 

                                                   
（注） 
１ 本稿台湾語の発音表記はすべて下記テキスト（教会ローマ字）に従う。 
２ 樋口靖（2000）『台湾語会話(第二版)』東方書店 
３ テキスト中の基礎編 45 課、応用編 20 課の本文を指す。[解説]の例文は含まない。 
４ 各用法は、主に述語部分に着目して整理した。 
５ 『新編実用漢語課本』；相原茂・徐甲申著（2004）、東方書店。 
６ 筆者が会話テキストにこだわる理由の一つに、自然言語と異なり、比較的標準的な用法

が期待でき、特に共時、通時の比較をするのに適していると考えるからである。 
７ 浅井澄民 2014；「『（旧本）老乞大』句末の“有”とチベット語の句末助動詞 ཡོད་^yöö/འདུག་^duu 

の類似性――存在動詞の文法化と言語主体位相の叙述」拓殖大学語学研究、№130 
浅井澄民 2015a；「『（旧本）老乞大』句末の“有”と現代モンゴル語句末助動詞“байна” 

の類似性Ⅰ――存在動詞の文法化と言語主体位相の叙述」拓殖大学語学研究、№132 
浅井澄民 2015b；「現代モンゴル語「VP＋байх」構文の意味と機能―５種のモンゴル語教

材から―」拓殖大学語学研究、№133 
 浅井澄民 2016；「『（旧本）老乞大』句末の“有”と現代モンゴル語句末助動詞“байх”

の類似性Ⅱ――『（旧本）老乞大』の「VP＋有」構文と現代モンゴル語「VP＋байх」
構文」拓殖大学語学研究、№135 

８ アスペクトに関する調査は、今回は割愛した。 
９ テキストの本文の例とページ数を表す。 
１０ 相当する普通語を小字で示した。 
１１ “/”“╍”はテキストに準ずる；“/”は文節の範囲を示し、“/”の前の音節は原調に発

音し、それ以外はすべて転調する。“╍”はその前の音節が原調であり、それ以後の音節

がすべて軽声であることを表す；テキスト「凡例」参照 
１２ 表中の記号の意味は次の通り。N；名詞。V；動詞。A；形容詞。NP；名詞フレーズ。VP；

動詞フレーズ。AP；形容詞フレーズ。[介詞] P；介詞フレーズ。O；目的語。C；結果・

方向補語。 

 の類似性―存在動詞の文法化と言語主体位相の叙述」

『拓殖大学語学研究』 No. 130

  浅井澄民 2015a；「『（旧本）老乞大』句末の“有”と現代モンゴル語句末

助動詞“байна”の類似性Ⅰ―存在動詞の文法化と言語主体位相の叙述」

『拓殖大学語学研究』 No. 132

  浅井澄民 2015b；「現代モンゴル語「VP ＋ байх」構文の意味と機能― 5

種のモンゴル語教材から―」『拓殖大学語学研究』 No. 133

  浅井澄民 2016；「『（旧本）老乞大』句末の“有”と現代モンゴル語句末助

動詞“байх”の類似性Ⅱ―『（旧本）老乞大』の「VP ＋有」構文と現代モ

ンゴル語「VP ＋ байх」構文」『拓殖大学語学研究』 No. 135

（ 8 ） アスペクトに関する調査は，今回は割愛した。

（ 9 ） テキストの本文の例とページ数を表す。

（10） 相当する普通語を小字で示した。

（11） “/”“--”はテキストに準ずる；“/”は文節の範囲を示し，“/”の前の音

節は原調に発音し，それ以外はすべて転調する。“--”はその前の音節が原

調であり，それ以後の音節がすべて軽声であることを表す；テキスト「凡例」

参照

（12） 表中の記号の意味は次の通り。N；名詞。V；動詞。A；形容詞。NP；名

詞フレーズ。VP；動詞フレーズ。AP；形容詞フレーズ。［介詞］ P；介詞フ

レーズ。O；目的語。C；結果・方向補語。

（13） 否定形疑問文；本資料では特に否定形の疑問文のことを指す。

（14） 普通語の“不是”に相当。このテキストでは 3.1.4“唔免”“唔通”“唔著”

等とともに，これらの語を一語として扱っているので，ここでもそれに従っ

た。
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（15） それぞれ普通語の“不用”“不应该”“不对”等に相当する。その他，接続

詞の“唔 koh 不对”が 16例現れる。

（16） それぞれ普通語の 137 “不可以”“不能”等に相当する。これらの語も 3.2.3

“bōe 記得”“bōe 要緊”“bōe-bái”と併せて一語で処理している。

（17） テキストの解説部分に「bōe 使得＋ V」型式が 1例現れる。

（18） それぞれ普通語の“不记得”“不要紧”“不错”等に相当する

（19） 普通語の反復疑問文，“吗”疑問文に相当する。

（20） 普通語の選択疑問文“（是） ～还是～？”に相当する。

（21） 状況や事情が変化したことを表す；本テキスト p. 137参照。普通語の語

気助詞“了”に相当。

（22） 上記 1～6用法以外の動詞フレーズを指す。

（23） 疑問詞を含んだ動詞フレーズを表す。

（24） （軽い）命令，意志，勧誘等を表す。

（25） 「だけ，のみ」の意味を表す；本テキスト p. 119参照。

（26） 断定を表す；本テキスト p. 81参照。

 （原稿受付　2017年 11月 20日）



�資 料〉

0．はじめに

本稿（＝LT1C）は廣澤（2015）（＝LT1A）及び，廣澤（2016）（＝LT1B）

の続きである。紙数の関係で，この「第一章」は3回に分けた。底本とし

てV�ctorGarc�adelaConchaの注釈（1989,以下VGC）のページと行

を保ったまま用いた。VGC以外にもAlbertoBlecua（1975,以下ALBL），

JulioCejadoryFrauca（1962,以下JCF）,FranciscoRico（2002,以下

FRCA）の注釈も適宜参考にしている。
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・LazarillodeTormes・（1554）の

文法的特徴についての考察

「第一章」（下）

廣 澤 明 彦

要 旨

本稿は1554年にスペインで出版された ・LavidadeLazarillodeTormesy

desusfortunasyadversidades・に文法的注釈と語釈を加え，試訳を付した

資料である。中世スペイン文学やスペイン語史の研究者にとっての資料，大学

専門課程の学生が古典スペイン語に触れる際の適切なテクストともなるべく，

目指した。

キーワード：ピカレスク小説，中世スペイン語文法，散文



1．注 釈

［承前］

p.62

―No,no―dijo�el―,queyonohedejadoel 29

asadordelamano;noesposible. 30

29）no,no:最初のnoは否定の応答「いいえ」。後者の方はLT1B,p.62,

L28�L29
（1）のラサロの発言，Alguno（...）har�aesto.「誰かが（…）こん

なことをやったんでしょう」に対しての否定文を形成する副詞ととる。即

ち，no,nolohar�anadie（2），あるいは，no,nadielohar�a「いいや，誰

もそのことをしなかっただろう」に相当する。29�30）,queyonohe

dejadoelasadordelamano:,queは説明的な理由の節を導入する接続

詞，「なぜなら」。delamano「手から」。30）noesposible:前文を受け

る中性代名詞を主語として補うと，estonoesposible「このことは可能

ではない」。あるいはnoesposiblehaceresto「このことを行なうことは

可能ではない」となろう。

和訳（p.62L29�p.62L30）

「いや，それは違う」，彼は言いました。「俺は焼き串から手を離さなかっ

たんだからな。そんなことは不可能だ」。

p.62

Yotorn�eajuraryperjurarqueestabalibrede 31

aqueltruecoycambio;maspocomeaprovech�o, 32
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（1） L＝l�nea「行」，即ちL28「28行目」，以下同様。

（2） イタリック体の語は本文にはない語で，解釈のために筆者が付加した語で

ある。以下同様。



p.63

puesalasastuciasdelmalditociegonadaselees- 1

cond�a. 2

31）yotorn�eajurar:torn�e＜
（3）tornar＋a＋不定詞で「再び～する」。

vid.LT1A,p.54,L15�L16。jurarは他動詞で，que以下に直接目的語に

相当する名詞節が続く。「私は que以下を再び誓った」。31）perjurar:

jurarに強調の意味の接頭辞per-がついた形式。ただし接頭辞のper-に

は「時としてperjurar，（…），のように「悪い」の意味も伴う」（RAE21）

とある。perjurarには「偽誓する，誓いを破る」（TSW），「誓いを破る，

宣誓に違反する，偽証する」（DEM）の意味もある。確かにLT1B,p.62,

L26以下の�をくり返してはいるが，いずれも自動詞なので，que以下に

直接目的語に相当する名詞節は続かない。ただしDEMには他動詞の意味

で「繰り返し誓う」もある。その場合のper-は強調ととれる。そして更

にDEMには他動詞の意味でjuraryperjurar「堅く（厳粛に）誓う」

（DEM）とあり。その場合には直接目的語に相当する名詞節を用いること

が出来る。31）libre:「（～の）ない，（～を）免れた，免除された」（TSW）。

32）trueco:「trueque（「交換」）［に同じ］（4）」（TSW,RAE21）。32）poco

meaprovech�o:meは間接目的格で「私に」。aprovech�o＜aprovechar

は自動詞で「役立つ」。pocoは位置的に不定代名詞ととることができる。

その場合pocoはaprovech�oの主語で，「私にはほとんどないくらいわず

かなことしか役立たなかった」。あるいはpocoを副詞ととれば，前文を

受ける中性代名詞を主語として補い，即ち，esomeaprovech�opoco

「そのことは私にはほとんど役立たなかった」ととれる。p.65,1�2）alas

astuciasdelmalditociegonadaseleescond�a:ここのnadaも副詞と
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（3） A＜B,「AはBに由来する」。

（4）「 」内には引用，拙訳を用いたが，原文にないものを［ ］内に筆者が補っ

ている。以下同様。



とれそうであるが，不定代名詞ととる。即ち，nadaは seescond�a＜

esconderse「隠れる」の主語。間接目的格のleは起点の意味で，alas

astuciasdelmalditociegoを受ける。「16世紀にはlesの代わりに［単

数の］leの使用が頻繁であった」（ALBL,p.107）。「邪悪な盲人の狡猾さ

からは何もかくれることはできなかった」。

和訳（p.62L31�p.63L2）

私はそのすり替えとは無関係であることを再び固く誓いました。しかし

そのことは私にはほとんど役立ちませんでした。と申しますのも邪悪な盲

人の狡猾さからは，何ものも隠れおおせることができなかったからです。

p.63

Levant�oseyasi�omeporlacabezaylleg�ose 2

aolerme. 3

2�3）この文には等位接続詞のyが2つ用いられ，3つの要素が並べられ

ているが，最初のyは中世で多用されたyの用法ととる。即ち，levan-

t�ose,asi�omeylleg�oseのようにコンマで置きかえられるものとする。2）

levant�ose:→
（5）selevant�o＜levantarse「立ち上がる」，主語は盲人。2）

asi�omeporlacabeza:asi�ome→measi�o＜asir「つかむ」。meは直接目

的格で「私を」となるが，porが部位の意味で「～のところを」の用法で

あるので，「彼は私の頭をつかんだ」となる。2�3）lleg�oseaolerme:

lleg�ose→selleg�o＜llegarse「近づく」，主語は盲人。「彼は私を嗅ぐため

に近づいた」

和訳（p.63L2�p.63L3）

彼は立ち上がると私の頭をつかみ，私の匂いを嗅ぐために顔を近づけたの

です。
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（5） →の記号は現代スペイン語の表記，及び現代スペイン語の語順を提示する

場合に用いた。即ちA→B，「Aは現代スペイン語ではB（の語順）」。



p.63

Ycomodebi�osentirelhuelgo,ausode 3

buenpodenco,pormejorsatisfacersedelaverdady

conlagranagon�aquellevaba,asi�endomeconlas 5

manos,abr�amelabocam�asdesuderechoydesa-

tentadamentemet�alanariz,lacual�elten�aluenga

yafiladayaaquellasaz�on,conelenojo,sehab�a

aumentadounpalmo;conelpicodelacualmelle-

g�oalagulilla. 10

3�10）長い一文であるが，主節を形成する動詞定形はL6のabr�ame（→

meabr�a）とL7のmet�aで，両者はL6の等位接続詞のyで並べられて

いる。3）comodebi�osentirelhuelgo:debi�o（＜deber）sentirは推定

の用法（cf.LT1B,p.62,L5），主語は盲人。「彼は（私の）吐息を感じた

に違いない」。したがってcomoは理由の意味で解釈した方が，時の意味

「～するとすぐ（＝as�que）」（TSW）ととるよりも，日本語訳はすっき

りする。3�4）ausodebuenpodenco:ausodeについて。「（～の）な

らわしに従って，～流に，風に」（TSW）。podencoは「ハウンド犬」，

つまり猟犬。4�5）pormejorsatisfacersedelaverdadyconlagran

agon�aquellevaba:L3�L4の ,ausode以下が挿入句となるため，この

por以下の要素はL3のcomoが導入する節につながり，核となるdebi�o

sentirを修飾するととる。porは目的の paraと同義，mejorは副詞の

bienの比較級で「より良く」，いずれもsatisfacerse「満足する，納得す

る，腹いせをする，恨みを晴らす（＝vengarse）」（TSW）にかかる。と

ころでsatisfacerseはDEMによるとdeでもconでも補完補語を導入す

ることができる。その場合前者だと「仕返しをする」，後者だと「満足す

る」の意味となり，L4のyがsatisfacersedeAyconBと別々の補完

補語を並べているともとれそうであるが，本稿ではL4のporが導入する

・LazarillodeTormes・（1554）の文法的特徴についての考察（廣澤） ―215―



要素とcon以下を等位接続詞のyで並べ，L3のdebi�osentirにかかると

とる。その場合porAyconB,「Aするため，そしてBを伴い（感じた

に違いないので）」。Aについて，「（ソーセージをラサロが食べてしまっ

たという）真実に納得するために」。Bについて，agon�a「熱望（ansie-

dad）」（ALBL,p.108），「精神的�藤によりもたらされる不安」（RAE21），

「熱望，あせり」（TSW），「彼のいだいていた大きな焦りを伴って」。5�6）

,asi�endomeconlasmanos:現在分詞にコンマが先行するいわゆる時の

分詞構文とも，「～しながら」の意味の副詞の用法の現在分詞が先行して

いるともとれるが，いずれにしてもL3�L10の主節の核となるabr�ame

とmet�aにかかっている。前者の解釈では「そしてその時私を両手でつ

かんだ」，後者だと「私を両手でつかみながら（口をこじ開けた）」となる。

6）abr�ame:→meabr�a。meは間接目的格。6）m�asdesuderecho:名

詞のderechoには「正しいこと」（TSW）の意味があることから判断す

ると，「それ（＝口）の通常の開き具合以上に」の意味にとらざるを得な

い。6�7）desatentadamente:「不注意に，度を越して」（RAE21），「む

でっぽうに」（TSW）。7）,lacual�elten�aluengayafilada:説明的な

関係節を導入する関係代名詞lacualの先行詞はL7のlanariz「鼻」。節

の動詞ten�aの主語は�elであるので，このlacualは目的格ととる。した

がって後続のluenga「長い」（TSW）とafilada（＜afilar「尖らす」の

過去分詞）は目的格補語ということになる。tenerについて。「（直接補語

［→直接目的語］の性・数によって変化した過去分詞と組合わせて）もう

～している，してある」（TSW）。luengaは過去分詞ではないが，これに

したがえば「そして彼はそれを長く尖らせていた」となる。が，ここは通

常の鼻の大きさを性質としてあらわしているところなので，「ふだんは彼

の鼻は長く尖っていた」の意味にとる。尚このlacualが導入する節の核

となる動詞定形はこのten�aと，L8�L9のsehab�aaumentadoである。

8）aaquellasaz�on:alasaz�onがentoncesの意味で用いられているこ

―216―



とから判断して，「あの時は」ととる。cf.LT1A,p.48,L3。8�9）se

hab�aaumentadounpalmo:L7のlacualが導入する関係節の後半の核

となる部分であり，こちらの節に対してはlacualは主格である。palmo

「長さの単位（約21cm,4分の1vara,指を開いて親指の端から小指さき

まで）」（TSW）。そしてそれは20cmほど巨大化していた」。9�10）con

elpicodelacualmelleg�oalagulilla:lleg�o＜llegar,主語は盲人。前

置詞を伴う説明用法の lacualであれば，通常，conlacualmelleg�o

「そしてそれとともに私に近づいた」。ここでは間にelpico「先端」が入

ることで，lacualは前置詞格のellaに相当する用法に近づいている。a

は到達点をあらわす「～に」。gulilla「喉頭蓋（epiglotis）」（ALBL,p.

108），gulaについて，「大食，暴食」（TSW），「廃用語，咽頭，食道」

（RAE23）＋-illa（示小辞）。「そしてその先端でもって（彼は）私の咽頭

にまで達しました」。

和訳（p.63L3�p.63L10）

事実を受け入れるため，そして自身がいだいていた大きな焦りもあり，利

口なハウンド犬のようなやり方で私の息を感じたからでしょうか，彼は両

の手で私を押さえつけながら通常以上に私の口をこじ開け，無謀にも鼻を

突っ込んできたのです。その鼻ときたら普段でも長く尖っているのですが，

その時には怒りで20センチもふくらんでいたのです。その鼻の先端でもっ

て彼は私ののどちんこをつつきました。

p.63

Yconesto,yconelgranmiedoque 10

ten�a,yconlabrevedaddeltiempo,lanegralonga-

nizaa�unnohab�ahechoasientoenelest�omago,y

lom�asprincipal,coneldestientodelacumplid�sima

nariz,mediocuasiahog�andome,todasestascosasse
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juntaronyfueroncausaqueelhechoygolosinase 15

manifestaseylosuyofuesevueltoasudue�no. 16

10）conesto:「それゆえ，ここにおいて」（TSW）。cf.LT1B,p.58,L13。

10�11）conelgranmiedoqueten�a:ten�a＜tenerの直説法線過去1人

称単数，つまり主語はラサロ。queは関係代名詞で目的格。conはL11

のと同様に理由や原因ではなく，L12のnohab�ahechoにかかる様態

「～の様子で」ととることにする。「私が持っていた大きな恐れもあり」。

11）conlabrevedaddeltiempo:「時間の短い様子で」。ソーセージを飲

み込んでからの時間についての言及である。11�12）lanegralonganiza

a�unnohab�ahechoasientoenelest�omago:形容詞negra（negroの

女性形単数）には「黒い」の意味に加え，「（おもに名詞のまえについて）

暗い，悲しい，不運な，（…）困った，やっかいな」（TSW）の意味でも

用いられる。cf.LT1B,p.57,L17。先達の訳，「あの問題のソーセージ」

（UNL），「例のろくでもない腸詰」（AYL）。nohab�ahechoasientoに

ついて。hacerasiento「座る（＝tomarasiento），村に定住する」（RAE

21），「座り（安定）がよい，定住する」（DEM）。「あの困った長ソーセー

ジはまだ胃の中で落ち着いておらず」。13）lom�asprincipal:中性定冠詞

のloによる形容詞の抽象名詞化であるが，m�asとの組み合わせで最上級

ともとれる。ソーセージをもどした理由について前半から述べられている

が，その核心の内容がこの句を主節とし，L14のtodas以下を従属節とし

て続けることで展開する。即ち語を補うと，lom�asprincipales（または

era）que（...）todasestascosassejuntaron「最も重要なことはこれら

全てが集まったことです（または，でした）」。13�14）coneldestientode

lacumplid�simanariz:destiento「（廃用語）驚き，動揺」（RAE21），

「びっくり・ぎくりとすること」（TSW）。cumplid�sima＜cumplida＋

-�sima（絶対最上級の語尾）。cumplidoはcumplir「果たす」の過去分詞

として「果たした」の意味となるが，加えて「（形容詞）完璧な，（何かが）
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長い，余剰な」（RAE21），「adj.完全な（＝completo），ゆったりした，

礼儀正しい」（TSW）等の意味がある。FRCA（p.40）は L6�L7の

desatentadamenteと関連させ，反語的に礼儀正しいの意味で用いられて

いるとする解説を挙げている。その場合「お行儀の良い鼻にびっくりして」。

ただし本稿では「ぴったりとはまった」の意味にとる。14）mediocuasi

ahog�andome:cuasi→casi。すべての語を訳すと「半ばほとんど私を窒息

させながら」。14�15）todasestascosassejuntaron:todasestascosas

「これら全てのこと」，つまりここまで述べられたソーセージを吐き出すま

での諸々の様態。尚この句はsejuntaronとL15のfueronの主語である。

15）fueroncausaque:→fueroncausadeque,つまりque�smo。「これ

ら全てのことは deque以下の」原因でした」。15�16）elhechoy

golosinasemanifestaseylosuyofuesevueltoasudue�no:この節は

L15のfueroncausadequeとつながる従属節の役割を担う。それぞれse

manifestaseと fueseを核とする 2つの節から構成され，それらを L16

のyが結びつけている。L15の方のyは初めの節の2つの主語elhecho

と golosinaをつないでおり，それら複数の主語を反映させれば se

manifestasenとなろう。hecho「事実」，golosinaは現代スペイン語で

は「お菓子」の意味で用いられるのが常であるが，「果物や甘いもので，

食事としてではなく嗜好で食されもの」（COV），「おいしい物，ごちそう」

（TSW）といった意味もある。fuesevueltoについて。fuese＜serの接

続法過去3人称単数，主語はlosuyo「彼のものは」。vuelto＜volverの

過去分詞であるが，volverを他動詞の「戻す」ととれば，ser＋過去分詞

を用いた受動態という解釈になる。「事実とごちそうが露見し，そして彼

のものはもとの持ち主に戻された（ということの原因であった）」。vuelto

を自動詞のvolver「戻る」に由来するものととれば，このfuese＜serは

中世スペイン語において自動詞の完了時制を形成するのに用いられた助動

詞ということになる。その場合「彼のものはもとの持ち主に戻った」とな
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ろう。

和訳（p.63L10�p.63L16）

それゆえ私が抱いていた大きな恐れもあり，時間もあまり経っていなかっ

たこともあり，あの厄介な長ソーセージはまだ胃の中で落ち着いてなかっ

たのです。そして最も重要なことは，ぴったりとはまったあの鼻に仰天し，

それは半ばほとんど私の息を止めていましたが，こういった全てのことが

あわさり，そして真実とごちそうが露見し，彼のものがもとの持ち主へと

戻ったことの原因となったというわけです。

p.63

De 16

maneraque,antesqueelmalciegosacasedemi

bocasutrompa,talalteraci�onsinti�omiest�omago,

queledioconelhurtoenella;desuertequesuna-

rizylanegramalmaxcadalonganizaauntiempo 20

salierondemiboca. 21

16�19）L17のantesque以下の節がコンマにはさまれた挿入の形をとっ

ており，その解釈だと冒頭のdemaneraqueが導入する節としてL18の

talalteraci�on以下が続くことになる。しかしその場合主節が欠如するこ

とになるので，demaneraque「したがって」には節を導入するはたら

きはなく，結果のporesoの意味に相当する接続詞表現ととる。したがっ

てL17のantesque以下が従属節で，L18のtalalteraci�on以下を主節

ととることにする。17�18）antesqueelmalciegosacasedemibocasu

trompa:時の節を導入する接続詞句antes（de）que＋節 は「～する前に」

の意味で，核となる動詞定形はsacase＜sacar「引き抜く」の接続法過

去3人称単数。直接目的語はsutrompa「とても大きな鼻」（JCF,p.96），

「（象やばくの）鼻，でっかい鼻」（TSW）。「あの悪辣な盲人が自分のでっ
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かい鼻を私の口から引き抜く前に」。18）talalteraci�onsinti�omi

est�omago:→miest�omagosinti�otalalteraci�on。talはL19のqueと相

関して用いられる。即ちtalAqueB（直説法），「それほどのAなのでB

する」（DEM）。19）,queledioconelhurtoenella:talと相関するque

の後に節（B）が続く。その核となる動詞定形は，dio＜dar,の点過去3

人称単数，主語はmiest�omago「私の胃」。自動詞のdarは，darconX

enYで，「YにXをぶつける」の意味で用いられる。Xにはhurto「盗

んだ物」，Yのella「それ」は，trompa「でっかい鼻」を指す。leは間接

目的格で「彼に」。L18�L19は，「私の胃はそれほどの異変を感じたので，

盗んだ物を彼のそれにぶつけた」の意味となるだろう。19）desuerte

que:これはL16�L17のdemaneraqueとは異なり，節が後続するとと

らえる。20）maxcada:→mascada＜mascar「かみ砕く」の過去分詞，

「かみ砕いた」。20）auntiempo:「同時に」。

和訳（p.63L16�p.63L21）

こうしてあの悪辣な盲人が，私の口から彼のでかっ鼻を引き抜く前に私の

胃袋はそれほどの異変を感じたので，盗んだものをその鼻にたたきつけた

のです。こうして彼の鼻と，よく咀嚼されていないあのいまいましい長ソー

セージが私の口から同時に飛び出したというわけです。

p.63

�Oh,granDios,qui�enestuvieraaquellahorasepul- 22

tado,quemuertoyaloestaba! 23

22）qui�enestuviera（...）sepultado:qui�enは感嘆文で接続法過去とと

もに用いられ，願望をあらわす。「埋葬されていたらなあ」。23）,que

muertoyaloestaba:queはコンマとともに用いられ，説明的な理由の

節を導入する。「なぜなら」。loは estaba＜estarに先行する補語の

muerto＜morir「死ぬ」を受ける。ただしここでは本当に死んだのでは
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なく，「死んだような」の意味。

和訳（p.63L22�p.63L23）

ああ，偉大な神よ，あの時埋葬されていたらどんなによかったでしょう

か。だって私は死んだも同然だったのですから。

p.63

Fuetalelcorajedel 23

perversociego,que,sialruidonoacudieran,pienso

nomedejaraconlavida. 25

23�24）fuetalelcorajedelperversociego:talをfue＜serの補語とと

り，主語は elcoraje以下とする。即ち，並べ替えると，elcorajedel

perversociegofuetal。coraje「憤り，立腹」（TSW）。ここでのtalと

L24のqueが導入する節は相関して用いられている。「邪悪な盲人の憤り

はそれほど大きかったので（que以下である）」。24�25）L23のtalと相

関したL24のqueが導入する節の核となるのは，pienso＜pensar「考え

る」の直説法現在1人称単数である。piensoを主節とし，接続詞を補っ

た構文が，piensoquenomedejaraconlavidaである。「（怒りはそれ

程大きかったので）私はque以下だと思う」。このque以下の節はL24

の si以下の条件節の帰結（ap�odosis）として機能している。24）sial

ruidonoacudieran:acudieran＜acudir「駆けつける」の意味に加え，

「救いに行く」（TSW），「誰かの救援に行く」（RAE21）の意味もあり。

接続法過去，-ra型であるが，過去の反事実をあらわしている。即ち対応

する現代スペイン語の形式はhubiesen/hubieranacudido。cf.LT1A,

p.53,L26�L28，及びIEM,p.123,p.130。尚主語は3人称複数を用いた

無人称とも，L30の「集まってきた人達」ともとれる。その場合，「もし

その騒ぎに人々が集まらなかったとしたら」。25）nomedejaraconla

vida:dejara＜dejar「放っておく」の接続法過去形で-ra型であるが，
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条件文の帰結の過去未来の代わりに用いられている。意味内容を考慮すれ

ば，ここで対応する現代スペイン語の形式は，過去未来完了の habr�a

dejadoとなる。主語は盲人。文字通りの訳は，「命を伴った私を放ってお

くことはなかったでしょう」となろう。

和訳（p.63L23�p.63L25）

邪悪な盲人の怒りは相当なものでしたので，もし騒ぎを聞きつけて助けに

来てくれなかったとしたら，彼は私を生かしておくことはなかっただろう

と思うのです。

p.63

Sac�aronmedeentresus 25

manos,dej�andoselasllenasdeaquellospocoscabe-

llosqueten�a,ara�nadalacarayrascu�nadoelpes-

cuezoylagarganta. 28

25）sac�aronme:→mesacaron＜sacarの直説法点過去3人称複数が主

語であるが，L24のacudieronの場合と同様に，主語を特定する場合に

は「彼らは私を引き出した」，無人称ととるのであれば，「私は引き出され

た」となるだろう。25�26）deentresusmanos:「彼の手の間から」。26）

dej�andoselasllenasde:コンマを伴い分詞構文的に用いられている現在

分詞に，前接の無強勢代名詞が伴っている。このうちseは無人称で用い

られている再帰代名詞ととり，lasはsusmanos「彼の両手」を指し，

dejando＜dejar「（直接目的語）を（目的格補語）にしておく」の直接

目的格「それらを」と解釈，「～に」にあたる目的格補語はllenas。即ち

動詞定形を用いた対応する節は，ysedej�olasmanosllenasde「そして

彼の両手をde以下で一杯にした」。27）,ara�nadalacara:コンマのあと

で過去分詞を用いた分詞構文ととる。「顔はひっかかれて」。27�28）ras-

cu�nado:＜rascu�nar（→rasgu�nar「引っ掻く」）の過去分詞。後続のel
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pescuezoとlagargantaにかかり，分詞構文を形成する。「首と喉は引っ

掻かれて」。尚この語は同じ「引っ掻く」を意味するrascar,ara�narと同

義であるが，rascu�nar，rasgu�narはu�na「爪」を語中に含んでいる。

rasgu�nar「爪（u�nas）で引っ掻く（…）」（AUT）。

和訳（p.63L25�p.63L28）

彼の両手の間から私は引っ張り出されましたが，私に生えていたわずかな

髪で，彼の両手は一杯でした。顔はひっかかれ，首や喉も爪でのひっかき

傷だらけでした。

p.63

Yestobienlomeresc�a,pues 28

porsumaldadmeven�antantaspersecuciones. 29

28）estobienlomeresc�a:この節の核となる動詞定形meresc�a（→mer-

ec�a＜merecer「（賞や罰として）受ける値打ちがある」（TSW）の直説

法線過去3人称単数）の主語は，一見すると先行する内容を受ける中性の

指示代名詞esto「このことは」のようにも見える。ただしその場合，lo

の受ける内容が，それが男性形の場合でも中性形の場合でも不明確であり，

またmerecerとloを用いた慣用表現も確認できないことから，estoは主

語ではなく，それ以外の主語を想定する必要がある。VGC（p.63）及び

FRCA（p.41）は，このmeresc�aの主語をlagarganta「喉」としてい

る。その場合estoは動詞に先行する直接目的語の役割を担う指示代名詞

で「このことを」，loはその場合に重複が必要な目的格代名詞で，性は中

性ということになる。ただしestoが受ける意味内容は，当初それを主語

と想定した場合と同じである。「そして喉はそのことを罰として（ひっか

き傷を）受けるのに値する」。28）,pues:説明的な理由の節を導入する。

「というのも」。29）porsumaldad:L28のmeresc�aの主語がgarganta

だとすれば，このsu「それの」が指すのは「喉」のことになる。porは
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理由。「それの悪さにより」。つまり長ソーセージを吐き出したのが喉のせ

いということ。29）meven�antantaspersecuciones:ven�an＜venir

「来る」の直説法線過去3人称複数，主語は後続のtantaspersecuciones。

自動詞であるのでmeは間接目的格「私に」。「それほど多くの迫害が私に

及んだ」。

和訳（p.63L28�p.63L29）

しかし確かに喉はその罰を受けるに値しました。と申しますのも，その喉

がへまをしたおかげで私にあんなに多くの迫害が及んだのですから。

p.63

Contabaelmalciegoatodoscuantosall�sealle- 30

gabanmisdesastres,yd�abalescuenta,unayotra 31

p.64

vez,as�deladeljarrocomodeladelracimo,yago- 1

radelopresente. 2

30）contaba:＜contar「語る」の直説法線過去3人称単数，主語は後続

のelmalciego「その悪い盲人」，直説目的語に相当するのはL31のmis

desastres「私の災難」，L30�L31のatodoscuantosall�seallegabanが

間接目的語に相当する。30�31）atodoscuantosall�seallegaban:L30

のcontabanを核とする文の間接目的に相当する節。cuantosは関係代名

詞で，関係節が後続し，todosが先行して結びつき，意味を強化している。

「～する者全てに」。all�はAYLの訳と同様に，ラサロが長ソーセージを

吐いた現場，即ち「その場へ」ととる。ただしUNLは「行く先々で」。

「その場に集まって来た人たち全てに」。31）misdesastres:L30の

contabaの直説目的に相当する句。desastreには「災厄，失敗」（TSW）

のいずれの意味もある。「私の災難（misdesgracias）の意味であり，私

が盲人にした災難の意味ではない」（ALBL,p.109）。先達の訳，「わたく
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しの失敗の数々を」（AYL），「私の災難について」（UNL）。31）d�abales

cuenta:→lesdabacuenta。darcuentade...で，「～の責任をとる，償

いをする，弁解・説明をする，報告して了解を得る」（TSW），「～につい

て説明（釈明）する」（DEM）。尚この表現のde以下はp.64,L1のdela

deljarro,deladelracimo,L2のdelopresenteの3つの句が担う。les

「彼らに」は，L30のa以下を指す。「（盲人が）彼らにde以下について

説明した」。31�p.64,L1）unayotravez:「長々と，しつこく」（DEM）。

1）as�deladeljarrocomodeladelracimo:as�AcomoBで「AもB

も」。deladeljarroの初めのdeはp.63,L31のd�abalescuentaにつな

がる。deladelracimoの初めのdeも同様。ところでこれら2つの句に

ある女性の定冠詞の laについて，「contar「語る」に由来する cuento

「話」の代わりのcuenta［という語をこのlaが受けている］」（JCF,p.

100）。「壺の話についても，同様にぶどうの房の話についても」。尚，la

de＋名詞で「（感嘆）大量の～，多くの～」（DEM）という用法もあるが，

ここでは適用しない。1�2）agoradelopresente:agora→ahora。ここ

のdeもp.63,L31のd�abalescuentaにつながる。lopresente,lo＋形容

詞で抽象名詞化。「今度は今回のことについて」。

和訳（p.63L30�p.64L2）

そこに集まって来た者たち全てに，あのあくどい盲人は私の失敗を語り

ました。そして壺の話も，同様にぶどうの房の話も，今度は今回のことに

ついても何度も繰り返し彼らに説明したのです。

p.64

Eralarisadetodostangrande, 2

quetodalagentequeporlacallepasabaentrabaa

verlafiesta;mascontantagraciaydonairecontaba

elciegomishaza�nas,que,aunqueyoestabatan 5
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maltratadoyllorando,meparesc�aquehac�asinjus-

ticiaennoselasre�r. 7

2）eralarisadetodostangrande:→larisadetodoseratangrande。

tangrandeはL3のque以下と相関して用いられている。tanAqueB

「それほどAなのでB」。「皆の笑いはそれほど大きかったので（que以下

であった）」。3）quetodalagentequeporlacallepaseaba:初めのque

はL2のtan＋形容詞（grande）と相関する節を導入する。核となる動詞

定形は entraba。2番目の queは関係代名詞で主格，先行詞は todala

gente「全ての人々」。尚，この名詞句+関係節はentrabaの主語となる。

「通りを歩いていた全ての人たちは」。3�4）entrabaaverlafiesta:

entraba＜entrar「入る」の主語はL3のtodalagenteを核とする句。

fiestaは「祭り，パーティー」であるが，この盲人の「独演会」とそれを

聴いて笑う人々の様子をあらわしたもの。4）contantagraciaydonaire:

「それほど多くのおかしさと冗談でもって（語っていた）」。ここで用いら

れているtanta（mucho「沢山の」の同等比較女性形単数）も，L5のque

が導入する節と相関。tantoAqueB，「あまりに多くのAなのでB」。4�

5）contabaelciegomishaza�nas:contaba＜contarの直説法線過去3

人称単数，主語はelciegoで直接目的語がmishaza�nas。「盲人は私の手

柄を語っていた」。FRCA,ALBL,JCFはcontabaではなくrecontaba

の表記となっている。recontar（＞recontaba）について，「数えなおす

（…），語る（referir）」（TSW），AUTには「時としてただ語るだけの意

味にとられる」という語義に加えて，「再びcontar（数える，語る）する」

としている。FRCAは「再び語る」の意味にとっている。「recontarは

「語る」の意味が頻繁であるが，『規範辞典』［つまりAUT］が，volvera

contarと記載しているように，ここでは反復の意味を排除すべきではな

い」（p.41）。ALBLは同じAUTの記載を根拠に，反復の意味を認めな

い立場をとっている。「私はここでは反復の意味をあらわしているとは思
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わない。ここは［AUTが］「時として（recontarは）ただ語るだけの意

味にとられる」としているように，ここは「語る」の意味である」（p.

109）。つまりALBLはTSW と同様に「再び数える」の意味ととってい

る。5）,que,:L4のtantagraciaと相関して用いられる節を導入する接

続詞である。直後に,aunqueの節が挿入されているもので，L6の me

paresc�a以下がqueの導入する節である。5�6）aunqueyoestabatan

maltratadoyllorando:過去分詞の maltratado（＜maltratar「いじめ

る」）も現在分詞のllorando（＜llorar「泣く」）も，estabaと結びつく。

前者は状態の受動文で，後者は進行を意味する。「私はいじめられ，泣い

ていたにも関わらず」。6）meparesc�aque:paresc�a→parec�a。「私に

はque以下に思えた」。6�7）hac�asinjusticiaennoselasre�r:hac�a

は1人称単数で，ラサロが主語。sinjusticia「（俗［語］・方［言］）不正

（＝injusticia）」（TSW）。「（en以下において）私は不正をしていた（よ

うに思えた）」。ennoselasre�rについて。不定詞に前置詞が先行すると

きに，無強勢代名詞が後接の位置で用いられるのは中世スペイン語の用法

（IEM,p.39及びLT1B,p.62,L20�L21）。seは無人称，lasは直接目的

格でL5のhaza�nasを受ける。現代スペイン語だとennore�rselas。「そ

れらを（人が）笑わないことにおいて」。

和訳（p.64L2�p.64L7）

皆の笑い声はそれほど大きかったので，通りを歩いていた全ての人たちが

この騒ぎを見に入って来たのでした。しかしながら盲人が私の偉業をそれ

ほど多くのおかしさと冗談でもって語っていたので，私はひどい扱いを受

け，泣いていたにもかかわらず，それらを笑わないことがいけないことを

しているように思えたのです。

p.64

Yencuantoestopasaba,alamemoriamevino 8

―228―



unacobard�ayflojedadquehice,porquememal-

dec�a,yfuenodejallesinnarices,puestanbuen 10

tiempotuveparaello,quelameitaddelcaminoes-

tabaandado:quecons�oloapretarlosdientesseme

quedaranencasa,y,conserdeaquelmalvado,por

venturaloretuvieramejormiest�omagoqueretuvo

lalonganizay,noparesciendoellas,pudieranegar 15

lademanda. 16

8）encuantoestopasaba:encuantoはmientras「～している間」と

同義。「このことが起こっている間に」。8�9）alamemoriamevinouna

cobard�a:（主語＋）venir＋a＋人＋alamemoria「～［間接目的］に思い

ださせる」（DEM）。a＋人は間接目的格代名詞のmeで表わされている。

並べかえると，unacobard�amevinoalamemoria「ある臆病さが私

に思い出された」。9）unacobard�ayflojedadquehice:L8のvinoは3

人称単数であるが，この句が主語である。queは関係代名詞で目的格。

「私のした臆病と怠惰」。9�10）porquememaldec�a:porque「だから」

（TSW）。porを原因，理由の意味ととり，queを接続詞としたもの。こ

れに従えば，「だから私自身を呪っていた」。ただしこのqueを関係代名

詞ととり，porlaqueの定冠詞が省略されたものとすれば，先行詞は

cobard�aとflojedad,porは原因の用法と解釈することもできる。「その

ことが原因で私は自身を呪っていた」。10）fuenodejallesinnarices:L8

の3人称単数のvinoの主語の場合と同様に，このfue（＜serの直説法

点過去3人称単数）の主語も同じL9のunacobard�ayflojedadとする。

dejalle→dejarle,不定詞に無強勢代名詞が前接する場合の同化現象。vid.

LT1A（p.51,L2），LT1B（p.59,L16）,IEM（p.155）。leはレイスモで

「彼を」。sinnaricesは目的格補語の役割を担う。「鼻無しに」。尚，nariz

は現代スペイン語でも複数で多用されるが，鼻の穴が2つあることに由来
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する，いわば双数の用法と考えられる。「（私の行なった臆病と怠惰と言う

のは）彼を鼻無しにしなかったことでした」。10�11）,puestanbuen

tiempoparaello:接続詞puesはコンマを伴い，説明的に理由の節を導

入する。「というのも」。tanはL11のqueと相関して用いられている点

がL2と同様。即ち，tanAqueB「それほどAなのでB」。中性代名詞

ello「そのこと」は，前文の内容，盲人を鼻無しにすること（否定文で表

わされていた）を指す。「そのことのために私はあまりに良い時を持って

いたので」。11）quelameitaddelcaminoestabaandado:queはL10

のtanと相関して用いられる。meitad「廃用語，mitad［のこと］」（RAE

21）。語を補い並べかえると，yoestabaandadoenlamitaddelcamino

で，文字通りの訳は「私は道の半分まで歩いていた」であるが，「もう少

しで上手くいった」の意味で用いられているととる。12）que:意味内容

の希薄な，あるいは軽い理由を導入する接続詞，「というのは」。導入する

節の核となる動詞定形は，L12�L13のsemequedaran。12）cons�olo

apretarlosdientes:con＋不定詞で条件「～すれば」。apretar「強く押

す」。「歯を噛みしめるだけで」。12�13）semequedaranencasa:主語は

lasnarices。seは再帰代名詞，即ちquedarse「とどまる」。meは関与の

与格の用法。尚，接続法過去の-ra型は中世スペイン語では主に直説法の

意味で用いられることが多かったが，ここでも推量の意味の過去未来，即

ちquedar�anと同義ととる。cf.LT1B（p.57,L29）。quedarとencasa

を用いた慣用表現は確認できなかったので，ここは文字通りの訳「自分の

家にとどまる」を比喩的にとり，転じて「自分のものとする」の意味に解

釈する。JCFはここのencasaについて，「口の中で自分の支配下に置く」

（p.100）としている。先達の訳。「（彼の鼻は）私の家の中にとどまった

だろう」。「そいつは自家薬籠中のものになっていたに違いない（…）」

（AYL），「それをわがものにできたのですから」（UNL）。13）conserde

aquelmalvado:ここでのcon＋不定詞は譲歩の意味ととる。意味上の主
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語はlasnarices。ser＋de～で所属の意味。「（その鼻は）あの悪党のもの

であったけれども」。13�14）porventura:「もしかしたら」。14�15）lo

retuvieramejormiest�omagoqueretuvolalonganiza:retuviera＜

retener「とどめる」の接続法過去 -ra型で，ここも L12�L13の se

quedaranと同様に，過去の推量の意味で用いられている過去未来と同義

ととる。主語はmiest�omago。loは男性単数あるいは中性であるが，las

naricesを受ける。したがって語を補い現代スペイン語風に直し並べかえ

ると，miest�omagolasretendr�aに対応するであろう。mejorは副詞

bien「良く」の比較級で，比較の対象は L14の que以下で導入される

retuvo（＜retenerの直説法点過去3人称単数）を核とする節。「長ソー

セージを手元においたことよりも，私の胃袋は彼の鼻を長くとどめたかも

しれません」。15）noparesciendoellas:paresciendo＜parescer（→

parecer「（古）現われる（＝aparecer）」（TSW））の現在分詞。反事実の

条件文の前提節に相当する分詞構文を形成するととる。意味上の主語は後

続のellas。動詞定形を用いた節に置き換えると，siellasnohubieran

aparecido「もしそれら（ellas＝narices）が現れなかったとしたら」。15）

pudieranegarlademanda:主語はmiest�omago,過去の反事実の帰結

節を表わしている。即ち，現代スペイン語では通常habr�apodidonegar

に対応するであろう。cf.LT1A（p.54,L28）。「（私の胃袋は）その要求

を否定することができただろうに」。この個所のVGC（p.64）の注釈，

「盲人の鼻という犯罪の証拠が現れなければ， 司法上の申し立て

（demandajudicial）の機会もなかっただろう」。つまり法律用語ではあ

るが，FRCAは，「negarlademandaはよく知られていた専門用語であ

るので，この作者が特別に法律用語に通じていたとは推論できない」（p.

42）としている。

和訳（p.64L8�p.64L16）

このようなことが起こっている間，私は自分の臆病さと怠惰が思い出さ
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れ，それは盲人を鼻無しにしなかったということですが，そのことで自身

を呪ってました。と申しますのも，そのことをするためのそういった良い

機会を私は持っていたので，その道の半ばまで進んでいたのです。つまり

歯を噛みしめるだけで彼の鼻は私の家の中にとどまったであろうというこ

とです。そしてその悪人のものではありましたが，もしかしたら私の胃袋

はあの長ソーセージをとどめたよりもちゃんとそれを置きとどめたかもし

れませんし，鼻が現れなかったとしたら，申し立てを拒否できたかもしれ

なかったのです。

p.64

�PluguieraaDiosquelohubiera 16

hecho,queesofueraas�queas�! 17

16�17）�pluguieraaDiosquelohubierahecho（...）!:pluguiera＜

placer＋que＋接続法，この場合自動詞としての解釈。「que以下が（間接

目的に）うれしい」。pluguieraはplacerの不規則な点過去3人称複数

pluguieronから派生した接続法過去の-ra型である。ここでは過去の推

量の意味で用いられる直説法の過去未来placer�aと交替可能なものとと

る。即ち，placer�aaDiosquelohubierahecho。あるいはplacerを他

動詞ととり，queをsiと読めば，過去の反事実の条件文ととれる。前提

節に相当するlohubierahechoの主語は1人称単数で，loは盲人の鼻を

噛み切るという前文の内容を受ける。帰結節のpluguieraの主語として

は，loと同内容を指すeso「そのことは」を補ってとらえる。即ち，siyo

lohubierahecho,esoplacer�aaDios,「もし私がそのことをやっていた

としたら，そのことは神様を喜ばせているだろうにな」。17）,queeso

fueraas�queas�:queは接続詞で説明的な理由の節を導入するととる。

「なぜなら」。中性の指示代名詞esoはL16のloと同じ内容を指す。as�

queas�「［as�oas�a,as�oas�,as�queasadoなどとも同義で］（ser,
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tener,darなどと用いられて）どちらにしても同じこと」（TSW）。「良く

も悪くもない，まあまあのこと」（JCF,p.101），「as�queas�という言い

回しは，変種のas�queas�aと同様に，事を行ういずれの方法に対しても

無関心さを示すために用いられた」（FRCA,p.42）。fuera＜serの接続

法過去-ra型で，過去の推量の意味で用いられる過去未来ser�aと同義と

とる。「というのもそうしたところでどちらでも同じことだっただろうか

らです」。この箇所のVGC（p.64）の読み。「私はそのことをしておけば

なぁ，だってそのことは被った害においては我々は引き分けにしたであろ

うから」。

和訳（p.64L16�p.64L17）

ああ，もしそれをやっとけばなあ，神様を喜ばせているんだろうにな！

だってそれをしたところでどちらでも同じことだっただろうから！

p.64

Hici�eronnosamigoslamesoneraylosqueall�es- 18

taban,y,conelvinoqueparabeberlehab�atra�do,

lav�aronmelacaraylagarganta,sobrelocualdis- 20

cantabaelmalciegodonaires,diciendo: 21

18）hici�eronnosamigos:→noshicieronamigos。amigosは目的格補

語で形容詞ととる。「仲の良い」。「私たちを仲良くさせた」。hicieron＜

hacer,主語は後続のlamesoneraylosqueall�estaban「宿のおかみと

そこにいた者たち」。尚，後半のlav�aronmeの主語でもある。19）conel

vinoqueparabeberlehab�atra�do:queは関係代名詞で先行詞は el

vino,目的格。hab�atra�doは1人称単数。leは間接目的格で「彼に」，

即ち「盲人に」。「飲むために私が盲人に持ってきていたワインでもって」。

20）lav�aronmelacaraylagarganta:lav�aronme→melavaron。me

は間接目的格で，lacaraylagargantaが直接目的語。「私に関して顔と
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喉を洗った」。20）sobrelocual:中性のlocualが受けるのは先行する文

の内容，「そのことに関して」。即ちワインで顔や喉を洗ったこと。20�21）

discantabaelmalciegodonaires:→elmalciegodiscantabadonaires。

discantaba＜discantar「稀な使用，比喩，何らかの事柄を解説する，そ

の事柄について場合によっては図々しく意見を加える」（RAE21），「詳解

する」（TSW），つまり「述べた」ととる。「そのことに関して悪辣な盲人

は冗談を言いました」。21）,diciendo:decir「言う」の現在分詞で，コン

マの後で説明的に用いられているととる。「そして以下のように言いまし

た」。

和訳（p.64L18�p.64L21）

旅籠屋のおかみとそこにいた者たちが我々の間をとりなしました。そし

て盲人が飲むために私が持ってきたぶどう酒でもって，彼らは私の顔と喉

を洗ってくれたのですが，そのことについてあの憎らしい盲人は冗談を飛

ばしました。そして以下のように言いました。

p.64

―Porverdad,m�asvinomegastaestemozoen 22

lavatoriosalcabodela�no,queyobeboendos. 23

22）porverdad;前置詞porは理由，原因の意味だとすると「真実ゆえに」

というのが直訳となる。verdaderamente「本当に」と同義ととる。先達

の訳，「本当によ，」（AYL），「まったくのところ」（UNL）。22）m�asvino

megastaestemozo:→estemozomegastam�asvino。meは間接目的

格で「私から」。比較の文で比較の対象はL23のque以下。「この若者は

（que以下よりも）より多くのワインを私から消費する」。23）lavatorio:

「洗うこと，洗浄」（TSW）。23）alcabodela�no:alcabode「despu�esde

［に同じ］」（RAE21），「～のはじ，終わりに」（TSW），「（時間）～の後に」

（DEM）。「一年の終わりに」の意味であるが，L23のendosから判断す
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ると，「その年の終わりに」ではなく，「一年の間に」の意味にとれる。

23）,queyobeboendos:このqueは比較の対象を説明的に導入する接

続詞ととる。語を補うと，,queyobeboendosa�nos「私が2年間で飲

むよりも（より多くのワイン）」。

和訳（p.64L22�p.64L23）

「実際のところよ，このガキは俺が2年かかって飲むより多くのぶどう

酒を，傷の洗浄で1年で使っちまうんだよ。

p.64

Alo 23

menos,L�azaro,eresenm�ascargoalvinoqueatu

padre,porque�elunavezteengendr�o,maselvino 25

miltehadadolavida. 26

23�24）alomenos:「少なくとも」。RAE21にあるように，almenos,por

lomenosと同義である。24）eresenm�ascargoalvinoqueatupadre:

serencargo「（誰かに）負債がある，負債者である」（TSW）。m�as

cargo「より多くの負債」は比較級で，比較の対象はque以下。「君は君

の父親に対してよりもワインにより多くの負債がある」。25）,porque�el

unavezteengendr�o:�elはラサロの父親を指す。engendr�o＜engendrar

「子をなす」，この語を用いた表現には侮辱のニュアンスが伴うことがある。

「なぜなら彼は一度（だけ）お前を作った」。25�26）maselvinomilteha

dadolavida:mil→milveces「1000回」が原義であるが，DEMには

「cienvecesに同じ」とあり，その cienvecesは「（cienmilveces,

cientosdevecesに同じ）何度も何度も，ひんぱんに」の意味としている。

teは間接目的格「君に」。「しかしワインは千回お前に命を与えた」。

和訳（p.64L23�p.64L26）

少なくともよ，ラサロ，お前はお前の父親よりもぶどう酒の方に沢山恩義
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があるんだぜ。なぜってよぉ，そりゃお前の親父は一度はお前を作ってや

りはしたけど，ぶどう酒の方はお前に千回も命を与えてきたんだからな」。

p.65

Yluegocontabacu�antasvecesmehab�adesca- 1

labradoyarpadolacara,yconvinoluegosa-

naba. 3

p.65

1�3）この文の中で接続詞のyが3ヶ所で用いられている。文頭のyにつ

いて。「（話の切り出し）ところで（…）（色々な意味あいで）」（DEM）。

「（文頭で）で，そこで，ところで」（TSW）。L2の2つのyはいずれも

cu�antas以下の節の中で用いられている。その前半の過去完了の節と，後

半の線過去のsanabaを核とする節をつなぐのが後半のy。前者のyは2

つの要素から成る過去完了の節をつないでいる。A（ayb）yB，即ちAa

にはhab�adescalabrado,Abにはarpado,Bにはsanabaが対応する。

1�2）cu�antasvecesmehab�adescalabradoyarpadolacara:cu�antas

は一見すると間接疑問文を形成している疑問詞のようであるが，主節の

contabaから切り離した場合に，感嘆文を形成する感嘆詞と解釈できる

ことから，ここは「間接感嘆文」を形成しているととる。即ち，cu�antas

vecesで「いったい何度」。hab�adescalabrado＜descalabrar「頭に打

撃を加える」，直接目的となるのはme。「（いったい何回）」私の頭に打撃

を加えていたか」。arpado＜arpar「ひっかく（ara�nar）あるいは爪で裂

く（rasgarconu�nas）」（RAE21），「（爪で）かく（＝ara�nar）」（TSW）

もL1�L2のhab�adescalabradoと同様に過去完了で用いられていると

とる。即ち，yhab�aarpado,直接目的語はlacara「（いったい何回）顔

を引っ掻いたことか」。2�3）yconvinoluegosanaba:L1でもluegoが

用いられているが，ここのluegoはかつてラサロを痛めつけた回想の中
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で用いられている。「のちに」。sanaba＜sanar「なおす，治療する」

（TSW）。

和訳（p.65L1�p.65L3）

そしてのちに，いったい何回ほど私の頭を傷つけ，そして顔を爪でひっ

かき，そしてそのあとでぶどう酒で治したかを語ったのです。

p.65

―Yotedigo―dijo― quesiunhombreenelmun- 4

dohadeserbienaventuradoconvino,queser�ast�u. 5

4�5）この文の構造は，L4のdigo＜decir「言う」が主節の核を形成，L4

のque以下が従属節というものである。「私は君にque以下を言う」。こ

の従属節が更に複文を形成しており，si以下が条件節，L5のque以下が

帰結節，即ち主節を担う。尚このqueはL4のqueと同じとみなす。並

べかえると，Yotedigoqueser�ast�usiunhombreenelmundohade

serbienaventuradoconvino.となろう。5）hadeserbienaventurado:

haberde＋不定詞で，「～するはずである，べきである」（TSW）。主語

はL4のunhombre。bienaventuradoは形容詞で「至福，天福をえた

（…），（悪口として）おめでたい」（TSW）といった意味で用いられるが，

ここは動詞 bienaventurar「（他動詞，古語）誰かに至福を与える」

（RAE21）の過去分詞ととり，serと受動態を形成しているととる。「もし

この世の中である男がワインで至福を与えられているはずだとすれば」。

和訳（p.65L4�p.65L5）

「お前に言っておくけどよ」，彼は言いました。「もしこの世界で誰か一

人の男が，ぶどう酒でもって至福を与えられているはずだとすりゃあよ，

それはお前だぜ」。

・LazarillodeTormes・（1554）の文法的特徴についての考察（廣澤） ―237―



p.65

Yre�anmucholosquemelavabanconesto, 6

aunqueyorenegaba;maselpron�osticodelciegono

sali�omentiroso,ydespu�esac�amuchasvecesme

acuerdodeaquelhombre,quesindudadeb�atener

esp�ritudeprofec�a,ymepesadelossinsaboresque 10

lehice,aunquebienselopagu�e,considerandolo

queaqueld�amedijosalirmetanverdaderocomo

adelanteVuestraMercedoir�a. 13

6）losquemelavabanconesto:losque以下の節がre�an（＜re�r「笑

う」）の主語となる。「losque以下をしていた者たちは（大いに笑った）」。

conestoは「それゆえ，ここにおいて」（TSW）の意味の成句。「その時

私を洗っていた者たちは」。7）,aunqueyorenegaba:コンマのあとに説

明的な節を導入する。ここでの接続詞aunqueは，peroと同義ととる。

renegaba＜renegarは他動詞であれば「強く否定する」の意味であるが，

ここは自動詞ととり，その場合「罵る（blasfemar）」（RAE21），「悪態を

つく」（TSW），「突然怒りの言葉を発する」（JCF,p.102）。7�8）el

pron�osticodelciegonosali�omentiroso:salir＋主格補語で「（結果とし

て）～になる」（DEM）。「この盲人の予想は�にはならなかった」。8）

despu�esac�a:この句はdesdeestoncesac�a「そのとき以来」（TSW）と

読みかえる。FRCA（p.93）は「desdeentonces（「それ以来」）」の意味

としている。9）,que:関係代名詞，主格，先行詞はL9のaquelhombre

「あの男」，説明的な関係節を導入する。「そして彼は」。9）deb�atener:

deb�a＜deber,自動詞の推定の用法（deber（de）＋不定詞），「持ってい

るに違いなかった」。10）mepesadelossinsabores:pesarについて，

「（与格補語［…］を伴ない，これを事実上の主語として，第3人称にだけ

活用［…］）悲しむ，くやむ，悩む，後悔する［…］（pesardeともいう）」
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（TSW）。10�11）quelehice:queは関係代名詞で先行詞は L10の los

sinsabores,目的格，leは間接目的格「彼に」。「私が彼にした不快なこと

（が私に重くのしかかっている）」。11）,aunquebienselopagu�e:コン

マのあとにaunqueが説明的な節を導入しているのはL7の場合と同様で

あるが，ここは事実に対する譲歩の節の挿入ととる。seは間接目的格で

「彼に」，loは中性の直接目的格「そのことを」。先行する内容「私が彼に

行なったいやがらせ」の補足の説明ととれる。「確かに私は彼に対してそ

のことを充分に報いたわけですが」。尚日本語の「報いる」には「報復す

る」と「償う」という相反する意味があるが，pagarの場合も同様。11�

13）,considerandoloqueaqueld�amedijosalirmetanverdadero

comoadelanteVuestraMercedoir�a:コンマのあとで用いられる現在分

詞considerandoは理由の分詞構文を形成，その主節に相当するのはL10

の pesaを核とする節。他動詞の considerarは目的格補語をとり，

considerarA（直接目的語）B（目的格補語）「AをBと見なす」の用法

がある。Aにはloqueaqueld�amedijo「あの日彼が私に言ったこと

（を）」，Bには，ここでは不定詞のsalirmeが相当する。L8の場合と同様

にこのsalirも「（結果として～［主格補語］になる）」。me「私に」は間

接目的格で，主格補語に相当するのが verdadero「真実の」。尚この

verdaderoは同等比較の構文に組み込まれており，ここでは「正にcomo

以下のように」の意味ととる。「あの日彼が私に言ったことを，のちにあ

なたがお聞きになるように，私には真実となったと考えるからです」。

和訳（p.65L6�p.65L13）

その時私を洗っていた者たちは大いに笑いました。もっとも私は悪態を

つきましたが。しかしながら盲人の予言は�にはなりませんでした。そし

てその時以来今日まで，私はあの男のことを覚えています。彼は間違いな

く予言者の霊感を備えていたに違いありません。そして私は彼に充分報い

たとはいえ，私が彼にした意地悪が私に重くのしかかっているのです。と
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いうのもあの日彼が私に言ったことを，のちにあなた様がお聞きになるよ

うに，私には真実となったと考えるからなのです。

p.65

Vistoestoylasmalasburlasqueelciegoburlaba 14

dem�,determin�edetodoentododejalle,y,comolo 15

tra�apensadoyloten�aenvoluntad,conestepos-

trerjuegoquemehizoafirm�elom�as. 17

14�17）この一文はL15の等位接続詞yが2つの節をつないでいる。それ

らの節の核となる動詞定形は，L15のdetermin�eとL17のafirm�eloであ

る。14）vistoestoylasmalasburlas:ver「見る」の過去分詞vistoを

用いた理由の分詞構文。vistoは後続のesto「このこと」とburlas「か

らかい」の両方と一致するととる。estoは壺による殴打の一件，burlas

はそのあと傷の手当てをしていた者たちを沸かせることとなった盲人のラ

サロへの侮辱と解釈する。「このこととそのひどい愚弄を見たので」。14�

15）queelciegoburlabadem�:queは関係代名詞で先行詞はburlas。

burlaba＜burlarを他動詞の「からかう」（TSW）の意味にとる。した

がってこのqueは目的格，deは主題の意味でdem�「私に関して」。「盲

人が私についてからかった（意地悪な）からかい」が直訳。「［burlar

burlasは］vivirvidafeliz（「幸せな人生を生きる」）のように，内在す

る目的語 （objetointr�nseco） を伴っている」（JCF,p.103）。 15）

determin�edetodoentododejalle:前半の節の核となる determin�e＜

determinarは不定詞（dejalle）との組み合わせで「～することを決意す

る」の意味。dejalle→dejarle，不定詞に無強勢代名詞が前接する場合の

同化現象（IEM,p.155）。cf.LT1A,p.51,L2及びLT1B,p.59,L16。le

はレイスモで盲人を指す，「彼を」。detodoentodo「すっかり（entera-

mente）」（JCF，p.103），「まったく，すっかり」（TSW）。「きっぱりと
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彼のもとを去ることを私は決意した」。15�16）comolotra�apensadoy

loten�aenvoluntad:理由の接続詞comoによって導入される従属節で，

主節はL17のafirm�eloを核とする節。ここで用いられているloはいず

れも中性で，L15のdejalleを受ける。lotra�apensadoについて。tra�a

＜traerの直説法線過去，主語は1人称単数，pensadoはpensarの過去

分詞で，ここでは主格補語ととる。「私はそのことを考えて持ってきてい

た」。traerを「（何かを）している，かまける」（TSW）の意味とするな

ら，「私はそのことを考えていた（ので）」。lotra�aenvoluntadもほぼ

同内容で，直訳では「私はそのことを意思の中に持っていた」となる。16�

17）conestepostrerjuegoquemehizo:conは原因，理由の意味とと

る。juego「たわむれ」（TSW）。postrer＜postrero「最後の」，つまり

「最後のたわむれ」とは，今までされてきたいじめのうち，今回の壺打ち

の件を指す。即ち，「彼が私におこなった今回の悪ふざけにより」。17）

afirm�elom�as:afirm�elo→loafirm�e。このloもL15,L16の場合と同様に

dejalleを指す。比較のm�asがあることから，loafirm�em�asqueantes

と比較の対象を補い，「以前よりも更にそうすることを確信した」とする。

和訳（p.65L14�p.65L17）

この壺打ちの件と，盲人が私に加えたひどい侮辱を目にしたことから，

私はきっぱりと彼のもとから立ち去ることを決意しました。そうすること

を私はずっと考え心に決めていたので，今回彼が私におこなった悪ふざけ

により，きっとそれを行なうことを私は確信したのです。

p.65

Yfueans�,que 17

luegootrod�asalimosporlavillaapedirlimosna,

yhab�allovidomucholanocheantes. 19

17）fueans�:ans�→as�。fue（＜ser）の主語は前文の意味内容であり，
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esofueans�と補う。「そのことはそのようでした」。17）que:意味内容

の希薄な接続詞。18）luegootrod�a:「すぐに，やがて」（TSW）の意味

のluegoとの組み合わせで，ここは「翌日に」と解釈できる。vid.LT1B,

p.56,L23。18）salimosporlavilla:salimos＜salirの直説法点過去1

人称複数，porは方向の意味。villa「（ある特権をもつ）町」（TSW），つ

まりエスカローナの町のこと。「その町に向けて我々は出発した」。

和訳（p.65L17�p.65L19）

それは次のような顛末でした。その翌日私たちは物乞いをするために町へ

出発しました。そして前の晩に大雨が降ったところでした。

p.65

Yporqueel 19

d�atambi�enllov�a,yandabarezandodebajode 20

unosportalesqueenaquelpueblohab�a,dondeno

nosmojamos,mascomolanocheseven�ayel

llovernocesaba,d�jomeelciego: 23

19�23）この箇所は2つの文から成る。前半の文はL20のandabaを主節

の核とし，L19のporqueが導入する節を従属節とする。後半の文はL23

のd�jome（→medijo）を核とする主節と，L22のmas「しかし（＝pero）」

に続くcomoが導入する従属節。19�20）porqueeld�atambi�enllov�a:

理由の節を導入する接続詞porqueであるが，現代スペイン語ではこの位

置ではcomoが用いられる。eld�aは「昼間」の意味にとる。即ち，por

eld�a。書き換えると，comoporeld�atambi�enllov�a「昼間にも雨が降っ

ていたので」。尚このeld�aについてFRCAは以下のように触れている。

「（［前置詞を伴わない，時の表現である］lanocheantes「前の晩に」の

ように）［eld�aは］副詞的な意味を伴い，duranteeld�a「昼の間」［に

相当する］」（p.44）。20）yandabarezando:このyに導入される節は主
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節であるが，ここでは文頭で用いられ，結果を表す用法ととる。andaba

＜andar「歩く」の意味であるが，ここでは現在分詞との組み合わせで進

行形をあらわし，L19のporqueが導入する従属節に対する主節の核をな

す。「したがって彼は祈っていた」。21）portales:「軒下道
ポルタール

」（AYL），「家々

の屋根から迫り出した軒下道
ポルターレス

」（UNL），「（街の）軒廊」（TSW）。現代ス

ペイン語では複数形で「アーケード」（DEM）の意味がある。21）pueblo:

「村」の意味以外にも「町，市（＝poblaci�n）」（TSW）の意味でも用い

られる。21�22）,dondenonosmojamos:このnosmojamosについて，

VGC,FRCAは，正しくは線過去のnosmoj�abamosである旨指摘して

いる。「［このmojamosは線過去のmoj�abamosの］時制の形態素-ba-に

おける -b-の消失と，［それによって生じた］2つの -aa-の同化により

［発生した］」（FRCA,p.44）。ALBLの指摘，「［この mojamosは］

moj�abamos［のことである］。18世紀までよく用いられた形式である」

（p.111）。22�23）comolanocheseven�ayelllovernocesaba:como

はyで並べられた2つの理由の節を導入する。seven�a＜venirseであ

るが，自動詞のvenirに用いられたこの再帰代名詞は，強意の意味ととる。

「夜が来てしまったので」。lloverは「雨が降る」の不定詞あるが，定冠

詞を伴い名詞化されている。即ち「降雨」。lalluvia「雨」と同義。「雨が

止まなかったので」。23）d�jomeelciego:→elciegomedijo「盲人は私

に言った」。

和訳（p.65L19�p.65L23）

そしてその日も昼間は雨が降っており，その町にあったいくつかの軒廊の

下で彼はお祈りをしておりましたが，そこだと我々は濡れませんでした。

しかしながら夜になってしまい雨が降り止まなかったので，盲人は私に言

いました。
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p.65

―L�azaro,estaaguaesmuyporfiada,ycuantola 24

nochem�ascierra,m�asrecia.Acoj�amonosalaposa- 25

dacontiempo. 26

24）estaaguaesmuyporfiada:aguaは「雨」の意味。porfiado,da

「しつこい」。「この雨はとてもしつこい」，つまり中々止まない。24�25）

cuantolanochem�ascierra,m�asrecia:cierra＜cerrarは自動詞で「夜

になる」（DEM）の意味で用いられ，lanocheが主語。cuantom�asA

tantom�asBで「AすればするほどますますB」（TSW）の意味。即ち，

語を補うと，cuantolanochem�ascierra,tantom�aselaguaseponerecia

「夜になればなるほど，ますます（雨が）激しく（なる）」。25）aco-

j�amonos:＜acogerse「逃げこむ」（TSW），「（＋aに）保護を求める，

避難する」（DEM）の1人称複数の肯定命令。25�26）laposada:LT1B,p.

61,L24のmes�onと同じ「旅籠」ととる。26）contiempo:「あらかじめ，

余裕を見て」（TSW），「あらかじめ，急がずに，運よく，間に合うように」

（DEM）。

和訳（p.65L24�p.65L26）

「ラサロよ，この雨はちょっとしつこいぞ。夜になればなるほど，ます

ます激しくなりやがる。早めに旅籠屋に逃げ込むことにしようや」。

p.65

Parairall�ahab�amosdepasarunarroyo,que 27

conlamuchaaguaibagrande.Yoledije: 28

27）parairall�a:all�aは「あちらへ」の意味の，方向を表わす副詞である。

ここでは「その旅籠屋へ向かうためには」の意味ととる。27）hab�amos

depasarunarroyo:haberde＋不定詞で，tenerque＋不定詞に相当す

る，義務を表わす用法となる。pasarはここでは他動詞で，直接目的語は

―244―



unarroyo,「小川，流れ」の意味があるが，これはエスカローナの市街の

増水箇所であるので，「通りの中で，水が流れる部分」（RAE21），「（街路

わきの）排水溝」（TSW）の意味にとる。「我々は1つの排水溝を飛び越

えなければならなかった」。27�28）,queconlamuchaaguaibagrande:

queは関係代名詞でコンマを伴い説明的な関係節を導入している。先行詞

はunarroyo,節の核となる動詞定形はL28のiba（＜ir）で，queは主

格。conlamuchaaguaで用いられている定冠詞を敢えて訳せば，「その

沢山の雨」となる。つまりこの場面まで話題にされていた，前日から降り

続いた雨のことである。ibagrandeについて。ir（＞iba）＋「形容詞・副

詞及びその相当語句」で，「（～の状態に）ある，（～）である」（SDEJ）

をあらわす。「そしてそれは前日からの多量の雨で大きくなっていた」。つ

まり排水溝があふれていたということ。

和訳（p.65L27�p.65L28）

そこへ行くためには我々はある側溝を飛び越えなければなりませんでし

た。そしてそれは前日からの多量の雨であふれていました。私は彼に言い

ました。

p.65

―T�o,elarroyovamuyancho;massiquer�eis,yo 29

p.66

veopordondetravesemosm�asa�na,sinnosmo- 1

jar,porqueseestrechaall�muchoy,saltando,pasa-

remosapieenjuto. 3

29）t�o:「おじさん，年配の男」（TSW），盲人への呼びかけ。cf.LT1B,p.

56,L19。29）elarroyovamuyancho:ここで用いられているir（＜va）

＋形容詞（ancho）も，L28の場合と同様に「状態」をあらわす。「［水が

あふれて］排水溝がとても広くなっている」。29）massiquer�eis:quer�eis
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＜quererの2人称複数，主語はvos「あなたが」。「しかしもしあなたが

望むなら」。ラサロは盲人に対してvosで呼びかけている。vid.LT1B,p.

56,L19および L20。ibid.p.60,L13など。29�p.66,L1）yoveopor

dondetravesemos:veo（＜ver）の直接目的語で，dondeの先行詞とも

なり得る語（alg�unlugar「どこかの場所」）を補い，veoalg�unlugarpor

dondetravesemosとする。 porは経路の意味。「～を通って」。

travesemos＜travesar,不特定な語（alg�unlugar）を先行詞に持つ関係

詞が導入節であることから，接続法現在1人称複数が用いられている。

travesarについて。「他動詞，稀な使用，atravesar「横切る」［と同じ］

（…）」（RAE23）。「私たちが横切ることができるような（どこかの場所を）

私は見つけ出します」。1）a�na:「（a�nasとも）副詞，早く，わけもなく」

（TSW），いずれも古語で「早く，容易に」（RAE21）。1�2）sinnos

mojar:L1のm�asa�naと同格で用いられ，travesemosにかかる。尚，

不定詞に前置詞が先行するときに，無強勢代名詞が後接の位置で用いられ

る現象が中世のスペイン語で見られた（MPL,§20.,IEM,p.39。cf.

LT1B,p.58,L19）。即ち対応する現代スペイン語の語順にしたがうと，

sinmojarnos「私たちは濡れることなく」。2）saltando:saltarの現在分

詞で，条件の分詞構文的に用いられている。「もし飛び越えれば」。3）

enjuto:「干からびた」（TSW），形容詞でpieを修飾。apieenjutoはし

たがって，「乾いた足でもって」の意。

和訳（p.65L29�p.66L3）

「おじさん，どぶがあふれてすごく広がっているんですよ。だけどお望

みなら，濡れずにわけなく渡れる場所をおいら見てきますよ。だってあっ

ちの方は幅が狭くなってて，跳び越えれば足を濡らさずに渡れるでしょう

からね」。
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p.66

Paresci�olebuenconsejoydijo: 4

―Discretoeres,porestotequierobien.Ll�evame 5

aeselugardondeelarroyoseensangosta,que

agoraesinviernoysabemalelagua,ym�asllevar

lospiesmojados. 8

4）paresci�olebuenconsejo:語を補い現代スペイン語の語順にすると，

estolepareci�o（a�el）buenconsejo,「このことは彼には良い助言に思え

た」。5）discretoeres:discreto「如才ない，気の利いた」（TSW）はeres

＜serの主格補語であるので，現代スペイン語では，（t�u）eresdiscreto

が通常の語順。5）porestotequierobien:quererbien「（恋愛的に）愛

する」（TSW）。「それゆえに私は君を愛している」。6）seensangosta:

ensangostarは他動詞で「せばめる」，主語は人ではなくelarroyoで再

帰形であるので，再帰受動ととる。「流れがせばめられた」。FRCAは

「狭まっている（seestrecha,sehaceangosto）」（p.44）の意味として

いる。6）,que:このqueは説明的に理由の節を導入する接続詞ととる。

7）agora:→ahora。7）sabemalelagua:saberbien（mal）＋a＋人で

「～の気に入る（気に入らない，怒らせる）」（DEM）の意味。語を補うと，

mesabemalelagua,「雨が私に気に入らない」。7�8）m�asllevarlospies

mojados:→m�asmesabemalllevarlospiesmojados。m�asは副詞で

「更に」，不定詞のllevarはsabeの主語。llevarの意味上の直接目的語は

lospiesで，mojadosはその目的格補語ととる。「濡れた足でいることは

更に私に気に入らない」。

和訳（p.66L4�p.66L8）

彼には良い助言であったと見えて，こう言いました。

「気が利くじゃないか，お前。だから俺は好きだぜ。その狭くなってい

る流れの所にこの俺を連れて行ってくれよ。冬だし，雨は気に食わねえよ。
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ましてや足が濡れるのはもっと気に食わねえからな」。

p.66

Yo,quevielaparejoamideseo,saqu�eledebajo 9

delosportalesyllev�eloderechodeunpilaroposte 10

depiedraqueenlaplazaestaba,sobreelcualyso-

breotroscargabansaledizosdeaquellascasas,yd�-

gole: 13

9）yo:底本としたVGC版ではこのように，このyoのあとにコンマを用

いた挿入句が続くため分かりにくいが，後続のsaqu�eleの主語である。9）

,quevielaparejoamideseo,:このqueは理由の節を導入する接続詞

ととる。即ちcomoの意味。aparejo「何らかの事を行うために必要なこ

と」（COV），「準備，支度（…）道具」（TSW）。aについて「（目的，動

機，理由）～のために（＝para）」（TSW）。分かりやすく書き換えると，

comovielaparejoparamideseo「私は私の望みのための支度を見たの

で」となろう。9�10）saqu�eledebajodelosportales:saqu�ele→le

saqu�e,leはレイスモで「彼を」，「私は彼を連れ出した」。debajodeは

「下に」の意味であるが，debajoは副詞で「下から」（TSW）の意味があ

る。即ちdebajode～は「～の下から」。「［saqu�eledebajodeは］分離

の動作を示している」（JCF,p.104）。ちなみに FRCA,ALBLでは de

bajodeと表記されている。尚「軒廊」と訳したportalは，L12にある

ように建物の一部の出っ張った部分の下を通る通路であることから，

debajodeが用いられているようである。したがって最終的な訳は「～か

ら」となるだろう。即ち「軒廊から」。10）llev�eloderechodeunpilar:

llev�elo→lollev�e。「私は彼を連れて行った」。ここのderechoは形容詞の

「まっすぐの」とも副詞の「まっすぐに」の意味にもとれる。前者の場合，

目的格補語でloと一致していることになる。いずれの場合も「ある一本
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の柱のまっすぐ前に彼を連れて行った」の意味。cf.L21。11）queenla

plazaestaba:queは関係代名詞で先行詞はL10のpilar「支柱」または

poste「柱」，関係節の動詞定形 estabaに対して主格である。即ち que

estabaenlaplaza,「その広場にあった（支柱あるいは柱）」。11�12）

,sobreelcualysobreotroscargabansaledizosdeaquellascasas:前

置詞sobreを伴う関係代名詞elcualが導入する説明的な節。elcualの

先行詞は L10の pilarまたは poste。otrosは関係代名詞ではないが，

sobreotrospilares（postes）と語を補う。「その柱とその他の柱の上に」。

cargaban＜cargar「自動詞（…），のっかる，のっている」（TSW）。主

語は後続のsaledizos。「あれらの家々の出っ張った部分が乗っかっていた」。

尚，FRCA（p.48）によれば，今日でもエスカローナの広場には，

saledizoのある家が保存されているという。12�13）d�gole:→ledigo。le

は間接目的で「彼に」。digo＜decirの直説法現在1人称単数「私は言う」。

和訳（p.66L9�p.66L13）

私の望みのためのお膳立てがととのったのを確認したので，私は軒廊か

ら彼を連れ出し，広場にあった石の支柱，というか柱の，まっすぐ前に彼

を据えました。その柱とその他の柱の真上には，そこにあった家々の出っ

張りの部分が乗っかっていたのです。私は彼に言います。

p.66

―T�o,�esteeselpasom�asangostoqueenelarro- 14

yohay. 15

14�15）elpasom�asangostoqueenelarroyohay:pasoには「通路，

通り道」の意味に加えて「海峡」の意味もある。どぶ川に後者の意味を適

用するのは大げさであるが，通過する場所の意味にとる。pasoにかかる

形容詞angosto「狭い」は，定冠詞を伴った最上級である。したがって

queは比較の対象を導入する接続詞ではなく，関係代名詞ととり，導入す
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る節の意味内容は範囲となる。即ちdelarroyoに相当する。queの先行

詞はelpaso，格は一見主格に見えるが，hayは単人称であり，後続する

要素は日本語では「～が（ある）」と訳されるが，haberがかつて有して

いた他動詞の用法の名残であるので，文法的には直接目的語である。即ち

先行詞としてpaso（ただし定冠詞が伴う）を受けるこのqueは目的格で

ある。quehayenelarroyoと並べ替えてとる。「流れにあるうちで最も

狭くなっている経路」。

和訳（p.66L14�p.66L15）

「おじさん，流れの中でここが一番狭くなっているところですよ」。

p.66

Comollov�arecioyeltristesemojaba,yconla 16

priesaquellev�abamosdesalirdelagua,queencima

nosca�a,ylom�asprincipal,porqueDiosleceg�o

aquellahoraelentendimiento（fuepordarmede�el

venganza）,crey�osedem�ydijo: 20

16�20）長い一文であるが，主節はL20のcrey�oseを核とする節。従属節

はL16のcomoとL18のporqueにより導入される理由，原因の節であ

る。この2つの従属節はL18の等位接続詞yにより並べられている。即

ちcomoByporqueB�,A（主節），「B及びB�なので，Aした」。尚L20

のdijoは主節Aと同格の関係。「そして言った」。16）comollov�arecio

yeltristesemojaba:全体が上記Bの従属節に相当し，接続詞yにより

並べられた 2つの節から構成される。それぞれの核となる動詞定形は

llov�aとsemojaba。recioは副詞で「激しく」。eltristeは定冠詞を伴い

名詞化された形容詞で，「哀れな男」，即ち盲人のこと。「激しく雨が降り，

そしてあの哀れな男は濡れていたので」。16�17）,yconlapriesaque

llev�abamosdesalirdelagua:2つの挿入箇所は様態の意味の前置詞con
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を伴う名詞句という形式をとっているが，意味的に先のB,B�と同等に扱

うことが出来るだろう。lapriesa「（まれ）＝prisa」（TSW），「［priesa

は］語源に忠実な形式，［ラテン語の］pr�essaに由来，［強勢のある短母

音の�eが変化して推移した］ieがiへと縮小」（FRCA,p.45）。この語を

先行詞とする関係代名詞 queが関係節を導入。節の核となる動詞定形

llev�abamos＜llevar「持つ，運ぶ」は他動詞であり，ここではten�amos

＜tenerと読みかえる。即ちten�amos（la）prisa「我々は急いでいた」

に相当し，従ってこのqueは目的格ということになる。desalirdelagua

「雨から逃れることの」。このdeはlapriesadesalirdelaguaへとつな

がり，「雨から逃れることの急ぐ気持ち」が直訳。「そして雨から逃れるた

めに我々が持っていた急ぎがあったので（→雨から逃れるために我々は急

いでおり）」。17�18）,queencimanosca�a:queは関係代名詞で先行詞

はelagua,説明的な節を導入し，核となる動詞定形はca�a＜caer「落ち

る」，自動詞であることからこのqueは主格である。nosは間接目的格

「私たちに」の意味となる。encima「その上に」は副詞であり，動詞ca�a

を修飾していることから，,quenosca�aencimaと並べかえると多少分

かりやすいが，encimaには「更に」の意味もある。その場合，「そして

それ（＝雨）は更に私たちに降っていた」という意味になり得る。ちなみ

に底本としたVGC以外，JCF,FRCA,ALBLのいずれもencimaの後に

前置詞のdeが用いられている。その場合，「そしてそれは我々の上に降っ

ていた」という意味を表わし，encimaが単独で副詞として用いられてい

る時のように並べかえての解釈は不可である。18）,ylom�asprincipal,:

ここでのyはcomoBとporqueB�の2つの従属節を並べる役割を担っ

ており，その機能を更に明確にするにはFRCAの表記に従って，yの後

にコンマを入れるべきである。即ち，,lom�asprincipal,を挿入句とする

ことで，このyとporqueB�がつながることになろう。18�19）,porque

Diosleceg�oaquellahoraelentendimiento:ceg�o＜cegar「盲目にする」
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は他動詞で，elentendimientoが直接目的語。従ってleは間接目的格で

「彼から」。尚ここでporqueにはコンマが先行しているが，説明的な節を

導入しているとはとらず，上記のように L16の comoが導入する節と

L18のyによって並べられている。即ちcomoByporqueB�。「（そして）

神様がその時，盲人から判断力を見えなくしてしまったので」。19�20）

fuepordarmede�elvenganza:→fuepordarmevenganzade�el。

「［この箇所は接続詞の］queあるいはpuesが省略された挿入句である」

（JCF,p.105）。porは目的のparaの意味で用いられている。ここの前置

詞 deについて。「tomarvenganzade（en）＋人，（人）に復讐する」

（SDEJ）。「それは彼に対する復讐（の機会）を私に与えるためでした」。

20）crey�osedem�:→secrey�odem�。creerseについて。「（deを伴ない，

～を）信用する」（DEM）。「彼は私を信用した」。

和訳（p.66L16�p.66L20）

雨は激しく降り，そしてその哀れな男は濡れていたこともあり，加えて

我々は頭に降りかかる雨から逃れたいという急いだ気持ちでいたというの

もありましたが，一番大きかったのは，あの時に神様が盲人からその判断

に必要な視力を奪ってしまったことにより（それは彼に仕返しをするチャ

ンスを私に与えるためでした），彼はすっかり私を信じ込んでしまったの

です。そして言いました。

p.66

―Ponmebienderechoysaltat�uelarroyo. 21

21）ponmebienderecho:ponme＜ponerの2人称単数に対する肯定命

令。meは直接目的格「私を」。他動詞のponerには「置く」の意味と，

「（目的格補語に）する」の意味がある。前者の場合，人が目的語であるの

で「立たせる」の意味にもとれそうであるが，L10でも問題となった

derechoがここでは副詞の「まっすぐ前に」とは解釈できない（盲人が石
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柱の前に立たせろとは言わないため）。ponerの後者の意味の構文であれ

ば，このderechoは目的格補語の形容詞と解釈することになり，その場

合「正しい」（TSW）の意味ととれる。ただし，「立たせる」の意味は多

少希薄になる。「私を充分正しい位置に置け」。21）salta:＜saltar「跳ぶ」

の2人称単数に対する肯定命令。

和訳（p.66L21）

「俺を良い位置につけたらお前が流れを跳べ」。

p.66

Yolepusebienderechoenfrentedelpilar,ydoy 22

unsaltoyp�ongomedetr�asdelposte,comoquienes-

peratopedetoro,yd�jele: 24

22）yolepusebienderechoenfrentedelpilar:ここもL21と同様に

ponerを用いた「（目的格補語に）する」の構文が用いられている。leは

レイスモで直接目的格。「私は彼を正しい位置に立たせた」。bienderecho

はL21で盲人が発した言葉と同じであるが，ラサロにとっての「正しい

位置」とはenfrentedelpilar「支柱の正面に」であり，ラサロの小悪党

ぶりを表わしている。22�23）doyunsalto:＜darunsalto「ぽんと飛ぶ」

（TSW）。23）p�ongomedetr�asdelposte:p�ongome→mepongo＜

ponerse「（ある位置に）つく」（TSW）。detr�asdelposte「柱の後ろに」

が，その「ある位置」である。即ち，「私は柱の後ろに隠れます」。23�24）

,comoquienesperatopedetoro:ここのcomoは様態の意味で，説明

的な節を導入している。tope「衝突，ぶつかり」（TSW）。「そしてそれ

は雄牛のぶつかりを待つ者のようでした」。VGC（p.66）はこの箇所につ

いて，「闘牛をする者たちが退避場所に隠れる時のように」としている。

24）d�jele:→ledije。leは間接目的格，「私は彼に言った」。
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和訳（p.66L22�p.66L24）

彼を良い位置，つまり支柱の正面に据えて，私はぴょんと跳び越えてか

ら，雄牛の攻撃を避ける者のように石の柱の陰に隠れるのです。そして彼

に言いました。

p.66

―�Sus,salt�atodoloquepod�ais,porquedeisdes- 25

tecabodelagua! 26

25）�sus（!）:「（犬などを追いはらうときの）しっし！」（DEM），「しっか

り！やれやれ！」（TSW）。25）salt�a:ラサロは盲人に2人称複数のvos

で話しかけている。salt�a→saltad＜saltarの2人称複数に対する肯定命

令。25）todoloquepod�ais:todoloquepoder「できるだけのこと」

（DEM）。L25のsalt�aを副詞的に修飾している。pod�ais＜poderの接続

法現在2人称複数。25�26）,porquedeisdestecabodelagua:deste→

deeste。説明的な節を導入しているporqueであるが，節中の核となる

動詞定形deisはdarの接続法（現在2人称複数）であることから，目的

の意味のparaqueと同義ととる。dardeについて，「［dar,自動詞］（de

を伴ないその部分を下にして）倒れる」（TSW），「［dardemanos］（地

面，床に）手をついて倒れる」（DEM），「darde＋いくつかの名詞で，そ

の名詞の示すところに倒れる」（MED）とある。つまりdeが伴う名詞は

現代語では体の一部であるが，中世スペイン語では倒れる場所にも用いる

ことが出来たようである。aguaはここでは「流れ」ととる。「そして流

れのこちら側に倒れるために」。

和訳（p.66L25�p.66L26）

「さあ，思いっきり跳んで下さい！ そして流れのこっち側に倒れ込ん

でください！」。
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p.66

Aunapenaslohab�aacabadodedecir,cuandose 27

abalanzaelpobreciegocomocabr�ony,detodasu

fuerza,arremete,tomandounpasoatr�asdelacorri-

daparahacermayorsalto,ydaconlacabezaenel 30

p.67

poste,queson�otanreciocomosidieraconuna 1

grancalabaza,ycay�oluegoparaatr�asmediomuer-

toyhendidalacabeza. 3

27�28）aunapenaslohab�aacabadodedecir,cuandoseabalanza:lo

は中性で前文を受ける目的格代名詞。seabalanza＜abalanzarse「飛び

かかる，突進する」，主語は後続の elpobreciego。aunについて。

「（cuandoと照応して）～してもなお，～するとすぐ」（TSW）。これに従

えば，即ち，aunA,cuandoB「Aをするとすぐ，Bをする」。apenasは

否定語で「ほとんど（～ない）」の意味以外に，「～するとすぐ（…）。y

やcuandoと照応して使われ，aunapenasと強める」（TSW）とある。

いずれの語もどちらか単独で用いることも可能であり，両方用いられても

「強め」であることから，apenasをここで特に否定的に訳すことはない。

「そのことを言い終えるとすぐに飛びかかった」。尚TSW にはこの箇所が

そのまま引用されて，「それを言い終わらぬうちに飛びかかった」という

訳が付されており，若干apenasの否定の意味が反映されているようであ

る。27�p.67,L1）このまとまりの中でL28とL30の2か所で接続詞のy

が用いられているが，いずれも節を並べており，A（ayb）yBの構造を

成している。A（a）は seabalanzaを核とする節，A（b）は L29の

arremete（＜arremeter「さっと飛び・おそいかかる」（TSW）を核とす

る節で，この2つがAのまとまりを形成。Bの核となる動詞定形は，L30

のdaである。いずれも主語は盲人である。28�29）detodasufuerza:こ
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の deは様態の意味で用いられているようであり，contodasufuerza

「全力で」の意味にとる。29�30）,tomandounpasoatr�asdelacorrida:

tomandoはコンマの後で時の分詞構文的に用いられているととる。dela

corridaについて，このdeを様態の意味としてとるなら「走って（一歩

下がった）」となろう。AYLは「走り出す前に」としている。その場合，

antesdelacorridaと補ってとる。「走り出す前に一歩下がってから」。30�

p.67,L1）daconlacabezaenelposte:darconAenBで，「AをB

にぶつける」。daの主語は盲人。1）,queson�otanreciocomosidiera

conunagrancalabaza:queは関係代名詞で先行詞はposte,主格，説明

的な関係節を導入している。「そしてそれは大きな音を立てた」。diera＜

darの主語は盲人。「まるで（彼が）大きなカボチャをぶつけたかのよう

に」。2�3）,ycay�oluegoparaatr�asmediomuertoyhendidalacabeza:

最初のyは結果の意味で用いられているととる。「したがってそのあとで

後ろに倒れた」。cay�o（＜caer）の主語は盲人で，mediomuertoは主格

補語。先達の訳，「半死半生の体
てい

で」（AYL）。hendida＜hender「割る」

の過去分詞で，主格補語とyで並べられているのを考慮すると，conla

cabezahendidaと様態の前置詞を補い，並べかえてとらえた方が良い。

「割れた頭の状態で」。

和訳（p.66L27�p.67L3）

私がそう言い終わるや否や，この哀れな盲人は全身の力を込めて牡山羊

のようにとびかかります。より遠くへ跳ぶために，走る前に一歩下がって

から飛び込みます。そして石柱に頭をぶつけます。その石柱はまるで大き

なカボチャをぶつけたかのように，大きな音を立てました。そして彼はそ

のあと半死半生で頭を割って後ろに倒れたのです。

p.67

―�C�omo,yolisteslalonganizaynoelposte? 4
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�Ol�e!�Ol�e!―ledijeyo. 5

4）�c�omo（...）?:疑問詞c�omoの直後にコンマがあることで，部分疑問

文を形成してはおらず，c�omoが単独で用いられているととる。単独使用

で�c�omo?「何ですって」（TSW）の意味があるが，ここは感嘆詞として

用いられているととる。その場合，�c�omo!「これはまあ！」（TSW）。4）

,yolisteslalonganizaynoelposte:olistes＜oler「嗅ぐ」の点過去2

人称複数形，主語はvos。olisteisの古形ともいえるが，olistesは通常の

音声変化により派生した形式である。点過去以外の時制においては，2人

称複数の語尾においてiが存在することから，類推により，現代スペイン

語と同形のolisteisが形成された。（CGH,p.183及びKTS,p.105）。尚，

noolisteselposteと補う。ここで用いられている2つのyについて，

「（文頭で）で，そこで，ところで」（TSW）。「だが，ところが」（id.）。

「ところであなたは長ソーセージは嗅ぎつけたが，石柱は嗅ぎつけなかっ

たのか？」。5）ol�e:掛け声のole「しっかり（激励，けしかけ）」（TSW）

はol�eとも表記される。そこにアクセントがあると，olerの2人称複数，

つまりvosに対する肯定命令となり，ol�eは現代スペイン語の形態でもあ

るoledのいわば異形ということになる。ここは間投詞「しっかり」と命

令形「嗅げ」のしゃれでもある。

和訳（p.67L4�p.67L5）

「おや，長ソーセージは嗅ぎつけても石柱は臭わないか？ しっかり嗅

げよ！」。私は彼に言いました。

p.67

Yd�ejoleenpoderdemuchagentequelohab�a 6

idoasocorrer,ytomolapuertadelavillaenlos

piesdeuntrote,y,antesdequelanocheviniese,di

comigoenTorrijos. 9
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6）d�ejole:→ledejo,leはレイスモで「彼を」。dejo＜dejar「預ける，

任せる」の直説法現在1人称単数。6）enpoderde:「［人］の手中（手元）

に」（DEM）。6�7）muchagentequelohab�aidoasocorrer:queは関

係代名詞。先行詞はgenteで主格，loは直接目的格で「彼を」。hab�aido

＜ir,ここでは本来の意味の「行く」の意味ととり，「不定詞（ここでは

socorrer「助ける」）をしに行く」ととる。quehab�aidoasocorrerlo。

「彼を助けに行った多くの人々」。7）tomolapuerta:tomo＜tomarla

puertaは成句で「たち去る」（TSW）。8�9）dicomigoenTorrijos:

comigo→conmigo。「［dar,自動詞］（conとenと組み合わせて，ある場

所に）行っちまう（…）」（TSW）。「［dar,自動詞］（＋consigo）倒れる，

行ってしまう，身を落ち着ける」（DEM）。9）Torrijos:トレド県の街。

和訳（p.67L6�p.67L9）

そして彼を助けに行っていた大勢の人たちの手に彼を委ね，私は小走り

でエスカローナをあとにします。そして夜が来る前に私はトリーホスへた

どり着いたのです。

p.67

Nosupem�asloqueDiosd�el 9

hizonicur�edelosaber. 10

9）loqueDiosd�elhizo:→loqueDioshizode�el。deは主題の意味に

とる。「神が彼についてしたこと」。10）nicur�edelosaber:loの位置

に関しては，p.64,L6�L7,及び p.66,L1を参照。即ち，nicur�ede

saberlo。cur�e＜curarについて，「［自動詞，再帰動詞］（～を）気にか

ける」（TSW）。尚TSW の例文ではこの「～を」を導入する前置詞とし

てdeが用いられている。ただし，「（deを従えて，～に）気を使う，手入

れ・世話をする」（id.）とあり。loは中性で，L7のloqueが導入する節

の内容ととる。「私はそのことを知ろうと気にかけなかった」。
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和訳（p.67L9�p.67L10）

私は神様があいつをどうなさったのかこれ以上は知りませんし，またそれ

を知りたい気持ちにもなりませんでした。
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�資 料�

文 化 的 反 義 語

英語の実例集

山 田 政 通

要 旨

本稿では，著者がこれまで集めてきた英語の文化的反義語の実例を紹介した。

まず第2節では，多項非両立性，二項対立，コンテクスト依存の観点と標準的

反義語との差異を踏まえた上で，文化的反義語を定義し，これまでの研究で指

摘されてきた代表例を確認した。以上を踏まえて，第3節では，著者が集めた

文化的反義語の実例を日常生活，一般社会，文化の3つの分野別に整理し，適

宜解説を加えた。最後に，時間の経過と共に変わりゆく文化的反義語にも触れ，

現在は消滅してしまった例や変化が進行中のもの，そして将来変化しそうな例

を挙げた。

反義語は本来意味論の研究分野に属するが，文化的反義語は現実世界と深く

関わり，コンテクスト依存性が高いので語用論の色彩が濃いトピックである。

本稿を契機に文化的反義語の重要性が認知され，英語のみならず他の言語でも

研究が進むことを期待する。さらに，そのような研究が，異文化理解や辞書の

記述の向上，さらに翻訳・通訳などの分野に応用され，効果を上げることが出

来れば幸いである。

キーワード：文化的反義語，多項非両立性，二項対立，コンテクスト依存，標

準的反義語

目 次

1.はじめに

2.定義と代表例

2．1 文化的反義語とは



1．はじめに

本稿では，山田（2015）に従い，文化的な背景から成立する反義語を

「文化的反義語」（culturalantonyms）と呼ぶ（詳細な定義は，次節に示

す）。反義性について調べる過程（Yamada2009）で，著者が文化的反義

語の着想を得たのは，Hofmann（1993）を読んだ時である。アメリカ出

身のHofmannは，日本の大学で教鞭をとり，滞在した経験を基に，多く

のアメリカ人にとりmountainの反対はvalleyであるのに対して，日本人

の多くにとっては山の反対は海であると述べている（反義語ペアは，A/

Bで示す。カッコ内は補足説明）：

（1） mountain/valley（アメリカ人にとっての代表的な地形）

（2） 山 /海（日本人にとっての代表的な地形）（Hofmann1993:40）

Hofmannは，この日英語の反義語ペアの違いには，言語の知識と共に文

化的な背景が関連していると主張した（・thepairconstitutespartof

theircultureaswellaslinguisticknowledge・p.44）。彼は，日本人は
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2．2 代表例

3．実例集

3．1 日常生活

3．2 一般社会

3．3 文化

3．4 文化的反義語の変遷

4．終わりに

参考文献

Itisnoexaggerationtosaythatantonymsareaubiqui-

touspartofeverydaylanguageandculture.（Jones2002:

181）

（反義語は，日常の言語と文化に遍在すると言っても過言で

はない［著者訳］。）



山と海に挟まれた限定された地域で生活することが多いので，自然にこの

二つの地形を対照的に捉えるようになったのであろうと述べている。

英語の反義語の典型例は，long/short,alive/dead,up/downなど

で「標準的反義語」（canonicalantonyms,Jonesetal.2012:13）と呼ば

れる。概ね基本語彙からなり，反義語としての認知度が高く，辞書にもそ

の旨の記載がある。一方，本稿で取り上げる文化的反義語は，ある特定の

コンテクストではじめて二項対立の関係が顕在化するペアである。文化的

反義語についての辞書の記述を見ると，それぞれの語の説明はあるが，当

該のペア2語の対立関係に言及されていないことが多い。例えば，イギリ

スの劇場の座席の区分として，thestalls/thecircle（一等席 /桟敷席）

という対比があるが，それぞれの語のエントリーに劇場のどの部分の席を

指すかの解説はあるが，両者をペアとして捉え，その対比関係に言及した

辞書に出会ったことはない。

本稿の目的は，この数年著者が収集してきた英語の文化的反義語の実例

を整理し，解説をつけて提示することである。これを契機に，文化的反義

語の重要性が認知され，英語のみならず他の言語でも研究が進むことを期

待したい。そのような研究が，異文化理解や辞書の記述の向上，さらには

翻訳・通訳などの分野にも貢献できれば幸いである（尚，日本語の実例に

ついては，別に稿を改めて発表する予定である）。

言うまでもなく，本稿で示す英語の文化的時反義語の例は，いかなる意

味でも「網羅的」ではなく，「部分的」である。事例は，著者自身の現地

滞在体験（イギリス［特にスコットランド］，アメリカ［特に東海岸］，カ

ナダ，オーストラリア等），マスメディア（テレビ，新聞，雑誌，ネット

等）から得た情報などを基に集められた私的なリストである。しかし，時

間をかけて試行錯誤の上で収集した実例で，文化的反義語研究の第一歩に

なればと考え，今回本稿で紹介することにした。将来，拡充され，より網

羅的になることを願っている。
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冒頭の引用にも言及されているが，文化的な背景に裏打ちされた文化的

反義語は，反義語の遍在性の一つの側面を示す事例であると考えられる。

本稿全体の構成は以下の通りである。まず第2節では，文化的反義語の

定義とこれまで指摘されてきた代表例を挙げる。次の第3節が本稿の本体

であり，著者が集めた文化的反義語の実例を分野別に示し，解説を加える。

最後に第4節で本稿のまとめと今後の課題を述べる。

2．定義と代表例

2．1 文化的反義語とは

本稿では，山田（2015：154）を基に，文化的反義語を，「元来はあるカ

テゴリーの下位語として多項非両立性（multipleincompatibility）の関

係にある2語が，実際の言語使用のコンテクストで選択肢がその二つに限

定され，あたかも相補的反義語のように扱われる例」と定義づける。文化

的反義語は，他の反義語と比較して，特にコンテクスト依存度が高いこと

が特徴である。Murphy（2003:174）は，標準的反義語がコンテクストに

中立的（context-neutral）であるのに対して，文化的反義語はコンテク

ストに依存的（context-dependent）な特徴があると述べている。有標理

論の観点からすると，前者を無標（unmarked），後者を有標（marked）

と見なすことも出来るであろう。

（1）のmountain/valleyを例にすると，以下のように地形（geogra-

phy）の下位語としては通常複数のものが存在すると考えられる：
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図1 文化的反義語としてのmountain/valley

mountain valley plain river bay ocean etc.

geography



多くのアメリカ人にとっては最初の二つが強く意識されていて，・Whatis

theoppositeofmountain?・（mountainの反対は何？）と尋ねられると

多くの場合valleyと答える。最初の二つに意識が集中すると，この二つ

が二者択一の関係になり，二項対立（binaryopposition）を示す反義語

のように扱われるようになると考えられる。同じ質問について，日本人の

場合は，「海」（ocean）に注目する傾向が高い（ただし，「川」，「里」，

「野」と答える人や「谷」の可能性もあるだろう。ただし，近年「海の日」

に続き，「山の日」が国民の祝日となったことは，「山」と「海」の関係性

の強さを示している）。

筆者は自分の留学体験等を通じて，文化的反義語が異文化理解へのキー

ワードになると考えている。例えば，イギリスの新聞に関するtabloid/

broadsheet（大衆紙/高級紙）の区別は，単に新聞の記事内容の対比にと

どまらず，その読者層も労働者階級（workingclass）と中産階級（mid-

dleclass）という社会を二分する階級の区別に沿っていることが見えて

くる。また，大衆紙の代表格の一つの TheSunと著名な高級紙の The

Timesは，双方とも同じ企業が発行しているというのも興味深い事実で

ある。同様に，アメリカを理解する上で，state/federalの対比を知って

おくことは，重要である（山田2015：156�157）。アメリカ人は日常生活

では，州を第一に考え，連邦政府は必要悪のように考えているところがあ

る。連邦政府は，本当はない方がいいが，ないと対外的に困るので仕方な

く認めておく，という具合である。これは，今の日本人が持っている国と

地方の考え方とは相当大きく異なる。

文化的反義語は，普通の辞書には反義語としての記載がない場合が多く，

語学学習者には学びにくいのが現状である。また，反義語は本来意味論の

範疇に属するが，文化的反義語は現実世界と深く関わり，コンテクスト依

存性が高いので語用論の色彩が濃い研究課題である。
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2．2 代表例

先に，Hofmann（1993:40）のmountain/valley（アメリカ人の場合）

の例を挙げたが，ここでは他の研究者が反義語の議論の中で挙げた文化的

反義語の候補となる英語の例をまとめて提示して，第3節への導入とした

い。

① 大塚・中島（1982）

大塚・中島（1982：84）は，反義性のカテゴリーの一つとして「文化的

に定義された反義」に言及し，英語の例を二つ挙げている：

（3） man/brute：人 /野獣（生き物の区別）

（4） town/country：都会 /田舎（生活圏の区分）

前者は，知性や思慮のある「人間」に対してそれらを欠く「野獣」という

対立を，また後者は，人の生活圏の分類として「都会」に対して「田舎」

という対立を指摘している。後者については，ロンドンの METRO紙

（地元のfreepaper）にMETROPropertyという住宅紹介記事があり，

town& countryとして地域を明確に二分して住居が紹介されていた

（2016年8月30日）。また，イソップ物語（Aesop・sFables,講談社イン

ターナショナル，1988：30）の英訳でも ・townmouse・と ・country

mouse・の話が出てくる。アメリカ英語（AmE）ではcity/countryside

という対立になるであろう。

② Hoey（1983）

Hoey（1983:112）は，文化的対立語（culturalopposites）として，

（5） red/green

を挙げている。Hoey自身はこのペアについて特に解説をしていないが，

交通信号のコンテクストで，それぞれ赤信号（redlight）と青信号
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（greenlight）を指し，・stop・と ・go・を意味することを表していると

考えられる。それらを含むrunaredlight（赤信号を無視する）やgive

someone/somethingthegreenlight（～に許可を与える）などの表現が

あり，一般的なコンテクストで前者は「停止命令」を，後者は「（公式）

許可」を表す。

③ Cruse（1986and2000）

Cruse（1986:198&2000:167） は，論理的・本質的な根拠はないが，

事実上二つの選択肢しかない状況で対立して使用される語を「偶然の対立

語（accidentalopposites）」と呼び，次のような例を挙げた：

（6） single-decker/double-decker：1階建てバス /2階建て

（バスの種類）

（7） tea/coffee：紅茶 /コーヒー（飲み物の選択：マンチェスター

大学の教員控室で）

（8） gas/electricity：ガス /電気（一般家庭での熱源）

Cruseはイギリスで教鞭をとっていた学者なので，例にもイギリス文化の

色が出ている。（6）はイギリスのバス特有の区分で，理論上は triple-

deckerがありうるが，車体の安定性，橋の高さなどの現実的な制約があ

り，この2種類に限られているので対比が生じる。（7）もHoeyの勤務校

での限定的な場面での体験が基になっていて，そこでの飲み物の選択は紅

茶かコーヒーに限られていたそうだ。この選択肢は，相当広い範囲でも有

効で，外食時の飲み物の代表はこの二つで，飛行中の機内で食事後に提供

される飲み物も通常この二つであろう。（8）の選択肢も，先進国を中心に

世界の多くの地域で当てはまると思われる。

④ Murphy（2003）

Murphy（2003:173）は，コンテクストで反義語が変化する例として，
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以下の例を挙げているが，これも文化的反義語の候補となりうる：

（9） sweet/salty（スナック食品）

sweet/bitter（チョコレート）

sweet/hot（香辛料）

sweet/dry（ワイン）

Sweetは多義語であるが，明確な標準反義語を持たないように思われる。

上記の例はいずれも味覚（taste）に関わる例で，カッコ内で示したよう

に対象によって，sweetと対になる語が変わる。さらに，果物の味につい

てはsweet/sour（甘い /すっぱい），音（sound）についてはsweet/

harsh（心地よい/不快な），水や空気についてはsweet/stale（新鮮な /

古くなった，よどんだ）などが追加できる。

⑤ Riemer（2010）

Riemer（2010:140）は，動詞の例として以下の3つを挙げている：

（10） colour/bleach：色染めする /脱色する（毛髪の染色）

（11） plant/harvest：植える，種をまく /収穫する（植物の栽培）

（12） rehearse/perform：稽古する /上演する（演劇や演奏等）

これらの対立に関しては，語の意味についての百科事典的な知識が必要で

あると述べている（p.140：・partofourencyclopedicknowledgeabout

theword・smeaning・）。また，Riemerは一つの語がコンテクストによ

り複数の反義語を持ちうると指摘して，以下の例を挙げている（pp.153�

154）：

（13） red/white（ワイン）

red/green（交通信号）

red/black（簿記・会計）

コンテクストにより，redは上記のように少なくても3つの反義語が存在

する。
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⑥ Jonesetal.（2012）

Jonesetal.（2012）は，コーパスから実際の使用例を多く集め，談話

の視点も踏まえて反義語を分析した実証的な研究書であり，示唆に富む。

以下のように，広範囲にわたり文化的反義語の候補となるペアを紹介して

いる：

（14） white/green（アスパラガスasparagusの種類［p.14］）

（15） warm /light：awarm coat（暖かいコート）と alightcoat

（涼しい・軽いコート）の対比より（p.103）

（16） warm/cold：awarmfront（温暖前線）とacoldfront（寒冷

前線）の対比より（気象で前線の種類［p.103］）

（17） own-labels/brands：自社ブランド商品 /ブランド商品（p.

109：前者は，own-brandという言い方もある）

（18） Wildean/Dickensian：ワイルド風の /ディケンズ風の（19

世紀のイギリスを代表する二人の作家，OscarWilde［1854�

1900］とCharlesDickens［1812�70］を指す［p.110］）

（19） cat/dog：猫 /犬（「慣習的にペアとなっていて，両立しない

語」［・incompatibletermsthatareconventionallypaired,・p.

111］であるとの解説がある）

（20） style/substance：（うわべだけの）スタイル /（実質的な）中

身（英米で，当初は政治家の派手な振る舞いと政策の中身の不一

致を指していたが，次第に広く他のコンテクストでも使用される

ようになった［p.113］）

（21） laparoscopicsurgery/opensurgery：腹腔鏡手術 /開腹手術

（代表的な外科手術の方法。興味深いのは，前者は専門用語とし

て確立しているが，closedsurgeryと呼ばれることもあるとい

う［p.114］。この言い方は，腹部に穴をあけるので厳密には正確

ではないが，open/closedという標準的反義語の結びつきの強
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さを示している［p.64&p.114］）

（22） real/virtual：現実の /仮想の（現実世界とネット上の仮想世

界の対比。virtualreality［仮想現実］というフレーズもあり，

この二つの境はますます混沌となっている［p.125］）

3．実 例 集

この節では，これまで著者が集めた英語の文化的反義語の実例を紹介す

る。「はじめに」でも述べたように，ここに挙げる実例集は，決して網羅

的なものではなく，あくまでも今後の研究の出発点を目指したものである。

実例は，以下のように分類する。まず，（3.1）～（3.3）では，分野別に日

常生活（3.1），一般社会（3.2），文化（3.3）の3つに分類して解説する。

そして最後の（3.4）では，時間の経過と共に文化的反義語が変遷する姿

に触れる。各分類はさらに下位分類されていて，その中で文化反義語の例

は最初の語のアルファベット順に配列されている。

各見出しは，A/Bの形で提示し，［：］の後にそれぞれの日本語訳を

示し，カッコ（��）内に対比関係を明示する。必要があれば，それ以下

に補足説明を加える。さらに，当該の文化的反義語の使用や指示対象が，

英語圏内の特定地域に限定される場合は，見出し語の直後に（BrE）［イ

ギリス英語］，（AmE）［アメリカ英語］，（CanE）［カナダ英語］，

（AustE）［オーストラリア英語］，（ScotE）［スコットランド英語］など

と地域を表示した。特に地域表示がない場合は，地域の限定がないことを

示す（ただし，この地域限定はあくまでも目安である）。

また，A/Bの語句の順番については，以下のような原則に従った：�

基になるフレーズや実例での出現の順（例：trick/treatは，定形表現

の ・Trickortreat！・の順に従った），�時間軸の順（Oxford/Cam-

bridgeはそれぞれが大学を指し，前者が1249年，後者が1284年の創立
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であるので，その順で表示；plant/harvestは栽培過程の順），�注目

度の順（Washington,D.C./NewYorkは，著者の前者の地での体験が

基になっているのでこの順となる），�以上のどれにも該当しない場合は

アルファベット順とした。

これ以降では実例を見ていくが，日常生活はさらに下記のように①～⑦

に下位分類されている。

3．1 日常生活：①飲食 ②買い物 ③交通 ④名前 ⑤地名 ⑥イディ

オム（XorY） ⑦その他

① 飲 食

（23） beef/chicken：牛肉 /鶏肉 �機内食のメインディッシュの選

択�Beeforchicken?という形で用いられる。既出の Teaor

coffee?と同様に，この2語はよくペアとなり対比的に使われる。

（24） brownrice/whiterice（AmE）：玄米 /白米 �健康志向が強

いアメリカのレストランでのriceの種類の選択�。

（25） butter/margarine（AmE）：バター /マーガリン �パンやトー

ストに塗るものの代表�アメリカ滞在中著者もよく買い求めたが，

Unilever社のバター代用品（＝マーガリン，1981年発売）に ・I

Can・tBelieveIt・sNotButter！・と言う独特のネーミングの商

品がある。この2語の対比を上手く逆手に取っている。

（26） English/Continental（BrE）：イングリッシュ /コンチネン

タル �朝食の選択�機内やホテルなどで，EnglishorContinen-

tal?というフレーズで用いられる。

（27） forhere/togo（AmE）：店内 /持ち帰り �ファーストフード

店で注文時の選択�店員がForhereortogo?（店内でお召し上

がりですか，それとも持ち帰りですか）と客に尋ねる形で使われ

る。内田（2009：203�204）によると，AmEでは文頭のForが

文化的反義語（山田） ―271―



ないHereortogo?,Tostayortogo?,Stayhereortogo?な

どが紹介されている。またBrEではForhereortakeaway?,

Eathereortakeaway?,Eatinortakeaway?などのバリエー

ションがあるという。ロンドンでは，最後の Eatinortake

away?という看板を店先でよく目にした（2016年夏）。

（28） still/sparkling：普通の水/炭酸水 �水の種類の選択�Stillor

sparkling?の形で用いられる。ワインの選択でも使用でき，そ

の場合はstillorfizzyという言い方もある。

（29） tea/coffee：紅茶 /コーヒー �飛行中の機内サービスで，食事

後の飲み物の選択�Teaorcoffee?の形で使われる。（7）の解

説も参照のこと。

（30） white/brown：白 /茶色 �イギリスの大学の寮でのトースト

の選択�Whiteorbrown?として用いられる。

（31） yellow/chocolate（AmE）：白生地 /チョコレート生地 �スポ

ンジケーキの選択�birthdaycakeなどの注文時に，スポンジケー

キの選択について店員から尋ねられる。

② 買い物

（32） brand/generic（AmE）：ブランド薬品 /ジェネリック薬品

�薬局での処方箋薬の選択�Brandorgeneric?の形で使用され

る。日本では前者を先発医薬品，後者をジェネリック（後発）医

薬品と呼んでいる。

（33） buy/rent：買う /借りる �住居の契約形態�それぞれ持ち家

と賃貸を指す。通常辞書にはbuyの標準的反義語としてはsell

が載っているが，住居に関しては買うか借りるかの選択も重要で

ある。この文化的反義語は，家賃（rent）が払えなくて立ち退き

を迫られている若者たちの�藤と友情を描いたRENTというブ
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ロードウェイ・ミュージカルからヒントを得たものである。また，

同ミュージカルには，Rentoreviction（家賃を納めないと立ち

退きだ）という「家主から借り手への警告」があり，rent/evic-

tion（家賃 /立ち退き）という対比も文化的反義語と捉えられ

るであろう。

（34） cash/charge（AmE）：現金 /（クレジット）カード �デパー

ト等での支払い方法の選択�店員がCashorcharge?（「現金で

しょうか，それともカードでしょうか」）と尋ねる。同様な表現

としてCashorcredit?があるようだ。ロンドンのあるスーパー

（SainsburyLocal）では，店員がCardorcash?と尋ねていた

（2016年8月）。カードで払う人が優勢だからか，cardが先になっ

ている。また，客のカード情報を不法入手する犯罪が頻発するア

メリカでは，最近客自らが店員にChiporswipe?（「決済はIC

チップ又は磁気のどちらを読み取る方式？」）とカード情報の読

み取り方式を不正防止の為に確認することがあるという（読売新

聞 2017年2月12日，p.21「特派員直伝・トラベル英会話」）。

（35） checkingaccount/savingsaccount（AmE）：当座預金 /貯

蓄預金 �銀行口座の種類�前者は，預金に利子を生まない，小切

手（check）用の口座，後者は利子を生む，貯蓄用の口座を指す。

BrEでは，それぞれcurrentaccount，depositaccountと呼ば

れている。

（36） in-store/online：店舗内の /オンラインの �販売方法の種類�

in-storesales（インストアー販売高）とonlinesales（オンラ

イン販売高）という対比がある。また，・Buyin-storeand/or

online・という広告をよく見かけるようになった。

（37） laptop/desktop：ラップトップ /デスクトップ �パソコンの

種類�この選択は，現状では少々時代遅れになっており，今後の
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PC機器の変化に合わせて，変わるであろう。

（38） paper/plastic（AmE）：紙袋 /ビニール袋 �スーパーのレジ

での持ち帰り袋の選択�店員が買い物客にPaperorplastic?と

尋ねる。日本のデパートでも，特にパン店等で紙かビニール袋か

の選択があるところもある。日本同様，イギリスでも食料品の買

い物で紙袋を使う習慣がなく，ロンドンのスーパーでは，ただ

・Bag?・と，ビニール袋が必要かどうかを尋ねられ，必要だと追

加料金が加算される仕組みになっていた（2016年夏）。

③ 交 通

（39） bus/coach（BrE）：市内バス /長距離（観光）バス �バスの

分類�前者は，大都市では通常2階建てバス（double-decker）

である。後者は，1階建てバス（single-decker）が主流で，元々

は駅馬車（stagecoach）として使用されていた大型有蓋四輪馬

車を指したが，現在では同じ役目を果たす長距離バスの意味に変

化した（小島2004：218）。少々ややこしくなるが，AmEではフ

ライトのエコノミークラス（economyclass）のことを coach

（class）ということがある。

（40） contactless/Oyster（BrE）：非接触型カード /オイスターカー

ド �ロンドンの交通機関を利用する際の支払い方法の選択�

contactlessと oysterの選択肢がある。後者は，日本の Suica

と似た方式で，ICカード乗車券に金額をチャージする。前者は

最近導入された方法で，銀行が発行するカードに交通機関利用機

能を付加するもので，一つのカードで日常生活をカバーできるの

が利点のようだ。

（41） domestic/international：国内線 /国際線 �国際空港でのフ

ライトの種類�将来的にはこれにspace（宇宙）が加わるかもし
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れない。実際すでにアメリカではspaceportがあるという（読

売新聞 2011年10月18日）。

（42） off-peak/anytime（BrE）：ラッシュ時間帯外（乗車）/無制限

（乗車）�ロンドン市内の交通機関（地下鉄とバス）利用パスのタ

イプ�前者は利用者が多い時間帯は利用できないタイプで，後者

はどの時間帯でも利用できるタイプを指す。

（43） single/return（BrE）：片道 /往復 �運賃・切符の種類�Sin-

gleorreturn?というフレーズで。往復には割引の特典がある。

AmEの one-way/round-tripに当たる。ただし，BrEでは

round-tripは「一周旅行」の意味になる。

④ 名 前

（44） GIJoe/GIJane（AmE）：男性の米兵 /女性の米兵 �兵士の

男女の区別�女性の場合は，他にGIJillやJoanがある。GIと

はgovernmentissue（官給品）の略字である。

（45） Jack/Jill：男 /女 �子供や若い男女の区別�LDELC（p.738：

OGBAC,p.237にも）によれば，・twochildreninanursery

rhyme・（伝承童話）として，以下の例が紹介されている

（OGBAC2005:237にも）：

JackandJillwentupthehill

Tofetchapailofwater;

Jackfelldownandbrokehiscrown,

AndJillcametumblingafter.

女の子はGill（発音に変化なし）となることもある。他にJohn/

Jane,Joe/Jane,Jack/Jeanなどのバリエーションがある

（いずれも頭韻を踏んでいることに注目）。スコットランド英語

（ScotE）には，男女を示す Jock/Jeanがある（Jockは John
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の異名）。同様に，Romeo/Juliet（Shakespeareの悲劇中の男

女名。通信文字のRとJを表す通信符号としても使用される），

さらにAdam /Eve（旧約聖書の「創世記」に出てくる神が初

めて造った人間の男女）なども類例であろう。日本語にも太郎 /

花子がある。

（46） John/Joan（CanE?）：男性用 /女性用 �トイレの男女別の表

示�地域のスポーツ施設の敷地内の設けられていたプラスチック

製の野外用簡易トイレのドアの表示で，JiffyJohn/JiffyJoan

として用いられていた（製造会社の商標であろう）。男子用は茶

色，女性用はピンク色のボックスであった（2012年8月カナダ，

バンクーバーにて）。

（47） JohnDoe/JaneDoe（AmE）：男性 /女性 �仮名での男女の

区別�警察や裁判などで身元不明や実名を伏せる時の仮名を指す。

（48） us/them,we/they：味方 /敵 �対立関係にある敵と味方の区

別�アメリカのニュース専門ケーブルテレビ局であるCNNで放

送された，イスラム教徒とアメリカ人の関係についての特別レポー

ト（2016年8月再放送）の題名は ・WhyTheyHateUs?・で，

theyはイスラム教徒，usはアメリカ人を指していた。この2語

の対立は，通常の学習辞典に記載されていない。次の例は，

DailyMail紙（電子版：2013年6月13日）の記事から取ったも

のであるが，・MommyWars・というフレーズについての解

説で，働くママと専業主婦ママの対立関係を描くのに ・usvs.

them・を使用している：・Thephrase・MommyWars・was

originallyusedtodescribetheusvs.themattitudebetween

workingandstay-at-homemoms・（働くママと専業主婦ママ

の対比については，3.3の（111）で扱う）。
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⑤ 地 名

（49） theEastCoast/theWestCoast（AmE）：東海岸 /西海岸

�アメリカの両海岸�一般的に，東海岸の住人は伝統を重んじ，

芸術・文学・音楽などの文化に興味があるとされ，西海岸の人々

は自由な発想を重んじ，自然，スポーツ，健康食品に関心が高い

とされる（LDELC,p.434とpp.1565�6のCulturalNote参照）。

eastとwestは単独で反対方角を示すが，ここに挙げるフレーズ

は，ただ単に方角の対立を示すだけでなく，それに付随して対照

的な独自の特徴を有するので，文化的反義語として挙げている。

次項も同様の趣旨で挙げている。

（50） theEastEnd/theWestEnd（BrE）：東部地区 /西部地区

�ロンドン中心部の対照的な街区分�東京の下町 /山の手に通じ

るところがある。前者は，もともとは労働者階級の住居地で下町

気質が強かったが，近年の再開発で変貌を遂げつつある。後者は，

高級住宅や高級店の多い商業地区で，劇場，ホテル，レストラン

が多くエンターテイメントの中心地でもある。また，前者の住民

はEastEndersと呼ばれ，同名のBBCの連続ドラマ（1985年

放送開始）が人気を博し，長寿番組となっている（LDELC,p.

434とp.1566参照）。

（51） Edinburgh/Glasgow（BrE）：エジンバラ /グラスゴー �イギ

リスのスコットランドを代表する2大都市�前者は，政治と商業

の中心でホワイト・カラーの街（人口49.2万人，2014年の統計），

後者は工業中心でブルー・カラーの街（59.9万人）で，対照的な

性格を持つ。著者の体験では，少なくてもエジンバラの住人のグ

ラスゴーに対する対抗意識は相当根強いと思われる。

（52） Land・sEnd/Johno・Groats（BrE）：南端 /北端 �イギリス国

土の両端にある地名�それぞれイギリスの南端（西南端）と北端
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と考えられている地名で，fromLand・sEndtoJohno・Groats

（又は地名を逆にしてfrom Johno・GroatstoLand・sEnd）と

いうイディオムがあり，「イギリスの端から端まで，イギリス中

で」という意味で使用される。AmEでは，fromCaliforniato

theNewYorkIslandというフレーズがある（WoodyGuthrie

のThisLandisYourLand（1956）という歌の中にも出てくる）。

同様に日本語にも，北は北海道から，南は九州，沖縄までとい

うフレーズがある。Yamada（2009:62）の反義語の分類では，

方向的反義語（directionalantonyms）の中のantipodal（対蹠

的反語語）に近い。一つの事物・事態に内在するある軸の両極を

示す反義語であり，top/bottom，start/finish（名詞として，

競技・ゲームなどの開始と終了を指す）がその例である。また，

Jonesetal.（2012:58）は反義語のペアと連語関係の高い7つの

型（frames）を指摘しているが，from XtoYという定型表現

もその一つであり，・transitionalantonymyframe・と呼んで

いる（他の6つは，XandYalike，bothXandY，eitherXor

Y，whetherXorY，betweenXandY，XversusYである）。

（53） Washington,D.C./NewYork（AmE）：ワシントンD.C./

ニューヨーク �アメリカ東海岸を代表する二つの都市�前者は政

治の中心地，後者はビジネス，金融，エンターテイメントなどの

中心地である。特に，ワシントンD.C.の住人にとって，ニュー

ヨークへの対抗意識は強い。ただ，逆は必ずしも真ではないよう

だ。人口，経済規模などで圧倒的な力を持っているニューヨーク

の住人は，ワシントンD.C.をそれほど意識していないのであろ

う。

―278―



⑥ イディオム XorY

ここでは，XorYという選択を示すイディオムが基になっている文化

的反義語をいくつか紹介する。先にも触れたように，Jonesetal.（2012:

58）は反義語のペアと連語関係の高い7つの型を指摘しているが，（ei-

ther）XorYもその一つであり，本稿でもここまでの例の中で頻繁に出

てきた。

（54） heads/tails：表 /裏 �Headsortails?（表か裏か）という表

現から�順番や勝負などを決定する為にコイントス（toss-up）

をする時の選択肢で，他にもHeadsIwin,tailsyoulose.（表な

ら私の勝ち，裏なら君の負け［ジョーク］），やcan・tmakeheads

ortailsof～（何が何だかさっぱりわからない）などのイディオ

ムがある（ジーニアス，pp.987�8）。

（55） make/break：成功する /失敗する �makeorbreakというイ

ディオムから�「～の成否を握る，運命を左右する，（いちかばち

かの）�けである」という意味で用いる。次の例文は，毎夏イギ

リスのエジンバラで開催される実験的演劇祭（theFringe）に

ついての報道のタイトルである：・MakeorbreakattheEdin-

burghFringe・「エジンバラ・フリンジ祭で当たるか，滑るか」

（BBCNews,2010年8月6日）。両語は脚韻を踏んでいる。

（56） shapeup/shipout（AmE）：（仕事で）がんばる /去る

�Shapeuporshipoutというイディオムから�「（行いを改めて）

しっかりしろ，さもなければ出て行け」（ジーニアス，p.1911）。

LDOCE（p.1668）には，AmEの口語表現で ・usedtotell

someonethatiftheydonotimprove,theywillbemadeto

leaveaplaceortheirjob・と説明されていて，相手に奮起を迫

る表現である。これも最初の語が頭韻を踏んでいる。

（57） sink/swim（AmE）：�れる /泳ぐ �sinkorswimというイ
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ディオムから�ジーニアス大辞典では，�一か八か，のるかそる

か，�［S～ orswim.］おぼれたくなければ泳げ（米国の英語同

化政策で唱えられた標語）という二つの意味が掲載されている。

この両語も頭韻を踏んでいる。

（58） takeit/leaveit： 受け入れる /置き去りにする �takeitor

leaveitというイディオムから�ジーニアス（p.2120）には，

「承諾するかしないかは君の勝手だ，これでだめならなかったこ

とに」という意味で，例文としては，Thisisthefinalprice.

Takeitorleaveit.（承諾するかは君が決めてくれ）を載せてい

る。このイディオムは，アメリカCBSの人気クイズショーの名

（TakeitorLeaveit,1941～48年に放送）にも使用された。

（59） trick/treat（AmE）：いたずら /ごちそう �・Trickortreat!・

（ごちそうくれなきゃ，いたずらするぞ）より�主にアメリカ

の Halloweenで，仮装した子供達が，近所の家を ・Trickor

treat!・と言って立ち寄り，お菓子やお金をもらう習慣から生ま

れた。1930年代にアメリカで始まり，今ではイギリスでも一般

的になった（OGBAC,p.484）。両語は頭韻を踏んでいる。

⑦ そ の 他

（60） cat/dog：猫 /犬 �身近なペット用動物の代表例�英語の表現

としてcatanddog（［夫婦が］仲が悪い，犬猿の仲の），fight

likecat（s）anddog（s）（激しく戦う・口論する）やraincatsand

dogs（土砂ぶり）がある。既述の通り（例（19）を参照），Joneset

al.（2012:111）はcat/dogを，慣習的に対立関係にあるペア

だと見なしている。また，Murphy（2003:177�178）は，コーパ

スを使った両語の共起調査から，cat/dogを標準的対立語（ca-

nonicalopposites）であると性格付けている。さらにMurphy
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（2003:177�178）は，類例としてcat/mouseを取り上げ，play

catandmousewith～，whenthecat・saway,themousewillplay

という表現を挙げている。森岡（2005：69）は，日本語でも犬 /

猫を「敵どうし」の対義関係で捉えると述べている。

（61） email/snailmail：Eメール /カタツムリ郵便 �文字による伝

達方法の選択�ユーモアを込めて，Eメールに比べて普通郵便は

比較できないほど遅いことから生まれた。前者の使用が伸び，後

者の普通郵便の利用は減少していて，今後この対比は薄れていく

と思われる。

（62） pen/sword：ペン /剣 �文事と武事�Thepenismightierthan

thesword.（ペンは剣よりも強し）より生じる。これは一般に�

だと思われているが，実際には1839年EdwardBulwer-Lytton

が書いた劇中の台詞の一節である（井上1975：903）。日本語に

も文事と武事という対比があり，「文武両道」というフレーズが

ある。私見ではあるが，日英両語において，文・武を対比的に捉

える表現は，今となっては少々古風な感じがする。

3．2 一般社会：①政治 ②社会 ③マスメディア

① 政治［A.固有名詞］

（63） Conservative/Labour（BrE）：保守党 /労働党 �イギリスの

二大政党�それぞれ正式名は theConservativePartyと the

LabourPartyで，特に前者は，その前身の政党であるtheTory

Party（＝Tories）に因んでToryと呼ばれることがある。

（64） Democrat/Republican（AmE）：民主党 /共和党 �アメリカ

の二大政党�それぞれtheDemocraticParty,theRepublican

Partyと呼ばれ，各党のシンボルはdonkey/elephant，両党の

支持者が多い地域はそれぞれblue/redで示される。
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（65） theHouseofCommons/theHouseofLords（BrE）：下院 /

上院 �イギリスの議会（Parliament）を構成する2院�。

（66） theHouseofRepresentatives/theSenate（AmE）：下院 /

上院 �アメリカの連邦議会（Congress）を構成する2院�。

（67） theTories/theWhigs（BrE）：トーリー党/ホイッグ党

�17～18世紀のイギリスの2大政党�前者は保守党の前身，後者

は自由党（theLiberalParty）の前身である。

［B.固有名詞以外］

（68） doer/talker（AmE）：実行する人 /口先だけの人 �政治家の

タイプ�アメリカ大統領選に関するABCNewsの報道（2015年

7月15日）で，苦戦を強いられていたJebBush共和党候補者

が知名度の高い苗字を敢えて使わず，自分の個性を前面に出す選

挙戦を展開していることについて，次のようなコメントが流れた：

・youwon・tevenfindtheBushnameonhiscampaignlogo.

JustJeb.Whoishe?Adoer,notatalker,hesays.・ジーニア

スのdoerの項目（p.622）には，通例thinker,talkerなど対照

的な語と共に用いるとして ・I・madoer,notatalker.・（私は実

行家だ，口先だけの人間ではない）という例文を挙げている。

（69） gohome/facearrest（BrE）：帰国すること /逮捕に直面する

こと �国内の不法居住者へ投げかけられた選択肢�2013年ロン

ドンで不法滞在者取締キャンペーンに使用されたフレーズ ・Go

HomeorFaceArrest・（「帰国しなさい，さもなければ逮捕の

覚悟を」）より。イギリス内務省の移民取締り政策の一環で，ロ

ンドンの移民の多い地区でこのフレーズを掲載した車両を走らせ

た。間もなく抗議の声が上がり，その後このキャンペーンは中止

に追い込まれた。このgohomeはただ単に「自宅へ帰る」ので

はなく，「祖国へ帰れ（gobacktoyourcountryoforigin）」
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という差別的な意味合いを含む。また，複雑な現実を単純化し，

二者択一の選択を迫っている点も，この様な政治や政策のメッセー

ジの中によく見られる現象である。類例としては，フィリピンの

新大統領によるドラッグ撲滅運動のスローガンである ・Surren-

derordie・も，surrender/dieという究極の選択を迫ってい

る（2016年夏）。

（70） gray/blue（AmE）：南軍/北軍 �南北戦争時の敵対勢力�ア

メリカ史上の南北戦争時，南軍（Confederatearmy）と北軍

（Unionarmy）の兵士の制服の色から，それぞれ南軍（の兵士）

と北軍（の兵士）を指す。ジーニアスのgrayとblueの項目に，

それぞれの説明はあるが，対になることへの言及はない。史実に

関する文化的反義語であるが，今なお残る南部独自の自負意識に

も繋がり，アメリカ理解の一助となるペアである。

（71） hawk/dove：タカ派 /ハト派 �政治的信条について相反する

二つの立場�特に外交・国際問題で，前者は強硬論者・主戦論者，

後者は穏健論者・平和主義者を指す。

（72） leave/remain（BrE）：離脱する /残留する �欧州連合（EU）

からの離脱か残留を問うイギリスの国民投票での選択肢，2016

年 6月実施�政治分野での使用で，二者択一の選択を迫る。

Leaveの標準的反義語は，arriveである。

（73） olivebranch/arrows（AmE）：平和 /戦い �平和と戦争とい

う対立を象徴するもの�アメリカの TheGreatSealofthe

UnitedStates（合衆国国璽）には，白頭ワシ（baldeagle）が

オリーブの枝と矢を手に持っている図があり，それぞれ平和と

（自由を守る）戦いを象徴している。WashingtonPost紙（電子

版：2013年 9月 11日） には Obama・s・olivebranch・and

・arrows・というタイトルで， ・Likethepresidentialseal,
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PresidentObamahadanolivebranchinonehandandar-

rowsintheother.・と伝えている。olivebranchが平和の象徴

となるのは，旧約聖書の「創世記」（Genesis）のノアの洪水の

話に由来し，英語にはholdoutan［the］olivebranch（和解を

申し入れる）というイディオムもある（堀内1990：587）。オリー

ブの枝は国連旗にも図案化されている。

（74） state/federal（AmE）：州政府（の）/連邦政府（の）�アメ

リカの政治・社会制度の二つのレベル�アメリカを理解するのに

不可欠な重要キーワードである。ジーニアスの federal（2）に

⇔stateという反義語の表示がある。

（75） yea/nay（AmE）：賛成 /反対 �アメリカの議会で賛否�the

yeasandnays賛否（の投票数・投票者数）という表現がある。

一方，イギリス議会ではtheayesとthenaysを使う。

② 社 会

（76） blue/pink：男の子の色 /女の子の色 �男・女の色分け�

・blueforboysandpinkforgirls・という言い方がある。山田

（2015：158）でも述べたが，長い間子供は性別に関係なく白い服

を着ていたようだが，1940年代に衣料品メーカーが販売促進の

為にこの区別を提案し，1980年代半ば以降一般に広まったよう

だ（Maglaty2011）。

（77） blue-collar/white-collar：ブルーカラー（肉体労働者）の/

ホワイト・カラー（事務労働者）の �労働者の分類�AmEでは

伝統的に女性の職場である秘書，事務職員や店員などの仕事に関

してpink-collarというフレーズがある。

（78） cradle/grave：揺りかご /墓場 �人生の始まりと終わり�社

会福祉の充実を求める標語fromthecradletothegrave（揺り
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かごから墓場まで）より生まれる。反義語の分類では，方向的反

義語の中の対蹠的反語語に近い（Yamada2009:62参照のこと）。

人の一生に関わる時間軸の両極を比喩的に示す反義語である。

（79） ebony/ivory：黒人 /白人 �代表的な人種を指す語�Paul

McCartneyと StevieWonderの 1982年の曲 ・Ebony and

Ivory・が基になる。Ebonyは黒檀，ivoryは象�で，それぞれ

ピアノの鍵盤の材料である。その黒と白の鍵盤を黒人と白人に喩

え，鍵盤と同様に隣人同士仲良くしようと訴える歌である。黒人

を示すebonyは，米国の黒人向け月刊グラフ誌のEbony（1945

年創刊）や黒人英語を指すEbonics（ebonyとphonicsの混成語）

などにも見られる。

（80） loner/joiner（AmE）：孤独を好む人 /社交・交際好きな人

�人の対人関係についての相対する性向�前者は，形容詞のlone

（ただ一人の）が基で，alonewolf（単独行動を好む人）という

フレーズもある。後者は，動詞のjoin（参加する）から派生した。

（81） lumper/splitter（AmE）：併合派 /細分派 �生物分類上の相

反する二つの立場�前者は生物の類似点を重視して，分類群を少

数にまとめよう（lump）とする立場であり，後者は相違点に注

目して，より細かく分類する（split）傾向を指す。Schiffrin

（2006:prefaceXI）は，この相反する傾向を ・lumpers（who

focusonsimilarities）orsplitters（whofocusondifferences）・

と簡潔にまとめ，言語研究の指向だけでなく，一般的に人の物の

考え方の分類にも当てはまるであろうと述べている。

（82） medical/recreational（AmE）：医療用 /嗜好用 �大麻の代表

的な使用目的�アメリカの州レベルでの大麻解禁のニュースの中

で，鎮痛用の医療目的と個人使用の嗜好目的の二つが対比的に論

じられていた。前者は，medicinalという語も使用される。留意
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すべき点は，この大麻合法化の動きはあくまでも州レベルで，現

在連邦レベルではどちらの使用も認められていないという点であ

る。ここでもstate/federal（74）の対比がみられる。

（83） perception/reality：思い込み /現実 �物事に関する人の思い

込みと現実との落差�・aperception・ratherthan・reality・とい

うようなフレーズで対照的に使われ，人々の認識と現実の差を強

調する文脈でよく用いられる。

（84） PlanA/PlanB：第一案 /第二案 �原案と代案の二つの案�

WhenPlanAfails,yougotoPlanB.（第一案がだめなときは，

第二案を実行しなさい）のように用いられる（ジーニアス，p.

1598）。LDOCE,OALDにも掲載あり。

（85）（PlanetA）/PlanetB：地球 /地球の代わりになる惑星 �地球

と代替惑星の対比�自分達の住む地球を指すPlanetAの存在を

暗黙の前提とした上で，There・snoPlanetBというような言い

方で，かけがえのない地球に代わる物はないという文脈でよく使

われる。LDOCE,OALD,ジーニアス等には，このペアのエン

トリーはない。

（86） residential/business（AmE）：個人宅 /ビジネス �電話番号

案内（directoryassistance）の区分�案内は，個人宅の場合と

店や企業などの業務関連の場合とに二分される。

（87） WhitePages/YellowPages（AmE）：個人名別電話帳 /職業

別電話帳 �電話帳の種類�前項と同様な区分を示す。後者は，実

際黄色の紙に印刷されている。日本の職業版（タウンページ）も

同様に黄色が多い。

③ マスメディア

（88） tabloid/broadsheet（BrE）：大衆紙 /高級紙 �新聞の種類�
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印刷用紙の大きさの区別から，編集方針や紙面の内容などで対照

的な2種類の新聞を指すようになった。前者は小型版で手に取っ

て読み易く，大衆好みのセンセーショナルな紙面作りを売りもの

にしている。後者は従来からの伝統的な大型版で，質の高い報道

を誇るのでqualitypaperとも呼ばれる。近年，読者の扱いやす

さを優先し高級紙もタブロイド判へ移行する動きがあり，この区

別が当てはまらないケースが出てきた。

（89） TIME/Newsweek（AmE）：タイム /ニューズウィーク �アメ

リカを代表する2大ニュース週刊誌�TIME（1923年創刊）は，

記事内容が保守寄りで，凝った文体を特徴とする。また，その年

に最も話題になった人物を ・PersonoftheYear・（以前は ・Man

oftheYear・）として発表し，毎年注目を浴びている。一方，

Newsweek（1933年創刊）は，「Timeに比べるとリベラルで，

文章も凝りすぎたところがなく平易・簡明」であると評される

（山田・田中2011：295）。著者の経験では1970年以降この対比

はよく取りざたされたが，現在ではニュース報道が多様化し，こ

の二誌への注目度も以前よりは低下したと思われる。

（90） rescue/recovery（AmE）：（人命）救助 /（遺体）回収 �事故・

事件後の捜索活動�1999年7月JohnF.Kennedy,Jr（38歳）

が死亡した飛行機事故では，捜索活動の初期では ・searchand

rescue・（捜索・救助）が行われたが，時間の経過に伴い生存の

可能性がゼロに近づくと ・searchandrecovery・（捜索・回収）

の活動へと変化した。一般的に，人を巻き込む事故や災害の捜索

活動は，・asearchandrescueoperation・から ・asearchand

recoveryoperation・へと移行する。
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消えつつある文化的反義語

以下に挙げる4例は，以前はニュース報道に頻繁に使用された文化的反

義語ペアだったが，時間の経過に伴い，現在では過去を振り返る時以外に

は使用されるとことが少なくなったものである。

（91） Apollo/Soyuz（AmE）：アポロ /ソユーズ �アメリカとソ連

の宇宙船の名前�米ソ間で人類を月へ送る宇宙開発競争が盛んだっ

た1960年代から頻繁に使われた両国を代表する有人宇宙船の名

称である。Apollo11号が1969年に初めて人の月面歩行に成功

して勝負がついた。Soyuzは，英語ではなくロシア語（「連邦」

の意）であるが，Apolloと対になって使用されることが多いの

で本稿で取り上げた（下記のロシア人名も同様である）。

（92） astronaut/cosmonaut（AmE）：アメリカの宇宙飛行士 /ソ

連の宇宙飛行士 �米ソの宇宙飛行士を区別する呼び名�両語とも

宇宙飛行士を指すが，米ソの冷戦時代の対立を反映してか，この

様に名称の区別があった。

（93） Kennedy/Khrushchev（AmE）：ケネディ/フルシチョフ

�1962年のキューバミサイル危機（theCubanmissilecrisis）

当時の米ソの指導者�JohnF.Kennedy（大統領1961�63）と

NikitaKhrushchev（首相1958�64）を指す。

（94） Reagan/Gorbachev（AmE）：レーガン/ゴルバチョフ �1980

年代のソ連解体と冷戦終結時の米ソのリーダー� Ronald

Reagan（米大統領1981�89）とMikhailGorbachev（ソ連共産

党書記長1985�1991,大統領1990�91）である。

3．3 文化：①教育 ②スポーツ ③エンターテイメント ④その他

① 教 育

（95） Eton/Harrow（BrE）：イートン校 /ハロー校 �イギリスのパ
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ブリックスクール（publicschool,私立中・高一貫学校）の代

表格�前者は1440年，後者は1572年に創立。両校の間には「強

い対抗意識がある」（・Thereisastrongsenseofcompetition

betweenEtonandHarrow...・，OGBAC,p.147）とされている。

（96） Harvard/Yale（AmE）：ハーバード大学 /エール大学 �アメリ

カの東海岸を代表する二つの大学�前者は1636年，後者は1701

年の創立。OGBACのYaleUniversityの項（p.528）には，・of-

tenseenasarivalofHarvardUniversity・という解説がある。

（97） Oxford/Cambridge（BrE）：オックスフォード大学 /ケンブ

リッジ大学 �イギリスを代表する二つのライバル名門大学�前者

は1249年，後者は1284年に創立。OGBAC（p.349）には ・The

twouniversitiesareacademicrivals・と記されている。両校

をまとめて Oxbridgeという語もある。ただし，藤原正彦氏

（『遥かなるケンブリッジ：一数学者のイギリス』1991，新潮社）

によると，この対抗意識は一方通行の部分もあるようで，「ケン

ブリッジの教官や学生は，オックスフォードには無関心である」

（p.97）と述べている（一方通行については，（53）のWashing-

ton,D.C./NewYorkも参考のこと）。

（98） town/gown（BrE）：市民 /大学側 �特にOxford,Cambridge

の一般市民と大学関係者�townandgownというフレーズで

（両語は脚韻を踏んでいる），両者間の異なる背景や利害の対立を

表す（・tension・,OGBAC,p.481）とされている。Gownは，正

服を着ている人の意から，大学町の大学生や教授陣を指す。

② スポーツ

（99） Celtic/Rangers（BrE）：セルティック /レンジャーズ �スコッ

トランドの最大都市Glasgowを本拠地とするサッカーのライバ
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ルチーム�双方とも19世紀後半に設立された。前者はカトリッ

ク系，後者はプロテスタント系で，両者の試合は，特別にthe

OldFirm（game）と呼ばれる。

（�） home/away：ホーム /アウエー �スポーツの試合で，本拠地

の試合（ahomegame）と相手チームの本拠地での試合（an

awaygame），又は本拠地のチームと遠征側のチームを指す�

home-and-awayは対戦するチームがそれぞれの本拠地で試合を

する形式のことである。関連して，アメリカの野球の試合で，ス

コアボードに両チームのことをguest/home,visitor/home

と記載されているのを筆者は見たことがある。ロンドンのサッカー

スタジアムでもhome/awayがteam,match,game,sectionな

どの語の前に形容詞的に使われていた（2016年夏）。また，AmE

では，特に野球の試合の場合にroadを「遠征先」の意味で使う。

（�） leaders/chasegroup：先頭集団 /第二集団 �多人数で競う競

技での上位集団の区分�トライアスロン（triathlon）競技のレー

スの実況中継で用いられていた（2016年8月のリオ・オリンピッ

ク）。

（�） Liverpool/Everton（BrE）：リバプール /エバートン �イギ

リスの都市Liverpoolを代表する二つのサッカーチーム�前者

はred,後者はblueをチームカラーにしている。この二つのチー

ムの試合は，Merseysidederbyと呼ばれる（derbyとは，同じ地

域を本拠地にするチーム同士の試合を指す）。他にも，Manches-

terderby（ManchesterUnitedとManchesterCityの試合）や

NorthLondonderby（ArsenalとTottenhamHotspurの試合）

などが有名である。これらのチームも文化的反義語の候補となる。

（�） mentality/physicality：精神力 /体力 �試合の勝敗を握る二

つの要素�イギリスのPremierLeagueの試合（StorkCityvs.
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Tottenham Hotspur,2015年5月14日）の解説の中で，シーズ

ン最終盤を迎え最終的にはmentalityが勝敗のカギを握るだろう

という解説があった。

（�） NewYorkYankees/NewYorkMets（AmE）：ヤンキース /

メッツ �アメリカのニューヨークを本拠地にするプロ野球のライ

バルチーム�著者は不案内だが，この他にも，アメリカン・フッ

トボールやバスケットボール等でも同様な敵対する組み合わせが

あるはずである。

（�） possession/penetration（BrE）：ボールの保持 /有効な攻撃

�試合中の対照的な戦略�イギリスのサッカー実況中継で，両チー

ムともなかなか点が取れない膠着状態の中で，それぞれ「ボール

の支配力」と「得点を生む突破力」の意味で対照的に使われてい

た。

③ エンターテイメント

（�） evening/matinee（BrE）：夜興業 /昼興業 �ロンドンの劇場

での上演時間帯の区分�映画の上映時間帯にも使われる。

（�） thestalls/thecircle（BrE）：一等席 /桟敷席，階上席 �劇場

での座席の種類�前者は，劇場の舞台近くの一等席，後者は特に

2,3階の半円形の桟敷席で比較的安価な席を指す。AmEでは，

通常theorchestra/thebalconyとなる。

④ そ の 他

（�） gay/straight：同性愛の /異性愛の �性的嗜好�。

（	） GenerationX/GenerationY（AmE）：X世代 /Y世代 �特

徴的な世代の呼称�前者は，1960年代から70年代生まれで社会

への所属意識が低い世代を指し，後者は1980年から90年代生ま
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れで，パソコンや電子機器に強い世代を指す（LDOCE,p.763,

OALD,p.654）。

（�） soccermom/waitressmom（AmE）：サッカー・ママ /ウエ

イトレス・ママ �お母さんの区分�1990年代後半の大統領選で

話題になったフレーズから生まれた。前者は，経済的に余裕があ

る中産階級の主婦層を，また後者は比較的低賃金の仕事について

家計を支える働く主婦層を指す（飛田2000：1000�1001&1114）。

Soccermomは LDOCE（p.1737），LDELC（pp.1319�1320）や

OALD（p.1481）にも記載がある。ただしwaitressmomは掲

載されていない。

（�） stay-at-homemom /workingmom（AmE）：専業主婦ママ /

働くママ �お母さんの区分�MommyWars（ママさん戦争：

（48）に既出）と呼ばれる議論の対立点の一つである。DailyMail

紙（電子版：2013年6月13日）によると，MommyWarsとは

「専業主婦ママ」と「働くママ」の意見の対立から出発して，そ

の後育児全般にわたる選択肢にも拡大されたようだ。具体的には，

以下のような対立があり，文化的反義語の例となるであろう：

―breastfeedingmom /formulafeedingmom：母乳派 /粉

ミルク派

―clothdiaperingmom/disposablediaperingmom：布おむ

つ派 /使い捨て紙おむつ派

―homeschoolingmom /traditionalschoolmom：ホームス

クーリング派 /通常の学校派

3．4 文化的反義語の変遷

文化的反義語は，現実世界での出来事や考え方に基づいて生まれるので，

その現実世界に変化が起こると，その変化の影響を受けて消滅していくも
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のや新たに生まれるものが出てくる。ここまで本稿で挙げた例は，程度の

差はあるが現在使用されているものである。以下では，現実世界の変化の

影響を強く受けた例に焦点を当てて見ていく。

次の例は，19世紀のイギリスで流行った子供用のミニチュア劇場の遊

びに関するものである。その玩具の劇場で使う人物や風景を切り抜く板紙

の広告の文句が基になった文化的反義語ペアである：

（�） plain/coloured（BrE）：色なし /色つき �子供用おもちゃの

劇場で使う人物や風景を切り抜く板紙の種類�・PennyPlain,

TwopenceColoured・「色なし1ペンス，色つき2ペンス」よ

り（Evans1990:838）。

この板紙に印刷された人物や風景を切り抜いて，ミニチュア劇場に配置し

て遊んだそうだ。その当時の白黒（モノクロ）とカラーの対立は，その後

も写真，映画，テレビ番組等に引き継がれたが，今はカラーが圧倒的に主

流となり，日常ではほとんどその対立を意識することはなくなった。しい

て言えば複写コピーや文書のプリントアウト時の選択で残っているであろ

うか。特に子供を対象にした絵本やゲームを白黒で作成するのは今では稀

であろう。つまり今やカラーが主流となり，plain/colouredの反義語

ペアは消滅したといえるだろう。

消滅とまでいかなくても，使用が廃れているペアもある。以下はそのよ

うな例である：

（�） silk/glossy：絹目 /光沢 �写真をプリントするときの用紙の

選択�silkはmatte（つや消し）ともいう。著者が1990年代初

めにアメリカに滞在中に経験した選択肢である。

日本でも以前はあった選択だが，今は基本的に光沢が主流となっているよ

うだ。そもそも写真はデータとして保存して，プリントしないことも多く

なったので，このペアは近い将来は消滅する可能性が高いと思われる。

一方でつい最近生まれた文化的反義語もある。ロンドン名物のタクシー

文化的反義語（山田） ―293―



は長年黒塗りのblackcabと呼ばれ親しまれてきたが，2012年にアメリ

カから上陸した配車サービスのUberとの激しい競争に現在さらされてい

る。前者は，ロンドンの道に精通したプロの運転手（cabby）の信頼でき

るサービスが売り物だが，後者は素人ドライバーながら，スマホのアプリ

を使うことにより，格安で手軽なサービスを客に提供できる点が魅力であ

る。従って，現在ロンドンでは以下の対比が存在する：

（�） blackcab/Uber（BrE）：ブラックキャブ /ウーバー �ロンド

ンのタクシーの選択�2017年7月4日NewYorkTimes紙電子

版の記事（OnLondon・sStreets,BlackCabsandUberFight

foraFuture，2017年8月31日閲覧）より。

おそらく同様の現象は，現在Uberが進出している世界各地で起こってい

ると想像される。同社の設立は2009年であるので，ごく最近の現象であ

り，ロンドンの状況も今後変化していくと思われる。どう変化するかは予

断を許さないが，比較的短期間で消えるペアかもしれない（追記：2017

年9月24日の読売新聞によると，ロンドン交通局は乗客の安全対策に不

備があるとして，Uberの営業許可を更新しないと発表した）。

また，未来へ向けて変化する可能性の高い文化的反義語もありそうだ。

先に，旅客機のフライトに関する文化的反義語としてdomestic/inter-

national（国内線 /国際線）という例（41）を挙げ，将来はこれにspace

（宇宙）が加わるかもしれないと述べた。実際アメリカではspaceportが

できているという報道が数年前にあった。そう考えると将来の空の旅は例

えばglobal/space（地球 /宇宙）といった区分になるかもしれない。

文化的反義語の変遷を見てきたが，外界の変化に影響されて語彙の構成

に変化が生じるのは何も文化的反義語特有の現象ではなく，広く語彙全般

に当てはまる現象である。文化的反義語は，その時々の文化的背景を色濃

く反映するので，そのような変化をより強く受けることになる。裏を返せ

ば，文化的反義語の変化をたどることで，その背景にある文化の変化を明
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らかにできるというメリットもある。

4．終わりに

本稿では，著者がこの数年間収集してきた英語の文化的反義語の実例を

示した。まず第2節では，文化的反義語の定義とこれまでの研究で指摘さ

れてきた代表例を確認し，第3節では，著者が集めた文化的反義語の実例

を分野別にまとめ，適宜解説を加えた。本稿をまとめて，改めて文化的反

義語を意識して学ぶ・教えることは，英語学習の促進と英語圏文化の理解

に有意義であるとの思いを強くした。本稿を契機に文化的反義語の重要性

が認知され，英語のみならず他の言語でも研究が進むことを期待する。さ

らに，そのような研究が，異文化理解や辞書の記述の向上，さらに，翻訳

や通訳などの分野に応用され，実績を上げることが出来れば幸いである。

今後の研究課題としては，次の3点を挙げる。まずは，本稿で英語の例

を提示したので，次のステップとして，それに対応する日本語の実例を示

し，比較したい。第2点目は，色彩語の反義関係を総合的に調査したい。

特に基本的な色彩語（例えばBerlinandKay1969の11色）を中心に，

日英語での文化的反義語の例を比較することは有益であろう。

さらに，第3点目の課題として，反義語と類義語の差異の詳細を明確に

したい。実例を精査する過程で反義語と類義語の区別の難しさを痛感する

ことがたびたびあった。例えば，英語教育の分野で，英語を母語以外の言

語として学ぶ時の区別として，ESL（EnglishasaSecondLanguage）

とEFL（EnglishasaForeignLanguage）という2語がよく使われる。

前者は「第二言語としての英語」，後者は「外国語としての英語」で，外

国人が英語を学ぶ環境に注目した区分である。第二言語の環境と外国語の

環境の違いに注目する際には対比が強調され，反義語の役割を果たす一方

で，ネイティブが英語を母者として習得するプロセスと対比させる際には，
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この2語は類似点に注目が集まり，類義語の役割を果たすと考えられる。

同じペアでも視点が違うと異なる関係性が生まれるようだ。反義語と類義

語は想像以上に近い関係にあると言えそうだが，その関係性の詳細は未だ

に不明な点が多い。

以上，本稿が文化的反義語の実態解明に少しでも役立てば幸いである。
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拓殖大学研究所紀要投稿規則

（目的）

第1条 拓殖大学（以下，「本学」という。）に附置する，経営経理研究所，政治経

済研究所，言語文化研究所，理工学総合研究所及び人文科学研究所（以下，「研

究所」という。）が刊行する紀要には，多様な研究成果及び学術情報の発表の場

を提供し，研究活動の促進に供することを目的とする。

（紀要他）

第2条 研究所の紀要は，次の各号のとおりとする。

� 経営経理研究所紀要『拓殖大学 経営経理研究』

� 政治経済研究所紀要『拓殖大学論集 政治・経済・法律研究』

� 言語文化研究所紀要『拓殖大学 語学研究』

� 理工学総合研究所紀要『拓殖大学 理工学研究報告』

� 人文科学研究所紀要『拓殖大学論集 人文・自然・人間科学研究』

2 研究所長は，次の事項について毎年度決定する。

� 紀要の『執筆予定表』の提出日

� 投稿する原稿（以下，「投稿原稿」という。）及び紀要の『投稿原稿表紙』

の提出日

� 投稿原稿の査読等の日程

（投稿資格）

第3条 紀要の投稿者（共著の場合，投稿者のうち少なくとも1名）は，原則とし

て研究所の兼担研究員および兼任研究員（以下「研究所員」という。）とする。

2 研究所の編集委員会が認める場合には，研究所員以外も投稿することができる。

（著作権）

第4条 投稿者は，紀要に掲載された著作物が，本学機関リポジトリ（以下「リポ

ジトリ」という。）において公開されることおよび当該著作物の著作権のうち複

製権・公衆送信権の権利行使を研究所に委託することを許諾しなければならない。

2 共同執筆として紀要に掲載する場合には，共同執筆者全員がリポジトリにおい

て公開されることおよび当該著作物の著作権のうち複製権・公衆送信権の権利行

使を研究所に委託することについて承諾し，投稿代表者に承諾書を提出しなけれ
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ばならない。投稿代表者は，共同執筆者全員の承諾書を投稿する原稿と一緒に研

究所に提出しなければならない。

（執筆要領および投稿原稿）

第5条 投稿原稿は，研究所の紀要執筆要領の指示に従って作成する。

2 投稿原稿は，図・表を含め，原則として返却しない。

3 学会等の刊行物に公表した原稿あるいは他の学会誌等に投稿中の原稿は，紀要

に投稿することはできない（二重投稿の禁止）。

（原稿区分他）

第6条 投稿原稿区分は，次の表1，2のとおり定める。

2 投稿原稿区分は，投稿者が選定する。ただし，紀要への掲載にあたっては，査

読結果に基づいて，編集委員会の議を以て，投稿者に掲載の可否等を通知する。

3 紀要への投稿が決定した場合には，投稿者は600字以内で要旨を作成し，投稿

した原稿のキーワードを3～5個選定する。ただし，要旨には，図・表や文献の

使用あるいは引用は，認めない。
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表1 投稿原稿区分：経営経理研究所，政治経済研究所，言語文化研究所及び人文

科学研究所

�論文 研究の課題，方法，結果，含意（考察），技術，表現について明確

であり，独創性および学術的価値のある研究成果をまとめたもの。

�研究ノート 研究の中間報告で，将来，論文になりうるもの（論文の形式に準

じる）。新しい方法の提示，新しい知見の速報などを含む。

�抄録 経営経理研究所，政治経済研究所，言語文化研究所，人文科学研

究所の研究助成要領第10項�に該当するもの。

�その他 上記区分のいずれにも当てはまらない原稿（公開講座記録等）に

ついては，編集委員会において取り扱いを判断する。また，編集

委員会が必要と認めた場合には，新たな種類の原稿を掲載するこ

とができる。

表2 投稿原稿区別：理工学総合研究所

�論文，�研究速報，�展望・解説，�設計・製図，�抄録（発表作品の概要を

含む），�その他（公開講座記録等）



4 研究所研究助成を受けた研究所員の研究成果発表（原稿）の投稿原稿区分は，

原則として論文とする。

5 研究所研究助成を受けた研究所員が，既に学会等で発表した研究成果（原稿）

は，抄録として掲載することができる。

（投稿料他）

第7条 投稿者には，一切の原稿料を支払わない。

2 投稿者には，紀要3部を贈呈する。

3 投稿者が研究所員の場合には，掲載の抜き刷りを50部まで無料で贈呈する。

50部を超えて希望する場合は，超過分について有料とする。

（リポジトリへの公開の停止及び削除）

第8条 投稿者よりリポジトリへの公開の停止及び削除の申し出があった場合また

は編集委員会がリポジトリへの公開の停止及び削除が必要と判断した場合には，

リポジトリへの公開の停止及び削除をおこなうことができる。

（その他）

第9条 本投稿規則に規定されていない事柄については，編集委員会の議を以て決

定する。

（改廃）

第10条 この規則の改廃は，研究所運営委員会の議を経て研究所運営委員会委員長

が決定する。

附 則

この規則は，平成29年4月1日から施行する。
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拓殖大学言語文化研究所紀要『拓殖大学 語学研究』執筆要領

1．発行回数

『拓殖大学 語学研究』（以下，「紀要」という）は，原則として年2回発行する。

その発行のため，以下の原稿提出締切日を厳守する。

2．使用言語

用語は，日本語又は日本語以外の言語とする。ただし，日本語以外の言語での

執筆を希望する場合は，事前に言語文化研究所編集委員会（以下，「編集委員会」

という。）に申し出て，その承諾を得たときは，使用可能とする。

3．様式

投稿原稿は，完成原稿とし，原則としてワープロ原稿（A4用紙を使用し，横

書き，1行33字×27行でプリント）2部を編集委員会宛に提出する。

� 数字は，アラビア数字を用いる。

� ローマ字（及び欧文）の場合は，ダブルスペースで32行。1行の語数は日

本語33文字分。

� 投稿原稿の分量は，本文と注及び図・表を含め，原則として，以下のとおり

とする。

上記分量を超えた投稿原稿は，編集委員会で分割掲載等の制限をおこなうこ

ともある。

投稿者の希望で，本紀要の複数号にわたって，同一タイトルで投稿すること

はできない。ただし，編集委員会が許可した場合に限り，同一タイトルの原稿

を何回かに分けて投稿することができる。その場合は，最初の稿で全体像と回

数を明示しなければならない。

� 上記以外の様式にて，投稿原稿の提出する場合には，編集委員会と協議する。

4．投稿原稿

� 原稿区分は，「拓殖大学 研究所紀要投稿規則」に記載されている種別のい

ずれかとするが，「その他」の区分，定義については付記のとおりとする。
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� 原稿は， 9月中旬締切－12月発行

� 原稿は，11月末日締切－ 3月発行

① 日本語論文による原稿 20,000字（1行33字×27行）以内 ・・・・・・・・・・・

A4縦版・

横書② 日本語以外の言語による原稿 20,000字（ダブルスペース，20枚）以内



� 投稿原稿の受理日は，編集委員会に到着した日とする。

� 投稿は完成原稿の写しを投稿者が保有し，原本を編集委員会宛とする。

� 投稿原稿数の関係で，紀要に掲載できない場合には，拓殖大学言語文化研究

所長（以下「所長」という）より，その旨を執筆者に通達する。

5．図・表・数式の表示

� 図・表の使用は，必要最小限にし，それぞれに通し番号と図・表名を付けて，

本文中に挿入位置と原稿用紙上に枠で大きさを指定するする。図・表も分量に

含める。

� 図および表は，コンピューター等を使って，きれいに作成すること。

� 数式は，専用ソフトを用いて正確に表現すること。

6．注・参考文献

� 注は，本文中に（右肩に片パーレンで）通し番号とし，執筆者の意向を尊重

して脚注，後注とも可能とする。

� 引用・典拠の表示は各言語の一般的な方式に従うものとする。

7．執筆予定表の提出

紀要に投稿を希望するものは，『拓殖大学 語学研究』執筆予定表を，指定さ

れた期日までに研究所に提出する。

8．原稿の提出

投稿原稿と一緒に，『拓殖大学 語学研究』投稿原稿表紙に必要事項の記入，

「拓殖大学機関リポジトリへの公開等の許諾」に捺印し，原稿提出期日までに添

付する。

9．原稿の審査・変更・再提出

� 投稿原稿の採否は，編集委員会の指名した査読者の査読結果に基づいて，編

集委員会が決定する。編集委員会は，原稿の区分の変更を投稿者に求める場合

もある。

� 出された投稿原稿は，編集委員会の許可なしに変更してはならない。

� 編集委員会は，投稿者に若干の訂正あるいは書き直しを要請することができ

る。

� 編集委員会は，紀要に掲載しない事を決定した場合は，所長名の文書でその
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旨を執筆者に通達する。

� 他の刊行物に既に発表された，もしくは投稿中の原稿は，紀要に投稿するこ

とができない。

10．投稿原稿の電子媒体の提出

投稿者は，編集委員会の査読を経て，修正・加筆などが済み次第，A4版用紙

（縦版，横書き）にプリントした完成原稿1部と電子媒体を提出すること。

電子媒体の提出時には，コンピューターの機種名と使用OSとソフトウェア名

及びバージョン名を明記すること。

なお，手元には，必ずオリジナルの投稿原稿のデータを保管しておくこと。

11．校正

投稿原稿の校正については，投稿者が初校および再校を行い，編集委員会と所

長が三枚を行う。この際の校正は，最小限の字句に限り，版組後の書き換え，追

補は認めない。

校正は，所長の指示に従い，迅速に行う。

校正が，決められた期日までに行われない場合には，紀要に掲載できないこと

もある。

12．改廃

この要領の改廃は，言語文化研究所会議の議を経て，所長が決定する。

附 則

この要領は，平成26年4月1日から施行する。

附 則

この要領は，平成29年4月1日から施行する。

付記：「その他」の区分・定義について

以上
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① 調査報告： 専門領域に関する調査。

② 資 料： 原稿区分の範疇以外で教育・研究上有用であると考えられるもの。

③ 書 評： 専門領域の学術図書についての書評。

④ 紹 介： 専門領域に関するもの。
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